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前
期

理学研究科ガイダンス

入 学 式

前期及び前期Ⅰ授業開始

前期履修申請（WEB）期間

前期履修申請（WEB）確認期間

前 期 Ⅰ 授 業 最 終 週

前 期 Ⅱ 授 業 開 始

博士学位申請（９月修了者）

対大阪公立大学総合競技大会

修士学位申請（９月修了者）

前期開講科目授業最終週

前期期末試験及び前期Ⅱ授業最終週

前 期 期 末 試 験 予 備 日

夏 季 休 業

４月７日（金）

４月９日（日）

４月10日（月）

４月17日（月）～４月24日（月）

４月26日（水）17時まで

５月29日（月）～５月30日（火）、

６月７日（水）～６月９日（金）

６月５日（月）～６月６日（火）、

６月14日（水）～６月16日（金）

６月９日（金）まで（予定）

７月１日（土）～７月２日（日）（調整中）

７月10日（月）まで（予定）

７月18日（火）、７月24日（月）、

７月26日（水）～７月28日（金）

７月25日（火）、７月31日（月）

８月２日（水）～８月４日（金）

８月１日（火）

８月７日（月）～９月30日（土）

後
期

後期及び後期Ⅰ授業開始

後期履修申請（WEB）期間

大 学 祭

後 期 Ⅰ 授 業 最 終 週

後 期 Ⅱ 授 業 開 始

博 士 学 位 申 請

冬 季 休 業

後期及び後期Ⅱ授業再開

修 士 学 位 申 請

大 学 入 学 共 通 テ ス ト

後期開講科目授業最終週

後期期末試験及び後期Ⅱ授業最終週

後 期 期 末 試 験 予 備 日

春 季 休 業

修了式・学位記授与式

10月２日（月）

CAMPUSSQUARE及び８号館１階の掲示板に掲示する。

11月１日（水）～11月５日（日）（準備・片付含）

11月21日（火）、11月27日（月）、11月29日（水）、

12月１日（金）、12月７日（木）

11月28日（火）、12月４日（月）、12月６日（水）、

12月８日（金）、12月14日（木）

12月８日（金）まで（予定）

12月29日（金）～１月３日（水）

１月４日（木）

１月10日（水）まで（予定）

１月12日（金）～１月14日（日）（準備含）

１月29日（月）～２月２日（金）

２月５日（月）～２月９日（金）

２月13日（火）

２月14日（水）～３月31日（日）

CAMPUSSQUARE及び８号館１階の掲示板に掲示する。

2023年度 学年暦

☆ 履修申請の詳細、学位申請の詳細、集中講義の開講などの各種通知・募集は、

CAMPUSSQUARE及び８号館１階の研究科掲示板に掲示するので適宜、必ず確認す

ること。
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大学院の構成及び学修の基本規則

（東京都立大学理学研究科・理工学研究科）

１ 大学院の目的及び課程構成

東京都立大学大学院は、広い視野に立って、専門分野に関する専門的な学術の理論及び応用を教

授研究し、その深奥を究め、又は高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越し

た能力を培い、都民の生活と文化の向上及び発展に寄与することを目的とする。

博士課程は、これを前期２年の課程（以下「博士前期課程」という。）及び後期３年の課程（以

下「博士後期課程」という。）に区分し、博士前期課程は、修士課程として取扱うものとする。

博士前期課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又は高度の専

門性を要する職業等に必要な高度の能力を養うことを目的とする。

博士後期課程は、専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度

に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養うことを目

的とする。

２ 研究科の教育研究上の目的

理学研究科の教育研究上の目的

理学研究科博士前期課程は、自然科学の広範な知識、考え方及び方法を教授研究し、研究能力と

柔軟な問題解決能力や説明能力を培い、国際的視野を有し、創造力と応用力を備えた研究者、教育

者及び技術者等を養成することを目的とする。

理学研究科博士後期課程は、自然科学の先端的な知識、考え方及び方法を教授研究し、自立して

研究活動を行う研究能力と中長期的な課題の探索発見力を培い、国際的な牽引力を有し、卓越した

創造力と応用力を備えた研究者、教育者及び技術者等を養成することを目的とする。

理工学研究科の教育研究上の目的

理工学研究科博士前期課程は、自然科学と科学技術の広範な知識、考え方及び方法を教授研究し、

研究能力と柔軟な問題解決能力や説明能力を培い、国際的視野を有し、創造力と応用力を備えた研

究者、教育者及び技術者等を養成することを目的とする。

理工学研究科博士後期課程は、自然科学と科学技術の先端的な知識、考え方及び方法を教授研究

し、自立して研究活動を行う研究能力と中長期的な課題の探索発見力を培い、国際的な牽引力を有

し、卓越した創造力と応用力を備えた研究者、教育者及び技術者等を養成することを目的とする。

３ 研究科の組織

理学研究科に次の専攻を置く。（2018年度以降入学者）

博士前期課程 数理科学専攻 博士後期課程 数理科学専攻

物理学専攻 物理学専攻

化学専攻 化学専攻

生命科学専攻 生命科学専攻
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理工学研究科に次の専攻を置く。（2017年度以前入学者）

博士前期課程 数理情報科学専攻 博士後期課程 数理情報科学専攻

物理学専攻 物理学専攻

分子物質化学専攻 分子物質化学専攻

生命科学専攻 生命科学専攻

電気電子工学専攻 電気電子工学専攻

機械工学専攻 機械工学専攻

４ 理学研究科各専攻における教育研究上の目的

数理科学専攻

数理科学専攻では、数学と応用数理に関する高度な知識と、柔軟で独創的な数理的思考能力を併

せ持ち、科学の礎としての数理科学の重要性を自覚しつつ、自然科学及び現代情報化社会の諸問題

を解決できる有能な人材を育成することを目的とする。

博士前期課程における、具体的な人材像を以下に示す。

（1）数理科学に関する高度な専門知識と、柔軟な数理的思考能力を持つ人材

（2）自ら、域は指導教員の指導のもと、課題を設定し、研究を計画的に遂行できる人材

（3）研究成果を分かりやすく伝える能力を持ち、他の研究者と意見交換できる人材

博士後期課程における、具体的な人材像を以下に示す。

（1）数理科学に関する高度な専門知識と、柔軟で独創的な数値的思考能力を持つ人材

（2）自立した研究者として、国際的な視野で、独創的な研究活動を遂行できる人材

（3）自らの研究の意義や社会的位置づけを、客観的に評価できる人材

物理学専攻

物理学専攻では、素粒子から多様な構造をもつ物質、宇宙まで、自然界を広く対象とする物理学

の高度な知識と研究能力を持ち、次世代の先端科学を担い得る人材、社会・環境における諸問題を

科学の基礎に立って解決し得る有能な人材の育成を目的とする。

博士前期課程では、物理学の専門的な基礎知識を有し、他の自然科学分野との関わりや国際的な

視野に立って、科学技術の基礎としての物理学の研究者・専門的技術者、及び教育者を育成するた

めに、以下のような学生の修得目標達成を支援する教育を行う。

（1）物理学に関する研究を進めるために必要な基礎的な知識の他、論理的な思考法、実践的な研究

方法を修得する。

（2）物理学の各分野において、自らあるいは指導教員の指導の下に研究課題を設定し、問題を解決

して研究を遂行する能力、論理的に構成された論文を作成して研究成果を発表する能力を修得す

る。

（3）他の研究者と討論できる能力、研究の成果を広く伝える能力を修得する。

博士後期課程では、物理学の基礎と応用に対して幅広い見識を有するとともに、研究に伴う社会

的責任をも自覚しつつ、国際的かつ第一線の研究を遂行できる自立した研究者、研究指導者を育成

するために、以下のような学生の修得目標達成を支援する教育を行う。

（1）物理学に関する研究において、先進的かつ重要な研究課題を見きわめるのに必要な広範な知識、

論理的な思考法、実践的な研究方法を修得する。
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（2）物理学の各分野において、自ら独創的な研究課題を設定し研究計画を立てて研究を遂行する能

力、さらに、十分な研究成果をあげて原著論文として国際的学術雑誌に発表する能力を養う。

（3）自立した研究者として研究活動を行い得る能力、国際的な研究討論を行い得る能力、また、研

究の成果や意義を広く伝え、研究活動を社会との関わりの中で位置づけられる能力を修得する。

化学専攻

化学は、原子・分子レベルで自然を理解し、物質の性質や変化などを探求する自然科学の基礎的

学問であるが、近年、自然科学の他分野との融合が著しく、その範囲は電子デバイス等の材料開発

のみならず、宇宙、生命、環境問題など多様な分野に広がっている。化学専攻では、化学に関する

幅広い知識と理解力を有するとともに、高い専門性を持ち、同時に専門を越えた幅広い総合的な判

断能力をもつ化学研究者・技術者・教育者を育成する。

博士前期課程では、化学に関する幅広い基礎学力を修得し、研究課題を主体的に展開させ、論文

としてまとめて学会等にて発表する能力を備えるとともに、広い視野に立って問題を捉える能力と、

専門分野における研究や技術・教育指導のための基本的能力を備えた人材を育成する。

（1）化学に関する研究を進めるために必要な基礎的な知識のほか、論理的な思考法、実践的な研究

方法を修得する。

（2）化学の各分野において、自らあるいは指導教員の指導の下に研究課題を設定し、問題を解決し

て研究を遂行する能力、論理的に構成された論文を作成して研究成果を発表する能力を修得する。

（3）他の研究者と討論できる能力、研究の成果を広く伝える能力を修得する。

博士後期課程では、自立して幅広い観点から研究課題を見つけ、主体的にその課題を展開させ、

国際水準の論文にまとめて国際会議にて発表する能力を有するとともに、広い視野に立って研究や

技術・教育指導ができる能力を備えた国際的に活躍できる人材を育成する。

（1）化学に関する研究において、先進的かつ重要な研究課題を見きわめるのに必要な、広範な知識、

論理的な思考法、実践的な研究方法を修得する。

（2）化学の各分野において、自ら独創的な研究課題を設定し研究計画を立てて研究を遂行する能力、

さらに、十分な研究成果をあげて原著論文として国際的学術雑誌に発表する能力を養う。

（3）自立した研究者として研究活動を行える能力、国際的な研究討論を行える能力、また、研究の

成果や意義を広く伝え、研究活動を社会との関わりの中で位置づけられる能力を修得する。

生命科学専攻

生命科学専攻では、生命科学を通じて新たなことに積極的に取り組む創造的研究力をもつ大学院

生の育成を目的とする。

博士前期課程では、生物が生育していくための基本的な仕組みや高次構造・行動・生態などの解

明に向け、目的、手法、問題点等を自主的に設定、実行するための基礎的な力を身につけるととも

に、国際的な視野及びコミュニケーション能力も一体的に兼ね備えた学生を育成し、国内外で主体

的に活躍できる研究者、教育者及び開発者を養成する。

博士後期課程では、生物が生育していくための基本的な仕組みや高次構造・行動・生態などの解

明に向け、目的、手法、問題点等を自主的に設定、実行するための基礎的・応用的な力を身につけ、

国際的な視野及びコミュニケーション能力も兼ね備えた学生を育成し、国内外で主体的かつ牽引的

な活躍ができる研究者、教育者及び開発者を養成する。
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５ 理工学研究科各専攻における教育研究上の目的

数理情報科学専攻

数理情報科学専攻では、基礎数理と情報数理の高い能力をあわせ持つ独創性に秀でた研究者、積

極的に他分野・異分野にも挑戦する意欲を持った、社会ニーズに応えられる人材、基盤数理科学・

広域数理科学・情報数理科学のコアカリキュラムを修得し、これらを融合させて研究を遂行できる

人材の育成を目的とする。自然科学をはじめとする諸学問の礎としての数学の特性をふまえ、現代

社会が抱える緊急課題に挑戦していくことの出来る人材の育成もめざす。

博士前期課程では、本専攻の理念に沿ったカリキュラムを通し、以下のような学生の修得目標達

成を支援する教育を行う。

（1）数理情報科学における広範な理解と専門知識を修得する。

（2）国際的視野で知識を把握する能力を修得する。

（3）計画的な学習方針を立て、課題解決に向けて関連する問題を統合的に処理できる能力を修得する。

博士後期課程では、前期課程において得られた知見をもとに、以下のような学生の修得目標達成

を支援する教育を行う。

（1）数理情報科学の研究における深くかつ広範な理解と専門知識を修得する。

（2）数理情報科学の自立した研究者として、独創的な先端研究を行う能力、国際的な研究活動を遂

行する能力を修得する。

（3）客観的に自らの研究の意義や社会的位置づけを評価できる能力を修得する。

物理学専攻

物理学専攻では、素粒子から多様な構造をもつ物質、宇宙まで、自然界を広く対象とする物理学

の高度な知識と研究能力を持ち、次世代の先端科学を担い得る人材、社会・環境における諸問題を

科学の基礎に立って解決し得る有能な人材の育成を目的とする。

博士前期課程では、物理学の専門的な基礎知識を有し、他の自然科学分野との関わりや国際的な

視野に立って、科学技術の基礎としての物理学の研究者・専門的技術者、および教育者を育成する

ために、以下のような学生の修得目標達成を支援する教育を行う。

（1）物理学に関する研究を進めるために必要な基礎的な知識の他、論理的な思考法、実践的な研究

方法を修得する。

（2）物理学の各分野において、自らあるいは指導教員の指導の下に研究課題を設定し、問題を解決

して研究を遂行する能力、論理的に論文を構成して研究成果を発表する能力を修得する。

（3）他の研究者と討論できる能力、研究の成果を広く伝える能力を修得する。

博士後期課程では、物理学の基礎と応用に対して幅広い見識を有するとともに、研究に伴う社会

的責任をも自覚しつつ、国際的かつ第一線の研究を遂行できる自立した研究者、研究指導者を育成

するために、以下のような学生の修得目標達成を支援する教育を行う。

（1）物理学に関する研究において、先進的かつ重要な研究課題を見きわめるのに必要な、広範な知

識、論理的な思考法、実践的な研究方法を修得する。

（2）物理学の各分野において、自ら独創的な研究課題を設定し研究計画を立てて研究を遂行する能

力、さらに、十分な研究成果をあげて原著論文として国際的学術雑誌に発表する能力を養う。

（3）自立した研究者として研究活動を行い得る能力、国際的な研究討論を行い得る能力また、研究

の成果や意義を広く伝え、研究活動を社会との関わりの中で位置づけられる能力を修得する。
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分子物質化学専攻

化学は、原子・分子レベルで自然を理解し、物質の性質や変化などを探求する自然科学の基礎的

学問であるが、近年、自然科学の他分野との融合が著しく、対象となる物質群も従来の有機・無機・

生体関連物質等から海洋、大気環境、宇宙に関連する物質にまで広範に広がっている。分子物質化

学専攻では、化学に関する幅広い知識と理解力を有しつつ、深い専門性を持ち、国際社会において

も活躍できる人材を養成することを教育の目的とする。

博士前期課程では、化学に関する幅広い基礎学力を習得するとともに、研究課題を独自の発想に

より展開させ、論文としてまとめて学会等にて発表する能力を備えるとともに、広い視野に立って

問題を捉える能力と、専門分野における研究や技術・教育指導のための基本的能力を備えた人材を

育成する。

博士後期課程では、自立して幅広い観点から研究課題を見つけ、独自の発想からその課題を展開

させ、国際水準の論文にまとめて国際会議にて発表する能力を有するとともに、研究経験をもとに

主体的にさまざまな課題に対し、将来とも自己啓発をしながらリーダーとして広い視野に立って国

際的視点からも専門分野における研究や技術・教育指導ができる能力を備えた人材を育成する。

生命科学専攻

生命科学専攻では、幅広い生命科学、生物学の分野において、企画評価力を備えた創造的研究者

の育成を目的とする。課程ごとに学生の修得目標を定め、それらの達成のために、広くミクロから

マクロ、微生物から高等動植物までを網羅した教育・研究組織によって組織的な支援を行う。

博士前期課程では、国際的視野を有し、創造力と応用力を備えた生命科学・生物学分野の研究者・

教育者、企画開発者・経営管理者を養成するために、以下のような学生の修得目標達成を支援する

教育を行う。

（1）基礎的な生命科学と生物学に関する研究を進めるために必要な、広範な知識、思考法、実践方

法を学ぶと共に、設定した研究課題に関連したより専門的な知識、思考法、研究実践法を修得す

る。

（2）基礎的な生命科学や生物学の各分野について、「新規な研究課題」または「応用や教育に関す

る研究課題」を自ら、あるいは指導教員の指導の下に設定して研究を進め、論文にまとめて発表

するまでの基礎的な研究能力を修得する。

（3）研究の遂行と国際的交流に必要な英語による文章作成能力およびコミュニケーション能力を身

につけ、研究の成果を広範な人々に伝える能力を修得する。

博士後期課程では、国際的な牽引力を有し、卓越した創造力と応用力を備えた生命科学・生物学

分野の研究者・教育者、企画開発者・経営管理者を養成するために、以下のような学生の修得目標

達成を支援する教育を行う。

（1）基礎的な生命科学と生物学の研究における、先進的かつ重要な課題の探索発見力を身につける

ために必要な、広範な知識、思考法、研究実践法を修得する。

（2）基礎的な生命科学や生物学の各分野について、「新規な研究課題」または「応用や教育に関す

る研究課題」を自ら設定して研究を進め、十分な成果をあげ、それらを英語の原著論文として公

表することを通じて、独立して研究活動を行い得る研究能力を修得する。

（3）研究を国際的に牽引するために必須である高度な英語でのコミュニケーション能力を身につけ、

研究の成果および意義を広範な人々に伝え、理解させる能力を修得する。
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電気電子工学専攻

電気電子工学専攻では、独自のカリキュラム・指導体制により、所属学生が本分野における高度

専門知識の修得、および課題の発見・解決能力を修得・開発することを支援する教育研究を行う。

博士前期課程では、以下のような人材育成を目的とする。

（1）電気電子工学分野における基礎および最新学問、知見、技法を深く修得した人材

（2）産業と社会の新たな展開に貢献し得る工学的素養・応用力・創造力を備えた人材

（3）成果の捻出のみにおもむかず、技術開発が社会・環境の持続可能性へ及ぼす影響も考慮した価

値観・使命感を備えた工学的貢献を目指す人材

（4）高い科学技術的倫理観を備えて諸処の責務を継続的に遂行し得る人材

博士後期課程では、以下のような人材育成を目的とする。

（1）電気電子工学およびその関連分野も含めた基礎および最新学問、知見、技法を深く修得した人材

（2）産業と社会の新たな展開や技術革新につながるような未踏技術・工学分野をも開拓し得る工学

的素養・応用力・創造力・総合力を備えた人材

（3）成果の捻出のみにおもむかず、技術開発が社会・環境の持続可能性へ及ぼす影響を考慮した価

値観・使命感を備えて総合的工学的貢献ができる人材

（4）高い科学技術的倫理観とリーダーシップを備えて諸処の責務を遂行し得る人材

機械工学専攻

機械工学分野では、すべての人工物は機械であるという認識に立脚し、様々なものづくりの現場

や先端技術分野で柔軟な思考と予見性のある情報を発信する能力を持つ高度技術者や創造的研究者

の育成が強く求められている。機械工学専攻では、このような社会的要請に鑑み、自らのアイデア

を実現でき、かつ実学訓練によって磨かれたものづくりに関するスキルを備えた研究開発型の機械

技術者・研究者を養成することを目的とする。

博士前期課程では、以下のような学生の修得目標達成を支援する教育を行う。

（1）確固たる機械工学の基礎知識をもとに、広範な学際的知識・情報を吸収し、これらを自ら有機

的に思考・発展させて設定された問題解決に繋げるための能力を修得する。

（2）「機械工学の基盤となる基礎的研究課題」あるいは「機械工業の発展に寄与する応用的研究課

題」を自ら、あるいは指導教員の指導の下に設定して研究を進め、論文にまとめて発表するまで

の基礎的な研究能力を修得する。

（3）多様な民間企業や各種公設研究機関との共同・連携研究開発の一翼を担うこと、および国外の

大学や国際会議等における研究活動などによって、国際的視野を有する幅広いコミュニケーショ

ン能力を修得する。

博士後期課程では、以下のような学生の修得目標達成を支援する教育を行う。

（1）確固たる機械工学の基礎知識をもとに、広範な学際的知識・情報を吸収し、これらを自ら有機

的に思考・発展させて、先進的な問題の発見および解決に繋げるための能力を修得する。

（2）「機械工学の基盤となる基礎的研究課題」あるいは「機械工業の発展に寄与する応用的研究課

題」を自ら設定して研究を進め、十分な成果をあげ、それらを原著論文として公表することを通

じて、独立して研究活動を行い得る研究能力を修得する。

（3）多様な民間企業や各種公設研究機関との共同・連携研究開発を主体的に実施すること、および

国外の大学や国際会議での研究活動や英語による学術原著論文の発表などによって、研究・開発

組織における指導者として必要な国際的牽引力や幅広いコミュニケーション能力を修得する。
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６ 課程修了の認定

博士前期課程 博士前期課程の学生は、２年の在学期間を満たし、正規の授業を受け、博士前期

課程専攻所定の授業科目について30単位以上を修得し、更に学位論文を提出し、

かつ、最終試験を受けなければならない。この場合において、指導教授が教育上

有益と認めるときは、30単位のうち10単位以内に限り、研究科の定める所により、

研究科内の他の専攻の授業科目若しくは他の研究科の専攻の授業科目又は学部の

授業科目を履修し、これを充当することができる（これを「専攻に準ずる科目」

と呼ぶ。）。

在学期間に関しては、優れた研究業績を上げたと認めた者については、博士前

期課程に１年以上在学すれば足りるものとする（これを「在学期間短縮修了」と

呼ぶ。）。

博士後期課程 博士後期課程の学生は、３年の在学期間を満たし、正規の授業を受け、博士後期

課程専攻所定の授業科目について20単位以上を修得し、更に学位論文を提出し、

かつ、最終試験を受けなければならない。

在学期間に関しては、特に優れた研究業績を上げたと認めた者については、博

士後期課程に１年以上在学すれば足りるものとする。ただし、１年の在学期間を

もって博士前期課程を修了した者の博士後期課程の修了にあっては２年以上在学

すれば足りるものとする。（これらを「在学期間短縮修了」と呼ぶ。）

７ 修業年限及び在学期間

博士前期課程の標準修業年限は２年とし、博士後期課程の標準修業年限は３年とする。

博士前期課程の在学期間は４年を、博士後期課程の在学期間は６年を超えることができない。た

だし、特別の事情により、研究科の教授会で特に認められた場合は、在学年限を超えて在学するこ

とができる。

８ 長期履修制度

就業、出産、育児、介護等の事情により、上記７の標準修業年限を超えた一定期間にわたる計画

的な教育課程の履修を希望する学生は、申請に基づき、研究科教授会の審査により長期履修の適用

を認められることがある。長期履修の在学期間は入学時から起算して博士前期課程は３、４年のい

ずれか、博士後期課程は４、５、６年のいずれかとする。この場合授業料は、標準修業年限におい

て支払うべき授業料総額を認められた長期履修の年数で除して算出した額により、翌期以降納付す

ることになる。在学生の申請は博士前期課程１年次、博士後期課程１、２年次において行うが、申

請の時期、資格、申請書類等詳細は別途掲示する。

９ 学位

博士前期課程及び博士後期課程において、それぞれ上記６の規定により所定の単位を修得し、か

つ、学位論文の審査及び最終試験に合格した者に対して、それぞれ当該課程を修了したものと認め、

学位を授与する。

10 理学研究科及び理工学研究科の授業科目及び単位数

共通科目及び各専攻の科目一覧表を参照
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11 単位の認定及び学修の評価

履修授業科目の単位の認定は、筆記試験若しくは口頭試験又は研究報告などを、「授業概要」に

記載された科目ごとの基準に則って点数化し、絶対評価を実施するものとし、毎学期又は毎学年末

に行うものとする。学修の評価は、原則として５段階評定とし、上位４段階までを合格とする。

12 履修方法

（1）学生は、入学当初に指導を受けようとする教授（以下「指導教授」という。）の指定を受ける。

（2）学生は、毎年度当初に、その学年に履修しようとする授業科目につき、予め指定された方式に

従い受講を申請し、その承認を得なければならない。

（3）学生は、科目の選択、論文の作成、研究一般について指導教授の指導を受ける。

（4）指導教授が必要と認めるときは、その指定する授業科目を学生に履修させることができる。

（この場合に、研究科内の他の専攻の授業科目若しくは他の研究科の専攻の授業科目又は学部の

授業科目を履修する場合には、「専攻に準ずる科目」と認められたもの以外は課程修了に必要な

単位に含むことができない。（これを「関連科目」と呼ぶ。））

下記の２項目については、研究科教授会又は研究科教務委員会の承認を得なければならない。

（1）「専攻に準ずる科目」を履修する場合。

（2）教育職員免許又は学芸員資格に必要な学部の科目を履修するため、科目等履修生になる場合。
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成績
表示

成績証明書の表示
単位 成績評価基準

100点法
（目安）（和文） （英文）

5 優（秀※） Ｓ ○
到達目標を十分に達成し、きわめて優秀
である。

90点以上

4 優 Ａ ○ 到達目標を十分に達成している。 80～89点

3 良 Ｂ ○ 到達目標を達成している。 70～79点

2 可 Ｃ ○ 到達目標を最低限達成している。 60～69点

1 表示せず 表示せず × 到達目標を達成していない。 59点以下

0 表示せず 表示せず × 評価の対象にならない。
※2016年度入学生から対象

2023年度の履修申請の手続き及び日程は次のとおりである。

・原則、各学生個人のＷＥＢ画面から申請を行うこと。（https://jjh.tmu.ac.jp/）

・理学研究科の学生はＲで始まる５桁の授業番号の科目を選択すること。

・理工学研究科の学生はＲで始まる４桁の授業番号の科目を選択すること。

・専攻に準ずる科目（専準科目）は研究科教授会又は研究科教務委員会で認められた者以外は申

請しないこと。

以下の日程で履修申請すること。

・通年開講科目、前期開講科目、前期開講集中授業

申請期間 2023年４月17日～2023年４月24日

履修確認・修正期間 2023年４月26日（17:00まで）

・後期開講科目、後期開講集中授業の履修申請の日程は、決定後、CAMPUSSQUARE及び８号館１階

の掲示板に掲示する。

・年度途中開講の集中授業の開講は、CAMPUSSQUARE及び８号館１階の掲示板に掲示をするので、

指定された期日（原則、開講初日の１週間前）までに履修申請を行うこと。

基
本

規
則



13 成績問い合わせ

理学研究科授業科目及び理工学研究科授業科目の成績評価について問い合わせがある場合は、成

績開示日を含め７日以内（土・日・祝日を含む）に理学部教務係の窓口まで申し出て、所定の様式

に記入し、提出すること。

14 休学／復学／退学／除籍

休学

（1）疾病その他の理由により、引き続き６か月以上修学することができない者は、学長に休学を申

請してその許可を得て休学することができる。

（2）病気を理由とする休学願には医師の診断書を添付しなければならない。

（3）休学は、１年以内とする。ただし、特別の理由がある場合は、１年の範囲内で休学期間の延長

を認めることができる。

（4）休学期間は、課程ごとに通算して３年を超えることができない。

（5）休学期間は修業年限により在学すべき年数に算入しない。

（6）休学期間は在学期間に算入しない。

（7）休学者は原則として留年となるが、次の要件を満たしている場合は、進級となる。

※博士後期課程のみ

復学

休学期間が満了したとき又は休学期間中にその理由がなくなったときは、学長に復学を申請して

その許可を得て復学することができる。

退学

（1）退学しようとする者は、保証人連署のうえ学長に申請してその許可を受けなければならない。

（2）学長は、在学年限を超えた者、休学期間を超えてなお復学できない者について、教授会の議を

経て、退学を命ずる。

除籍

授業料の納付を怠り、督促してもなお納付しない者は、教授会の議を経て、学長が除籍する。

授業料の取扱い

（1）休学期間中の授業料は免除する。ただし、前期又は後期の途中において休学又は復学する場合

は、休学又は復学した日の属する期分の授業料を納付しなければならない。

（2）退学を許可され、又は命じられた者及び除籍された者は、その日の属する期分の授業料は納付

しなければならない。

その他

休学・復学・退学の申請は、原則として休学・復学・退学しようとする日の１ヶ月前までに理学

部教務係窓口で行うこと。
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15 他の大学院又は研究所等における研究指導

学長は、学生が他の大学院又は研究所等において研究指導を受けることが教育上有益であると認

めるときは、当該学生が所属する研究科の教授会の議を経て、当該大学院等との協定又は協議に基

づき、これを許可することができる。（手続きについては、指導教授又は理学部教務係に問い合わ

せること。）

16 教員免許の専修免許状取得のための履修科目

原則として、所属する専攻の専攻科目（各専攻共通科目を除く。）から24単位以上履修すること。

24単位に算入できる科目は専攻により異なるので、専修免許状を取得しようとする者は、必ず理学

部教務係窓口で科目の確認を行うこと。専攻に準ずる科目や関連科目はこの単位に算入することが

できないので注意すること。

17 大学院全学共通科目（大学院キャリア科目）

大学院生のキャリア開発を目的として、大学教育センターにより提供される科目であり、履修対

象者は全研究科の大学院生（博士前期課程・博士後期課程）である。

ただし、この科目の履修により修得した単位は、課程修了に必要な単位数に含めることはできな

い。授業内容等の詳細は本履修案内・授業概要に記載しているので、シラバスも含め参照すること。

18 既修得単位の認定

他の大学院を修了、又は中途退学した者及び科目等履修生として単位を修得した者で、新たに本

学理学研究科の入学試験を経て１年次に入学した場合、既修得単位のうち、教育上有益な場合で、

かつ、本人の学力が相当と認められる場合について、合計10単位まで認定されることがある。

既修得単位の認定を希望する者は、理学部教務係へ申し出た上で、入学後１月以内に必要書類を

提出すること。
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理学研究科・理工学研究科提供科目

この大学院履修案内は東京都立大学の学生が共通に使用するものである。本書は、各専攻共通科

目及び専攻ごとの履修上の注意、大学院科目一覧表及び授業概要により構成されている。

科目一覧表に用いられている文字・記号は次の意味である。

通 ：１年を通じて開講される。

前 ：前期に開講される。

前･前、前ａ：前期の前半に開講される。

前･後、前ｂ：前期の後半に開講される。

後 ：後期に開講される。

後･前、後ａ：後期の前半に開講される。

後･後、後ｂ：後期の後半に開講される。

前期（夏季）集中：前期に集中講義として開講される。

後期（冬季）集中：後期に集中講義として開講される。

※時期の定めのない集中講義は、決まり次第CAMPUSSQUARE及び８号館１階

の掲示板に掲示する。

△ ：2023年度は開講されない。
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各専攻共通科目

（理学研究科・理工学研究科）

履修上の注意

【理学研究科】

共通科目のうち、「物理化学特別講義Ⅰ」及び「物理化学特別講義Ⅱ」は、物理学専攻・化学

専攻の専門科目として取り扱う。

上記以外の科目は全専攻の専攻科目として取り扱う。

「物理化学特別講義Ⅰ」及び「物理化学特別講義Ⅱ」については、内容が異なる場合は重複履

修を可能とする。

【理工学研究科】

共通科目のうち、「物理化学特別講義Ⅰ」及び「物理化学特別講義Ⅱ」は、物理学専攻・分子

物質化学専攻の専門科目として取り扱う。

上記以外の科目は全専攻の専攻科目として取り扱う。

「理工学特別講義Ⅰ」、「理工学特別講義Ⅱ」、「物理化学特別講義Ⅰ」及び「物理化学特別講義

Ⅱ」については、内容が異なる場合は重複履修を可能とする。

―13―

研
究

科
共

通
科

目



―14―



1

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 放射線実験法Ⅰ R0005 ― ―
夏季集中 ― ― 2

博士後期課程 放射線実験法Ⅰ R0006 放射線実験法Ⅰ R006

担当教員 備 考

久冨木 志郎 全専攻対象、学部との重複履修は不可

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

放射線や放射性同位元素（RI）に関する基礎知識、安全取扱法、法令・管理などを学ぶことにより、放
射線やRIに対する科学リテラシーを養う。放射線・RIの基礎的事項や法令・管理技術について、物理
系、化学系、生物系などの各分野の専門家により講義する。
━
放射線やRIの取扱い、法令に関する基礎的知識を修得し、法令に従いRIの取扱いができるようになる
こと。

━
【第１回－３回】（1）放射線に関する単位、原子、原子核、放射性壊変、加速器、放射線と物質との

相互作用など（物理系）
【第４回－６回】（2）放射能と放射線、放射平衡、原子核反応とRIの製法、放射化学分離法、RIの利

用と問題点、放射線化学など（化学系）
【第７回－９回】（3）生物面の基礎（細胞の感受性、核種の量と単位など）、放射線障害（生物系）
【第10回－12回】（4）法令（放射線障害防止法・電離放射線防止規則）
【第13回－15回】（5）管理技術（放射線管理技術）

〈授業外学習〉
講義終了後、各自レポート作成を行う。
━
〈授業外学習〉
講義終了後、各自レポート作成を行う。
━
【教科書】担当者が作成した印刷テキストを使用する。
【参考書】日本アイソトープ協会編、「第４版 放射線取扱の基礎」、丸善
【関連科目】放射線実験法Ⅱ
━
全ての回の講義への出席（40％）及び各分野（５分野）毎に課せられるレポート（60％）により評価す
る。
履修者は各分野の講義を全て受講し、レポートを提出すること。

━
〈オフィスアワー〉
夏季集中授業のため、特にオフィスアワーは設けない。質問がある者はレポート提出期限までに、
ＲＩ－201室を訪ねること。
━
学部で履修し、すでに単位を修得した場合には、大学院では重ねて履修することはできない。
本講義は南大沢キャンパスで放射線取扱業務従事者となるために必要な教育訓練とすることができる。
新型コロナウィルスの影響等により、講義室での対面での講義の遂行が不可能な場合は、kibaco等によ
り講義資料およびレポートを配布し、Zoom等映像配信により講義を進める場合がある。

1
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2

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 放射線実験法Ⅱ R0007 ― ―
夏季集中 ― ― 1

博士後期課程 放射線実験法Ⅱ R0008 放射線実験法Ⅱ R008

担当教員 備 考

久冨木 志郎 全専攻対象、学部との重複履修は不可

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

密封及び非<密封放射線源の取扱いに関する実習を行うことにより、放射線・RIについての理解を深め
る。
━
放射線やRIの取扱い、法令に関する基礎的知識を修得し、法令に従いRIの取扱いができるようになる
こと。

━
実習内容
（1）放射線の線量測定及び計測法（物理系実習）
（2）溶媒抽出法を用いた放射性核種の分離及び半減期測定（化学系実習）
（3）S-35をトレーサとするインビトロタンパク質合成（生物系実習）
上記３種類の物理、化学、生物に関する放射性同位元素を取り扱う実験を、各日１～５限の間実施する。
━
【授業外学習】原理や操作方法を中心に十分な予習を行うこと。受講後は、実施した実習についての詳
細なレポート（目的，原理，方法，結果，考察）を作成し、指定した期日までに提出すること。
━
【教科書】実習講義時に配布する。
━
出席とレポートにより評価する。履修者は各分野の全実習を行い、レポートを提出すること。すべての
実験を実施し、レポートの提出がない場合、成績評価の対象としない。
━
【オフィスアワー】特に設定しませんが、直接質問したい場合は随時受付しますので、事前にメールで
アポイントメントを取ってください。
━
【関連科目】放射線実験法Ⅰ
学部で履修し単位を修得した場合には、大学院では重ねて履修することはできない。
放射線業務従事者のための健康診断を受診しておくことが望ましい。
実験室での対面での実験の遂行が不可能な場合は、kibaco等により実験資料およびレポートを配布し、
Zoom等映像配信により説明を進める場合がある。

2
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数理科学専攻・数理情報科学専攻

（理学研究科・理工学研究科）

履修上の注意

【理学研究科】

（博士前期課程）

１．理学研究科博士前期課程の「数理科学演習」は、必修である。

２．理学研究科博士前期課程の「数理科学セミナー」は、必修である。

年次進行に応じて履修すること。

３．大学院科目一覧表（理学研究科数理科学専攻）において※印が付されている科目については、

内容が異なる場合は重複履修を可能とする。

（博士後期課程）

１．理学研究科博士後期課程の「数理科学特別セミナー」は、必修である。

年次進行に応じて履修すること。

２．大学院科目一覧表（理学研究科数理科学専攻）において※印が付されている科目については、

内容が異なる場合は重複履修を可能とする。

【理工学研究科】

（博士後期課程）

１．理工学研究科博士後期課程の「数理情報科学特別セミナー」は、必修である。

年次進行に応じて履修すること。

２．大学院科目一覧表（理工学研究科数理情報科学専攻）において※印が付されている科目につ

いては、内容が異なる場合は重複履修を可能とする。
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1

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 代数学概論（1� R0011 ― ―
前期 木 2 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

上原 北斗 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

代数学Ｃで行うガロアの理論の続編である。ガロアの理論の応用の一つとして方程式がべき根で解ける
等の意味を考える。
━
ガロアの基本定理を証明し、その応用として、円分体の理論や、方程式の解の公式と群論等について理
解することを目標とする。（総合的問題思考力および論理的思考力）

━
授業計画・内容
１．体の拡大の基本事項の復習（1）
２．体の拡大の基本事項の復習（2）
３．正規拡大
４．分離拡大（1）
５．分離拡大（2）
６．ガロアの基本定理（1）
７．ガロアの基本定理（2）
８．円分拡大（1）
９．円分拡大（2）
10．群論からの準備
11．方程式のべき根による解法（1）
12．方程式のべき根による解法（2）
13．４次以下の代数方程式
14．代数方程式の補足
15．まとめ
なお、上記の計画は、受講者の状況に合わせて変更することもある。
━
適宜、小テストを行うので、そのための復習をきちんとしておくこと。また、授業の課題にも取り組む
こと。
━
テキスト・参考書：教科書は特に指定しない。
参考書として、＇代数学’津村博文著 数学書房,
‘代数方程式のはなし’今野一宏著 内田老鶴圃,
‘可換体論’永田雅宜著，裳華房
をあげておく。
━
成績評価法：レポート及び小テスト（総合的問題思考力および論理的思考力）
━
オフィスアワーは特に指定しません。質問がある場合は、メイル（hokuto[at]tmu.ac.jp）でアポイン
トメントをとった上で、８－623室まで来てください。
━
特記事項：代数学Ｃの知識（体論の初歩，ガロアの基本定理の主張）を仮定するが、その復習にかなり
時間を費やす予定である。
学部専門科目‘代数学特別講義Ⅰ’との同時開講で、‘代数学特別講義Ⅰ’の単位取得者は履修できな
い。

3
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2

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 代数学概論（2� R0012 ― ―
前期 火 2 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

黒田 茂 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

（多変数）多項式環は代数学において基本的な対象であると同時に、非常に奥が深い可換環である。こ
の講義では、多項式環の間の準同型写像、多項式環の自己同型写像、多項式環の部分環などに関する幾
つかの興味深いトピックを扱う。予備知識はあまり仮定せず、代数学における諸概念を復習・確認しな
がら進める。
━
以下の事項を中心に、多項式環や関連する対象、概念について学習し、代数学の奥深い世界に触れる：
多変数多項式の記法、環の準同型・自己同型群、群の融合積、代数的独立性、正標数の体上の多項式環、
導分・局所冪零導分、UFD
━
第１回 可換環・多項式環
第２回 基本変形
第３回 代入写像・部分代数の生成
第４～５回 多項式環の自己同型
第６回 環の冪零元
第７～８回 融合積
第９回 線形化・対角化
第10回 平行移動
第11～13回 局所冪零導分と群作用
第14回 分解で閉じた部分環
第15回 まとめ
（受講者の状況に応じて変更する場合がある）

【授業方法】資料に基づいて説明を行い、理解度確認のための課題を出す。
━
宿題等を課す。また、２回目以降の授業には、前回までの授業の内容をよく復習した上で出席すること
が求められる。
━
講義内容に沿った資料を配布する。
━
宿題、学期末レポート、授業参加度（100％）で評価する。
宿題、学期末レポートでは、専門的知識を理解した上で、それらを総合的に活用しながら多角的な視点
から問題を思考し、解決すべき問題の本質を見極め、自らの考えを論理的に組み立てることができるか
などについて評価する。
━
オフィスアワーについては授業中に説明する。質問や相談で訪問する場合は、原則として事前にメール
等で連絡すること。
━
予備知識はあまり仮定しないが、学部の授業で扱う程度の環や加群の知識（主に定義）があると理解の
助けになる。
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3

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 代数学概論（3� R0013 ― ―
後期 金 4 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

津村 博文 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

複素解析の類似概念であるｐ進解析の基礎理論をテーマとして関係事項を学習する。複素解析で重要で
あるベルヌーイ数やオイラー数、ディリクレＬ関数などの性質を復習した後、そのｐ進的な類似を考察
し、その応用について解説する。履修に当たっては「位相空間論」「複素関数論」「代数学（群・環・体）」
が必須となる。
━
位相空間論、複素解析、代数学の基礎的な知識を復習し、それらの重要な応用例として、p進距離、p
進位相の概念を学習し、それらをベースにしたｐ進解析の基礎的な知識およびその様々な応用に関する
知識を習得することを目標にする。さらにこれらの知識を用いて問題を解決する能力も身につけること
を目標とする。
━
【授業計画・内容】
１．位相空間の代数的考察
２．p進付置とｐ進距離
３．p進整数環の性質
４．p進整数環の構造
５．p進指数関数とｐ進対数関数
６．平方剰余とヒルベルト記号
７．ベルヌーイ数とオイラー数
８．ディリクレＬ関数の定義
９．ディリクレＬ関数の性質
10．ベルヌーイ数とオイラー数のｐ進的性質
11．p進測度
12．p進Ｌ関数の定義
13．p進Ｌ関数の性質
14．p進合同式
15．まとめと確認課題

【授業方法】上記の項目に関して講義を行い、演習問題（授業課題）等を解いてもらう。授業の進行に
よって、授業内容が前後する可能性がありえる。
━
講義で述べる演習問題を中心に課題を課す。また、初めて学習する内容が多いことと、授業内容が毎回
の積み重ねになるために、授業後には十分に復習して、新たに学習する概念をしっかりと習得する。
━
【参考書】
●数論講義 J.-P.セール著（岩波書店）
●整数論１ 雪江明彦著（日本評論社）
●数論Ⅰ 加藤・黒川・斎藤著（岩波書店）
━
確認課題 70％，授業参加度（授業課題等）30％で評価する。
━
オフィスアワーは授業中に指示する。

━
【他の授業科目との関連性】
●位相空間論、とくに距離空間に関する知識は必須（距離の定義と性質，開集合・閉集合，コンパクト
集合，完備化，離散位相，集積点，連続関数，一様収束，直積位相，等々）

●代数学（群・環・体）に関する知識は必須（イデアル，剰余環，ガロア理論，等々）
●複素関数論に関する知識は必須（正則関数，コーシーの積分定理，留数計算，等々）
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4

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 幾何学概論（1� R0014 ― ―
前期 火 3 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

深谷 友宏 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

位相幾何学入門：図形の基本群の概念を解説し、その応用を紹介する。
━
位相幾何学において、最も基本的な不変量はホモロジー群と基本群である。本講義では、基本群の重要
な性質や計算方法について解説する。さらに、群作用や被覆空間等、基本群と密接に関連する概念につ
いても学習する。
━
第１回 位相空間の復習
第２回 曲面と多様体の概説
第３回 群と作用（1）定義と基礎的な概念
第４回 群と作用（2）実例
第５回 基本群とホモトピー（1）ホモトピーの同値の概念
第６回 基本群とホモトピー（2）基本群の定義
第７回 基本群とホモトピー（3）基本群の間の誘導準同型
第８回 基本群と被覆空間（1）被覆空間の定義と実例
第９回 基本群と被覆空間（2）被覆射影と群作用の関係
第10回 基本群と被覆空間（3）写像のリフト
第11回 基本群と被覆空間（4）被覆空間の構成
第12回 基本群の計算（1）群の表示とTietze変換
第13回 基本群の計算（2）Van-Kampenの定理を利用した曲面の基本群の計算
第14回 基本群の計算（3）基本群に関する基礎的な結果
第15回 総まとめ評価

【授業方法】
講義とレポート課題を組み合わせて授業を進める。なお講義の順序・扱う内容は必要に応じて変えるこ
とがある。
━
適宜レポート課題を課す。
━
教科書：指定しない。
参考書：トポロジー入門 クゼ・コスニオフスキー 著、東京大学出版会
位相幾何学 加藤十吉 著、裳華房
代数的位相幾何学（上下）、W.フルトン著、丸善出版
━
定期試験は行わない。レポート課題と授業参加度で評価する。レポート課題60％、授業参加度40％。基
本群の概念の習得度が評価の基準となる。
━
オフィスアワーは初回の授業時に告知する。

━
多様体の基礎的内容を理解していることが望ましい。
学部専門科目「幾何学特別講義Ⅰ」との同時開講
「幾何学特別講義Ⅰ」の単位取得者は履修できない。

6
―23―

数
理

科
学

・
数

理
情

報
科

学



5

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 幾何学概論（2� R0015 ― ―
後期 水 3 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

高津 飛鳥 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

リーマン幾何学について講義する。すなわち、滑らかに曲がった空間で、長さや面積を測るにはどうし
たら良いかについて講義する。
━
リーマン多様体についての基本的概念の定義、曲率の計算などの基本事項を習得する。（専門分野の知
識・理解，論理的思考力および総合的問題思考力）

━
以下は予定であり、変更の可能性は大いにありえる。
【授業計画・内容】
第１回 多様体論の復習
第２回 テンソル場の復習
第３回 リーマン計量
第４回 接続
第５回 平行移動
第６回 測地線と指数写像
第７回 曲率
第８回 ヤコビ場と空間形
第９回 リーマン距離関数
第10回 リーマン距離関数の応用
第11回 リーマン体積測度
第12回 リーマン体積測度の応用
第13回 比較定理
第14回 ブルン・ミンコフスキー不等式
第15回 まとめ

【授業方法】
講義と課題を組み合わせて授業を進める。
━
毎回の授業で指定する課題に取り組み、前回までの内容について理解した上で出席すること。
━
毎回の授業の初めに資料を配布する。
テキストは特に指定しないが、参考文献として
酒井隆著「リーマン幾何学」ISBN 978-4-7853-1313-5
をあげる。
━
授業参加度・レポート100％
主に、リーマン面に関する基本的な概念が身についているか、基本的な定理を用いた計算・証明ができ
るか、という観点から評価する。（専門分野の知識・理解，論理的思考力および総合的問題思考力）
━
オフィスアワーは初回の授業時に告知する。

━
多様体論（幾何学Ａ）や微分形式（幾何学Ｂ）の基礎的内容を習熟していることが望ましい。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 幾何学概論（3� R0016 ― ―
後期 火 2 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

小林 正典 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

モース理論について講義する。
━
滑らかな関数に対し、微分が消える点を「臨界点」と呼ぶ。多様体は適当な関数の臨界点の近傍（ハン
ドル）に分解されて、組合せ論的に理解できる。この「モース理論」は、微分位相幾何学の古典理論で
あるが、現在に至るまで様々な問題に応用され続けている。
準備として学ぶ「モースの補題」の発展として、退化した臨界点の分類、解析関数、陰関数定理の拡張
である準備定理等にも触れる。
━
第１回 多様体上の関数の臨界点
第２回 ヘッセ行列
第３回 モースの補題
第４回 サードの定理
第５回 ホイットニーの埋込定理
第６回 モース関数
第７回 ベクトル場の積分曲線
第８回 ハンドル分解
第９回 モースの不等式
第10回 準備定理
第11回 ミルナー数
第12回 マザーの定理
第13回 トムの分裂補題
第14回 カタストロフィ理論
第15回 補足・まとめ
※順序などに変更を加える可能性があります。
授業は講義形式で行う。
━
復習するための、簡単な提出課題を出します。
━
教科書は指定しない。
参考書：
ミルナー，モース理論，吉岡書店．
松本幸夫，Morse理論の基礎，岩波書店
泉屋周一・石川剛郎，応用特異点論，共立出版
━
提出課題（40％）・レポート（60％）で評価する。
試験は行わない。
━
オフィスアワー：月曜４限＠8-670（予定）

━
幾何学概論（1）（ホモトピー）と関連する。
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7

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 解析学概論（1� R0017 ― ―
前期 月 2 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

吉冨 和志 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

関数解析の基礎事項を、抽象的な定義・概念として理解していくメリットを味わうとともに、具体的な
例を通じてより理解を深めることができるよう、授業を行う。
━
１．関数解析の理論を厳密な論理を用いて体系的に理解し、その方法論に関する基本的知識を身に付け、
論理的展開方法を理解することができる。（専門分野の基本的な知識・理解，論理的思考力）
２．関数解析の考え方や運用法を総合的に活用し、多角的な視点でさまざまな課題解決のために応用す
ることができる。（専門分野の基本的な知識・理解，総合的問題思考力）
━
授業計画・内容】
（授業の進度に応じて、内容の一部を省略したり付け加えたりすることがある。）
１．ノルム空間、バナッハ空間の定義と例
２．L̂p空間、有界線形作用素
３．共役空間
４．第２共役空間、完備化
５．Hahn-Banachの定理
６．Banach空間の演算：直和と商空間
７．Baireのカテゴリー定理、Banach-Steinhausの定理
８．開写像定理、逆写像定理
９．閉グラフ定理
10．Hilbert空間
11．直交射影、Rieszの定理
12．コンパクト作用素
13．Fredholmの交代定理
14．自己共役作用素のスペクトル
15．まとめ

【授業方法】
・講義を中心とした授業を実施するが、課題への取り組みなどを通して、総合的に授業内容の理解を深
めてもらいたい。
━
・３回程度レポートを課す。
・週４時間程度の予習・復習が必要である。
━
【参考書】
・黒田成俊著、関数解析、共立数学講座
・M.Fabian,P.Habala,P.Hajek,V.Montesinos,V.Zizler,BanachSpaceTheory,CMSBooks
inMathematics,Springer,2011.

・F.RieszandB.Sz.-Nazy,FunctionalAnalysis,Dover,1990.
・T.Kato,PerturbationTheoryforLinearOperators,Springer,
━
３回程度のレポートで評価する。
━
オフィスアワーは、授業開始時に伝えます。質問等がある場合は、研究室（８号館624室）に来て下さ
い。
メールでの質問も随時受け付けます。
【連絡先】
yositomi＠tmu.ac.jp
━
【他の授業科目との関連性】
・本講義での具体例はルベーグ積分の知識を仮定しているものが多いので「解析学Ｃ」を履修している
ことが望ましい。

※新型コロナウイルス感染拡大の影響に伴い授業方法等に変更が生じる場合がある。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 解析学概論（2� R0018 ― ―
後期 木 2 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

石谷 謙介 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

前半は「初等的な確率統計」の復習を行い、後半は測度論を前提とした「現代的確率論」の基礎を学ぶ。
━
１．確率論の諸概念を理解するとともに、その方法論に関する基本的知識を身に付け、確率論の論理的
展開方法を理解することができる。（専門分野の基本的な知識・理解，論理的思考力）

２．確率論の考え方と、現実問題におけるこれらの考え方のインプリケーション（意味合い）を理解し、
社会生活における課題解決のために確率論の考え方を応用することができる。（専門分野の基本的な
知識・理解，総合的問題思考力）
━
授業計画・内容
第１回 初等的な確率統計１（多変量確率変数，データの分析，大数の法則と中心極限定理）
第２回 初等的な確率統計２（統計的推定，統計的仮説検定）
第３回 初等的な確率統計３（前半のまとめ）
第４回 現代的確率論１（測度の構成，距離空間上の測度，関数空間）
第５回 現代的確率論２（実解析の基礎事項）
第６回 現代的確率論３（フーリエ級数・フーリエ変換）
第７回 現代的確率論４（複素測度と有界変動関数）
第８回 現代的確率論５（条件付き期待値）
第９回 現代的確率論６（正則条件付き確率）
第10回 現代的確率論７（確率変数の基礎概念）
第11回 現代的確率論８（概収束定理）
第12回 現代的確率論９（分布の収束）
第13回 現代的確率論10（特性関数）
第14回 現代的確率論11（中心極限定理）
第15回 現代的確率論12（後半のまとめ）

授業方法
講義を中心とした授業を実施するが、適宜講義内容を踏まえた演習を行うことで、講義内容を再確認し、
到達目標に対する「履修者の理解度」を測定する。
━
授業前にテキスト、講義資料の該当箇所を読んでおき、不明な点をはっきりさせてから授業に臨むこと。
授業の予習・復習の為、週に３時間程度の授業外学習を必要とする。
━
前半の授業「初等的な確率統計」（第１回～第３回）では次のテキストを使用する。
『ガイダンス確率統計：基礎から学び本質の理解へ』発行：サイエンス社，ISBN：9784781915265
後半の授業「現代的確率論」（第４回～第15回）では、講義資料を配布するためテキストは使用しない
が、参考書として以下を挙げる。
『確率論』発行：朝倉書店，ISBN：9784254116007
━
確認テスト（50％），レポート課題（50％）の割合で評価する。単位の取得には在宅学習が不可欠であ
る。
━
オフィスアワーは設定しないが、質問は随時受け付けるため、事前にメールでアポイントメントを取る
こと。（k-ishitani＠tmu.ac.jp）
━
・新型肺炎の影響に伴い授業計画等に変更が生じる場合がある。
・この授業の履修を希望する者は第１回の授業に必ず出席すること。
・確認テストの実施時期については、授業時に指示する。
・確認テストではルール機能付き電卓を持参すること。
・後半の授業「現代的確率論」（第４回～第15回）を理解するために必要な予備知識は測度論であるが、
今から測度論を学ぼうとしている人も（やる気があれば）理解できるよう配慮する。
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9

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 解析学概論（3� R0019 ― ―
後期 月 2 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

関 行宏 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

超関数、ソボレフ空間の基本的性質と偏微分方程式への応用について学ぶ。
━
超関数の理論、超関数のフーリエ変換、ソボレフ空間に基礎理論を取得できるようになり、その偏微分
方程式への運用ができるようになる。（専門分野の基本的な知識・理解，総合的問題思考力，論理的思
考力）
━
［授業内容］
第１回 ルベーグ空間、軟化子
第２回 超関数、超関数微分
第３回 急減少関数とそのフーリエ反転公式
第４回 緩増加超関数とそのフーリエ変換
第５回 ソボレフ空間と基本的性質
第６回 ソボレフの埋め込み定理、拡張定理
第７回 ソボレフの不等式、コンパクト性定理
第８回 楕円型境界値問題
第９回 弱解の正則性理論
第10回 固有値問題
第11回 フレドホルム理論
第12回 変分法入門
第13回 不動点定理
第14回 優解・劣解の理論
第15回 まとめ

［授業方法］
講義形式で行う。レポート課題に取り組むことにより、内容を理解できるようにする。
━
適宜補足資料を配布する。参考書と共に各自参照のこと。
━
【参考書】
参考書
１．ソボレフ空間の基礎と応用，宮島静雄 著，共立出版
２．FunctionalAnalysisandPartialDifferentialequations,H.Brezis著,Springer.（数理図書に
てe-Bookをダウンロード可）

３．PartialDifferentialEquations,L.C.Evans著,Amer.Math.Soc.
━
中間レポート課題（50％），期末レポート課題（50％）により評価する。
━
開講時に指示する。

━
ルベーグ積分論（解析学Ｃ）を履修していることを前提とする。
関数解析学の講義（解析学特別講義Ⅰ）を受講していることが望ましい。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 応用数理概論（1� R0020 ― ―
前期 水 4 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

鈴木 登志雄 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

20世紀の数理論理学とその応用についての入門講義である。論理式（および、その派生物）が作る構造
についての数理科学は、基礎から応用に至る広い守備範囲をもち、数学、情報科学、哲学にまたがって
いる。今年度のテーマは述語論理の完全性定理である。
━
ゲーデルとヘンキンの完全性定理を中心に据え、１階述語論理を理解する（論理的思考力）。記号を並
べる規則についての議論を構文論といい、記号列の数学的な意味・解釈についての議論を意味論という。
完全性定理は、１階理論の構文論と意味論との間の美しい関係を示す結果である。いくつかの証明方法
が知られているが、この授業ではタブロー法と述語論理の基本定理を用いる（専門分野の基本的な知識・
理解）。
━
第１回 ケーニヒの補題
第２回 真理値とトートロジー
第３回 命題論理のタブロー法
第４回 コンパクト性
第５回 命題論理の完全性定理
第６回 述語論理の論理式
第７回 述語論理の構造
第８回 述語論理のタブロー法
第９回 タブローによる充足可能性の特徴付け
第10回 述語論理の基本定理
第11回 基本定理の一般化
第12回 述語論理の完全性定理
第13回 一般化された完全性定理
第14回 発展的事項（ゲンツェンのLK）
第15回 発展的事項（等号と関数記号）
━
指定された教科書を用いて毎回、次の授業範囲について予習し、前回の授業について復習すること。
━
教科書 田中一之編「ゲーデルと20世紀の論理学（2）完全性定理とモデル理論」東京大学出版会（2006）、
29－100ページ。
━
期末レポート50％と平常点（クイズと称する小レポートなど）50％によって評価する。
━
オフィスアワーは原則として月曜５限。

━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 応用数理概論（2� R0021 ― ―
後期 火 3 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

内田 幸寛 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

代数的整数論の基礎的内容を数論アルゴリズムの観点から講義する。その応用として、素因数分解のア
ルゴリズムである２次篩法、数体篩法について講義する。
━
代数的整数論の基礎的内容（素イデアル分解、イデアル類群の有限性、ディリクレの単数定理など）に
ついて、関連する数論アルゴリズムとともに学ぶ。また、２次篩法、数体篩法といった素因数分解アル
ゴリズムについて学ぶ。
━
授業計画は以下の通りである。ただし、状況に応じて変更することがある。
第１回 イントロダクション及びガイダンス
第２回 整拡大・整閉整域
第３回 代数拡大・共役元
第４回 ノルム・トレース
第５回 判別式
第６回 ネーター環
第７回 デデキント環
第８回 素イデアル分解
第９回 素数の代数体での素イデアル分解
第10回 ミンコフスキーの定理
第11回 イデアル類群の有限性
第12回 ディリクレの単数定理
第13回 ２次篩法
第14回 数体篩法の概要
第15回 数体篩法の詳細
━
各回の講義内容について、十分に復習すること。また、随時課すレポート課題を提出すること。
━
テキストは特に指定しない。参考書として次の３冊を挙げるほか、必要に応じて紹介する。
・P.サミュエル著、織田進訳『数の代数的理論』（丸善出版、2012）
・F.Jarvis,AlgebraicNumberTheory,Springer,2014
・R.Crandall,C.Pomerance,PrimeNumbers:AComputationalPerspective,Springer,2nded.，
2005（邦訳：和田秀夫監訳『素数全書－計算からのアプローチ』（朝倉書店、2010））

━
授業参加度（30％）、レポート（70％）により総合的に評価する。
━
オフィスアワーを設定するので、質問等があれば直接研究室（8-667）まで来ること。具体的な時間帯
は第１回の授業で連絡するほか、担当教員のウェブページに掲載する。
━
・群・環・体に関する基本的な知識があることが望ましい。
・第１回の授業の際に、全体の流れや成績評価方法等について詳しくガイダンスを行うので、履修予定
者は出席することが望ましい。
・授業に関する情報、連絡先等はkibacoおよび担当教員のウェブページ
（https://www.comp.tmu.ac.jp/y-uchida/）を参照すること。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 応用数理概論（3� R0022 ― ―
後期 月 4 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

内山 成憲 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

この講義では、暗号理論や符号理論等への応用を目的とした計算数論について講義する。前半ではｐ進
解析の基礎を主に取り扱い、後半ではそれらの暗号理論や符号理論への応用、ならびにその他の代表的
な数論アルゴリズムについて述べる。
━
現代暗号理論や符号理論は、その数理科学的な基礎を計算理論、計算機代数（特に計算数論）において
いる。ここでは、いわば応用代数学といった立場から、現代暗号理論等で必要となる整数論及び関連す
るアルゴリズムの知識を習得し、それがどのように応用されているか学ぶことを目的とする。
━
授業計画は以下の通りである。ただし、状況に応じて変更することがある。
第１回 イントロダクション及びガイダンス
第２回 付値
第３回 ノルム体
第４回 ノルム体の完備化
第５回 ｐ進特殊関数とフェルマー商
第６回 ヘンゼルの補題
第７回 いくつかの暗号方式
第８回 中間まとめ
第９回 計算理論の基礎
第10回 素数判定法
第11回 楕円曲線
第12回 楕円曲線を用いた素数判定アルゴリズム
第13回 素因数分解アルゴリズム
第14回 暗号への応用
第15回 期末まとめ

授業方法：講義形式で実施する。
━
授業中に演習問題を出すので、次回授業までに解いておくこと。
━
テキストは特に指定しないが、参考書等を適宜必要に応じて紹介する。
━
授業参加度（30％）とレポート（70％）により評価する。
━
質問がある場合は随時受け付ける。
メールアドレス：uchiyama-shigenori＠tmu.ac.jp
━
・整数、合同式、多項式、有限体の基礎理論等は予備知識として仮定する。
・第１回の授業の際に、全体の流れや成績評価方法等について詳しくガイダンスを行うので履修予定者
は出席することが望ましい。
・授業に関する重要な周知は大学のｅラーニングシステムkibacoを用いて行うので、意識して必ずチェッ
クすること。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 代数学特論１ R0023 ― ―
前期 金 5 1

博士後期課程 先端代数学特論１ R0024 広域数理科学特論１ R028

担当教員 備 考

徳永 浩雄

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

テーマ：超楕円曲線、楕円曲線上の因子の表現とその応用
代数曲線の中でも、特別な位置にある超楕円曲線、楕円曲線上の因子の表現について解説し、その応用に触れる。
━
超楕円曲線、楕円曲線上の因子の具体的な記述法であるMumford表現およびLeitenberger表現とその幾何学
への応用について理解することを目標とする。

━
１．超楕円曲線，楕円曲線
２．座標環，函数体
３．因子
４,５,６．因子の表現とGroebner基底および因子類群上の演算
７,８．応用：０次元イデアル，超楕円曲線のヤコビアン上の加法など
上記の計画は受講者の状況に応じて変更することもある。細かな講義日程についてはkibacoに資料をアップする。
━
授業外学習として適宜、演習問題を課す。
━
テキストは特に指定しない。
参考書文献として
１．A.J.Menezes,Y.-H.WuandR.J.Zuccherato,Anelementaryintroductiontohyperelliptic
curves,in‘N.Koblitz:AlgebraicAspectsofCrypotography’,Springer-Verlag 1996157-178．
Menezes,hyperellipticcurvesで検索すると良い。
２．その他の文献などについては、授業の最初に紹介する。
━
平常点・授業参加点（70％）課題（レポートなど30％）で総合的に評価する。
━
オフィスアワーについてはweb教材もしくは授業中で説明する。質問や相談で訪問する場合は、原則として事前
にメール等でアポイントメントをとること。
なお、web教材についてはkibacoに適宜upする。
━
楕円曲線の群構造、平面曲線や代数曲面に関する知識等の代数幾何学に関する初歩の知識、グレブナ基底に関
する知識がある方が望ましい。

15 14

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 代数学特論２ R0095 ― ―
後期 金 3 2

博士後期課程 先端代数学特論２ R0096 広域数理科学特論２ R096

担当教員 備 考

上原 北斗

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

正標数の代数多様体に特有な、非分離射やFrobeniusdescentについて概説する。代数幾何学の知識
（HartshorneのAlgebraicGeometryに書いてある知識）は仮定する。
━
正標数の代数多様体に関する幾つかのトピックについて触れる予定である。

━
【授業計画・内容】
１．differentialsheafandtangentsheaf
２．Frobeniusmorphisms
３,４,５．Foliationandinseparablemorphisms
６,７.Frobeniusdescent
８,９.FinitegroupactionandG-equivalentsheaves
10,11,12．Algebraicsurfacesinpositivecharacteristics
13,14,15．Miscellaneous
扱う内容や順番は参加学生のレベルや興味などにより流動的である。
━
毎回できるだけ予習をし、必ずしっかり復習すること。
━
Miyaoka--Peternell‘GeometryofHigherDimensionalAlgebraicVarieties’
Liedtke‘AlgebraicSurfacesinPositiveCharacteristic’
Katz‘Nilpotentconnectionsandthemonodromytheorem’
━
レポートで成績をつける。
━
オフィスアワーを特に設定しませんが、随時相談に来てください。

━
【他の授業科目との関連性】
代数幾何学の知識（HartshorneのAlgebraicGeometryに書いてある知識）は仮定する。

16
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 幾何学特論１ R0025 ― ―
前期 火 4 1

博士後期課程 先端幾何学特論１ R0026 広域数理科学特論１ R056

担当教員 備 考

酒井 高司

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

対称空間はRiemann多様体の特別なクラスとして微分幾何をはじめ、トポロジー、表現論、調和解析
など多様な分野において重要な対象となっている。この授業ではRiemann幾何学の基礎からRiemann
対称空間を導入し、その幾何理論について講義を行う。さらに、対称空間の一般化として多様な対称性
を持つ空間の幾何学について解説する。
━
Riemann幾何学とLie群・Lie環から始め、対称空間とその一般化の幾何学の基礎理論を修得すること
を目標とする。

━
授業計画・内容（内容・進度とも若干の変更があり得る）
第１回 Riemann多様体
第２回 Lie群とLie環
第３回 コンパクトLie群と半単純Lie群
第４回 Riemann対称空間
第５回 Riemann対称対
第６回 半単純Riemann対称空間
第７回～第８回 Γ対称空間
授業は講義形式で行う。毎回の授業でリアクションペーパーを提出させる。
━
参考図書および講義のノートにより、毎回の授業内容について復習すること。
━
教科書は指定しない。
【参考図書】
・伊勢幹夫・竹内勝「Lie群Ⅰ・Ⅱ」岩波書店
・A.Arvanitoyeorgos,AnIntroductiontoLieGroupsandtheGeometryofHomogeneous
Spaces,AMS.
・S.Helgason,DifferentialGeometry,LieGroups,andSymmetricSpaces,AMS.
・O.Loos,SymmetricSpacesⅠ，Ⅱ,W.A.Benjamin.
━
授業参加度40％、レポート60％で総合的に評価する。
━
オフィスアワーと連絡先は次のwebページを参照。
https://www.comp.tmu.ac.jp/tsakai/
━
幾何学Ａ（多様体の基礎）と幾何学Ｂ（微分形式）の内容を理解していることが望ましい。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 幾何学特論２ R0027 ― ―
後期 木 3 2

博士後期課程 先端幾何学特論２ R0028 広域数理科学特論２ R026

担当教員 備 考

深谷 友宏

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

位相的データ解析の中で最も基本的で重要な、パーシステントホモロジーについて扱う。
理論的な背景と、計算アルゴリズムについて解説する。
━
パースステントホモロジーの基本的な考え方と、計算アルゴリズム。
パーシステントホモロジーのノイズに対する耐性を保証する、安定性定理。

━
第１回 位相的データ解析と、パースステントホモロジーの理論の概要
第２回 単体複体
第３回 単体複体とホモロジー
第４回 特異ホモロジー
第５回 データから単体複体を作る方法
第６回 フィルトレーション
第７回 パーシステントホモロジー
第８回 パーシステント図
第９回 次数付き加群としてのパースステントホモロジー
第10回 アルゴリズムの解説
第11回 アルゴリズムの正当性
第12回 安定性（1）ボトルネック距離
第13回 安定性（2）インターリービング距離
第14回 安定性（3）安定性定理
第15回 まとめ
━
授業の内容について何も見ず再現できるよう手を動かしてみること。定義・定理について内容を咀嚼し、
具体例や反例を考えてみること。
━
教科書は特に指定しない。
参考書：平岡裕章、タンパク質構造とトポロジー、共立出版
━
レポートと授業参加度によって総合的に評価する。
━
オフィスアワーについては初回の授業で説明する。
連絡先はtmhr＠tmu.ac.jp
━
位相空間論と線型代数の基礎を理解していること。
ホモロジーの知識もあるとよいが、必須ではない。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 解析学特論２ R0031 ― ―
前期 月 4 2

博士後期課程 先端解析学特論２ R0032 基盤数理科学特論２ R030

担当教員 備 考

吉冨 和志

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

この講義では擬微分作用素の基礎的事項について学習する。
擬微分作用素は偏微分方程式論における重要なテーマの１つである。
━
１．擬微分作用素の理論を厳密な論理を用いて体系的に理解し、その方法論に関する基本的知識を身に
付け、論理的展開方法を理解することができる。（専門分野の基本的な知識・理解、論理的思考力）
２．擬微分作用素の考え方や運用法を総合的に活用し、多角的な視点でさまざまな課題解決のために応
用することができる。（専門分野の基本的な知識・理解、総合的問題思考力）
━
【授業計画・内容】
（授業の進度に応じて、内容の一部を省略したり付け加えたりすることがある。）
第１回 急減少関数、緩増加超関数
第２～４回 シンボルクラス、劣線形荷重、穏健荷重
第５回 Planck関数、強不確定性原理
第６回 シンボルの漸近展開
第７～８回 擬微分作用素の定義と基本的な性質
第９～13回 シンボルのパラメータ変換と漸近展開
第14～15回 擬微分作用素の共役作用素と転置作用素

【授業方法】
・講義を中心とした授業を実施するが、課題への取り組みなどを通して、総合的に授業内容の理解を深
めてもらいたい。
━
・３回程度レポートを課す。
・週４時間程度の予習・復習が必要である。
━
【参考書】
F.NicolaandL.Rodino,GlobalPseudo-DifferentialCalculusonEuclideanSpaces,Springer
BaselAG,2010．ISBN:978-3-7643-8511-8（本学に電子ブックあり）
━
３回程度のレポートで評価する。
━
オフィスアワーは授業開始時に伝えます。質問等がある場合は研究室（８号館624室）に来て下さい。
メールでの質問も随時受け付けます。
━
関数解析学の基本的事項を理解していることが望ましい。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 応用数理特論２ R0051 ― ―
後期 金 2 2

博士後期課程 先端応用数理特論２ R0052 情報数理科学特論２ R032

担当教員 備 考

内山 成憲

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

量子コンピュータの基礎数理について講義する。
━
大規模かつ実用的量子コンピュータはまだ実現されていないが、ここでは、量子チューリング機械と呼
ばれる数学的モデルについての基礎数理と具体的な例となるいくつかの量子アルゴリズムについて学ぶ
ことを目的とする。
━
授業計画は以下の通りである。ただし、状況に応じて変更することがある。
第１回 イントロダクション及びガイダンス
第２回 新たな計算機モデル
第３回 量子コンピュータの実現
第４回 計算論概説
第５回 テンソル積ベクトル空間（その１）
第６回 テンソル積ベクトル空間（その２）
第７回 量子コンピュータの数理モデル
第８回 中間まとめ
第９回 簡単な量子コンピュータ
第10回 離散積分変換
第11回 Deutsch-Jozsaの判定アルゴリズム
第12回 Groverの検索アルゴリズム
第13回 Shorの素因数分解アルゴリズム
第14回 暗号への応用
第15回 期末まとめ
授業方法：講義形式で実施する。
━
授業中に演習問題を出すので、次回授業までに解いておくこと。
━
テキストは特に指定しないが、参考書等を適宜必要に応じて紹介する。
━
授業参加度（30％）とレポート（70％）により評価する。
━
質問がある場合は随時受け付ける。
メールアドレス：uchiyama-shigenori＠tmu.ac.jp
━
・第１回の授業の際に、全体の流れや成績評価方法等について詳しくガイダンスを行うので履修予定者
は出席することが望ましい。
・授業に関する重要な周知は大学のｅラーニングシステムkibacoを用いて行うので、意識して必ずチェッ
クすること。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 数理科学演習 R0033 ― ―
前期 水 3 1

博士後期課程 数理科学特別演習 R0038 数理情報科学特別演習 R038

担当教員 備 考

酒井 高司

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

数学の研究を行うには研究情報を収集したり研究発表を行ったりと様々な技能が必要となる。研究活動を始め
るにあたり、これらの能力を身につけるための授業を行う。
━
実習を通して数学の情報収集、学習、研究の基礎力を身につけ高めることを目的とする。論文等の原稿作成お
よび研究発表のプレゼンテーションの能力向上を目指す。

━
【授業計画・内容】
第１回 数学の研究に関する情報検索・収集：図書情報サービス、電子ジャーナルの利用方法
第２回 数学の研究に関する情報検索・収集：論文検索、プレプリントサーバー等の活用法
第３回～第４回 LaTeX入門：基礎編
第５回 LaTeX入門：実践編
第６回～第７回 プレゼンテーション：スライド・ポスターの作成、研究発表
第８回 LaTeXによるレポート・論文の原稿作成

【授業方法】研究に関する情報収集、LaTeXによる論文作成、プレゼンテーションなどについての講習およ
びパソコンを用いた実習を行う。
━
毎回の授業で次回までの課題を出す。授業には十分に準備をして臨むこと。また、第８回の授業でLaTeXに
よる原稿作成のレポート課題を出す。
━
授業中に参考になる資料等を指示する。
━
LaTeXでのレポート40％、プレゼンテーション30％、授業参加度30％で総合的に評価する。
━
オフィスアワーと連絡先は次のwebページを参照。
https://www.comp.tmu.ac.jp/tsakai/
━
・数理科学専攻博士前期課程の必修科目である。
・授業の情報をkibacoに随時掲載するので必ず確認すること。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 数理科学セミナー１、２、３、４ ― ― ― 前期集中･

後期集中
― ― 3

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

担当教員の指導のもとで、数理科学の諸分野の中から研究課題を設定し、セミナーを通して、研究論文の読み
進め方、問題の設定の仕方、問題解決のアプローチの仕方を学ぶ。
━
数理科学に関する高度な専門知識を身に付け、数学的思考力、問題解決能力、問題発見能力、論理的なコミュ
ニケーション能力を習得することを目的とする。自ら、或は指導教員の指導のもと、課題を設定し、研究を計
画的に遂行できる能力の習得を目標とする。
━
研究室に所属し、担当教員の指導のもとで数理科学に関する研究を行うセミナー形式の授業である。セミナー
の進め方は研究室ごとに異なるので、担当教員の指示に従うこと。
以下はおおよその流れの一例である。
第１回から第４回 研究課題の設定と研究計画の立案
第５回から第８回 研究課題に沿った基礎文献を読む
第９回から第12回 研究課題に沿った文献を読み、関連する新たな問題を設定する
第13回から第15回 設定した問題の解決にアプローチする
━
十分に予習・準備を行った上で毎回のセミナーに臨むこと。また、セミナーでの議論の内容について必ず復習
をすること。
━
研究テーマに応じてテキスト・参考資料を適宜指示する。詳しくは担当教員に問い合わせること。
━
セミナーでの発表内容、セミナーへの参加貢献度等をもとに総合的に評価する。
━
オフィスアワーと質問受付方法については担当教員に問い合わせること。

━
・数理科学専攻博士前期課程の必修科目
・数理科学セミナー１～４を年次進行に合わせて履修すること。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 ― ― ― ― 前期集中･
後期集中

― ―
科目
一覧
参照博士後期課程 数理科学特別セミナー１、２、３、４、５、６ ― 数理情報科学特別セミナー１、２、３、４、５、６ ―

担当教員 備 考

各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

担当教員の指導のもとで、数理科学の諸分野の中から研究課題を設定し、セミナーを通して、研究論文の読み
進め方、問題の設定の仕方、問題解決のアプローチの仕方を学ぶ。
━
数理科学に関する高度な専門知識を身に付け、数学的思考力、問題解決能力、問題発見能力、論理的なコミュ
ニケーション能力を習得することを目的とする。自ら研究課題を設定し、研究計画を立て、計画的に研究を遂
行できる能力の習得を目標とする。
━
研究室に所属し、担当教員の指導のもとで数理科学に関する研究を行うセミナー形式の授業である。セミナー
の進め方は研究室ごとに異なるので、担当教員の指示に従うこと。
以下はおおよその流れの一例である。
第１回から第４回 研究課題の設定と研究計画の立案
第５回から第８回 研究課題に沿った基礎文献を読む
第９回から第12回 研究課題に沿った文献を読み、関連する新たな問題を設定する
第13回から第15回 設定した問題の解決にアプローチする
━
十分に予習・準備を行った上で毎回のセミナーに臨むこと。また、セミナーでの議論の内容について必ず復習
をすること。
━
研究テーマに応じてテキスト・参考資料を適宜指示する。詳しくは担当教員に問い合わせること。
━
セミナーでの発表内容、セミナーへの参加貢献度等をもとに総合的に評価する。
━
オフィスアワーと質問受付方法については担当教員に問い合わせること。

━
・数理科学専攻および数理情報科学専攻博士後期課程の必修科目
・数理科学特別セミナー１～６を年次進行に合わせて履修すること。

23 22

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 数理科学学外体験実習 ― ― ― 集中（期
間未定）

― ―
1又
は2博士後期課程 数理科学学外体験実習 ― 数理情報科学学外体験実習 ―

担当教員 備 考

各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

数理科学・情報の専門教育に関連した学外学習（就業体験,研究・学習体験,ボランティア活動）のうち、一定
の要件を満たしたものを履修授業科目として単位認定することで、学生が幅広い実践的学力を身につけること
を目的とする。
━
インターンシップの実施先による。

━
（1）原則として休業期間中に数日にわたって実施があること。報酬を受けないこと（但し食費、交通費、宿泊
費については受け入れ側から支給があっても良い）

（2）東京都立大学の大学院のカリキュラムレベルに相当し、数理科学・情報の専門教育に関連した内容である
こと。本実習に該当する部分が、別の単位や資格などの認定の要件にならないこと。

（3）大学または研究機関が外部向けに（自由）参加を呼びかけている場合は、その案内掲示の複写が手に入る
こと。また企業・研修学校などの場合はその募集要項および受け入れ先の指導責任者の氏名、所属、連絡先
が明記され署名押印のある受け入れ承諾書が存在すること。

「学生教育研究災害傷害保険」と「インターンシップ・介護体験活動・教育実習等賠償責任保険」（またはそ
れと同等以上の傷害保険・賠償責任保険）に加入していること。

（4）主催者側（講師）から発行される修了認定証が得られるか、または別紙の修了認定書に対して主催者側
（講師）から署名押印により確認することに同意が得られること。
（5）実施前に（4）項書類に実習受け入れ先の連絡先、実習中の本人の連絡先、実習内容と目的を記した資料
を添えて指導教員に予備申請をして許可を受ける。
━
事前に準備を十分に行った上で、インターンシップに臨むこと。
━
インターンシップの実施先による。
━
体験学習終了後に、学生は内容の要約・感想および実習日誌を数ページのレポートにまとめ（5）項の書類に
添えて東京都立大学の指導教員に提出する。単位認定は、上記目的との適合性（レポート作成作業込みで総計
30時間相当以上の学習量を含むこと）および主催者側の評価およびレポートの評点を総合して決定する。
━
オフィスアワーは特に設定しませんが、直接質問したい場合は随時受付しますので、指導教員に事前にメール
でアポイントメントを取ってください。
━
・指定科目とし重複履修（但し半期毎に２単位まで）を可とする。卒業修了に必要な単位に加えることができる。
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物理学専攻

（理学研究科・理工学研究科）

履修上の注意

【理学研究科】

（博士前期課程・修士課程）

１．修士の学位を取得するためには、理論系の場合、物理学特別セミナーⅠ～Ⅳ、ならびに物理

学特別演習Ⅰ～Ⅳ、実験系の場合、物理学特別セミナーⅠ～Ⅳ、ならびに物理学特別実験Ⅰ～

Ⅳを履修しなければならない。Ⅰ～Ⅳを順に履修すること。同時に複数履修はできない。

２．物理学特論Ⅰ、物理学特論Ⅱ、物理学特別講義Ⅰ、物理学特別講義Ⅱは、講義の内容が異な

る場合には重複して履修することが可能である。

３．学部との共通講義の科目は、既に本学学部で単位を修得済みであり講義内容が単位修得時と

同一である場合は履修できない。

４．なお、優れた研究業績を上げて早期修了要件を満たすと認められた者に対しては、１の履修

要件の一部は適用されない。

（博士後期課程・博士課程）

１．博士の学位を取得するためには、理論系の場合、物理学特別演習Ⅴ～Ⅷ、実験系の場合、物

理学特別実験Ⅴ～Ⅷを履修しなければならない。Ⅴ～Ⅷを順に履修すること。同時に複数履修

はできない。理論系は物理学特別演習Ⅷの履修後、実験系は物理学特別実験Ⅷの履修後に、そ

れぞれ物理学特別演習Ⅸ、物理学特別実験Ⅸの履修ができる。

２．物理学特論Ⅰ、物理学特論Ⅱ、物理学特別講義Ⅰ、物理学特別講義Ⅱは、講義の内容が異な

る場合には重複して履修することが可能である。

３．博士前期課程と共通の科目は、既に本学博士前期課程で単位を修得済みであり講義内容が単

位修得時と同一である場合は履修できない。

４．なお、優れた研究業績を上げて早期修了要件を満たすと認められた者に対しては、１．の履

修要件の一部は適用されない。

【理工学研究科】

（博士後期課程・博士課程）

１．博士の学位を取得するためには、理論系の場合、物理学特別演習Ⅴ～Ⅷ、実験系の場合、物

理学特別実験Ⅴ～Ⅷを履修しなければならない。Ⅴ～Ⅷを順に履修すること。同時に複数履修

はできない。

２．物理学特論Ⅰ、物理学特論Ⅱ、物理学特別講義Ⅰ、物理学特別講義Ⅱは、講義の内容が異な

る場合には重複して履修することが可能である。

３．博士前期課程と共通の科目は、既に本学博士前期課程で単位を修得済みであり講義内容が単
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位修得時と同一である場合は履修できない。

４．なお、優れた研究業績を上げて早期修了要件を満たすと認められた者に対しては、１．の履

修要件の一部は適用されない。
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1

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 一般相対論 R0101 ― ―
前 木 2 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

S.Ketov 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

この講義ではアインシュタインの一般相対性理論を、その第一原理から始めて系統的に紹介する。
古典力学の知識は前提とする。講義にはリーマン幾何学の簡単な内容も含まれる。物理的なトピックス
としては、曲がった時空における粒子の運動、アインシュタイン方程式、ブラックホール、宇宙の標準
模型が議論される。この講義はoriginalであり、かつself-containedであることから、各人が講義ノー
トをとることを薦める。
━
一般相対論の基礎を学び、また宇宙物理の理解を図るため、その適用方法も習得。

━
第１回～第２回 特殊相対論
第３回 一般共変原理、等価原理
第４回 幾何、多様体
第５回 平行移動、共変微分
第６回 曲率
第７回 距離、測地線
第８回 エネルギー・運動量テンソル
第９回 アインシュタイン方程式
第10回 ブラックホール
第11回 重力波
第12回 赤方偏移
第13回 一般相対論における太陽系
第14回 宇宙の標準模型
第15回 観測的宇宙論
この講義はoriginalであり、かつself-containedであることから、各人が講義のノートを取り、次の講
義までにノートの内容に習熟すること。
━
講義のノートを取り、次の講義までにノートの内容に習熟すること。
━
シュッツ著、相対論入門 ～一般相対論～
━
単位取得の条件として（1）出席回数（２/３以上）、及び（2）期末の筆記テスト結果が考慮される。
ただしテストではあらゆる文献の持込みが許可される。
━
オフィスアワー：月曜日13:00～14:30（メールでの予約が望ましい）：ketov＠tmu.ac.jp

━
講義は英語で行われる。なお、専門用語に関する日・英の対訳表が各生徒に配布される。
この講義は（1）素粒子物理理論（2）宇宙理論の講義と関連する。
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2

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 統計物理学 R0102 ― ―
前 金 4 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

服部 一匡

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

相転移や臨界現象についての基礎から具体例までを幅広く解説する。扱う系は例えば磁性、超流動、超
伝導などである。相転移を理解する上で必要最低限の群論の知識も合わせて紹介し、臨界現象が系の詳
細によらずユニバーサルな性質を持つことと、その自発的対称性の破れについて、場の理論の知識を必
要としない議論をする予定である。
━
自発的対称性の破れの基本的な機構を理解し、与えられた秩序変数の対称性と系の対称性から自由エネ
ルギーが書き下せるまでの理解を目標とする。

━
授業計画：
第１回 強磁性および反強磁性イジング模型：平均場近似
第２回 ボーズ凝縮
第３回 量子力学における対称性
第４回 対称性と群論：既約表現
第５回 対称性と群論：表現行列・指標
第６回 秩序変数
第７回 相関関数
第８回 スケーリング仮説
第９回 相転移のランダウ理論
第10回 気体・液体転移
第11回 ネマティック・三重臨界点
第12回 超伝導：クーパー問題
第13回 超伝導のギンツブルグ・ランダウ理論
第14回 上部臨界磁場と渦糸格子
第15回 レポートと解説
━
授業外学習：
毎回、授業内で前回の内容に関連した小テストを行うので、復習と関連する内容を自習しておくこと。
特に学部の内容［量子力学、統計力学、物理数学］を十分に理解できていない場合は単位認定が難しく
なる可能性がある。理解が足りないと感じた場合は追加で相当時間の授業外学習が必要である。第１回
については、統計力学の基礎的な内容を問う小テストを行う。
━
参考書：
・‘TheTheoryofCriticalPhenomena-AnIntroductiontotheRenormalizationGroup’
J.J.Binney,N.J.Dorick,A.J.Fisher,andM.E.J.Newman,ClarendonPress,Oxford
・‘StatisticalPhysicsoffields’M.Carder,CambridgeUniversityPress,Cambridge
・金属物理学の基礎（下）、アブリコソフ 吉岡書店
・応用群論 犬井鉄朗、田辺行人、小野寺嘉孝 裳華房
その他適宜授業中に参考書を示す。
━
小テスト30点とレポート70点の合計100点で評価する。
━
オフィスアワーは特に設定しませんが、直接質問したい場合は随時受付しますので、事前にメールでア
ポイントメントをとってください。
━
量子力学、統計力学、物理数学の理解を前提とする。
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3

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 場の理論 R0103 ― ―
前 金 2 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

S.Ketov

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

古典および量子場の理論について、その第一原理からファインマングラフまでの初歩的な解説を行う。
またそれらのいくつかの応用についても適宜触れる。講義は英語で行われる。
━
場の理論の基礎を学び、また素粒子物理及び宇宙物理の理解を図るため、同理論の適用方法も習得。

━
第１回 場の理論の作用と運動方程式
第２回 時空と内部対称性、ポアンカレ代数
第３回 電磁場の理論
第４回 スカラー場とその量子化
第５回 ディラック場とその量子化
第６回 多粒子状態のフォック空間
第７回 グリーン関数と伝搬関数
第８回 群とその表現
第９回 リー代数とリー群
第10回 局所ゲージ原理
第11回 Yang-Mills場の理論
第12回 Ｓ行列と素粒子物理
第13回 量子場の理論（ＱＥＤ，ＱＣＤ，電弱理論）
第14回 ファインマン則
第15回 大統一と量子重力
━
講義のノートを取り、次の講義までにノートの内容に習熟すること。
━
１．V.Rubakov,'ClassicalTheoryofGaugeFields’（PrincetonUniversityPress,1999）
ISBN 0-691-05927-6

２．L.H.Ryder,‘Quantum FieldTheory’（CambridgeUniversityPress,1996）
ISBN 0-521-47242-3
３．S.V.Ketov,‘ConformalFieldTheory’（WorldScientific,Singapore,1995）,
ISBN 981-02-1608-4
━
単位取得の条件として（1）出席回数（２/３以上）、及び（2）期末の筆記テスト結果が考慮される。
ただしテストではあらゆる文献の持込みが許可される。
━
オフィスアワー：月曜日13:00～14:30（メールでの予約が望ましい）：ketov＠tmu.ac.jp

━
この講義は（1）素粒子物理理論、（2）宇宙理論、（3）原子核理論の講義と関連する。専門用語に関す
る日・英の対訳表が各生徒に配布される。
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4

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 原子核物理学 R0105 ― ―
前 木 3 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

兵藤 哲雄 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

原子核及びその構成要素であるハドロンの性質を基本的な理論的枠組みと実験事実の両面から解説し、
自然界の基本的な力のひとつ「強い力」の織り成す物理を学ぶ。
━
原子核やハドロンについての基礎的内容を理解するとともに、その理論的および実験的研究手法につい
ての知識を得る。原子の中心にあって元素を定めているミクロな物質である原子核が、それ自身多様な
性質を示すことを知るとともに、強い力がマクロな系を支配する重力や電磁気力とは異なる性質を持つ
ことを学ぶ。また、原子核の構成要素である核子（陽子と中性子）、強い相互作用をする粒子ハドロン
一般の構造や基本的性質、その構成要素であるクォークとグルーオンの従う量子色力学の基礎事項を学
ぶ（総合的問題思考力、論理的思考力）。
━
原子下のミクロな物質世界である原子核は、ハドロン（中間子・重粒子）の多体系として、強い相互作
用・電磁弱相互作用が関わる多様な現象を示している。ハドロンは基本粒子クォークとグルーオンの複
合系である。このような二つの階層にまたがる原子核ハドロン物理は、強い相互作用の第一原理である
量子色力学によって、原理的には理解されるべきではあるが、強い力の二重構造によって、そう単純で
はない。本講義では、原子核の基本的性質の解説からはじまり、クォークの多体系であるハドロンの構
造・性質まで、強い相互作用の特徴を解説するとともに、クォークの閉じ込めやカイラル対称性の自発
的破れなど量子色力学のもつ多彩な性質を紹介する。

第一部 原子核編
第１回：原子核物理学概観
第２回：原子核の基本的性質 形状因子、密度の飽和性
第３回：原子核の基本的性質 質量公式
第４回：核力 アイソスピン、重陽子
第５回：原子核の構造 魔法数
第６回：原子核の構造 殻模型、独立粒子描像
第７回：原子核の崩壊 崩壊の種類、ガモフ理論

第二部 ハドロン編
第８回：ハドロン物理学概観 種類と分類、内部自由度
第９回：群論 群の表現、SU（2）、SU（3）
第10回：クォークの対称性
第11回：エキゾチックなハドロン
第12回：ハイパー核
第13回：QCDの漸近自由性
第14回：カイラル対称性の自発的破れ
第15回：まとめとレポート問題解説
━
講義中に指定する演習問題をレポート課題とする。
━
講義ノートをweb上で公開し、それに沿って授業を行う。授業中に適宜、参考文献を紹介する。
━
授業参加度とレポートにより評価する。
━
オフィスアワーは特に設定はしない。授業直後の質問を歓迎する。質問は随時受付けるので、事前にメー
ルでアポイントメントをとること。メールによる質問も受け付ける。
━
量子力学の理解を前提とする。「原子核・素粒子」の基礎知識があることが望ましい。同時に開講され
る「素粒子物理学」と関連が深い。
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5

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 素粒子物理学 R0106 ― ―
前 月 2 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

安田 修 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

現在までに素粒子の現象のほとんどすべては、標準模型と呼ばれる理論によって矛盾なく記述されてい
る。この講義ではこの素粒子の標準模型について平易に解説する。
━
対称性の自発的破れ、ゲージ不変性に基づく場の理論、電磁気と弱い力の統一、量子色力学の基礎を修
得することを目的とする。

━
第１回 素粒子物理学の概観
第２回 自然単位系・特殊相対論・ディラック方程式・場の量子化
第３回 ラグランジュ密度・ゲージ対称性（アーベル群）
第４回 ゲージ対称性（非アーベル群）・群の表現
第５回 自発的対称性の破れ
第６回 ブラウトーアングレールーヒッグス機構
第７回 ワインバーグーサラム模型
第８回 ワインバーグーサラム模型におけるゲージ相互作用
第９回 フェルミの４体相互作用・フィールツ変換
第10回 クォークとQCD
第11回 世代間の混合の基礎
第12回 三世代間の混合・CPの破れ
第13回 標準模型の彼方・ニュートリノの質量と混合
第14回 標準模型の彼方・大統一理論・超対称性
第15回 演習問題の解説
━
講義ノートと第12回目までの演習問題（自習用）は授業のwebsite（URLはkibaco上に提示）に置い
てあるので、授業範囲を予習し、専門用語などの意味等を理解しておくことが望ましい。
━
参考書:
●「素粒子物理学」原康夫，稲見武夫，青木健一郎著（朝倉書店）;
●‘GaugeTheories’,E.S.Abers& B.W.Lee,Phys.Rept.9:1-141,1973．
━
期末に課すレポート（100％）により評価する。
━
オフィスアワーは特に設定しないが、質問したい場合はメールで受付けるので、メールで連絡をとるこ
と。
━
学生への連絡は大学のメールアドレス（＠ed.tmu.ac.jp）宛にメールにて行うので、各自PC・携帯等へ
の転送設定をしておくこと。
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6

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 宇宙物理学 R0107 ― ―
後 金 2 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

石崎 欣尚 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

ビッグバン宇宙に基づく現代の物理的宇宙観から始まって、身近な天体である星や銀河の構造、進化の
基本的なシナリオと、より大きなスケールの宇宙の構造について講義する。この中で、中性子星やブラッ
クホールなどの、磁場や重力の強い特異な天体についても説明する。
━
基礎的な物理過程をもとに、宇宙を構成する天体や宇宙に見られる現象について講義する。素粒子・原
子核物理、原子物理学などの知識や、量子力学、統計力学、流体力学などの物理学的な手法が宇宙の現
象にどのように応用できるのかを学び、宇宙物理学とその周辺分野の研究に必要となる力を習得する。
━
第１回 序説
第２回～４回 膨張宇宙
第５回～７回 星の進化
第８回～10回 高密度星（白色矮星、中性子星）、ブラックホール
第11回 超新星と超新星残骸
第12回 銀河と星間物質
第13回～14回 銀河団、超銀河団
第15回 レポート・解説
━
時間外学習は講義内容を理解し、課題とするレポートを作成する上で必要不可欠である。参考資料に出
典を記載しているので、より深く理解するにはそちらを参照すること。
━
テキストはとくに指定しない。随時、参考資料を配布する。参考資料に出典を記載しているので、より
深く理解するにはそちらを参照すること。
━
成績はレポートにより評価する。
━
オフィスアワー：原則として金曜日１時限目とする。メールによる質問も随時、受け付ける。

━
「特殊相対論」を履修済みであることを前提として講義を進める。宇宙の標準模型や重力場のアインシュ
タイン方程式については、「一般相対論」を併せて履修することをすすめる。コンパクト天体や超新星
残骸からの高エネルギー放射については「高エネルギー宇宙物理学特論」で詳述するので、併せて履修
あるいは聴講することをすすめる。
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7

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
物理化学特別講義Ⅱ

�原子物理学�
R0108 ― ―

前 火 2 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

田沼 肇 物理・化学共通講義、学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

量子力学が支配する少数多体系である原子および分子に関する基礎的な理論を中心に解説する。
━
原子および分子は近似的にはクーロン相互作用によって形成される安定な少数多体系とみなせる。構成
粒子間の相互作用が明確であるから、構造・電磁場との相互作用・衝突現象なども容易に理解できるよ
うに思うかも知れないが、実際には多体系ゆえに様々な近似やモデル化が必要である。さらには電子ス
ピンを考慮した角運動量の合成についても議論する必要がある。これら原子・分子の物理学における基
礎的な事項の習得と理解を目標とする。
━
水素原子に対する非相対論的なSchro�dinger方程式とその解の性質について既に学んでいるはずである
が、改めて復習を行い、それに続いて、相対論的な一電子原子、多電子原子、二原子分子の順に取り上
げていく。予定している内容は以下の通りである。なお、受講者の知識を確認するため、あるいは講義
内容の理解を深めるため、適宜簡単なレポートを課していく。

第１回 原子物理学とは？，前期量子論および量子力学の復習
第２回 水素原子：非相対論
第３回 水素原子：相対論および量子電気力学
第４回 電磁場中の水素原子
第５回 光学的遷移の半古典論と選択則
第６回 多電子原子：電子状態の計算方法
第７回 スピン軌道相互作用と多重項：Ｌ-Ｓ結合とｊ-ｊ結合
第８回 電子相間と配置間相互作用
第９回 励起状態の動力学（1）自動電離とAuger遷移
第10回 励起状態の動力学（2）Rydberg状態，準安定状態
第11回 二原子分子（1）：Born-Oppenheimer近似，分子軌道法
第12回 二原子分子（2）：LCAO-MO法，電子状態の分類
第13回 二原子分子（3）：振動と回転のエネルギー構造
第14回 二原子分子（4）：電子遷移，Franck-Condonの原理，各論
第15回 原子物理学に関する最近の話題
━
講義を受講する前に、必ず前回の講義内容を復習して疑問点があればそれを解決してから授業に臨むこ
と。
━
講義で用いるスライドをkibacoに載せるので、それを参照しながら予習・復習を行うこと。
テキストは指定しないが、下記の参考書は講義の理解に非常に有用である。
高柳和夫「原子分子物理学」（朝倉書店 朝倉物理学体系）
藤永茂「分子軌道法」（岩波書店）
その他の参考書・参考文献は講義の中で紹介する。
━
小レポート（50％）および期末レポート（50％）により評価する。
━
オフィスアワーは特に設定しないが、直接質問したい場合は随時受付するので、事前にメールでアポイ
ントメントを取ること。
メールアドレスは以下の通り：tanuma-hajime＠tmu.ac.jp
━
基礎的な量子力学および電磁気学の知識を習得していることが望ましい。
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8

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
物理化学特別講義Ⅱ

�物性物理学Ⅰ�
R0109 ― ―

前 水 2 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

荒畑 恵美子 物理・化学共通講義、学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

量子力学では、箱型ポテンシャルや水素原子などの局所的に束縛された状態で、電子がどのようなエネ
ルギー状態を取りうるかを学んだ。物性物理学Ⅰでは、結晶という周期ポテンシャルを有する固体中に
おける電子の運動・エネルギー状態、電子の流れやすさが決まる理由（金属と絶縁体ができる理由）を
説明するバンド理論、格子振動などが種々の物性との関連性、などについて学ぶ。
━
量子力学で学んだ知識を応用し、結晶中の電子や格子振動などのミクロな粒子の運動が、電気伝導、比
熱、などとどのように結びつくか理解する。また、簡単な系やモデルにおいて、具体的な物性値を計算
できる手法を習得する。
━
［授業計画・内容］
第１回：量子力学の復習
第２回：金属のドルーデ理論
第３回：金属のゾンマーフェルト理論
第４回：物質の様態と構造
第５回：周期ポテンシャル中の電子状態
第６回：弱い周期ポテンシャル中の電子
第７回：ほとんど自由な電子の近似
第８回：強い周期ポテンシャル中の電子
第９回：強結合近似
第10回：電子の輸送現象
第11回：ボルツマン方程式と緩和時間
第12回：格子振動
第13回：熱電効果
第14回：半導体
第15回：まとめ

【授業方法】講義を中心とした授業を実施する。授業中に演習を行うこともある
━
毎回の授業中に示す課題について、レポートを作成して提出すること。
━
H.イバッハ,H.リュート 固体物理学 Springer
その他の参考書・参考文献は講義の中で紹介する。
━
小レポート（30％）および期末レポート（70％）により評価する。
━
オフィスアワーは特に指定しませんが、直接質問したい場合は随時受け付けますので、事前にメールで
アポイントを取ってください。
━
量子力学、統計力学は既習であることを前提とする。物性物理学Ⅱを継続して履修することが望ましい。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 物性物理学Ⅱ R0111 ― ―
後 月 2 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

松田 達磨 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

物性物理学Ⅰで学んだバンド理論等を基礎に、磁性、電気伝導、超伝導など、固体中の電子が主役とな
る特性の理解をめざす。また、物性研究によく用いられる実験手法や、それによって得られる物理量と
理論的解釈に関する実践的理解も重視した内容。
━
多数の粒子の集合としての物質が示す様々な振舞いを、これまでに学んできた力学、電磁気学から量子
力学・統計力学にいたる内容を適用することにより、微視的な立場から理解することを目的としている。
更に、物性物理学の研究を進めるにあたり、通常の学部教育で欠けている知識、研究や応用面での実戦
的な理解を補うこともこの講義の目的である。
（総合的問題思考力）（論理的思考力）
━
この講義では、結晶中の多数のイオンや電子が織りなす様々な特性を、以下のような項目に沿って、微
視的な立場から理解することを目指す。

第１，２回 孤立原子の電子状態から結晶中の電子状態
第３回 点群・空間群の基礎
第４，５回 結晶の磁性、結晶場の役割
第６，７回 磁気秩序の発生、分子場モデル
第８，９回 磁性体・誘電体・半導体に関する応用技術および材料
第10回 結晶の誘電応答
第11，12回 超伝導
第13，14回 BCS理論、GL理論、電子相関
第15回 演習と解説・まとめ

授業方法について、講義室における対面授業が実施できない場合、テレビ会議システムZoomを用いた
オンラインによる授業を実施予定。その場合、実施方法の詳細は、kibacoにて指示をする。
少なくとも、第１回目はオンラインにて実施し、その後の実施方法（オンデマンドによる講義ビデオの
配信の併用等）については、履修者と相談しながら行う。
━
授業の計画を示した上で授業ノートをkibacoを通じて公開するので、充分に予習復習を行うこと。授業
中に実施する演習について、時間内に終了しないものについては次週までに終わらせ授業に臨むこと。
━
講義中に適宜紹介する。また講義に使用した主要スライドはkibaco上にアップロードし配布する。
━
授業中に実施する演習や、kibaco上にアップロードした演習、及び複数（４～５回）のレポートにより
判定する。
━
特に設定はしないが、直接質問したい場合は随時受け付ける。事前にメールでアポイントメントをとる
と確実に対応可能。
━
物性物理学Ⅰが履修済みであることを前提とした内容である。
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10

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 計算物理学 R0114 ― ―
後 水 5 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

首藤 啓 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

本講義では、コンピュータ支援による物理学の研究手法の基礎事項及び実際的な数値計算の手法につい
ての講義を行い、さらにワークステーションを用いた実習を通じてその理解を深める。
━
・物理現象を解析するための基本的な計算アルゴリズムの原理を習得し、適当なプログラミング言語を
用いてそれを具体的にコード化することができるようになる。
・Linuxをつかってワークステーション上で作成したプログラムを動かす一連の手順を習得する。
・C言語を用いて、決定論的手法（常微分方程式，偏微分方程式）、確率的手法（モンテカルロ法など）
を用いたプログラムを作ることができるようになる。
・グラフィックルーチンを使って、計算結果の表示、および簡単な動画を作成することができるように
なる。
いずれも、専門分野の知識・理解、論理的思考能力および情報活用能力習得を目標とする。
━
授業は、情報処理施設１階のワークステーション教室において実習形式で行う。具体的には、以下の順
序で進める。
第１回：計算物理学を学ぶための基礎的事項（1）オペレーティングシステム
第２回：計算物理学を学ぶための基礎的事項（2）プログラミング言語等
第３回：Linux利用の簡単な説明
第４回：グラフィックライブラリの利用法
第５回：常微分方程式の数値解法（1）オイラー法
第６回：常微分方程式の数値解法（2）ルンゲ・クッタ法
第７回：常微分方程式の数値解法の応用
第８回：レポート実習
第９回：確率的数値解法（1）乱数の発生
第10回：確率的数値解法（2）モンテカルロ法
第11回：確率的数値解法の応用
第12回：レポート実習
第13回：偏微分方程式の数値解法（1）
第14回：偏微分方程式の数値解法（2）
第15回：レポート実習

【授業方法】情報処理施設のワークステーション教室にて、ワークステーションを持ちながら授業を進
める。授業のはじめに、各回の課題の説明を行い、残りの時間でその回の課題に取り組む。その際、随
時質問を受け付ける。
━
授業時間中に終わらなかった各回の課題を、ワークステーション教室の空いている時間帯を使って取り
組む。
━
プリントを授業時間中に随時配る。参考書及び教材等は開講時に紹介する。
━
レポート課題を３回提出し、成績評価をレポートをもとに行う。期末試験等は行わない。
レポートは、授業で行った課題を発展させたものを課し、専門的知識を理解した上で論理的な説明がで
きるか否かを確認する。与えられた課題に対して自らの考察を加え解析を実行しちえるかを評価の主な
基準とする。
━
【オフィスアワー】特に設定しないが、直接質問したい場合は随時受付します。ただし、事前にメール
でアポイントメントを取ること。
【連絡先】：shudo＠tmu.ac.jp
━
【他の授業科目との関連性】「物理情報処理法」相当のコンピュータに関する知識（ワークステーショ
ン教室の利用法、及びブログラミング言語についての知識）を前提とする。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 物理実験学特論Ａ R0171 ― ―
後ｂ 火 3 1

博士後期課程 物理実験学特論Ａ R0172 物理実験学特論Ａ R172

担当教員 備 考

青木 勇二

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

「低温」は、多くの物理実験に必要とされる重要な基礎概念である。低温に関して、共通性が高い基礎
事項の解説を行うと共に、関連する最先端の実験研究を取り上げ議論する。
━
低温の生成や低温における実験で必要となる基礎技術（温度測定や実験装置作成の技術）および物理現
象を理解し、論理的に説明することができる。

━
熱・統計力学、量子力学、物性物理の知識を基礎に、下記の主要なテーマを概説する。
第１～２回 低温入門、寒剤の性質、熱力学の基礎
第３回 温度測定技術、様々なタイプの温度計
第４回 物質の様々な性質（比熱、熱伝導度、電気伝導率など）
第５回 低温における様々な物性の測定技術
第６回 クライオスタットと冷凍機：冷却技術
第７回 超伝導マグネット、断熱消磁、低温実験に関連する真空技術
第８回 まとめ

【授業方法】講義を中心とした授業を実施するが、授業中に適宜質問を投げかけ議論する。それにより、
到達目標に対してどの程度理解できているか確認する。
━
講義のスライドをkibacoに掲載する。前もって授業範囲の予習を行い、疑問点を整理したり、専門用語
の意味を理解して授業に臨むこと。理解を深めるため、講義中に幾つかの課題を課すが、これらについ
てレポートを作成し、kibacoを利用して提出すること
━
テキストは特に使用しない。kibacoに掲載する資料を使って講義を行う。
参考書：小林俊一・大塚洋一著「低温技術（物理工学実験）」（東京大学出版会1987年）
━
課題レポート（70％）と授業中の取り組み状況（30％）により評価する。
・課題レポートについては、専門的知識の基本的理解、論理性、独自の視点でオリジナルな議論を展開
しているものを重視して評価する。
━
原則として月曜日４限目をオフィスアワーとするが、それ以外も随時受け付ける。メール等で事前に連
絡の上、研究室（8-531）を訪ねて下さい。メールアドレス等の情報については、大学ホームページの
「教員紹介」を参照して下さい。
━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 物理実験学特論Ｂ R0937 ― ―
後ａ 火 3 1

博士後期課程 物理実験学特論Ｂ R0938 物理実験学特論Ｂ R938

担当教員 備 考

柳 和宏、筒井 智嗣＊

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

物性物理学のみならず地球科学、宇宙物理学等において、光や粒子線の性質を利用した実験・観測は、
重要な手法として用いられている。物質のミクロな構造や電子状態の観測、建造物や地球内部、宇宙の
構造を調べるために様々な手法がある。これらの実験手法に関する基本事項とあわせて最先端の装置や
実験サイトの情報、また実験例などを学ぶ。実際の研究活動に活用できるようになるための入門的内容。
━
光や粒子線の基本的性質や発生原理、観測手法等に関する基礎的な知識を踏まえた上で、実際の実験例、
特に物性物理学における実験手法や応用例について理解し、学内や学外の実験装置を使った測定実験が
できるような能力を身につける。
━
本授業は前半の４回を柳が、後半の４回を筒井が担当する。前半は電磁波である光学実験やレーザー分
光測定の基本と応用について、後半はＸ線やγ線に加えて、電子線、中性子線、μ粒子を使った物性実
験の基礎と応用について紹介する。

講義担当：柳 和宏
第１回 物質構造・物性解明に利用される分光測定技術の概要
第２回 分光測定の基礎
第３回 分光測定の実験例（光吸収・発光・振動分光）
第４回 分光測定の実験例（振動分光・時間分解計測）

講義担当：筒井 智嗣（非常勤講師：高輝度光科学研究センター）
第５回 ビーム種とその特徴の紹介：放射光、中性子、ミューオン、（重イオンビーム等）
第６回 結晶構造や電子状態を反映した静的構造解析：中性子散乱、放射光回折（共鳴・非共鳴回折）
第７回 電子や原子のダイナミクス測定：中性子非弾性散乱、X線非弾性散乱（共鳴・非共鳴）、核共

鳴非弾性散乱
第８回 電子と原子核の相互作用（超微細相互作用）を利用した物性測定：核共鳴散乱、μSR、（PAC、

β-NMR、…）

注意：後半の筒井担当の講義では、講義スケジュールについて履修者と相談し 第５回と第６回の２回
分と、第７回と第８回の２回分の講義をそれぞれ１日にまとめて行う可能性がある。詳細は、前
半の授業担当者及びkibaco等を通じて説明を行う。

━
予習・復習の範囲を講義の中で指示する。前もって授業範囲の教材資料を予習し、疑問点を整理したり、
専門用語の意味を理解して授業に臨むこと。
━
講義で用いるスライド等をkibacoに載せる。また参考図書や文献については講義内において適宜紹介す
る。
━
前半４回と後半４回のそれぞれの講義に即したレポート２回分で評価する。
━
オフィスアワーは特に設定しないが、質問がある場合はメールでアポイントメントを取ること。
メールアドレス 柳：yanagi-kazuhiro＠tmu.ac.jp、筒井：satoshi＠spring8.or.jp
━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
物理化学特別講義Ⅰ

�物理実験学特論Ｃ�
R0161 ― ―

後ａ 水 3 1

博士後期課程
物理化学特別講義Ⅰ

�物理実験学特論Ｃ�
R0162

物理化学特別講義Ⅰ

�物理実験学特論Ｃ�
R162

担当教員 備 考

田沼 肇 物理・化学共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

様々な物理測定に使用される粒子計測技術について解説する。ここで言う粒子とは、放射線と呼ばれるような
高エネルギー粒子に限らず、低エネルギーの光子・電子・イオン・中性粒子なども含んでいる。
━
粒子計測に応用されている物理現象の基礎を踏まえた上で、基本的かつ一般的な粒子計測の技術を理解し、実
際に測定ができるような能力を身につける。

━
第１回 ガイダンスおよび気体中における電子とイオンの衝突素過程
第２回 気体を用いた検出器：GM計数管，比例計数管など
第３回 固体表面を用いた検出器：光電子増倍管，チャネルトロン，マイクロチャネルプレートなど
第４回 位置敏感型検出器：１次元PDAから２次元DLDまで
第５回 固体内部を用いた検出器：シンチレーター，半導体検出器，CCDなど
第６回 真空中における低速荷電粒子の質量および運動エネルギー分析装置
第７回 固体内部での粒子エネルギー変化：阻止能から重粒子線癌治療まで
第８回 レポートおよび解説
━
講義を受講する前に、必ず前回の講義内容を復習して疑問点があればそれを解決してから授業に臨むこと。
━
講義で用いるスライドをkibacoに載せるので、それを参照しながら予習・復習を行うこと。
━
期末レポートにより評価する。
━
オフィスアワーは特に設定しないが、直接質問したい場合は随時受付するので、事前にメールでアポイントメ
ントを取ること。メールアドレスは以下の通り：tanuma-hajime＠tmu.ac.jp
━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
物理化学特別講義Ⅰ

�物理実験学特論Ｄ�
R0159 ― ―

後ｂ 月 3 1

博士後期課程
物理化学特別講義Ⅰ

�物理実験学特論Ｄ�
R0160

物理化学特別講義Ⅰ

�物理実験学特論Ｄ�
R160

担当教員 備 考

東 俊行＊ 物理・化学共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

様々な物理実験において共通性が高い「真空」に関する基礎事項を扱う。
真空は、粒子ビーム実験のみならず、物性系の試料製作や低温実験にも真空技術は欠かせない。
実験室において如何にして真空を作り、どうやって真空を測るのか。
原子物理・表面物理の視点も加えながら、真空の基礎を解説する。
━
真空装置の特性を理解して、自ら設計することが可能になるレベルの知識の習得を目指す。

━
熱・統計力学、流体力学、量子力学、物性物理の知識を基礎に、下記の主要なテーマを概説する。
理解を深めるため、基礎的事項に関するレポート課題を適時課す。
１．希薄気体の物理
２．真空計測
３．真空ポンプの原理
４．真空システムの設計
５．真空用材料と構成部品
６．真空システムの実際
７．様々な物理実験施設で用いられている真空装置の紹介
８．レポートおよび解説
━
毎回の授業のあとで授業内容に関する課題を出し、その内容に関して、次回確認する。
━
授業で使用するスライドをプリントして配布。
参考書として、真空技術基礎講習会運営委員会 編「わかりやすい真空技術 第３版」（日刊工業新聞社）。
その他は授業中に示す。
━
レポート（40％）と出席状況（60％）により評価する。
━
e-mailによる質問を随時受けつける。
━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 素粒子物理学特論 R0097 ― ―
前期集中 ― ― 1

博士後期課程 素粒子物理学特論 R0098 素粒子物理学特論 R098

担当教員 備 考

安田 修

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

ニュートリノ質量とレプトンフレーバー混合の発見に至った実験を理解するための基礎的な解説を行う。
━
TeV以下の重心系エネルギーにおける素粒子現象は標準模型によって良く記述される。ここ20年間で発見され
たニュートリノ質量とレプトンフレーバー混合は標準模型によって記述されない実験事実である。この実験的
証拠を理解するための基礎的な解説を行うことがこの講義の目的である。
━
第１回：ニュートリノ質量の理論的記述
第２回：真空中・物質中のニュートリノ伝播
第３回：さまざまなニュートリノ実験からの情報：原子炉ニュートリノ
第４回：さまざまなニュートリノ実験からの情報：大気ニュートリノ
第５回：さまざまなニュートリノ実験からの情報：太陽ニュートリノ
第６回：さまざまなニュートリノ実験からの情報：加速器ニュートリノ
第７回：非標準的ニュートリノ混合の枠組み：ステライルニュートリノ・非標準的相互作用
第８回：非標準的ニュートリノ混合の枠組み：ユニタリー性の破れ
━
授業で使用するスライドは事前に公開するので、授業前に予習しておくこと。
━
参考文献：‘Phenomenology ofneutrino oscillations’,S.M.Bilenky,C.Giunti,W.Grimus,
Prog.Part.Nucl.Phys.43（1999）1-86[e-Print:hep-ph/9812360].
━
レポート（100％）により評価する。
━
オフィスアワーは特に設定しないが、質問したい場合はメールで受付けるので、メールで連絡をとること。

━
学生への連絡は大学のメールアドレス（＠ed.tmu.ac.jp）宛にメールにて行うので、各自PC・携帯等への転送
設定をしておくこと。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 高エネルギー理論物理学特論 R0099 ― ―
後ａ 火 2 1

博士後期課程 高エネルギー理論物理学特論 R0100 高エネルギー理論物理学特論 R100

担当教員 備 考

S.Ketov

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

Advancedlecturesdevotedtotheoreticalcosmology
━
ThelecturesassumebasicknowledgeofGeneralRelativityandFieldTheory.A shortIntroduction
intoEinstein Relativity and Friedman Cosmology willbeprovided.Cosmologicalinflation and
particleproductionafterinflation（reheating）,DarkMatterandDarkEnergywillbeinthefocusof
thelectures.Supergravitytheoryofinflationandsuperstringcosmologywillbeintroducedtoo.All
lectureswillbegiveninEnglish.
━
１．LargescalestructureofourUniverse
２．GeneralRelativityandFriedmanUniverse
３．DarkEnergyandDarkMatter
４．CosmologicalInflation
５．Reheatingafterinflation
６．SupersymmetricUniverse
７．CPviolation,baryonasymmetry,andbaryo-genesis
８．Superstringcosmology
━
Studentsaresupposedtorefreshthecontentofthepreviouslecturebyusingtheirhand-written
notesbeforeeachlectureoutsideoftheclassroom,andpreparetheirquestions,ifany.
━
Thereisnotextbook.Thelecturesareoriginal.
Studentsaresupposedtotakehand-writtennotesduringthelectures,
━
レポートにより評価する。Thereisoraltestattheend.
━
Officehours:Mondayfrom 13:00until14:30in8-581（emailreservationdesired）,
Email:ketov＠tmu.ac.jp
━
Thelecturesarecomplementarytootherlecturesinelementaryparticlesandastrophysics（theory）.

40
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 原子核ハドロン物理学特論 R0125 ― ―
後ａ 木 3 1

博士後期課程 原子核ハドロン物理学特論 R0126 原子核ハドロン物理学特論 R126

担当教員 備 考

兵藤 哲雄

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

テーマ：散乱理論とハドロン共鳴状態の構造
物理学の広範な領域であらわれる散乱、共鳴現象を取り扱う理論的枠組みを紹介し、ハドロン物理学に
おける例を通じて応用を学ぶ。
━
共鳴現象の物理の基礎的内容と、ハドロン物理学における重要性についての知識を得る。共鳴状態の構
造を理解するための理論的枠組みとして、散乱理論、フェッシュバッハ共鳴の理論、非相対論的有効場
の理論の手法を習得する。
━
自然界の基本的な力の一つである強い相互作用は、ハドロンと呼ばれる粒子が織りなす多様な物理を支
配している。特に、低エネルギー領域では様々な励起による共鳴状態があらわれ、その構造を理解する
ことが必要である。本講義では、ハドロン共鳴状態の構造を理解することを目標とし、できるだけ一般
的な観点から散乱、共鳴現象を記述する理論的な手法を紹介する。まず量子力学に基づいて共鳴現象の
取り扱いの基礎を導入し、散乱理論とフェッシュバッハ共鳴の理論を解説する。ハドロンなど具体的な
系の記述に有用な非相対論的有効場の理論の方法、複合性と呼ばれる物理量を通じて共鳴状態の構造を
議論する方法を紹介する。

【授業計画】
第１回：導入 ハドロン物理の共鳴状態
第２回：量子力学での共鳴状態
第３回：散乱理論の基礎
第４回：散乱理論での共鳴状態
第５回：フェッシュバッハ共鳴の理論
第６回：非相対論的有効場の理論
第７回：複合性と弱束縛関係式
第８回：まとめとレポート問題解説
━
講義中に指定する演習問題を解いてレポートとして提出すること。
━
講義ノートをweb上で公開し、それに沿って授業を行う。授業中に適宜、参考文献を紹介する。
━
成績評価はレポート採点による。
━
オフィスアワーは特に設定はしない。授業直後の質問を歓迎する。質問は随時受付けるので、事前にメー
ルでアポイントメントをとること。メールによる質問も受け付ける。
━
原子核ハドロン物理、場の量子論の基礎知識があることが望ましいが、必要な内容は授業中に解説する。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 高エネルギー宇宙物理学特論Ⅱ R0133 ― ―
後ａ 金 3 1

博士後期課程 高エネルギー宇宙物理学特論Ⅱ R0134 高エネルギー宇宙物理学特論Ⅱ R134

担当教員 備 考

藤田 裕

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

本講義では高エネルギー天体へのエネルギー供給メカニズムである天体へのガス降着と、高エネルギー天体か
らの非熱的放射に繋がる宇宙線加速について、できる限り基本原理に基づいた説明を行う。
━
流体力学に基づいて、天体での重力エネルギー解放メカニズムである球対称降着や降着円盤について学び、さ
らに特殊相対論に基づいて、フェルミ１次、２次粒子加速について学ぶ。

━
１．高エネルギー宇宙物理学の概観
２．流体力学の復習
３．球対称降着
４．降着円盤Ⅰ
５．降着円盤Ⅱ
６．降着円盤Ⅲ
７．宇宙線加速Ⅰ
８．宇宙線加速Ⅱ
━
予習復習を行うことで、要点をきちんと捉えていくことが求められる。
━
講義の中で適宜参考文献を紹介していく。
━
成績は、講義の中でのディスカッション、およびレポートによって評価する。
━
事前にメールで連絡のこと。

━
この講義は、高エネルギー天体の放射機構に焦点を置いた「高エネルギー宇宙物理学特論Ⅰ」と相補的な関係
にある。２年間で併せて受講することが望ましい。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 非線形物理学特論 R0141 ― ―
前期集中 ― ― 1

博士後期課程 非線形物理学特論 R0142 非線形物理学特論 R142

担当教員 備 考

首藤 啓

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

微分方程式など決定論に従っていてもその振る舞いはランダムかつ予想不可能なものになり得る。力学系のカ
オスは、ありとあらゆる自然現象に普遍的に見られるごく当たり前の現象であり、自然科学のなかの基本言語
でもある。ここでは、力学系のカオスの基本的な考え方を紹介すると共に、「解くことのできない」力学系を
理解していくためのいくつかの方法を紹介する。
━
・学部で学んだ力学のその後の変遷と現在までの到達点に関する概観を学ぶ。
・非線形動力学、特に非可積分ハミルトン力学系を理解するための基本的な考え方およびいくつかの手法を習
得する。
━
第１回：古典力学の発展について
第２回：微分方程式と求積法
第３回：ハミルトン力学系と可積分性
第４回：作用・角変数
第５回：Kolmogorov-Arnold-Moserの定理
第６回：ホモクリニック公差と馬蹄型力学
第７回：記号力学系と力学系のエントロピー
第８回：混合位相空間
【授業方法】講義形式で進める。授業時間中、随時、質問の時間を設け理解の度合いを確認する。
━
【授業外学習】随時レポートを提出してもらい、毎回の授業の理解を確実なものにする。
━
必要に応じて、講義の中で参考書や文献を紹介しプリントを配布する。
━
成績は授業中に出したレポート、および授業終了時に出したレポートで評価する。
━
【オフィスアワー】特に設定しないが、直接質問したい場合は随時受付します。ただし、事前にメールでアポ
イントメントを取ること。
━
【他の授業科目との関連性】とくに、他の大学院科目との関連性は強くない。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 統計力学特論 R0117 ― ―
前ｂ 火 3 1

博士後期課程 統計力学特論 R0118 統計力学特論 R118

担当教員 備 考

荒畑 恵美子

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

量子力学と統計力学が結びついた量子統計力学は現代物理学の根幹一つとなっており、極めて重要である。本
講義では、古典統計力学の復習から量子統計力学の基礎について出来るだけ平易に解説する。とくに、有限温
度における相互作用系の摂動展開をファインマンダイアグラムを用いて解析する手法や、弱い外場に対する系
の応答を記述する線形応答理論について詳述する。
━
有限温度における多粒子系の解析を、グリーン関数とそのファインマンダイアグラム記法により行なう計算手
法を身につける。また、実験で重要になる、外場に対する系の応答を理論的に導出する線形応答理論を習得す
る。
━
【授業計画・内容】
第１回：古典統計力学の復習 第５回：ファインマンダイアグラム
第２回：量子統計力学における正準集団 第６回：経路積分
第３回：グリーン関数 第７回：ダイソン方程式
第４回：相互作用のある系に対する摂動論 第８回：線形応答理論の応用

【授業方法】講義を中心とした授業を実施する
━
指定したテキストを授業前に読んでくること。範囲については毎回の授業で指定する
━
参考書：朝倉物理学大系 統計物理学，西川恭治・森弘之（朝倉書店）
Quantum TheoryofMany-ParticleSystems,FetterandWalecka（McGrawHill）
━
主にレポートにより評価する。
━
オフィスアワーは特に指定しませんが、直接質問したい場合は随時受け付けますので、事前にメールでアポイ
ントを取ってください。
━

量子多体系特論の履修が望ましい。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 量子多体系特論 R0115 ― ―
前期集中 ― ― 1

博士後期課程 量子多体系特論 R0116 量子多体系特論 R116

担当教員 備 考

服部 一匡

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

今日の物性物理学において、場の量子論の手法は非常に重要な役割を果たしている。本講義では第二量子化か
ら始めて、多体摂動論の基礎を重点的に学ぶ。
━
第二量子化および多体摂動論の基礎を習得する。特にファインマンダイアグラムを用いた平均場近似の理解を
目的とする。

━
授業計画:
履修者は前もってkibacoに掲載されたpdf講義ノートを取得しておくこと。
第１回 第二量子化
第２回 第二量子化を用いた少数系の厳密対角化
第３回 自由粒子、平均場近似
第４回 グリーン関数
第５回 摂動展開とファインマンダイアグラム
第５回 ダイソン方程式
第７回 グリーン関数を用いた平均場近似
第８回 乱雑位相近似
日程については４月上旬までにアナウンスする。
━
授業外学習：授業内容に関連した内容を各自で自習しておくこと。参考図書にあげた
Quantum TheoryofMany-ParticleSystemsのような場の量子論の教科書を１冊読むことが望ましい。
━
A.Fetter,J.Walecka‘Quantum TheoryofMany-ParticleSystems’（DoverBooksonPhysics）,
J.Schrieffer‘TheoryofSuperconductivity’（AdvancedBooksClassics）,
リフシッツ、ピタエフスキー 碓井恒丸訳‘量子統計物理学’（岩波書店）．
━
レポートにより評価する。
━
オフィスアワーは特に設定しませんが、直接質問したい場合は随時受付しますので、事前にメールでアポイン
トメントをとってください。
━
量子力学、統計力学、物理数学の知識を前提とする。特に量子統計について理解ができていないと講義内容を
理解することは難しい。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 超伝導物理学特論 R0145 ― ―
後ａ 月 3 1

博士後期課程 超伝導物理学特論 R0146 超伝導物理学特論 R146

担当教員 備 考

堀田 貴嗣

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

多体現象の典型である超伝導の理論について、より進んだ観点から解説する。特に、超伝導の理解をとおして、
物理学における階層構造に基づく現象の解明の一般的な考え方を身につける。
━
超伝導に関するBCS理論、電磁応答、ミグダル・エリアシュベルグ理論を理解する。

━
第１回 実験事実、超伝導理論の階層性、BCSハミルトニアン
第２回 BCS理論（1）：クーパー対不安定性、ゴルコフ近似、異常グリーン関数
第３回 BCS理論（2）：ギャップ方程式、熱力学ポテンシャル、比熱、クーパー対の拡がり
第４回 超伝導体の電磁応答（1）：マイスナー効果
第５回 超伝導体の電磁応答（2）：バーテックス補正、ゲージ不変性
第６回 電子・フォノンハミルトニアンとミグダル近似
第７回 ミグダル・エリアシュベルグ方程式（1）
第８回 ミグダル・エリアシュベルグ方程式（2）

【授業方法】：講義を中心とした授業を実施する。
━
次回の授業範囲を予習し、専門用語の意味等を理解しておくこと。
━
講義の中で適宜紹介する。
━
レポートによる。
━
オフィスアワーは特に設定しないが、直接質問したい場合は随時受付するので、事前にメールでアポイントメ
ントを取ること。
連絡先：hotta＠tmu.ac.jp
━
量子力学、統計力学の知識を前提とする。量子多体系特論、統計力学特論の履修を推奨する。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 高エネルギー物理学特論Ⅱ R0121 ― ―
前ｂ 金 3 1

博士後期課程 高エネルギー物理学特論Ⅱ R0122 高エネルギー物理学特論Ⅱ R122

担当教員 備 考

角野 秀一

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

最近の素粒子物理学で注目されているＢファクトリー実験やニュートリノ振動実験に関して、その歴史と現状
に関してわかりやすく説明する。
━
本講義では現在の素粒子物理学の最先端で行われている、Ｂ中間子実験とニュートリノ振動実験に関して詳し
く解説する。Ｂ中間子に関してはその発見から現在のＢファクトリー実験に至るまで、その歴史を追って解説
する。特に小林・益川モデルの検証や新しく発見された様々な新共鳴状態などを説明する。ニュートリノに関
してはその質量の上限値を決めるいくつかの代表的な実験に関して説明する。太陽ニュートリノ問題、大気ニュー
トリノ問題に端を発したニュートリノ振動現象に関しては、最近の原子炉ニュートリノ振動実験を含めて詳し
く解説する。また、ニュートリノのマヨラナ性を確認する、二重ベータ崩壊現象の観測実験に関する最近の話
題に関しても解説する。
━
講義は以下に示す内容で進行する。
第１回：イントロダクション（フレーバー物理） 第５回：ニュートリノ実験
第２回：Ｂ中間子実験の歴史 第６回：ニュートリノ振動実験
第３回：Ｂファクトリー実験 第７回：ニュートリノレス二重ベータ崩壊実験
第４回：スーパーＢファクトリー実験 第８回：まとめ
━
講義で取り上げた内容に関連してより深い理解ができるように、重要な実験に関しては英文の原著論文を紹介
するので、論文を読み内容を理解すること。
━
授業中に適宜、重要な関連論文などを紹介する。
━
２／３以上の出席を単位取得の条件とする。授業に関連した課題に関してレポートにより成績を評価する。
━
質問は居室（8-532室）で適宜受け付ける。

━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 原子物理学特論Ⅱ R0155 ― ―
後ａ 水 4 1

博士後期課程 原子物理学特論Ⅱ R0156 原子物理学特論Ⅱ R156

担当教員 備 考

田沼 肇

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

原子物理学の基本である原子・分子の構造や分光学的特性などの基本的事項を踏まえて、重粒子間相互
作用と低エネルギー衝突における散乱現象について解説する。特に、ポテンシャル交差モデルによる非
断熱遷移過程の理解と、粒子の波動性による位相干渉効果に関する半古典的理論を中心的話題とする。
また、時間が許す限り、太陽風に含まれる多価イオンの電荷移行反応に伴う軟Ｘ線発光、重粒子の波動
性が問題になるようなmeV領域におけるイオン衝突実験など、具体的な研究例についても紹介する。
━
基礎的な原子・分子衝突や反応を量子力学的な散乱現象として捉えるとともに、半古典的散乱理論を実
際に適用して衝突断面積を計算できるレベルまで、正しく深く理解することを目標とする。

━
第１回 粒子間相互作用ポテンシャル概論
第２回 散乱の古典論と量子論
第３回 散乱の半古典論
第４回 ポテンシャル散乱実験
第５回 非断熱遷移の基礎
第６回 簡単なポテンシャル交差モデル
第７回 多価イオンの電荷移行衝突への応用
第８回 レポートおよび解説
━
講義を受講する前に、必ず前回の講義内容を復習して疑問点があればそれを解決してから授業に臨むこ
と。
━
プリントを配布する。参考書としては下記の書籍を推奨する。
高柳和夫「電子・原子・分子の衝突」（培風館 新物理学シリーズ）
高柳和夫「原子分子物理学」（朝倉書店 朝倉物理学体系）
高柳和夫「原子衝突」（朝倉書店 朝倉物理学体系）
金子洋三郎「化学のための原子衝突入門」（培風館）
━
期末レポートによって評価する。
━
オフィスアワーは特に設定しないが、直接質問したい場合は随時受付するので、事前にメールでアポイ
ントメントを取ること。
メールアドレスは以下の通り：tanuma-hajime＠tmu.ac.jp
━
力学、電磁気学、量子力学の基本的な知識を必要とする。原子物理学を履修していることが望ましい。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 電子物性特論Ⅱ R0135 ― ―
後ａ 水 4 1

博士後期課程 電子物性特論Ⅱ R0136 電子物性特論Ⅱ R136

担当教員 備 考

水口 佳一

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

Inthisclass,wewillstudythehistoryandmethodsofresearchfornew superconducting
materials.Particularly,strategiesfornewmaterialdesignarethefocusofthisclass.
・超伝導および関連分野の歴史的発展と最新の研究動向、研究手法を知る。
・新しい物質を設計し、評価するための手法を学ぶ。
━
Wewillstudythebackgroundoftheresearchonnew superconductorsandtheprobesto
investigatesuperconductingproperties,mechanisms,crystalstructure,valencestates,etc.This
class willcover the topics of classicalsuperconductors and recent discoveries of new
superconductors.Thegoalofthisclassistolearnthemethodandconceptofnew material
designandpredictionofthefunctionalities.
物性物理学における新超伝導体研究の意義と歴史的経緯を整理した上で、新規超伝導体探索および超伝
導発現機構解明に関する研究を推進するために必要な手法・原理および最新研究動向を概観する。また、
最新の新超伝導体に関する情報を参考に、新物質設計の方法や新物質の結晶構造および組成、価数の状
態などを評価する方法について理解する。最終的に、未知物質を自ら設計し、物性・機能性を予測する
ことを目指す。
━
ThisclasswillbeconductedinEnglishusingpresentationslides.SincemanyJapaneseand
internationalstudentsareexpectedtotakethisclass,wewillusebothEnglishandJapanese
whendiscussionandQandA.Theplanofthelecturecontentsissummarizedbelow.
（1）Historyofthediscoveriesofnewsuperconductorsandunconventionalmechanisms.
（2）Experimentalmethodstostudysuperconductingpropertiesandmechanisms.
（3）Crystalstructureanalysis
（4）Highpressurestudies
（5）Materialdesign:layeredsuperconductors
（6）Materialdesign:elementalsubstitutionandtuningofsuperconductingproperties
（7）Exerciseofmaterialdesign
（8）Discussiononthedesignedmaterials
講義はスライドを用い、基本的に英語にて実施するが、学生からの質問への返答やディスカッションに
関しては日本語で行う場合もある。
（授業計画）
第１回：超伝導体探索の歴史と非従来型超伝導機構
第２回：超伝導発現機構解明のための実験手法
第３回：結晶構造解析（Ｘ線回折・Ｘ線吸収分光など）
第４回：高圧を用いた物質合成および物性研究
第５回：層状化合物における超伝導物性の制御例
第６回：層状化合物における元素置換と電子状態・結晶構造制御
第７回：オリジナル物質の設計（演習）と機能性の予測
第８回：デザインした新物質についてのディスカッション
━
Wewillsharethepresentationslidesinadvance.Pleasestudywiththeslidesbefore/afterthe
class.
授業で用いる参考書および資料を事前に指示するので、充分に予習復習を行い、内容を把握したうえで
授業に臨むこと。
━
Announcedinthefirstlecture.
授業中に参考資料を適宜紹介する。
━
Tworeportswillbeusedforthecreditsevaluation.
中間レポートと最終レポートにて評価する。
━
Officehouris10:30-11:30onMonday.
Beforecoming,pleasemakeanappointmentbye-mail.
【オフィスアワー】
月曜日10：30～11：30。
事前にメールでアポイントメントをとること。
━
Totakethisclass,knowledgesaboutphysics,condensedmatterphysicsareneeded.
物理学の基礎知識、特に物性物理学についての科目を受講していることが望ましい。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
物理化学特別講義Ⅰ

�ナノ・表界面物性特論Ⅱ�
R0137 ― ―

前ｂ 火 1 1

博士後期課程
物理化学特別講義Ⅰ

�ナノ・表界面物性特論Ⅱ�
R0138

物理化学特別講義Ⅰ

�ナノ・表界面物性特論Ⅱ�
R138

担当教員 備 考

柳 和宏 物理・化学共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

電気化学や半導体物理学は、近年、物性研究において特に重要な基礎学問となっている。電界効果をも
ちいたキャリア注入制御は、半導体デバイスの根幹の技術であるが、近年では、電気化学的手法を融合
することにより、新規物性探索にも応用されている。ナノ物質や層状化合物系においては、その電気伝
導特性・光物性・熱電特性など様々な物性を同手法を用いて自在に制御することが可能であり、例えば、
絶縁体を金属状態に変化させ、更には超伝導転移を引き起こさせることが可能である。それは、固液界
面を活用して、物質表面に蓄積されるキャリア量を精密に制御することを背景とする。このような電界
効果を駆使した物性研究の背景を正しく理解し、研究に応用する為、本講義においては、電気化学・半
導体物理学の基礎およびナノスケールの材料系に応用した研究の解説を行う。
━
電気化学や半導体物理学に関しての基礎知識を修得する。ナノスケールの材料系の構造と電子構造の関
係の知識を得る。電界効果を用いた物性研究に関する最新の研究内容を正しく理解することが可能な知
識を習得することを目標とする。
━
はじめに概要を解説した後、以下の単元に従って、電気化学および半導体物理学の基礎を復習する。最
後に、最近の研究内容についての解説を行う。
第１講 電界効果を用いた物性制御の概要
第２、３講 電気化学的手法の基礎
第４、５講 半導体物理の基礎
第６講 ナノ構造と電子構造～ナノチューブ構造を中心に～
第７講 伝導特性・光物性への応用例
第８講 熱電物性への応用例
━
毎回の授業終了時に示す課題について、A４用紙１枚程度のレポートを作成して提出すること。
━
講義中に適宜紹介する。必要に応じてプリント等を配布する。
━
課題レポートと、期末レポートにより判定する。
━
原則として、毎週金曜日１限をオフィスアワーに設定します。質問がある場合は、前日までに必ずメー
ルで予約をした上で居室（８号館290室）まで来てください。
━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
物理化学特別講義Ⅰ

�ソフトマター物性特論Ⅱ�
R0143 ― ―

前ｂ 木 3 1

博士後期課程
物理化学特別講義Ⅰ

�ソフトマター物性特論Ⅱ�
R0144

物理化学特別講義Ⅰ

�ソフトマター物性特論Ⅱ�
R144

担当教員 備 考

栗田 玲 物理・化学共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

ソフトマターとは、高分子、コロイド、液晶、界面活性剤などの柔らかい物質の総称である。ソフトマ
ターは、我々の生活や現代の技術の中で重要な役割を果たしている。このソフトマターは物理の分野で
はあまり取り上げられなかった物質であるが、近年、豊かな物理があることが示され、その後の研究は
大きな広がりを見せている。
このソフトマター物理における動力学の性質を物理学的に理解することを目指す。
━
ソフトマターの動力学として、ブラウン運動、変分原理、拡散を学び（論理的思考力）、非平衡統計力
学を物理学的に取り扱うための基本的手法の理解と習得を目的とする（総合的問題思考力）。

━
第１回 ソフトマターにおける動力学の重要性
第２回 ブラウン運動
第３回 揺動散逸定理
第４回 非平衡ソフトマターの変分原理
第５回 臨界現象
第６回 保存系・非保存系相分離と界面エネルギー
第７回 相分離の非平衡ダイナミクス
第８回 ソフトマターに関する演習と解説
━
授業外学習として、予習を前提とする。ソフトマターの先行研究や実験的な事象についても事前に勉強
しておくこと。細かい式の導出など授業中に答えてもらうので、講義の内容をあらかじめ理解しておく
こと。
━
岩波書店 ソフトマター物理学入門 著者 土井正男を教科書とする
━
授業での質疑応答とレポートによって、評価する。
━
直接質問したい場合は随時受付しますので、事前にメール（kurita＠tmu.ac.jp）でアポイントメント
をとってください。
━
授業終わりに次回の内容を予告するので、予習すること。ソフトマターの基礎知識、および、基礎的な
実験知識を持っていることを前提として授業を進める。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 科学英語特論 R0139 ― ―
後ａ 木 2 1

博士後期課程 科学英語特論 R0140 科学英語特論 R140

担当教員 備 考

森 弘之

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

科学英語は、科学論文を執筆する上で非常に重要なスキルである。この授業では科学英語を書くことに
焦点を絞り、そのスキル向上を目指す。講義による受け身の授業ではなく、毎回出される課題に対し英
文で文章を作成し、科学英語を書く練習を積み重ねる。
━
科学英語を書く上で気をつける点や普段心がける点を身につけられるだけでなく、自ら英文を書いて添
削を受けることで、具体的に間違いやすい点を理解できる。

━
【授業計画・内容】
第１回 科学英語一般の解説
第２回 物理学の論文で用いる表現（その１）：グラフの説明
第３回 物理学の論文で用いる表現（その２）：増加、減少の表現
第４回 物理学の論文で用いる表現（その３）：違いの説明
第５回 物理学の論文で用いる表現（その４）：式の説明
第６回 物理学の論文で用いる表現（その５）：以上、未満などの表現
第７回 物理学の論文で用いる表現（その６）：研究概要の表現１
第８回 物理学の論文で用いる表現（その７）：研究概要の表現２

【授業方法】
演習形式で行う。毎回課題を出すので、履修者は次回までに回答を提出する。授業では、提出された回
答をいくつか取り上げ、その場で添削していく。授業時間内に添削できなかった分は、添削の後、メー
ルにて返送する。
━
毎回の授業で出される課題に対する回答を英文で書く。辞書等を使うことは構わないが、文法や綴りの
ミスがないよう、十分に英文を練る必要がある。
━
便利な辞書サイト：Weblio（http://ejje.weblio.jp/）
ALC（http://www.alc.co.jp/）など。
━
課題の提出状況によって評価する。
━
オフィスアワーは特に設定しないが、直接質問したい場合は随時受け付けるので、事前に
mori＠phys.se.tmu.ac.jpまでメールを送り、アポイントメントをとること。
━
講義よりも演習に近い形で授業を進めるため、授業中に積極的に質問をすることが望ましい。

52
―65―

物
理

学



29

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
物理化学特別講義Ⅱ

�化学特論Ⅴ分子物性化学�
R0163 ― ―

後 水 1 2

博士後期課程
物理化学特別講義Ⅱ

�化学特論Ⅴ分子物性化学�
R0164

物理化学特別講義Ⅱ

�化学特論Ⅴ分子物性化学�
R164

担当教員 備 考

歸家 令果 物理・化学共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

気体電子回折法による孤立分子の構造測定について、基礎から最先端の研究例まで解説する。
━
原子・分子による電子散乱過程の基礎理論とそれを利用した分子構造決定手法の原理について学ぶ。さ
らに、分子の構造変化を追跡するための最先端の実験的手法を解説する。

━
第01回 波の干渉と電子回折法の基礎
第02回 原子による電子散乱
第03回 グリーン関数
第04回 リップマン－シュウィンガー方程式
第05回 微分散乱断面積
第06回 部分波展開法
第07回 数値計算による部分波解析
第08回 中間まとめ
第09回 ボルン近似
第10回 分子による電子散乱と独立原子モデル
第11回 分子振動の効果
第12回 分子散乱曲線と動径分布関数
第13回 電子回折像の解析（1）
第14回 電子回折像の解析（2）
第15回 時間分解電子回折法
━
事前に次回の講義資料をkibacoに掲示する。講義では講義資料中の課題を解説するので、講義後に自力
で解答できるように復習すること。
━
テキスト：講義のスライドをkibacoに掲示
参考書：現代化学への入門４分子構造の決定 山内 薫 著（岩波書店）
━
原則として出席（20％）、中間試験（40％）、期末試験（40％）で成績評価を行う。
出欠は、次の（1）と（2）をもって出席と認める。
（1）講義における出席確認
（2）課題解答と講義に対する質問・感想のkibacoによる提出
━
メール（kanya＠tmu.ac.jp）による質問を随時受け付ける。
直接質問したい場合は事前にメールで連絡して下さい。
━
関連科目：物理化学系の各科目
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
物理化学特別講義Ⅱ

�化学特論Ⅵ凝縮系の物理化学�
R0165 ― ―

前 月 2 2

博士後期課程
物理化学特別講義Ⅱ

�化学特論Ⅵ凝縮系の物理化学�
R0166

物理化学特別講義Ⅱ

�化学特論Ⅵ凝縮系の物理化学�
R166

担当教員 備 考

廣瀬 靖 物理・化学共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

本講義では、現代社会に欠かすことができない重要な材料である半導体の基礎的な物性と、情報処理や
通信、エネルギー変換などのデバイス応用を概観する。
━
・半導体の基礎物性とその化学的な制御方法
・基本的な半導体デバイスの動作原理
の理解を目標とする。
━
授業は、
・質問への回答と課題の解説
・講義と演習
・課題の提示
の流れで進める。計算が必要な演習があるので、筆記用具に加えて、関数電卓（あるいは同等の機能を
持つスマートフォンやタブレット、ノートPCなど）を必ず持参すること。
各回の授業で取り扱う内容は以下の通りだが、進捗状況によって変更する可能性がある。
第１回 概要説明、半導体のバンド構造
第２回 真性半導体
第３回 不純物ドープによるキャリア制御
第４回 半導体中のキャリアの運動
第５回 半導体の光学的性質
第６回 キャリアの拡散
第７回 ここまでのまとめ
第８回 半導体pn接合
第９回 pn接合
第10回 太陽電池とLED
第11回 レーザーとヘテロ接合
第12回 バイポーラトランジスタ
第13回 金属－半導体接合と電界効果型トランジスタ
第14回 MOSトランジスタ
第15回 まとめ
━
講義中に示された課題に取り組むこと。
━
テキスト：必要に応じてプリントを配布する。
参考書：半導体デバイス－基礎理論とプロセス技術、産業図書（978-4782855508）

電子デバイス工学、森北出版（978-4627705630）
━
出席およびレポート（または試験）で総合的に評価する。
━
講義ごとにkibacoで質問を受け付ける。
特にオフィスアワーは設けない。質問や相談には随時応じるので、事前にメールで連絡すること。
━
計算が必要な演習があるので、筆記用具に加えて、関数電卓（あるいは同等の機能を持つスマートフォ
ンやタブレット、ノートPCなど）を必ず持参すること。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
物理化学特別講義Ⅱ

�化学特論Ⅶ分子の理論と計算�
R0167 ― ―

前 火 2 2

博士後期課程
物理化学特別講義Ⅱ

�化学特論Ⅶ分子の理論と計算�
R0168

物理化学特別講義Ⅱ

�化学特論Ⅶ分子の理論と計算�
R168

担当教員 備 考

中谷 直輝 物理・化学共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

この講義では主として「量子化学」の一分野である「分子の電子状態理論」について説明する。特に、
具体的な電子状態計算（分子エネルギーや最適構造・分子物性の計算）を実行するための理論と計算方
法に主眼を置いて説明する。近年では、実験を凌駕するような高精度な電子状態計算が可能となってき
ており、他方では、適切な近似法を導入して、生体系のヘムタンパクなどの大規模分子やナノサイズ分
子の計算も可能になっている。本講義では、最新の計算方法の解説や具体的な計算例についても説明す
る。
━
受講者が各人の研究テーマの中で量子化学や計算化学を具体的に応用するために必要なアドバンスな知
識を修得する。最新の量子化学の研究成果を講義内容に取り入れて、学術論文に掲載されている量子化
学の計算結果を理解できるようにし、同時にそれらを研究に応用できる能力を養う。
━
講義形式とする。講義中に演習を実施することもある。
第01回 HFエネルギーの導出
第02回 CIエネルギーの導出
第03回 エクセルによる演習①
第04回 MP2エネルギーの導出
第05回 エクセルによる演習②
第06回 波動関数の多配置性と多参照理論
第07回 密度汎関数理論①（基礎）
第08回 密度汎関数理論②（演習）
第09回 遷移状態の求め方・演習①
第10回 遷移状態の求め方・演習②
第11回 分子軌道と自然軌道解析
第12回 励起状態計算①（基礎）
第13回 励起状態計算②（演習）
第14回 電気・磁気的分子物性
第15回 相対論補正
【注意】上記は講義の流れの一例であり実際の授業は各年度の講義回数や受講者層、受講者数によって
変更する。
━
講義中に課された課題をレポートにまとめる。
━
講義資料は必要に応じてkibaco、ないし当日に配布する。
━
主として数回のレポートの提出とその内容によって評価する。講義への参加度も20％程度を上限として
考慮する。
━
オフィスアワーは特に設定しませんが、直接質問したい場合は随時受付けます。質問は電子メールでも
受け付けます。但し、本文中に氏名を明記すること。また、インターネットメールで返信可能なメール
アドレスを使うこと（携帯メールのみで使用可能な特殊文字を含むメールアドレスは無視します）。
━
演習ではパソコンを利用しますので、マイクロソフトOffice（Excelを使用）、およびTeraTerm（講義
中に指示します）をインストールしたノートパソコンを持参してください。希望者には貸出も行います。
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32

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 物理学学外体験実習 ― ― ― 集中（期
間未定）

― ―
1又
は2博士後期課程 物理学学外体験実習 ― 物理学学外体験実習 ―

担当教員 備 考

全教員 内容が異なる場合単位は加算される

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

物理学の専門的内容に関連した就業体験、学外研究、ボランティア活動などの学外活動を行う。
━
就業体験、学外研究、ボランティア活動などの学外活動を通して、大学内の活動では身につけられない知識や
経験を得る。

━
【授業計画・内容・授業方法】実習内容による。

━
実習内容による。
━
実習内容による。
━
体験学習を行った学生は、修了後、学習内容に関するレポートを指導教員に提出し、指導教員は体験学習の目
的との適合性に照らして単位認定の可否を決定する。１学期について２単位を上限とする。単位取得を希望す
る者は体験学習開始予定日の２ヶ月前までに指導教員に申し出ること。
━
指導教員または教務委員に問い合わせること。

━
この科目は実務経験のある教員等による授業科目である。
物理学の専門的内容に関連した就業体験、学外研究、ボランティア活動などの学外活動のうち一定の要件を満
たすものを単位として認定する。要件には以下のものが含まれる。
１）当該活動が30時間以上の時間に渡って実施されること。
２）当該活動がその他の科目の学習のさまたげにならないこと。
３）報酬を受けないこと。
４）体験学習終了後、主催者から修了認定書が得られること。
５）体験学習の内容が本学のカリキュラムレベルに相当していることが指導教員によって認定されること。
また、受け入れ先は学生が自分で見つける必要がある。学生の申し出により新規開講科目として開講するので
学期当初の履修申請は出来ない。
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33

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 物理学特別セミナーⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ ― ― ― 前期・
後期

― ― 2
博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

全教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

博士前期課程を対象とする。
各研究室に所属し、セミナー等における文献読解・口頭発表等を行う。
━
セミナー等における文献読解・口頭発表等を通して、物理学の研究を進めるための基礎知識を獲得し、論理的
な思考法、他の研究者と討論する能力を修得する。

━
授業計画・内容、授業方法については、指導教員に問い合わせること。
各回の授業内容は以下である。研究の進捗に応じて指導教員と相談しつつ柔軟に進める。
第１回：研究室の研究の説明と今後のセミナー計画の説明
第２－７回：研究テーマに即した文献の講読と解説
第８－13回：関連する論文の講読と解説
第14回：習得した専門知識の整理
第15回：総合討論
━
指導教員に問い合わせること。
━
セミナーに必要な参考資料は、指導教員が適宜指示する。
━
文献読解や口頭発表、セミナーへの参加度などを総合的に判断する。
━
指導教員に問い合わせること。

━
Ⅰ～Ⅳを順に履修すること。同時に複数履修はできない。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 物理学特別実験Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ ― ― ― 前期・
後期

― ― 2
博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

実験関係全教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

博士前期課程を対象とする。
各実験研究室に所属し、研究室の教員の指導のもとで課題を設定・遂行することで、物理学の実験的研究の進
め方について学ぶ。
━
物理学の実験技術や知識の修得を行ない、問題の解決・論文の作成・研究成果の発表等の能力を修得する。

━
【授業計画・内容、授業方法】
各回の授業内容は以下である。課題の進捗に応じて指導教員と相談しつつ柔軟に進める。
第１回：研究室の研究内容の概要確認
第２－４回：課題の設定と計画立案
第５－７回：研究で必要となる実験・計算手法の習得
第８回：実験・計算手法についての中間報告と議論
第９－12回：課題実験の実施
第13－14回：得られた実験データの整理
第15回：総括報告と議論
━
授業外で行う学修内容については、指導教員に問い合わせること。
━
課題の実施に必要な参考資料は、指導教員が適宜指示する。
━
課題への取り組みの主体性、工夫、進捗などを総合的に評価する。
━
指導教員に問い合わせること。

━
Ⅰ～Ⅳを順に履修すること。同時に複数履修はできない。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 物理学特別演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ ― ― ― 前期・
後期

― ― 2
博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

理論関係全教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

博士前期課程を対象とする。
各理論研究室に所属し、研究室の教員の指導のもとで課題を設定・遂行することで、物理学の理論的研究の進
め方について学ぶ。
━
物理学の理論的研究手法を修得し、問題の解決・論文の作成・研究成果の発表等の能力を修得する。

━
【授業計画・内容、授業方法】
各回の授業内容は以下である。課題の進捗に応じて指導教員と相談しつつ柔軟に進める。
第１回：研究室の研究内容の概要確認
第２－４回：研究課題の設定と計画立案
第５－７回：研究で必要となる理論・計算手法の習得
第８回：理論・計算手法についての中間報告と議論
第９－12回：課題演習の実施
第13－14回：得られた演習結果の整理
第15回：総括報告と議論
━
授業外で行う学修内容については、指導教員に問い合わせること。
━
課題の実施に必要な参考資料は、指導教員が適宜指示する。
━
課題への取り組みの主体性、工夫、進捗などを総合的に評価する。
━
オフィスアワーについては、指導教員に問い合わせること。

━
Ⅰ～Ⅳを順に履修すること。同時に複数履修はできない。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 ― ― ― ― 前期・
後期

― ― 4
博士後期課程 物理学特別実験Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ ― 物理学特別実験Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ ―

担当教員 備 考

実験関係全教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

博士後期課程を対象とする。
各実験研究室に所属し、研究室の教員の指導あるいは助言のもとで独創的な課題を設定・遂行することを通し
て、自立的な研究者としての研究の進め方を学ぶ。
━
物理学の高度な実験技術や知識を身につける。原著論文としてまとめる能力、研究成果や意義を伝える能力を
身につけるとともに、社会との関わりの中で位置づける能力を修得する。

━
【授業計画・内容、授業方法】
各回の授業内容は以下である。課題の進捗に応じて指導教員と相談しつつ柔軟に進める。
第１回：研究室の研究内容の概要確認
第２－４回：課題の設定と計画立案
第５－７回：研究で必要となる実験・計算手法の習得
第８回：実験・計算手法についての中間報告と議論
第９－12回：課題実験の実施
第13－14回：得られた実験データの整理
第15回：総括報告と議論
━
授業外で行う学修内容については、指導教員に問い合わせること。
━
課題の実施に必要な参考資料は、指導教員が適宜指示する。
━
課題への取り組みの主体性、独創性、進捗などを総合的に評価する。
━
指導教員に問い合わせること。

━
Ⅴ～Ⅷを順に履修すること。Ⅷの履修後にⅨの履修ができる。同時に複数履修はできない。
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37

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 ― ― ― ― 前期・
後期

― ― 2
博士後期課程 物理学特別実験Ⅸ ― ― ―

担当教員 備 考

実験関係全教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

博士後期課程を対象とする。
各実験研究室に所属し、研究室の教員の指導あるいは助言のもとで独創的な課題を設定・遂行することを通し
て、自立的な研究者としての研究の進め方を学ぶ。
━
物理学の高度な実験技術や知識を身につける。原著論文としてまとめる能力、研究成果や意義を伝える能力を
身につけるとともに、社会との関わりの中で位置づける能力を修得する。

━
【授業計画・内容、授業方法】
各回の授業内容は以下である。課題の進捗に応じて指導教員と相談しつつ柔軟に進める。
第１回：研究室の研究内容の概要確認
第２－４回：研究課題の設定と計画立案
第５－７回：研究で必要となる実験・計算手法の習得
第８回：実験・計算手法についての中間報告と議論
第９－12回：課題実験の実施
第13－14回：得られた実験データの整理
第15回：総括報告と議論
━
授業外で行う学修内容については、指導教員に問い合わせること。
━
課題の実施に必要な参考資料は、指導教員が適宜指示する。
━
課題への取り組みの主体性、独創性、進捗などを総合的に評価する。
━
指導教員に問い合わせること。

━
Ⅴ～Ⅷを順に履修すること。Ⅷの履修後にⅨの履修ができる。同時に複数履修はできない。
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38

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 ― ― ― ― 前期・
後期

― ― 4
博士後期課程 物理学特別演習Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ ― 物理学特別演習Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ ―

担当教員 備 考

理論関係全教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

博士後期課程を対象とする。
各理論研究室に所属し、研究室の教員の指導あるいは助言のもとで独創的な課題を設定・遂行することを通し
て、自立的な研究者としての研究の進め方を学ぶ。
━
物理学の高度な理論的研究手法や知識を身につける。原著論文としてまとめる能力、研究成果や意義を伝える
能力を身につけるとともに、社会との関わりの中で位置づける能力を修得する。

━
【授業計画・内容、授業方法】
各回の授業内容は以下である。課題の進捗に応じて指導教員と相談しつつ柔軟に進める。
第１回：研究室の研究内容の概要確認
第２－４回：研究課題の設定と計画立案
第５－７回：研究で必要となる理論・計算手法の習得
第８回：理論・計算手法についての中間報告と議論
第９－12回：課題演習の実施
第13－14回：得られた演習結果の整理
第15回：総括報告と議論
━
授業外で行う学修内容については、指導教員に問い合わせること。
━
課題の実施に必要な参考資料は、指導教員が適宜指示する。
━
課題への取り組みの主体性、独創性、進捗などを総合的に評価する。
━
指導教員に問い合わせること。

━
Ⅴ～Ⅷを順に履修すること。Ⅷの履修後にⅨの履修ができる。同時に複数履修はできない。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 ― ― ― ― 前期・
後期

― ― 2
博士後期課程 物理学特別演習Ⅸ ― ― ―

担当教員 備 考

理論関係全教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

博士後期課程を対象とする。
各理論研究室に所属し、研究室の教員の指導あるいは助言のもとで独創的な課題を設定・遂行することを通し
て、自立的な研究者としての研究の進め方を学ぶ。
━
物理学の理論的研究を通して、物理学の高度な理論的研究手法や知識を身につける。原著論文としてまとめる
能力、研究成果や意義を伝える能力を身につけるとともに、社会との関わりの中で位置づける能力を修得する。

━
【授業計画・内容、授業方法】
各回の授業内容は以下である。課題の進捗に応じて指導教員と相談しつつ柔軟に進める。
第１回：研究室の研究内容の概要確認
第２－４回：課題の設定と計画立案
第５－７回：研究で必要となる理論・計算手法の習得
第８回：理論・計算手法についての中間報告と議論
第９－12回：課題演習の実施
第13－14回：得られた演習結果の整理
第15回：総括報告と議論
━
授業外で行う学修内容については、指導教員に問い合わせること。
━
課題の実施に必要な参考資料は、指導教員が適宜指示する。
━
課題への取り組みの主体性、独創性、進捗などを総合的に評価する。
━
指導教員に問い合わせること。

━
Ⅴ～Ⅷを順に履修すること。Ⅷの履修後にⅨの履修ができる。同時に複数履修はできない。
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化学専攻

（理学研究科）

履修上の注意

（博士前期課程）

１）修士の学位を取得するためには、化学特別実験ⅠＡ、ⅠＢ、ⅡＡ、ⅡＢおよび化学特別セミ

ナーⅠ、Ⅱを履修しなければならない。化学特別実験は重ねて履修しても、単位は加算されな

い。原則として、化学特別実験ⅠＡ、ⅠＢは１年次に、化学特別実験ⅡＡ、ⅡＢは２年次に順

番に履修するものとする。また、化学特別セミナーについては原則として、４月入学者は化学

特別セミナーⅠを前期に、化学特別セミナーⅡを後期に履修するものとする。10月入学者は化

学特別セミナーⅠを後期に、化学特別セミナーⅡを前期に履修するものとする。

２）化学特論は専門分野以外の院生の履修にも配慮された内容の講義である。専門分野以外の知

識を身につけるために、化学専攻では、以下に示す３つのグループからそれぞれ２単位以上、

合計８単位以上を履修することを修士の学位取得要件にしている。

第１グループ：化学特論Ⅰ、化学特論Ⅱ

第２グループ：化学特論Ⅲ、化学特論Ⅳ

第３グループ：化学特論Ⅴ、化学特論Ⅵ、化学特論Ⅶ

３）化学特別講義Ⅰは、学外の専門家が最新の研究や話題などを基礎から解説するものである。

知識を広めるためにも進んで履修することを薦める。

４）原則として同一科目の重複履修は認めないが、「化学特別講義Ⅰ」「化学特別講義Ⅱ」「化学

学外体験実習」「化学特別セミナーⅠ・Ⅱ」に限り、講義の内容が異なる場合には、重複して

履修することが可能であり、単位も加算される。

（博士後期課程）

１）博士の学位を取得するためには、化学特別実験ⅢＡ、ⅢＢ、ⅣＡ、ⅣＢおよび化学特別セミ

ナーⅢ、Ⅳを履修しなければならない。化学特別実験は重ねて履修しても、単位は加算されな

い。原則として、化学特別実験ⅢＡ、ⅢＢは１年次に、化学特別実験ⅣＡ、ⅣＢは２年次に順

番に履修するものとする。また、化学特別セミナーについては原則として、４月入学者は化学

特別セミナーⅢを前期に、化学特別セミナーⅣを後期に履修するものとする。10月入学者は化

学特別セミナーⅢを後期に、化学特別セミナーⅣを前期に履修するものとする。

２）化学特別講義Ⅰは、学外の専門家が最新の研究や話題などを基礎から解説するものである。

知識を広めるためにも進んで履修することを薦める。

３）原則として同一科目の重複履修は認めないが、「化学特別講義Ⅰ」「化学特別講義Ⅱ」「化学

学外体験実習」「化学特別セミナーⅢ・Ⅳ」に限り、講義の内容が異なる場合には、重複して

履修することが可能であり、単位も加算される。但し、博士前期課程と共通の科目は、既に本

学博士前期課程で単位を修得済みであり講義内容が単位修得時と同一である場合は履修できな

い。
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1

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 化学特論Ⅰ（無機化学� R0221 ― ―
前 金 1 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

杉浦 健一、久冨木 志郎、山添 誠司

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

授業計画・内容の項、参照。尚、令和５年度は、前半７回を山添、後半７回を杉浦が担当する。
━
（山添担当分）
Ｘ線吸収分光法（Ｘ線吸収微細構造：XAFS）の基礎知識とその応用に関する知見の習得を目標にする。
応用では、実際の研究例を交えながら、XAFSから得られる機能性材料の電子状態や局所構造を使った
機能発現機構解明に関する知見の習得を目指す。

（杉浦担当分）
１）分子軌道の軌道相関図の描き方の説明
２）それを用いた未知分子の性質の予測
━
＜授業計画・内容、授業方法＞
（山添担当分）X線吸収分光法は材料の電子状態、局所構造に関する情報を元素選択的に得ることができ
るため、固体や溶液中の金属錯体、クラスター、固体材料等の構造を知る上で強力な解析手法である。本
講義では、X線吸収分光法の基礎と応用、X線吸収分光法を用いた機能性材料の研究について講義する。
第１回 X線吸収分光法の歴史・放射光施設
第２回 X線吸収分光法の基礎・XANES
第３回 X線吸収分光法の基礎・EXAFS
第４回 XAFS測定法
第５回 XAFS解析
第６回 XAFSを用いた機能性材料の解析Ⅰ
第７回 XAFSを用いた機能性材料の解析Ⅱ

（杉浦担当分）今日の化学では、何らかの現象を分子軌道法を用いて解釈する手続きが欠かせない。無
機化学が扱う事象についても、年々、分子軌道法を利用した解釈が増えている。本講義では、軌道相関図
を用いた定性的な分子軌道の実践的な利用方法について講義を行う。これらの定性的な方法論でさえも、
道物質の設計に大きな威力を発揮することが可能である。具体的には以下の内容について講義を行う。
第８回 等核二原子分子の分子軌道
第９回 異核二原子分子の分子軌道
第10回 三原子分子の分子軌道（1）：直線状分子
第11回 三原子分子の分子軌道（2）：三角型分子
第12回 芳香族化合物
第13回 遷移金属錯体の分子軌道（1）：d軌道についての復習
第14回 遷移金属錯体の分子軌道（2）：金属錯体の分子軌道の組み立て方
＊第15回目の講義では、山添あるいは杉浦のどちらかが、よりアドバンスな内容について講義を行う。
━
〈授業外学習〉
（山添担当分）
講義内容の復習と次回の内容の予習をすること。

（杉浦担当分）
講義の際に指示を与える。
━
（山添担当分）
参考書：「XAFSの基礎と応用」日本XAFS研究会、講談社

（杉浦担当分）
特に定めないが、分子軌道法に関する基本的な書籍を読んでいることを前提にして講義を進める。
━
山添担当分50点＋杉浦担当分50点
（山添担当分）課題・レポート（100％）で評価する。
（杉浦担当分）試験期間中に定期試験を行い評価する。
（評価割合はいずれも概算。ただし、いずれかの教員の評価点が60点に満たないものは、もう一方の教
員が合格点を与えても「不可」の評定とする。）
━
オフィスアワーは特に設定しないが、直接質問したい場合は随時受付るので、事前にメールで教員の在
室を確認すること。メールでの質問の受付/回答はしない。
━
（他の授業科目との関連性）
・15回の授業を教員２名により半分ずつ担当する。
・いずれかの教員の評価点が60点に満たないものは「不可」の評定とする。
・コロナウイルス感染拡大防止の観点より、必要に応じてkibacoで講義資料を配布し、Zoomなどで講
義を実施する可能性がある。
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2

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 化学特論Ⅱ（宇宙地球化学� R0222 ― ―
後 火 2 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

大浦 泰嗣、竹川 暢之

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

我々を取り巻く宇宙・地球の物質形成と循環を支配する物理・化学過程について講義を行う。前半は地球の大
気・水圏を中心に取り扱う。後半は宇宙および太陽系の物質形成について解説する。
━
無機化学、分析化学、放射化学、物理化学などの基礎知識に立脚して、宇宙・地球における重要な化学過程を
理解することを目標とする。

━
第１回 原子・分子スペクトル 第９回 放射化学（原子核の安定性、放射壊変）
第２回 大気の光化学過程 第10回 放射化学（原子核反応）
第３回 微粒子の光学特性 第11回 星内核合成１（熱核反応基礎）
第４回 雲と降水 第12回 星内核合成２（熱核融合）
第５回 大気の放射伝達 第13回 星内核合成３（s-過程）
第６回 大気・海洋の物質循環 第14回 星内核合成４（r-過程）
第７回 地球の気候変動 第15回 課題演習、解説
第８回 太陽系元素存在度、B2FH理論

なお、上記の予定は進捗状況により変更となる場合がある。
━
授業内で提示する課題について、レポートの提出を求める。
━
講義の際に資料を配布する。その他参考書は授業中に適宜指示する。
━
平常点（20％）、レポート（80％）
━
特に設定しませんが、直接質問したい場合は随時受け付けますので、メールで事前にアポイントメントを取っ
てください。
━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 化学特論Ⅲ（有機化学特論� R0223 ― ―
前 水 2 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

野村 琴広、清水 敏夫、
AbdellatifMohamedM.

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

大学院レベルの研究に不可決である「最新有機化学の基礎とボトムアップ化学への応用」を学ぶ。
現代有機化学で重要なトピックスについて講義を行う。以下の内容について全15回にわたって講義する。
━
本講義では「学部の有機化学の講義」を礎にし、最新の化学がどのように展開してきているのか理解すること、
および有機物性化学の基礎と応用の修得を目標としている。
１、元素の周期律表の周期の違いにより、その性質がどのように異なるかを理解する。
２、有機高分子機能材料の創製に有用な精密合成手法や集積化手法に関する基礎事項と最近の動向を理解する
ことを目的とする。
３、サーキュラーエコノミーの実現に向けた合成化学の基本的な考え方を理解する。
━
１、炭素を中心として展開してきた有機化学は、その発展に伴い、高周期元素へと新たな拡張を遂げている。
高周期典型元素の化学について、特に第二周期元素との違いを中心に講義する。
２、有機・高分子機能材料の創製を目的とした精密合成手法や高機能の発現に有用な精密集積化手法に関する
基礎事項や最近の研究動向を講述する。
３、サーキュラーエコノミー（環境調和型社会）の実現に向けた合成化学の基本的な考え方、関連化学を後述
する。分解・リサイクル可能な材料設計の基本概念を講述する。

【授業方法】主に対面講義形式で実施する。まとまった単元ごとに小テストを行い、成績に加味する。状況に
応じてオンライン形式へ変更する可能性もある。
━
【授業外学習】毎回の授業の前に必ず教科書、または配布プリントの予習を行い、内容を把握した上で授業に
臨むこと。また授業後は必ず復習を行うこと。
━
参考書：秋葉欣哉 著「有機典型元素化学」講談社サイエンティフィク
━
成績評価は出席とレポートまたはテストで行う。
━
オフィスアワーは特に設定しませんが、直接質問したい場合は随時受付しますので、事前にメールでアポイン
トメントを取ってください（野村：ktnomura＠tmu.ac.jp、清水：shimizu-toshio＠tmu.ac.jp、
ABDELLATIF:mohamed-soliman＠tmu.ac.jp。
━
kibacoに授業情報および資料等を掲載することがあるので、随時確認しておくこと。
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4

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 化学特論Ⅳ（現代生命科学� R0224 ― ―
後 水 2 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

廣田 耕志、田岡 万悟、伊藤 隆、池谷 鉄兵

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

生命科学の進歩は著しいものがあり、従来の学問分野の枠組みとは異なる新しい学際領域が生まれつつ
ある。このような先端的分野においては、長年にわたって築き上げられてきた化学的な概念や方法を客
観的に見直し、再構築することが必要である。本講義では、生物のゲノム情報を背景にした最近の生化
学、分子生物学、構造生物学の流れを解説する。
━
生体高分子のネットワークを基盤とした新しい「化学」と「生命」の関連についての理解を深めること
を目標とする。

━
生物のゲノム情報を背景にした最近の生化学、分子生物学、構造生物学の流れを解説する。
第１回 有酸素呼吸、発酵経路
第２回 エネルギー代謝と糖尿病
第３回 放射線の物理化学的特性と生体影響
第４回 DNA修復経路の理解とガン治療
第５回 オミクス研究概説
第６回 ゲノミクス
第７回 プロテオミクス
第８回 リボヌクレオミクス
第９回 構造生物学的解析のための異種核多次元NMRの基礎
第10回 迅速な多次元NMR測定法
第11回 溶液NMRを用いた蛋白質の立体構造解析法
第12回 溶液NMRを用いた細胞内蛋白質の動態解析
第13回 分子構造で理解する複製・転写・翻訳
第14回 分子構造で理解する細胞内シグナル伝達
第15回 分子構造で理解する受容体活性化機構
━
授業終了時に示す課題について、Ａ４用紙１枚程度のレポートを作成して提出すること。
━
講義中に適宜紹介する。必要に応じてプリント等を配布する。
━
レポートや小テストにより総合的に評価する。
━
オフィスアワーは特に設定しないが、直接質問したい場合は随時受付けるので、事前にメールでアポイ
ントメントを取ってください。
━
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5

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
物理化学特別講義Ⅱ

�化学特論Ⅴ分子物性化学�
R0163 ― ―

後 水 1 2

博士後期課程
物理化学特別講義Ⅱ

�化学特論Ⅴ分子物性化学�
R0164 ― ―

担当教員 備 考

歸家 令果 物理・化学共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

気体電子回折法による孤立分子の構造測定について、基礎から最先端の研究例まで解説する。
━
原子・分子による電子散乱過程の基礎理論とそれを利用した分子構造決定手法の原理について学ぶ。さ
らに、分子の構造変化を追跡するための最先端の実験的手法を解説する。

━
第01回 波の干渉と電子回折法の基礎
第02回 原子による電子散乱
第03回 グリーン関数
第04回 リップマン－シュウィンガー方程式
第05回 微分散乱断面積
第06回 部分波展開法
第07回 数値計算による部分波解析
第08回 中間まとめ
第09回 ボルン近似
第10回 分子による電子散乱と独立原子モデル
第11回 分子振動の効果
第12回 分子散乱曲線と動径分布関数
第13回 電子回折像の解析（1）
第14回 電子回折像の解析（2）
第15回 時間分解電子回折法
━
事前に次回の講義資料をkibacoに掲示する。講義では講義資料中の課題を解説するので、講義後に自力
で解答できるように復習すること。
━
テキスト：講義のスライドをkibacoに掲示
参考書：現代化学への入門４分子構造の決定 山内 薫 著（岩波書店）
━
原則として出席（20％）、中間試験（40％）、期末試験（40％）で成績評価を行う。
出欠は、次の（1）と（2）をもって出席と認める。
（1）講義における出席確認
（2）課題解答と講義に対する質問・感想のkibacoによる提出
━
メール（kanya＠tmu.ac.jp）による質問を随時受け付ける。
直接質問したい場合は事前にメールで連絡して下さい。
━
関連科目：物理化学系の各科目
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6

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
物理化学特別講義Ⅱ

�化学特論Ⅵ凝縮系の物理化学�
R0165 ― ―

前 月 2 2

博士後期課程
物理化学特別講義Ⅱ

�化学特論Ⅵ凝縮系の物理化学�
R0166 ― ―

担当教員 備 考

廣瀬 靖 物理・化学共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

本講義では、現代社会に欠かすことができない重要な材料である半導体の基礎的な物性と、情報処理や
通信、エネルギー変換などのデバイス応用を概観する。
━
・半導体の基礎物性とその化学的な制御方法
・基本的な半導体デバイスの動作原理
の理解を目標とする。
━
授業は、
・質問への回答と課題の解説
・講義と演習
・課題の提示
の流れで進める。計算が必要な演習があるので、筆記用具に加えて、関数電卓（あるいは同等の機能を
持つスマートフォンやタブレット、ノートPCなど）を必ず持参すること。
各回の授業で取り扱う内容は以下の通りだが、進捗状況によって変更する可能性がある。
第１回 概要説明、半導体のバンド構造
第２回 真性半導体
第３回 不純物ドープによるキャリア制御
第４回 半導体中のキャリアの運動
第５回 半導体の光学的性質
第６回 キャリアの拡散
第７回 ここまでのまとめ
第８回 半導体pn接合
第９回 pn接合
第10回 太陽電池とLED
第11回 レーザーとヘテロ接合
第12回 バイポーラトランジスタ
第13回 金属－半導体接合と電界効果型トランジスタ
第14回 MOSトランジスタ
第15回 まとめ
━
講義中に示された課題に取り組むこと。
━
テキスト：必要に応じてプリントを配布する。
参考書：半導体デバイス－基礎理論とプロセス技術、産業図書（978-4782855508）

電子デバイス工学、森北出版（978-4627705630）
━
出席およびレポート（または試験）で総合的に評価する。
━
講義ごとにkibacoで質問を受け付ける。
特にオフィスアワーは設けない。質問や相談には随時応じるので、事前にメールで連絡すること。
━
計算が必要な演習があるので、筆記用具に加えて、関数電卓（あるいは同等の機能を持つスマートフォ
ンやタブレット、ノートPCなど）を必ず持参すること。
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7

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
物理化学特別講義Ⅱ

�化学特論Ⅶ分子の理論と計算�
R0167 ― ―

前 火 2 2

博士後期課程
物理化学特別講義Ⅱ

�化学特論Ⅶ分子の理論と計算�
R0168 ― ―

担当教員 備 考

中谷 直輝 物理・化学共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

この講義では主として「量子化学」の一分野である「分子の電子状態理論」について説明する。特に、
具体的な電子状態計算（分子エネルギーや最適構造・分子物性の計算）を実行するための理論と計算方
法に主眼を置いて説明する。近年では、実験を凌駕するような高精度な電子状態計算が可能となってき
ており、他方では、適切な近似法を導入して、生体系のヘムタンパクなどの大規模分子やナノサイズ分
子の計算も可能になっている。本講義では、最新の計算方法の解説や具体的な計算例についても説明す
る。
━
受講者が各人の研究テーマの中で量子化学や計算化学を具体的に応用するために必要なアドバンスな知
識を修得する。最新の量子化学の研究成果を講義内容に取り入れて、学術論文に掲載されている量子化
学の計算結果を理解できるようにし、同時にそれらを研究に応用できる能力を養う。
━
講義形式とする。講義中に演習を実施することもある。
第01回 HFエネルギーの導出
第02回 CIエネルギーの導出
第03回 エクセルによる演習①
第04回 MP２エネルギーの導出
第05回 エクセルによる演習②
第06回 波動関数の多配置性と多参照理論
第07回 密度汎関数理論①（基礎）
第08回 密度汎関数理論②（演習）
第09回 遷移状態の求め方・演習①
第10回 遷移状態の求め方・演習②
第11回 分子軌道と自然軌道解析
第12回 励起状態計算①（基礎）
第13回 励起状態計算②（演習）
第14回 電気・磁気的分子物性
第15回 相対論補正
【注意】上記は講義の流れの一例であり実際の授業は各年度の講義回数や受講者層、受講者数によって
変更する。
━
講義中に課された課題をレポートにまとめる。
━
講義資料は必要に応じてkibaco、ないし当日に配布する。
━
主として数回のレポートの提出とその内容によって評価する。講義への参加度も20％程度を上限として
考慮する。
━
オフィスアワーは特に設定しませんが、直接質問したい場合は随時受付けます。質問は電子メールでも
受け付けます。但し、本文中に氏名を明記すること。また、インターネットメールで返信可能なメール
アドレスを使うこと（携帯メールのみで使用可能な特殊文字を含むメールアドレスは無視します）。
━
演習ではパソコンを利用しますので、マイクロソフトOffice（Excelを使用）、およびTeraTerm（講義
中に指示します）をインストールしたノートパソコンを持参してください。希望者には貸出も行います。
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8

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
物理化学特別講義Ⅱ

�原子物理学�
R0108 ― ―

前 火 2 2

博士後期課程
物理化学特別講義Ⅱ

�原子物理学�
R0205 ― ―

担当教員 備 考

田沼 肇 物理・化学共通講義、学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

量子力学が支配する少数多体系である原子および分子に関する基礎的な理論を中心に解説する。
━
原子および分子は近似的にはクーロン相互作用によって形成される安定な少数多体系とみなせる。構成
粒子間の相互作用が明確であるから、構造・電磁場との相互作用・衝突現象なども容易に理解できるよ
うに思うかも知れないが、実際には多体系ゆえに様々な近似やモデル化が必要である。さらには電子ス
ピンを考慮した角運動量の合成についても議論する必要がある。これら原子・分子の物理学における基
礎的な事項の習得と理解を目標とする。
━
水素原子に対する非相対論的なSchro�dinger方程式とその解の性質について既に学んでいるはずである
が、改めて復習を行い、それに続いて、相対論的な一電子原子、多電子原子、二原子分子の順に取り上
げていく。予定している内容は以下の通りである。なお、受講者の知識を確認するため、あるいは講義
内容の理解を深めるため、適宜簡単なレポートを課していく。
第１回 原子物理学とは？，前期量子論および量子力学の復習
第２回 水素原子：非相対論
第３回 水素原子：相対論および量子電気力学
第４回 電磁場中の水素原子
第５回 光学的遷移の半古典論と選択則
第６回 多電子原子：電子状態の計算方法
第７回 スピン軌道相互作用と多重項：Ｌ-Ｓ結合とｊ-ｊ結合
第８回 電子相間と配置間相互作用
第９回 励起状態の動力学（1）自動電離とAuger遷移
第10回 励起状態の動力学（2）Rydberg状態，準安定状態
第11回 二原子分子（1）：Born-Oppenheimer近似，分子軌道法
第12回 二原子分子（2）：LCAO-MO法，電子状態の分類
第13回 二原子分子（3）：振動と回転のエネルギー構造
第14回 二原子分子（4）：電子遷移，Franck-Condonの原理，各論
第15回 原子物理学に関する最近の話題
━
講義を受講する前に、必ず前回の講義内容を復習して疑問点があればそれを解決してから授業に臨むこ
と。
━
講義で用いるスライドをkibacoに載せるので、それを参照しながら予習・復習を行うこと。
テキストは指定しないが、下記の参考書は講義の理解に非常に有用である。
高柳和夫「原子分子物理学」（朝倉書店 朝倉物理学体系）
藤永茂「分子軌道法」（岩波書店）
その他の参考書・参考文献は講義の中で紹介する。
━
小レポート（50％）および期末レポート（50％）により評価する。
━
オフィスアワーは特に設定しないが、直接質問したい場合は随時受付するので、事前にメールでアポイ
ントメントを取ること。
メールアドレスは以下の通り：tanuma-hajime＠tmu.ac.jp
━
基礎的な量子力学および電磁気学の知識を習得していることが望ましい。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
物理化学特別講義Ⅱ

�物性物理学Ⅰ�
R0109 ― ―

前 水 2 2

博士後期課程
物理化学特別講義Ⅱ

�物性物理学Ⅰ�
R0206 ― ―

担当教員 備 考

荒畑 恵美子 物理・化学共通講義、学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

量子力学では、箱型ポテンシャルや水素原子などの局所的に束縛された状態で、電子がどのようなエネ
ルギー状態を取りうるかを学んだ。物性物理学Ⅰでは、結晶という周期ポテンシャルを有する固体中に
おける電子の運動・エネルギー状態、電子の流れやすさが決まる理由（金属と絶縁体ができる理由）を
説明するバンド理論、格子振動などが種々の物性との関連性、などについて学ぶ。
━
量子力学で学んだ知識を応用し、結晶中の電子や格子振動などのミクロな粒子の運動が、電気伝導、比
熱、などとどのように結びつくか理解する。また、簡単な系やモデルにおいて、具体的な物性値を計算
できる手法を習得する。
━
［授業計画・内容］
第１回：量子力学の復習
第２回：金属のドルーデ理論
第３回：金属のゾンマーフェルト理論
第４回：物質の様態と構造
第５回：周期ポテンシャル中の電子状態
第６回：弱い周期ポテンシャル中の電子
第７回：ほとんど自由な電子の近似
第８回：強い周期ポテンシャル中の電子
第９回：強結合近似
第10回：電子の輸送現象
第11回：ボルツマン方程式と緩和時間
第12回：格子振動
第13回：熱電効果
第14回：半導体
第15回：まとめ

【授業方法】講義を中心とした授業を実施する。授業中に演習を行うこともある
━
毎回の授業中に示す課題について、レポートを作成して提出すること。
━
H.イバッハ,H.リュート 固体物理学 Springer
その他の参考書・参考文献は講義の中で紹介する。
━
小レポート（30％）および期末レポート（70％）により評価する。
━
オフィスアワーは特に指定しませんが、直接質問したい場合は随時受け付けますので、事前にメールで
アポイントを取ってください。
━
量子力学、統計力学は既習であることを前提とする。物性物理学Ⅱを継続して履修することが望ましい。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
化学特別講義Ⅱ

�有機反応論�
R0231 ― ―

前 木 1 2

博士後期課程
化学特別講義Ⅱ

�有機反応論�
R0232 ― ―

担当教員 備 考

野村 琴広

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

有機化学や配位化学に関する基礎知識を有する学生を対象に、大学院レベルの研究に不可決な「有機金
属化学を基盤とする精密有機合成化学」に関する基礎的かつ応用に関する内容を、最近のトピックスも
含めて講述する。
━
本講義を通じて、現代の有機合成化学に必要かつ有用な基礎事項（分子触媒による環境低負荷型の精密
合成手法やその基本概念、基礎的な反応機構）の習得を目的としている。さらに有機高機能材料の精密
合成に必要な方法論を（最近のトピックスなどの事例概説を通じて）学習することで、新しい化合物の
合成や合成手法・プロセス開発に取り組む際の正確な基礎知識、基本反応を応用展開する能力の習得を
目的としている。
━
＜授業計画・内容＞
第１回 有機金属化学概説
第２回 配位化学の基礎：配位結合と18電子測
第３回 配位化学の基礎：錯体の構造と性質、結晶場理論
第４回 有機金属化学の基礎１（配位と解離、配位子の性質）
第５回 有機金属化学の基礎２（酸化的付加と還元的脱離、カップリング反応）
第６回 有機金属化学の基礎３（挿入と脱離、カルボニル化反応）
第７回 有機金属化学の基礎４（オレフィンの多量化と重合）
第８回 有機金属化学の基礎５（配位子と外部試薬との反応、不斉反応）
第９回 演習
第10，11回 トピックス概説１（オレフィンメタセシス）
第12回 トピックス概説２（C-Ｈ活性化）
第13回 トピックス概説３（最近の注目研究事例紹介）
第14回 演習及び解説
第15回 フォローアップ

＜授業方法＞
講義を中心とした授業を実施する。聴講者の状況により、一部英語で実施する。講義の理解を助ける演
習を講義内で実施する。LecturewillbeinbothEnglishandJapanese
━
＜授業外学習＞
講義内で配布したプリントや板書・説明した授業の要点を基に、次の授業に向けてしっかりと理解を深
めること。
━
教員が作成するプリント（配布）とPowerPointを用いる。
参考書：講義中に紹介
━
成績評価は実施する演習（10％）及び期末試験（90％）などで行う。
━
＜オフィスアワー＞
オフィスアワーの時間設定は特にないが、質問には随時受け付けるので、事前にメールでアポイントメ
ントを取ること。連絡先:ktnomura＠tmu.ac.jp
━
＜他の授業科目との関連性＞
有機化学や無機化学の基礎事項を理解していることを前提としている。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
化学特別講義Ⅱ

�物性物理化学�
R0233 ― ―

前 水 1 2

博士後期課程
化学特別講義Ⅱ

�物性物理化学�
R0237 ― ―

担当教員 備 考

岡 大地

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

酸化物材料の合成・評価手法と電子物性について最近のトピックスを交えて講義する。
━
酸化物材料を例にとり、固体化学の実験手法や固体における組成・構造と電子物性の関連について学ぶ。最新
のトピックスを理解するための基礎知識を習得することを目標とする。

━
第１回 酸化物の結晶構造 第９回 銅酸化物以降に発見された酸化物超電導体
第２回 バルク酸化物の合成法と評価法 第10回 磁性酸化物
第３回 酸化物薄膜の合成法と評価法 第11回 誘電性酸化物
第４回 バンド構造と電子状態 第12回 マルチフェロイック酸化物
第５回 電子相関 第13回 重い電子系酸化物
第６回 金属絶縁体転移 第14回 複合アニオン酸化物
第７回 超伝導の現象論 第15回 酸化物の光学特性と透明導電体酸化物
第８回 銅酸化物の超電導
━
配布する講義資料や関連する参考書を用いて予習・復習すること。
━
講義は配布するプリントを用いて進める。
━
出席（20％）とレポート（80％）により成績評価を行う。
━
メール（daichi.oka＠tmu.ac.jp）で日時調整の上、受付ける。

━
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12

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
化学特別講義Ⅱ

�機能材料化学�
R0300 ― ―

後 金 1 2

博士後期課程
化学特別講義Ⅱ

�機能材料化学�
R0302 ― ―

担当教員 備 考

石田 真敏

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

電子伝導性や光電変換・熱電変換などの電子物性、吸収や発光などの光物性、強磁性やフェリ磁性などの磁気
特性など、様々な機能の発現を目的に、π共役系、およびそれらを配位子とし遷移金属と組み合わせた金属錯
体など、種々の分子性化合物が設計・合成されている。本講義では、その構造－物性相関の基礎を解説し、そ
れぞれの材料が有する構造や性質がどのように機能するのか、最近の展開までを紹介する。
━
様々な機能の発現をを目指した分子性化合物の設計の原理基礎を理解し、実用材料の研究を理解するための基
礎知識を習得することを目標とする。

━
π共役系や金属錯体などの分子性化合物とその集積体が示す電子物性、光物性、磁性とその構造－物性相関に
関する基礎を解説し、各項目毎に最新の研究例までを概説する。
第１回 導電性分子の基礎 第９回 光学材料の分光学
第２回 導電性分子の応用 第10回 生体イメージング
第３回 分子性半導体 第11回 発光デバイス
第４回 フォトクロミズム 第12回 光合成
第５回 分子性化合物の太陽電池 第13回 光触媒
第６回 分子ワイヤと分子機械 第14回 農園芸用材料
第７回 分子磁性 第15回 レポートと解説
第８回 色素化学の基礎
━
授業中に示す課題についてレポートする。講義終了後、期日までに提出すること。
━
講義中に適宜紹介する。
━
原則、出席および課題レポートにより評価する。
━
オフィスアワーは特に指定しないが、適宜メールで受け付ける。
━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
化学特別講義Ⅱ

�先端物質化学�
R0299 ― ―

後 金 2 2

博士後期課程
化学特別講義Ⅱ

�先端物質化学�
R0301 ― ―

担当教員 備 考

野村 琴広

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

AdvancedMaterialsChemistry:Togainbasicsenseinadvancedmaterialschemistryusing
precisesyntheticskills[efficientorganictransformationsandprecise（living）polymerizationin
thepresenceofcatalysis;end/postmodification ofpolymersincluding grafting（clicking,
grafting to/from/through techniqueetc.）;uniquematerialssuch asbottlebrush,stars,
controlledcrosslinks,adaptablenetworksetc.;preparationofsupportedmolecularcatalysts
includingtheircharacterizationetc．］.Betterunderstandinginbasicknowledgeandtrendsin
designofrecentadvancedmaterialsthroughbasicintroductorylectures,presentations,and
discussionsthroughliteraturereviews.
━
Basicsenseinadvancedmaterialschemistry,anddesignoffunctionaladvancedmaterialsby
adopting precisesyntheticskills.Basicunderstanding in trend and outlooksin advanced
materialschemistryincludingbasicsynthetictechniques.ImproveEnglishpresentationskills,
confidenceinspeaking/presentationinEnglish.
━
Lecturesconsistsofbasicintroductorylectures（10lectures）,presentationofliteraturereviews
concerning advanced materialschemistry and discussion（5lectures）.Theperson in the
presentation（students） should discuss in advance to gain better understanding in the
backgroundsaswellasknowledge.
LectureswillbeprovidedinEnglish.
講義は先端物質化学に関する基礎講義（10回）、参加学生による先端材料の研究開発に関する文献紹介
とディスカッション（５回）からなる。文献紹介においては、担当教員との事前打ち合わせを通じて、
周辺の基礎的知見を深めることを目的として、英語でプレゼンテーション、ディスカッションすること
が講義で要求される。
━
None
━
None,willbedistributed（handout）.
━
Minitest,presentationandattitude（askingquestionsanddiscussion）.
ミニテストの成績とプレゼンテーション、及び講義態度（質問や議論）
━
OfficeHour:Contactbye-mail:ktnomura＠tmu.ac.jp
オフィスアワーの時間設定は特になし、事前にメールでアポイントメントを取ること。
━
OnLine,Thestudentshouldhaveenoughknowledgeasgraduatestudentinsyntheticchemistry.
大学院生レベルに要求される、合成化学に関する基礎知識を有する学生を対象とする。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 化学英語特論 R0234 ― ―
後 水 5 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

JulianKoe＊

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

English isa vitalcommunication medium in modern science.Thiscourseaimsto give
chemistrystudentspracticeandgreaterconfidenceinusingEnglish.Thecourseistaughtin
Englishandishighlyinteractive,sothatstudentswilldevelopgreateractiveabilityinthe
language.
━
１．TogainconfidenceinusingEnglish.
２．TobecomefamiliarwithtechnicalEnglishgrammarandvocabularyusedinChemistry
３．Toimprovewriting,reading,speakingandlisteninginEnglish
４．Toimprovecommunicationandpresentationskills
━
１．Introduction.Usefulsupportingaids;pronunciation
２．TheElements.Tom Lehrersong
３．Chemistry-concepts.Followinginstructions;passivevoice
４．LaboratoryEquipment.Extractinginformation;grammar
５．PeriodicTable.Grammar:partsofspeech
６．Halogens.Grammar.
７．InorganicChemistryⅠ.Chemicalcrossword
８．InorganicChemistryⅡ.
９．OrganicChemistryⅠ
10．OrganicChemistryⅡ,Polymers
11．Polymerpresentations.
12．AnalyticalChemistry.IR,NMR
13．Environmentalchemistry.Presentations;quiz
14．Writingpapers
15．Comment
Interactivelectureincludingshortpresentationandconversationpractice.
━
Weeklyworkisassigned.
━
On-linetext:http://www.upjs.sk/public/media/3499/English-for-Chemists.pdf
━
Continualassessmentofweekly assignmentcoursework（～70％）and finalexamination
（～30％）
━
質問については電話またはメールで受け付けます。
Office:TEL:0422-33-3249E-mail:koe＠icu.ac.jp
━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 化学学外体験実習 ― ― ― 集中（期
間未定）

― ―
1又
は2博士後期課程 化学学外体験実習 ― ― ―

担当教員 備 考

各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

担当教員が説明する。
━
実習の目標：化学の専門教育に関連した実習体験・研究体験・ボランティア活動などで一定の要件を満
たしたものを履修授業科目として単位認定することで、学生が幅広い学力を身につけることを目的とする。
━

実習の内容：大学院のカリキュラムレベルに相当する内容で、学外における30時間以上の実習または研
究活動。
履修上の注意：学生の申し出により新規開講科目として開講するので、学期当初の履修申請はできない。
実施開始日より６週間以上前に指導教員に予備申請を行い、実習内容について指導教員から許可を受け
ること。原則として休業期間中の実施であること。その他、実施要領を参照すること。重複履修を可と
する。修了に必要な単位に加えることができる。
━
【授業外学習】担当教員の指示に従うこと。
━
担当教員の指示に従うこと。
━
実習日誌、実習レポートおよび受入先からのレポートに基づき、５段階による成績評価を行う。
━
担当教員の指示に従うこと。

━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
物理化学特別講義Ⅰ

�ナノ・表界面物性特論Ⅱ�
R0137 ― ―

前ｂ 火 1 1

博士後期課程
物理化学特別講義Ⅰ

�ナノ・表界面物性特論Ⅱ�
R0138 ― ―

担当教員 備 考

柳 和宏 物理・化学共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

電気化学や半導体物理学は、近年、物性研究において特に重要な基礎学問となっている。電界効果をもちいた
キャリア注入制御は、半導体デバイスの根幹の技術であるが、近年では、電気化学的手法を融合することによ
り、新規物性探索にも応用されている。ナノ物質や層状化合物系においては、その電気伝導特性・光物性・熱
電特性など様々な物性を同手法を用いて自在に制御することが可能であり、例えば、絶縁体を金属状態に変化
させ、更には超伝導転移を引き起こさせることが可能である。それは、固液界面を活用して、物質表面に蓄積
されるキャリア量を精密に制御することを背景とする。このような電界効果を駆使した物性研究の背景を正し
く理解し、研究に応用する為、本講義においては、電気化学・半導体物理学の基礎およびナノスケールの材料
系に応用した研究の解説を行う。
━
電気化学や半導体物理学に関しての基礎知識を修得する。ナノスケールの材料系の構造と電子構造の関係の知
識を得る。電界効果を用いた物性研究に関する最新の研究内容を正しく理解することが可能な知識を習得する
ことを目標とする。
━
はじめに概要を解説した後、以下の単元に従って、電気化学および半導体物理学の基礎を復習する。最後に、
最近の研究内容についての解説を行う。
第１講 電界効果を用いた物性制御の概要
第２、３講 電気化学的手法の基礎
第４、５講 半導体物理の基礎
第６講 ナノ構造と電子構造～ナノチューブ構造を中心に～
第７講 伝導特性・光物性への応用例
第８講 熱電物性への応用例
━
毎回の授業終了時に示す課題について、A４用紙１枚程度のレポートを作成して提出すること。
━
講義中に適宜紹介する。必要に応じてプリント等を配布する。
━
課題レポートと、期末レポートにより判定する。
━
原則として、毎週金曜日１限をオフィスアワーに設定します。質問がある場合は、前日までに必ずメールで予
約をした上で居室（８号館290室）まで来てください。
━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
物理化学特別講義Ⅰ

�ソフトマター物性特論Ⅱ�
R0143 ― ―

前ｂ 木 3 1

博士後期課程
物理化学特別講義Ⅰ

�ソフトマター物性特論Ⅱ�
R0144 ― ―

担当教員 備 考

栗田 玲 物理・化学共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

ソフトマターとは、高分子、コロイド、液晶、界面活性剤などの柔らかい物質の総称である。ソフトマ
ターは、我々の生活や現代の技術の中で重要な役割を果たしている。このソフトマターは物理の分野で
はあまり取り上げられなかった物質であるが、近年、豊かな物理があることが示され、その後の研究は
大きな広がりを見せている。
このソフトマター物理における動力学の性質を物理学的に理解することを目指す。
━
ソフトマターの動力学として、ブラウン運動、変分原理、拡散を学び（論理的思考力）、非平衡統計力
学を物理学的に取り扱うための基本的手法の理解と習得を目的とする（総合的問題思考力）。

━
第１回 ソフトマターにおける動力学の重要性
第２回 ブラウン運動
第３回 揺動散逸定理
第４回 非平衡ソフトマターの変分原理
第５回 臨界現象
第６回 保存系・非保存系相分離と界面エネルギー
第７回 相分離の非平衡ダイナミクス
第８回 ソフトマターに関する演習と解説
━
授業外学習として、予習を前提とする。ソフトマターの先行研究や実験的な事象についても事前に勉強
しておくこと。細かい式の導出など授業中に答えてもらうので、講義の内容をあらかじめ理解しておく
こと。
━
岩波書店 ソフトマター物理学入門 著者 土井正男を教科書とする
━
授業での質疑応答とレポートによって、評価する。
━
直接質問したい場合は随時受付しますので、事前にメール（kurita＠tmu.ac.jp）でアポイントメント
をとってください。
━
授業終わりに次回の内容を予告するので、予習すること。ソフトマターの基礎知識、および、基礎的な
実験知識を持っていることを前提として授業を進める。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
物理化学特別講義Ⅰ

�物理実験学特論Ｃ�
R0161 ― ―

後ａ 水 3 1

博士後期課程
物理化学特別講義Ⅰ

�物理実験学特論Ｃ�
R0162 ― ―

担当教員 備 考

田沼 肇 物理・化学共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

様々な物理測定に使用される粒子計測技術について解説する。ここで言う粒子とは、放射線と呼ばれるような
高エネルギー粒子に限らず、低エネルギーの光子・電子・イオン・中性粒子なども含んでいる。
━
粒子計測に応用されている物理現象の基礎を踏まえた上で、基本的かつ一般的な粒子計測の技術を理解し、実
際に測定ができるような能力を身につける。

━
第１回 ガイダンスおよび気体中における電子とイオンの衝突素過程
第２回 気体を用いた検出器：GM計数管，比例計数管など
第３回 固体表面を用いた検出器：光電子増倍管，チャネルトロン，マイクロチャネルプレートなど
第４回 位置敏感型検出器：１次元PDAから２次元DLDまで
第５回 固体内部を用いた検出器：シンチレーター，半導体検出器，CCDなど
第６回 真空中における低速荷電粒子の質量および運動エネルギー分析装置
第７回 固体内部での粒子エネルギー変化：阻止能から重粒子線癌治療まで
第８回 レポートおよび解説
━
講義を受講する前に、必ず前回の講義内容を復習して疑問点があればそれを解決してから授業に臨むこと。
━
講義で用いるスライドをkibacoに載せるので、それを参照しながら予習・復習を行うこと。
━
期末レポートにより評価する。
━
オフィスアワーは特に設定しないが、直接質問したい場合は随時受付するので、事前にメールでアポイントメ
ントを取ること。メールアドレスは以下の通り：tanuma-hajime＠tmu.ac.jp
━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
物理化学特別講義Ⅰ

�物理実験学特論Ｄ�
R0159 ― ―

後ｂ 月 3 1

博士後期課程
物理化学特別講義Ⅰ

�物理実験学特論Ｄ�
R0160 ― ―

担当教員 備 考

東 俊行＊ 物理・化学共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

様々な物理実験において共通性が高い「真空」に関する基礎事項を扱う。
真空は、粒子ビーム実験のみならず、物性系の試料製作や低温実験にも真空技術は欠かせない。
実験室において如何にして真空を作り、どうやって真空を測るのか。
原子物理・表面物理の視点も加えながら、真空の基礎を解説する。
━
真空装置の特性を理解して、自ら設計することが可能になるレベルの知識の習得を目指す。

━
熱・統計力学、流体力学、量子力学、物性物理の知識を基礎に、下記の主要なテーマを概説する。
理解を深めるため、基礎的事項に関するレポート課題を適時課す。
１．希薄気体の物理
２．真空計測
３．真空ポンプの原理
４．真空システムの設計
５．真空用材料と構成部品
６．真空システムの実際
７．様々な物理実験施設で用いられている真空装置の紹介
８．レポートおよび解説
━
毎回の授業のあとで授業内容に関する課題を出し、その内容に関して、次回確認する。
━
授業で使用するスライドをプリントして配布。
参考書として、真空技術基礎講習会運営委員会 編「わかりやすい真空技術 第３版」（日刊工業新聞社）。
その他は授業中に示す。
━
レポート（40％）と出席状況（60％）により評価する。
━
e-mailによる質問を随時受けつける。
━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 化学特別セミナーⅠ
研究室毎
に指定

― ―

前（後� ― ― 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

博士前期課程を対象とする。
化学の最先端テーマについて、外国語文献の購読、発表などを行う。
特に、化学特別セミナーⅠでは、専門的テーマへの導入となる基礎学力・専門的知識を習得する。
━
化学専攻では、有機・無機・生体関連物質等から海洋、大気環境、宇宙に関連する物質にまで広がる幅
広い対象について、実験的・理論的研究が進められている。本授業では、博士前期課程の学生が化学の
最先端テーマについて、外国語文献の講読、発表などを行う。最新の化学に触れることにより、化学に
関する幅広い基礎学力・専門的知識を習得する。
━
（以下の各授業の具体的実施内容は、各研究室の専門的テーマによって異なる。
また、入門的外国語文献１～３、関連する論文１～３は、各研究室によって具体的に定める。
各研究室の専門テーマ：錯体化学、環境・地球化学、無機化学、同位体化学、有機構造生物化学、有機
化学、生物化学、有機合成化学、物性物理化学、分子集合系物理化学、反応物理化学、理論・計算化学）

第１回：各研究室の専門テーマの概要確認と今後のセミナー計画の説明
第２回：専門テーマに即した入門的外国語文献１の購読
第３回：専門テーマに即した入門的外国語文献１の解説
第４回：専門テーマに即した入門的外国語文献２の購読
第５回：専門テーマに即した入門的外国語文献２の解説
第６回：専門テーマに即した入門的外国語文献３の購読
第７回：専門テーマに即した入門的外国語文献３の解説
第８回：関連する論文１の購読
第９回：関連する論文１の解説
第10回：関連する論文２の購読
第11回：関連する論文２の解説
第12回：関連する論文３の購読
第13回：関連する論文３の解説
第14回：習得した基礎的知識のまとめ
第15回：全体を総括する総合討論
━
研究室ごとに担当教員の指示に従うこと。
━
研究テーマや進展状況に応じて適宜紹介する。
━
セミナー等での理解度や発表の様子等により総合的に判断する。
━
研究室ごとに担当教員の指示に従うこと。

━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 化学特別セミナーⅡ
研究室毎
に指定

― ―

後（前� ― ― 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

博士前期課程を対象とする。
化学の最先端テーマについて、外国語文献の購読、発表などを行う。
特に、化学特別セミナーⅡでは、化学特別セミナーⅠに引き続き、外国語文献の購読、発表を継続する
ことにより、化学特別セミナーⅠで習得した基礎学力・専門的知識をさらに深める。
━
化学専攻では、有機・無機・生体関連物質等から海洋、大気環境、宇宙に関連する物質にまで広がる幅
広い対象について、実験的・理論的研究が進められている。本授業では、博士前期課程の学生が化学の
最先端テーマについて、外国語文献の講読、発表などを行う。最新の化学に触れることにより、化学に
関する幅広い基礎学力・専門的知識を習得する。
━
（以下の各授業の具体的実施内容は、各研究室の専門的テーマによって異なる。
また、入門的外国語文献１～３、関連する論文１～３は、各研究室によって具体的に定める。
各研究室の専門テーマ：錯体化学、環境・地球化学、無機化学、同位体化学、有機構造生物化学、有機
化学、生物化学、有機合成化学、物性物理化学、分子集合系物理化学、反応物理化学、理論・計算化学）

第１回：研究室の研究の状況説明と今後のセミナー計画の説明
第２回：研究テーマに即した専門的外国語文献１の購読
第３回：研究テーマに即した専門的外国語文献１の解説
第４回：研究テーマに即した専門的外国語文献２の購読
第５回：研究テーマに即した専門的外国語文献２の解説
第６回：研究テーマに即した専門的外国語文献３の購読
第７回：研究テーマに即した専門的外国語文献３の解説
第８回：関連する論文１の購読
第９回：関連する論文１の解説
第10回：関連する論文２の購読
第11回：関連する論文２の解説
第12回：関連する論文３の購読
第13回：関連する論文３の解説
第14回：習得した専門的知識のまとめ
第15回：全体を総括する総合討論
━
研究室ごとに担当教員の指示に従うこと。
━
各研究室において、研究内容に応じて適宜紹介する。
━
セミナー等での理解度や発表の様子等により総合的に判断する。
━
研究室ごとに担当教員の指示に従うこと。

━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 ― ― ― ―

前（後� ― ― 2

博士後期課程 化学特別セミナーⅢ
研究室毎
に指定

― ―

担当教員 備 考

各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

博士後期課程を対象とする。
各研究室に分属し、外国語文献の紹介を行う。外国語で書かれた原文献を呼んで、その内容を理解し、
要約して口頭発表する能力を養うことを目的とする。自分の研究主題やそれに関するトピックス等を中
心にまとめ、口頭発表し、原文献の内容についての質問や討議を行う。
━
本授業では、博士後期課程の学生が化学の最先端テーマについて、外国語文献の講読、発表などを行う。
最新の化学に触れることにより、化学に関する幅広い基礎学力・専門的知識を習得する。

━
実施内容は、各研究室の専門的テーマによって異なる。
第１回 研究室の研究の状況説明と今後のセミナー計画の説明
第２回 研究テーマに即した外国語文献１の購読
第３回 研究テーマに即した外国語文献１の解説
第４回 研究テーマに即した外国語文献２の購読
第５回 研究テーマに即した外国語文献２の解説
第６回 研究テーマに即した外国語文献３の購読
第７回 研究テーマに即した外国語文献３の解説
第８回 関連する論文１の購読
第９回 関連する論文１の解説
第10回 関連する論文２の購読
第11回 関連する論文２の解説
第12回 関連する論文３の購読
第13回 関連する論文３の解説
第14回 習得した専門知識のまとめ
第15回 総合討論
━
研究室ごとに担当教員の指示に従うこと。
━
研究テーマや進展状況に応じて適宜紹介する。
━
セミナー等での理解度や発表の様子等により総合的に判断する。
━
研究室ごとに担当教員の指示に従うこと。

━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 ― ― ― ―

後（前� ― ― 2

博士後期課程 化学特別セミナーⅣ
研究室毎
に指定

― ―

担当教員 備 考

各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

博士後期課程を対象とする。
各研究室に分属し、外国語文献の紹介を行う。外国語で書かれた原文献を呼んで、その内容を理解し、
要約して口頭発表する能力を養うことを目的とする。自分の研究主題やそれに関するトピックス等を中
心にまとめ、口頭発表し、原文献の内容についての質問や討議を行う。
━
本授業では、博士後期課程の学生が化学の最先端テーマについて、外国語文献の講読、発表などを行う。
最新の化学に触れることにより、化学に関する幅広い基礎学力・専門的知識を習得する。

━
実施内容は、各研究室の専門的テーマによって異なる。
第１回 研究室の研究の状況説明と今後のセミナー計画の説明
第２回 研究テーマに即した外国語文献１の購読
第３回 研究テーマに即した外国語文献１の解説
第４回 研究テーマに即した外国語文献２の購読
第５回 研究テーマに即した外国語文献２の解説
第６回 研究テーマに即した外国語文献３の購読
第７回 研究テーマに即した外国語文献３の解説
第８回 関連する論文１の購読
第９回 関連する論文１の解説
第10回 関連する論文２の購読
第11回 関連する論文２の解説
第12回 関連する論文３の購読
第13回 関連する論文３の解説
第14回 習得した専門知識のまとめ
第15回 総合討論
━
研究室ごとに担当教員の指示に従うこと。
━
研究テーマや進展状況に応じて適宜紹介する。
━
セミナー等での理解度や発表の様子等により総合的に判断する。
━
研究室ごとに担当教員の指示に従うこと。

━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 化学特別実験ⅠＡ
研究室毎
に指定

― ―

前（後� ― ― 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

本授業では、化学特別実験ⅠA,ⅠB,ⅡA,ⅡBの４つを継続して履修することにより、特定の分野の
一つのテーマに沿って系統的、かつ、最先端の専門的知識を習得する。化学特別実験ⅠAで実施する主
要な内容は、研究課題の設定、研究計画の立案、研究で必要となる実験・計算手法の習得、予備的実験
の実施である。適宜、進展状況、成果、問題点を取りまとめて報告会で発表する。
━
化学専攻では、有機・無機・生体関連物質等から海洋、大気環境、宇宙に関連する物質にまで広がる幅
広い対象について、実験的・理論的研究が進められている。本授業では、化学の最先端のテーマで各自
特定の専門テーマに関して専門的知識を深める。化学特別実験ⅠA,ⅠB,ⅡA,ⅡBの４つを継続して
履修し、個別に設定した専門テーマについて、実験・計算手法を習得し、また、得られた結果のデータ
を解析・整理し、化学の専門的知識を深め、研究成果を発表する能力を総合的に習得する。
━
（以下の各授業の具体的実施内容は、各研究室の専門的テーマによって異なる。）
第１回：各研究室で行われる研究内容の概要確認

（各研究室の専門テーマ：錯体化学、環境・地球化学、無機化学、同位体化学、有機構造生物
化学、有機化学、生物化学、有機合成化学、物性物理化学、分子集合系物理化学、反応物理化
学、理論・計算化学）

第２回：研究課題の設定と研究計画の立案（その１）：文献調べと課題探索
第３回：研究課題の設定と研究計画の立案（その２）：課題設定
第４回：研究課題の設定と研究計画の立案（その３）：計画立案
第５回：研究で必要となる実験・計算手法の習得（その１）：実験・計算手法の調査
第６回：研究で必要となる実験・計算手法の習得（その２）：実験・計算の実施
第７回：研究で必要となる実験・計算手法の習得（その３）：問題点の確認
第８回：研究計画と実験・計算手法についての中間報告会
第９回：予備的実験の実施（その１）：予備的実験を実施するにあたっての調査
第10回：予備的実験の実施（その２）：実験の実施
第11回：予備的実験の実施（その３）：問題点の検討
第12回：予備的実験の実施（その４）：検討結果をふまえての再実験の実施
第13回：予備的実験のデータ解析と整理（その１）：解析の実施
第14回：予備的実験のデータ解析と整理（その２）：解析結果の整理
第15回：化学特別実験ⅠAの総括報告会
━
担当教員の指示に従うこと。
━
各研究室において、実験内容に応じて適宜紹介する。
━
中間報告会と化学特別実験ⅠAの総括報告会、実験報告レポートにより総合的に評価する。
━
担当教員の指示に従うこと。

━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 化学特別実験ⅠＢ
研究室毎
に指定

― ―

後（前� ― ― 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

本授業では、化学特別実験ⅠA,ⅠB,ⅡA,ⅡBの４つを継続して履修することにより、特定の分野の
一つのテーマに沿って系統的、かつ、最先端の専門的知識を習得する。化学特別実験ⅠBで実施する主
要な内容は、化学特別実験ⅠAにおける予備的実験の結果をふまえ、基礎実験を実施し、実験結果の解
析や評価を行う。適宜、進展状況、成果、問題点を取りまとめて報告会で発表する。
━
化学専攻では、有機・無機・生体関連物質等から海洋、大気環境、宇宙に関連する物質にまで広がる幅
広い対象について、実験的・理論的研究が進められている。本授業では、化学の最先端のテーマで各自
特定の専門テーマに関して研究を行う。化学特別実験ⅠA,ⅠB,ⅡA,ⅡBの４つを継続して履修し、
個別に設定した専門テーマについて、実験・計算手法を習得し、また、得られた結果のデータを解析・
整理し、専門的知識を深め、研究成果を発表する能力を総合的に習得する。
━
（以下の各授業の具体的実施内容は、各研究室の専門的テーマによって異なる。）
第１回：化学特別実験ⅠBで実施する実験の概要確認

（各研究室の専門テーマ：錯体化学、環境・地球化学、無機化学、同位体化学、有機構造生物
化学、有機化学、生物化学、有機合成化学、物性物理化学、分子集合系物理化学、反応物理化
学、理論・計算化学）

第２回：基礎実験の研究計画の立案（その１）：文献調べと課題探索
第３回：基礎実験の研究計画の立案（その２）：課題設定
第４回：基礎実験の研究計画の立案（その３）：計画立案
第５回：基礎実験の実施（その１）：基礎実験を実施するにあたっての調査
第６回：基礎実験の実施（その２）：実験の実施
第７回：基礎実験の実施（その３）：問題点の検討
第８回：基礎実験の実施（その４）：検討結果をふまえての再実験の実施
第９回：基礎実験の実施（その５）：基礎実験のまとめ
第10回：基礎実験の中間報告会
第11回：基礎実験のデータ解析と整理（その１）：データ解析の実施
第12回：基礎実験のデータ解析と整理（その２）：解析結果の整理
第13回：基礎実験結果についての議論（その１）：文献等との比較
第14回：基礎実験結果についての議論（その２）：結果の考察
第15回：化学特別実験ⅠBの総括報告会
━
担当教員の指示に従うこと。
━
各研究室において、実験内容に応じて適宜紹介する。
━
中間報告会と化学特別実験ⅠBの総括報告会、実験報告レポートにより総合的に評価する。
━
担当教員の指示に従うこと。

━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 化学特別実験ⅡＡ
研究室毎
に指定

― ―

前（後� ― ― 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

本授業では、化学特別実験ⅠA,ⅠB,ⅡA,ⅡBの４つを継続して履修することにより、特定の分野の
一つのテーマに沿って系統的、かつ、最先端の専門的知識を習得する。化学特別実験ⅡAで実施する主
要な内容は、これまでに実施した基礎的実験の結果をふまえ、応用実験を実施し、実験結果の解析や評
価を行う。適宜、進展状況、成果、問題点を取りまとめて報告会で発表する。
━
化学専攻では、有機・無機・生体関連物質等から海洋、大気環境、宇宙に関連する物質にまで広がる幅
広い対象について、実験的・理論的研究が進められている。本授業では、化学の最先端のテーマで各自
特定の専門テーマに関して研究を行う。化学特別実験ⅠA,ⅠB,ⅡA,ⅡBの４つを継続して履修し、
個別に設定した専門テーマについて、実験・計算手法を習得し、また、得られた結果のデータを解析・
整理し、化学の専門的知識を深め、研究成果を発表する能力を総合的に習得する。
━
（以下の各授業の具体的実施内容は、各研究室の専門的テーマによって異なる。）
第１回：化学特別実験ⅡAで実施する応用実験の概要確認

（各研究室の専門テーマ：錯体化学、環境・地球化学、無機化学、同位体化学、有機構造生物
化学、有機化学、生物化学、有機合成化学、物性物理化学、分子集合系物理化学、反応物理化
学、理論・計算化学）

第２回：応用実験の研究計画の立案（その１）：文献調べと課題探索
第３回：応用実験の研究計画の立案（その２）：課題設定
第４回：応用実験の研究計画の立案（その３）：計画立案
第５回：応用実験の実施（その１）：応用実験を実施するにあたっての調査
第６回：応用実験の実施（その２）：実験の実施
第７回：応用実験の実施（その３）：問題点の検討
第８回：応用実験の実施（その４）：検討結果をふまえての再実験の実施
第９回：応用実験の実施（その５）：応用実験のまとめ
第10回：応用実験の中間報告会
第11回：応用実験のデータ解析と整理（その１）：データ解析の実施
第12回：応用実験のデータ解析と整理（その２）：解析結果の整理
第13回：応用実験結果についての議論（その１）：文献等との比較
第14回：応用実験結果についての議論（その２）：結果の考察
第15回：化学特別実験ⅡAの総括報告会
━
担当教員の指示に従うこと。
━
各研究室において、実験内容に応じて適宜紹介する。
━
中間報告会と化学特別実験ⅡAの総括報告会、実験報告レポートにより総合的に評価する。
━
担当教員の指示に従うこと。

━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 化学特別実験ⅡＢ
研究室毎
に指定

― ―

後（前� ― ― 2

博士後期課程 ― ― ― ―

担当教員 備 考

各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

本授業では、化学特別実験ⅠA,ⅠB,ⅡA,ⅡBの４つを継続して履修することにより、特定の分野の
一つのテーマに沿って系統的、かつ、最先端の専門的知識を習得する。化学特別実験ⅡBで実施する主
要な内容は、化学特別実験ⅡAで実施した応用実験の結果をふまえ、発展的実験を実施し、実験結果の
解析や評価を行う。適宜、進展状況、成果、問題点を取りまとめて報告会で発表する。最終的に全実験
結果の総括を行う。
━
化学専攻では、有機・無機・生体関連物質等から海洋、大気環境、宇宙に関連する物質にまで広がる幅
広い対象について、実験的・理論的研究が進められている。本授業では、化学の最先端のテーマで各自
特定の専門テーマに関して研究を行う。化学特別実験ⅠA,ⅠB,ⅡA,ⅡBの４つを継続して履修し、
個別に設定した専門テーマについて、実験・計算手法を習得し、また、得られた結果のデータを解析・
整理し、化学の専門的知識を深め、研究成果を発表する能力を総合的に習得する。
━
（以下の各授業の具体的実施内容は、各実験系研究室の専門的テーマによって異なる。）
第１回：化学特別実験ⅡBで実施する発展的実験の概要確認

（各研究室の研究テーマ：錯体化学、環境・地球化学、無機化学、同位体化学、有機構造生物
化学、有機化学、生物化学、有機合成化学、物性物理化学、分子集合系物理化学、反応物理化
学、理論・計算化学）

第２回：発展的実験の研究計画の立案（その１）：文献調べと課題探索
第３回：発展的実験の研究計画の立案（その２）：課題設定
第４回：発展的実験の研究計画の立案（その３）：計画立案
第５回：発展的実験の実施（その１）：発展的実験を実施するにあたっての調査
第６回：発展的実験の実施（その２）：実験の実施
第７回：発展的実験の実施（その３）：問題点の検討
第８回：発展的実験の実施（その４）：検討結果をふまえての再実験の実施
第９回：発展的実験の実施（その５）：発展的実験のまとめ
第10回：発展的実験の中間報告会
第11回：発展的実験のデータ解析と整理（その１）：データ解析の実施
第12回：発展的実験のデータ解析と整理（その２）：解析結果の整理
第13回：発展的実験結果についての議論（その１）：文献等との比較
第14回：発展的実験結果についての議論（その２）：結果の考察
第15回：化学特別実験ⅠA,ⅠB,ⅡA,ⅡBの総括報告会
━
担当教員の指示に従うこと。
━
各研究室において、実験内容に応じて適宜紹介する。
━
中間報告会と化学特別実験ⅠA,ⅠB,ⅡA,ⅡBの総括報告会、実験報告レポートにより総合的に評価
する。
━
担当教員の指示に従うこと。

━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 ― ― ― ―

前（後� ― ― 2

博士後期課程 化学特別実験ⅢＡ
研究室毎
に指定

― ―

担当教員 備 考

各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

博士後期課程を対象とする。
本授業では、化学特別実験ⅢA,ⅢB,ⅣA,ⅣBの４つを継続して履修することにより、特定の分野の
一つのテーマに沿って系統的、かつ、最先端の専門的知識を習得する。化学特別実験ⅢAで実施する主
要な内容は、研究課題の設定、研究計画の立案、研究で必要となる実験・計算手法の習得、予備的実験
の実施である。適宜、進展状況、成果、問題点を取りまとめて報告会で発表する。
━
化学専攻では、有機・無機・生体関連物質等から海洋、大気環境、宇宙に関連する物質にまで広がる幅
広い対象について、実験的・理論的研究が進められている。本授業では、化学の最先端のテーマで各自
特定の専門テーマに関して専門的知識を深める。化学特別実験ⅢA,ⅢB,ⅣA,ⅣBの４つを継続して
履修し、個別に設定した専門テーマについて、実験・計算手法を習得し、また、得られた結果のデータ
を解析・整理し、化学の専門的知識を深め、研究成果を発表する能力を総合的に習得する。
━
（以下の各授業の具体的実施内容は、各研究室の専門的テーマによって異なる。）
第１回：各研究室で行われる研究内容の概要確認

（各研究室の専門テーマ：錯体化学、環境・地球化学、無機化学、同位体化学、有機構造生物
化学、有機化学、生物化学、有機合成化学、物性物理化学、分子集合系物理化学、反応物理化
学、理論・計算化学）

第２回：研究課題の設定と研究計画の立案（その１）：文献調べと課題探索
第３回：研究課題の設定と研究計画の立案（その２）：課題設定
第４回：研究課題の設定と研究計画の立案（その３）：計画立案
第５回：研究で必要となる実験・計算手法の習得（その１）：実験・計算手法の調査
第６回：研究で必要となる実験・計算手法の習得（その２）：実験・計算の実施
第７回：研究で必要となる実験・計算手法の習得（その３）：問題点の確認
第８回：研究計画と実験・計算手法についての中間報告会
第９回：予備的実験の実施（その１）：予備的実験を実施するにあたっての調査
第10回：予備的実験の実施（その２）：実験の実施
第11回：予備的実験の実施（その３）：問題点の検討
第12回：予備的実験の実施（その４）：検討結果をふまえての再実験の実施
第13回：予備的実験のデータ解析と整理（その１）：解析の実施
第14回：予備的実験のデータ解析と整理（その２）：解析結果の整理
第15回：化学特別実験ⅢAの総括報告会
━
担当教員の指示に従うこと。
━
研究課題による。詳しくは担当教員に問い合わせること。
━
研究課題による。詳しくは担当教員に問い合わせること。
━
担当教員の指示に従うこと。

━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 ― ― ― ―

後（前� ― ― 2

博士後期課程 化学特別実験ⅢＢ
研究室毎
に指定

― ―

担当教員 備 考

各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

博士後期課程を対象とする。
本授業では、化学特別実験ⅢA,ⅢB,ⅣA,ⅣBの４つを継続して履修することにより、特定の分野の
一つのテーマに沿って系統的、かつ、最先端の専門的知識を習得する。化学特別実験ⅢBで実施する主
要な内容は、化学特別実験ⅢAにおける予備的実験の結果をふまえ、基礎実験を実施し、実験結果の解
析や評価を行う。適宜、進展状況、成果、問題点を取りまとめて報告会で発表する。
━
化学専攻では、有機・無機・生体関連物質等から海洋、大気環境、宇宙に関連する物質にまで広がる幅
広い対象について、実験的・理論的研究が進められている。本授業では、化学の最先端のテーマで各自
特定の専門テーマに関して専門的知識を深める。化学特別実験ⅢA,ⅢB,ⅣA,ⅣBの４つを継続して
履修し、個別に設定した専門テーマについて、実験・計算手法を習得し、また、得られた結果のデータ
を解析・整理し、化学の専門的知識を深め、研究成果を発表する能力を総合的に習得する。
━
（以下の各授業の具体的実施内容は、各研究室の専門的テーマによって異なる。）
第１回：化学特別実験ⅢBで実施する実験の概要確認

（各研究室の専門テーマ：錯体化学、環境・地球化学、無機化学、同位体化学、有機構造生物
化学、有機化学、生物化学、有機合成化学、物性物理化学、分子集合系物理化学、反応物理化
学、理論・計算化学）

第２回：基礎実験の研究計画の立案（その１）：文献調べと課題探索
第３回：基礎実験の研究計画の立案（その２）：課題設定
第４回：基礎実験の研究計画の立案（その３）：計画立案
第５回：基礎実験の実施（その１）：基礎実験を実施するにあたっての調査
第６回：基礎実験の実施（その２）：実験の実施
第７回：基礎実験の実施（その３）：問題点の検討
第８回：基礎実験の実施（その４）：検討結果をふまえての再実験の実施
第９回：基礎実験の実施（その５）：基礎実験のまとめ
第10回：基礎実験の中間報告会
第11回：基礎実験のデータ解析と整理（その１）：データ解析の実施
第12回：基礎実験のデータ解析と整理（その２）：解析結果の整理
第13回：基礎実験結果についての議論（その１）：文献等との比較
第14回：基礎実験結果についての議論（その２）：結果の考察
第15回：化学特別実験ⅢBの総括報告会
━
担当教員の指示に従うこと。
━
研究課題による。詳しくは担当教員に問い合わせること。
━
研究課題による。詳しくは担当教員に問い合わせること。
━
担当教員の指示に従うこと。

━
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30

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 ― ― ― ―

前（後� ― ― 2

博士後期課程 化学特別実験ⅣＡ
研究室毎
に指定

― ―

担当教員 備 考

各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

博士後期課程を対象とする。
本授業では、化学特別実験ⅢA,ⅢB,ⅣA,ⅣBの４つを継続して履修することにより、特定の分野の
一つのテーマに沿って系統的、かつ、最先端の専門的知識を習得する。化学特別実験ⅣAで実施する主
要な内容は、これまでに実施した基礎的実験の結果をふまえ、応用実験を実施し、実験結果の解析や評
価を行う。適宜、進展状況、成果、問題点を取りまとめて報告会で発表する。
━
化学専攻では、有機・無機・生体関連物質等から海洋、大気環境、宇宙に関連する物質にまで広がる幅
広い対象について、実験的・理論的研究が進められている。本授業では、化学の最先端のテーマで各自
特定の専門テーマに関して専門的知識を深める。化学特別実験ⅢA,ⅢB,ⅣA,ⅣBの４つを継続して
履修し、個別に設定した専門テーマについて、実験・計算手法を習得し、また、得られた結果のデータ
を解析・整理し、化学の専門的知識を深め、研究成果を発表する能力を総合的に習得する。
━
（以下の各授業の具体的実施内容は、各研究室の専門的テーマによって異なる。）
第１回：化学特別実験ⅣAで実施する応用実験の概要確認

（各研究室の専門テーマ：錯体化学、環境・地球化学、無機化学、同位体化学、有機構造生物
化学、有機化学、生物化学、有機合成化学、物性物理化学、分子集合系物理化学、反応物理化
学、理論・計算化学）

第２回：応用実験の研究計画の立案（その１）：文献調べと課題探索
第３回：応用実験の研究計画の立案（その２）：課題設定
第４回：応用実験の研究計画の立案（その３）：計画立案
第５回：応用実験の実施（その１）：応用実験を実施するにあたっての調査
第６回：応用実験の実施（その２）：実験の実施
第７回：応用実験の実施（その３）：問題点の検討
第８回：応用実験の実施（その４）：検討結果をふまえての再実験の実施
第９回：応用実験の実施（その５）：応用実験のまとめ
第10回：応用実験の中間報告会
第11回：応用実験のデータ解析と整理（その１）：データ解析の実施
第12回：応用実験のデータ解析と整理（その２）：解析結果の整理
第13回：応用実験結果についての議論（その１）：文献等との比較
第14回：応用実験結果についての議論（その２）：結果の考察
第15回：化学特別実験ⅣAの総括報告会
━
担当教員の指示に従うこと。
━
研究課題による。詳しくは担当教員に問い合わせること。
━
研究課題による。詳しくは担当教員に問い合わせること。
━
担当教員の指示に従うこと。

━
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31

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 ― ― ― ―

後（前� ― ― 2

博士後期課程 化学特別実験ⅣＢ
研究室毎
に指定

― ―

担当教員 備 考

各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

博士後期課程を対象とする。
本授業では、化学特別実験ⅢA,ⅢB,ⅣA,ⅣBの４つを継続して履修することにより、特定の分野の
一つのテーマに沿って系統的、かつ、最先端の専門的知識を習得する。化学特別実験ⅣBで実施する主
要な内容は、化学特別実験ⅣAで実施した応用実験の結果をふまえ、発展的実験を実施し、実験結果の
解析や評価を行う。適宜、進展状況、成果、問題点を取りまとめて報告会で発表する。最終的に全実験
結果の総括を行う。
━
化学専攻では、有機・無機・生体関連物質等から海洋、大気環境、宇宙に関連する物質にまで広がる幅
広い対象について、実験的・理論的研究が進められている。本授業では、化学の最先端のテーマで各自
特定の専門テーマに関して専門的知識を深める。化学特別実験ⅢA,ⅢB,ⅣA,ⅣBの４つを継続して
履修し、個別に設定した専門テーマについて、実験・計算手法を習得し、また、得られた結果のデータ
を解析・整理し、化学の専門的知識を深め、研究成果を発表する能力を総合的に習得する。
━
（以下の各授業の具体的実施内容は、各実験系研究室の専門的テーマによって異なる。）
第１回：化学特別実験ⅣBで実施する発展的実験の概要確認

（各研究室の研究テーマ：錯体化学、環境・地球化学、無機化学、同位体化学、有機構造生物
化学、有機化学、生物化学、有機合成化学、物性物理化学、分子集合系物理化学、反応物理化
学、理論・計算化学）

第２回：発展的実験の研究計画の立案（その１）：文献調べと課題探索
第３回：発展的実験の研究計画の立案（その２）：課題設定
第４回：発展的実験の研究計画の立案（その３）：計画立案
第５回：発展的実験の実施（その１）：発展的実験を実施するにあたっての調査
第６回：発展的実験の実施（その２）：実験の実施
第７回：発展的実験の実施（その３）：問題点の検討
第８回：発展的実験の実施（その４）：検討結果をふまえての再実験の実施
第９回：発展的実験の実施（その５）：発展的実験のまとめ
第10回：発展的実験の中間報告会
第11回：発展的実験のデータ解析と整理（その１）：データ解析の実施
第12回：発展的実験のデータ解析と整理（その２）：解析結果の整理
第13回：発展的実験結果についての議論（その１）：文献等との比較
第14回：発展的実験結果についての議論（その２）：結果の考察
第15回：化学特別実験ⅢA,ⅢB,ⅣA,ⅣBの総括報告会
━
担当教員の指示に従うこと。
━
研究課題による。詳しくは担当教員に問い合わせること。
━
研究課題による。詳しくは担当教員に問い合わせること。
━
担当教員の指示に従うこと。
━
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生命科学専攻

（理学研究科・理工学研究科）

履修上の注意

１．生命科学専攻が提供する授業科目には、生命科学実験（２単位）、生命科学セミナー（２単位）、

生命科学特別演習（１単位、２単位）、生命科学特論（２単位）、生命科学特別講義（１単位）、

生命科学特別セミナー（１単位）、生命科学特別実験（１単位）、生命科学特別実習（２単位）、

生命科学放射線実習（１単位）、生命科学学外体験実習（１単位、２単位）がある。

２．生命科学実験と生命科学セミナーは各研究室により提供される。生命科学特別演習、生命科学

特論、生命科学特別講義、生命科学特別セミナー、生命科学特別実験、生命科学特別実習、生命

科学放射線実習は、それぞれの専門分野以外の院生の履修にも配慮した内容、形式で行われる。

特論は、それぞれの分野の博士前期（修士）課程レベルの基礎的内容を中心とした講義である。

特別講義は、それぞれの分野のより専門的かつ先端的な内容の講義である。生命科学特別実習は、

とくに必要がある場合に開講される。

３．授業は原則として時間割どおりに開講される。ただし生命科学実験は、研究テーマに応じて時

間割にとらわれずに実施される。学外の研究機関での活動や野外調査が研究の主要な部分を占め

るために時間割どおりの講義の受講が困難な場合は、正規時間外の課題学習やレポート提出等に

よって授業を履修したものと認定されることがある。社会人院生の場合、本務との関係で受講が

困難な場合も、同様の対応が講じられる。このような対応を希望する場合は、事前に指導教員お

よび各授業担当教員と相談すること。

４．院生の学外での学習活動について、院生・指導教員からの申し出に基づき、教務委員会は、審査

の上、生命科学特別実験あるいは生命科学学外体験実習として履修単位を認定することができる。

５．すべての受講科目について、履修申請をしなければならない。同一の授業科目名で開講される

講義・演習・実験・セミナーは、内容が異なれば、重複履修が可能であり修得した単位は加算さ

れる。

６．生命科学特別講義のいくつかについては、指導教員が特に必要と認め、専攻教務委員の承認が

履修に必要である。専門分野をよく考慮して履修することが望まれる。シラバスの記載に注意す

ること。

７．お茶の水女子大学との単位互換制度もあるので注意すること。

８．企画経営演習、国際実践演習、研究評価演習を少なくとも１科目以上履修することを強く推奨

する。
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（博士前期課程）

１．博士前期課程の修了には、修得した総単位数が30以上必要である。また、そのうちの20単位以

上は所属する研究室が提供する生命科学セミナー・生命科学実験以外の科目の履修によって修得

しなければならない。

２．生命科学専攻以外が提供する大学院の科目の履修により修得した単位に関しては、専攻教務委

員の承認を受けた上で、10単位まで上記１．の所属する研究室が提供する生命科学セミナー・生

命科学実験以外の科目の履修によって修得した単位とすることができる。学部科目の履修により

修得した単位に関しては、指導教員と専攻教務委員の承認を受けた上で、10単位まで上記１．の

所属する研究室が提供する生命科学セミナー・生命科学実験以外の科目の履修によって修得した

単位とすることができる。ただし、専攻が提供する科目以外の履修により修得した単位で、所属

する研究室が提供する生命科学セミナー・生命科学実験以外の科目の履修によって修得した単位

として認定される単位は、専攻外科目と学部科目を合計して10単位を上限とする。

３．生命科学セミナーおよび生命科学実験は、原則として所属研究室の科目のみを履修する。なお、

特論を４科目以上履修することを強く推奨する。また、生命科学特別セミナーを履修することが

望ましい。

４．２年次は修士論文のまとめなどで忙しくなるので、修了に必要な単位数の３分の２程度を１年

次で履修するのが望ましい。

（博士後期課程）

１．博士後期課程を修了するためには、博士後期課程において履修した科目の総単位数が20以上な

ければならない。なお所属する研究室が提供する生命科学セミナーおよび生命科学実験以外の科

目の履修により８単位以上を修得することが望ましい。

２．同じ内容の科目に関しては、博士前期課程との重複履修は認めない。

３．生命科学セミナーおよび生命科学実験は、原則として所属研究室の科目のみを履修する。また、

生命科学特別セミナーを履修することが望ましい。
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1

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 進化遺伝学特論 R0751 ― ―
後期 木 1 2

博士後期課程 進化遺伝学特論 R0752 進化遺伝学特論 R752

担当教員 備 考

田村 浩一郎、高橋 文、野澤 昌文

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

【遺伝学からみた進化生物学】
生物進化の基盤となる遺伝子の進化について、集団遺伝学的、ゲノム進化学的、分子進化・分子系統学
的な考え方を学ぶ。
━
生物進化を理解する上での集団遺伝学的な考え方、生態学的形質の分子基盤（高橋）
生物進化を理解するうえで重要なゲノム進化の概念とバイオインフォマティクス（野澤）
生物進化を理解するために必要な分子進化と分子系統（田村）
━
１．分子生態学と集団遺伝学（高橋、全５回）
生物の進化を理解するための基盤となる、生態学的要因とその遺伝機構、また遺伝子の集団内での確
率的動向について考える。特に、生物進化の種々の要因について、集団遺伝学による理論的背景を理
解し、及実際の研究実践例に関して議論する。
２．ゲノム進化とバイオインフォマティクス（野澤、全５回）
近年の塩基配列決定技術の急速な発展により、生物進化をゲノムレベルで生じた進化と結び付けて捉
えることが可能になってきた。そこで、ゲノムレベルで生じる進化の要因について、古典的研究から
最近の研究までを概観しながら議論する。また、ゲノム進化を研究するうえで必須なバイオインフォ
マティクスの手法を実践的に学び、受講生自身の研究に還元することを目指す。
３．分子進化と分子系統（田村、全５回）
生物進化を理解するためには、その設計図となるDNA分子やゲノムの進化を理解することが重要で
ある。授業では、実際に配列データを解析することによって分子進化・分子系統学における解析手法
の原理を学び、DNA分子やゲノムの進化の根底にある法則を理解する。
━
授業内容について更に調べ、課題発表のための準備をすること。
━
プリントを配布する。
━
授業中の課題発表、小レポート、最終レポートにより、総合的に評価する。
━
オフィスアワーは特に設定しない。直接質問したい場合は随時受付するので、事前にメールでアポイントメ
ントをとること（田村：ktamura＠tmu.ac.jp;高橋：ayat＠tmu.ac.jp;野澤：manozawa＠tmu.ac.jp）。
━
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2

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生態学特論 R0753 ― ―
前期 火 1 2

博士後期課程 生態学特論 R0754 生態学特論 R754

担当教員 備 考

鈴木 準一郎、岡田 泰和

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

現代の生態学に関する専門性が高い研究を例としてとりあげ、それを理解し、応用させる能力を養うこ
とを目的とする。
━
第１回～８回では、生物の保全など応用的課題を先端的な生態学の観点から受講者は理解する。第９回
～15回では、科学で用いられる論理思考を受講生は学び、その論理思考がどの様に生態学の研究で用い
られるかをとし生態学を例に、受講生が解析する。
━
授業計画
担当者：第１回～４回、林文男／岡田泰和；第５回～８回、鈴木準一郎；

第９回～15回、林文男／岡田泰和
第１回：保全生物学の考え方
第２回：保全生物学の研究例
第３回：持続可能性
第４回：保全生物学の応用的課題
第５回：
第６回：
第７回：
第８回：
第９回：科学的論理～演繹推論
第10回：科学的論理～機能推論
第11回：科学的論理～アブダクション
第12回：科学的論理～データ科学推論
第13回：都市生態学とは
第14回：都市生態系の特徴
第15回：都市生態系における生物多様性
━
授業の復習と次回の授業のための予習が必要である。また、テーマーごとに各自がレポートを作成して
指定された期日内に提出。
━
テキストはとくに指定しないが、資料プリントを適宜配布する。参考書および参考論文について適宜指
示する。
━
授業への取り組み態度、ミニレポート、レポートを総合的に評価して成績を付ける。
━
【１部】特になし。オフィスアワーは特に設定しないが、直接質問したい場合は随時受付るので、事前
にyasu_okada＠tmu.ac.jpまでアポイントメントをとること。
【２部】質問があれば、事前にメールでアポをとって（jsuzuki＠tmu.ac.jp）研究室（８号館540号室）
にきてください。参加者は、２部内で１回担当の発表を行う。その準備のための自習が必要である。
━
学部レベルの生態学の講義を受講していない場合は、学部講義の生態学概論（前期月曜日５限）や生態
学各論（前期木曜日２限）の聴講を勧める。履修に関する相談は、jsuzuki＠tmu.ac.jpまで連絡のこと。
新型コロナの感染状況によってはオンライン授業となることもある。
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3

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 細胞生物学特論 R0755 ― ―
前期 木 1 2

博士後期課程 細胞生物学特論 R0756 細胞生物学特論 R756

担当教員 備 考

鐘ヶ江 健、成川 礼

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

細胞生物学研究に用いられる技術や、それによって得られた研究成果について、理解を深めることを目
的とする。例とする研究および、そこで使われた技術について解説したり、文献を調べたりする。
━
前半：植物の光受容体の性質と機能の理解、およびその細胞生物学的・生理学的研究手法に関する知識
を身につける。
後半：シアノバクテリアの光受容体の性質と機能の理解、およびその生化学・分光学的手法に関する知
識を身につける。また、光受容体の応用研究例についても理解を深める。
━
授業計画 担当 前半（８回）鐘ヶ江：後半（７回）成川
第１回：植物における光生理反応研究の概要
第２回：植物における光生理反応研究・赤色光反応（フィトクロム）
第３回：植物における光生理反応研究・青色光反応（クリプトクロム）
第４回：植物における光生理反応研究・青色光反応（フォトトロピン）
第５回：フィトクロム研究と関連論文
第６回：クリプトクロム研究と関連論文
第７回：フォトトロピン研究と関連論文
第８回：前半のまとめ
第９回：シアノバクテリアにおける光順化研究の概要
第10回：シアノバクテリアのもつ光受容体の多様性
第11回：シアノバクテリオクロムの光感知機構
第12回：シアノバクテリオクロムが制御する光順化反応
第13回：シアノバクテリオクロムの応用利用 オプトジェネティクス
第14回：シアノバクテリオクロムの応用利用 蛍光バイオイメージング
第15回：後半のまとめ
━
次回の講義内容を予習し、専門用語の意味等を理解しておくこと。
━
プリントおよび関係主要論文に関する資料を配布して用いる。
━
授業参加度およびレポートで評価する。
━
オフィスアワーは特に設定しないが、直接質問したい場合は随時受付るので、事前にメールでアポイン
トメントをとること。
━
対面形式での実施を原則とするが、Covid-19感染状況などの事情によりオンライン講義などに変更とな
る場合もある。その場合はkibacoまたはe-mailを通じて連絡する
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4

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 系統分類学特論 R0757 ― ―
後期 金 1 2

博士後期課程 系統分類学特論 R0758 系統分類学特論 R758

担当教員 備 考

江口 克之、村上 哲明

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

植物および動物の多様性と系統進化についての最新の研究について、文献の輪読や発表を通じて理解す
る。
━
研究者がどのような手段、情報に基づき系統と進化の体系、あるいは進化過程や要因を解明するのか、
その系統学的、進化学的思考プロセスを理解することが本講義の目標である。

━
第１回から第７回（担当：村上哲明、植物系統分類学・進化学）
種（species）は系統分類学の最も基本的な単位であり、自然界に実在する単位でもあるとも考えられ
てきた。しかし、種とは何かを定義することは非常に難しい。一方で、１つの種が２つに分かれる過
程（種分化）も、生物多様性を生み出す主要なプロセスと考えられるので進化学的に重要である。種
と種分化についての英文総説を輪読することによって、種と種分化についての理解を深める。

第８回から第15回（担当：江口克之、動物系統分類学）
主に陸上節足動物を対象とした系統分類学的、系統地理学的研究の論文や文献を担当教員や受講者自
身が紹介することで、多様性や進化過程の解明のための思考プロセスや研究手法を理解する。
━
輪読については、自分が発表をしない部分についても、事前に読んで問題点や理解できないところを整
理しておくことが求められる。さらに、講義のあとにも資料等をもう一度見直し、参考文献等も活用す
るなど補習をしておく必要がある。
━
講義は配付したプリントを中心に進め、適宜参考書や参考文献を紹介する。
━
授業への参加状況と発表内容により評価する。
━
オフィスアワーは特に設定しないが、直接質問したい場合は随時受付けるので、事前にメール
（村上：nmurak[at]tmu.ac.jp、江口：antist[at]tmu.ac.jp）でアポイントメントを取ること。
━
特に他の授業科目の履修を前提にはしない。
COVID-19の流行状況により、実施方法や内容が変わる場合がある。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学特論 R0377 ― ―
前期集中 ― ― 2

博士後期課程 生命科学特論 R0378 生命科学特論 R378

担当教員 備 考

横溝 裕行＊

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

【テーマ】生物系のためのＲを用いた基礎統計解析
【講 師】横溝裕行（国立環境研究所）
【開講日】2023年９月19、20、21、22日（各日２限開始）（予定）
【教 室】８号館287室（予定）
━
生物学等において必要なデータ解析を行うための統計知識の習得と、統計解析をＲで行うためのスキル
を習得することを目標とする。

━
１．記述統計と確率分布（１回）
２．母集団と標本、大数の法則、中心極限定理（１回）
３．統計的仮説検定－t検定（２回）
４．分散分析（３回）
５．相関と回帰（１回）
６．一般化線形モデルと一般化線型混合モデル（３回）
７．ノンパラメトリック検定（２回）
８．主成分分析（１回）
９．統計解析を用いた研究の紹介（１回）
の合計15回（授業時間としては15回）実施する。
なお、covid-19の流行状況に応じて、対面授業とは異なる形態で授業を実施する可能性がある。変更が
ある場合は、kibacoを通じて連絡するので、受講者は、kibacoを適宜チェックしてください。
実習室復旧工事の影響により、開催場所・実習内容や実習の形態を変更することがある。その場合は
kibacoを通じて周知する。
━
授業外学習として、授業で配布する資料等を用いて復習をすること。
━
資料を授業時に配布する。
【参考書】
嶋田 正和，阿部 真人著（2017）Rで学ぶ統計学入門 東京化学同人
━
授業態度（50％）とレポート（50％）に基づき評価する。
━
授業内容の質問については、電子メール（hiroyuki.yokomizo＠nies.go.jp）で受け付ける。

━
機材の準備の都合上、履修は生命科学専攻の学生に限ります。
RとRStudioを用いて演習を行う。各自でインストールが必要な場合は、事前に資料を配布する。
Ｒを用いて演習を行うために、Rの基本操作について慣れておくことが望ましい。できるだけ、生命科
学特論：生物系のためのＲプログラミング入門（深澤圭太先生）も履修すること。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学特論 R0365 ― ―
前期集中 ― ― 2

博士後期課程 生命科学特論 R0366 生命科学特論 R366

担当教員 備 考

深澤 圭太＊

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

【テーマ】生物系のためのＲプログラミング入門
【講 師】深澤圭太（国立環境研究所）
【開講日】2023年９月12、13、14、15日（各日２限～）（予定）
【教 室】８号館287室（予定）
━
Ｒのプログラミングの基礎を習得し、簡単なプログラムを自分で書いて実行できるようにする。
Ｒで解析するデータを準備し、多量のデータを効率よく処理・集計することや、データセットのタイプ
に応じて適切に図化するまでの基本的な流れを理解する。
各自の研究にＲを活用することを見据え、基本的なパーツの組み合わせでさまざまな目的に応じた処理
が可能となることを理解する。
━
Ｒは、統計解析機能も描画機能も充実したフリーのソフトである。命令をひとつひとつ入力して使うこ
ともできるが、命令を並べたプログラムを用意して実行することもできる。プログラミングにより、多
量のデータの一括処理や、解析作業の記録・再利用が可能となる。また、乱数発生機能が各種用意され
ており、数値シミュレーションの実行環境としても優れている。
本授業では、Ｒおよびプログラミングの初心者を対象に、プログラミング環境としてのＲの基礎を解説
し、自分でプログラムを書く実習を行う。内容は、
１ 実験・測定結果の前処理－1
２ 実験・測定結果の前処理－2
３ 実験・測定結果の前処理－3
４ 実験・測定結果の前処理－4
５ 実験・測定結果の作図の自動化－1
６ 実験・測定結果の作図の自動化－2
７ 実験・測定結果の作図の自動化－3
８ 実験・測定結果の作図の自動化－4
９ 生物の分布の地図化－1
10 生物の分布の地図化－2
11 生物の分布の地図化－3
12 簡単な数値計算アルゴリズム－1
13 簡単な数値計算アルゴリズム－2
14 簡単な数値計算アルゴリズム－3
15 数値計算アルゴリズムの利用
となり、合計15回実施する。
なお、covid-19の流行状況に応じて、対面授業ではなく、異なる形態で授業を実施する可能性がある。
変更がある場合は、kibacoを通じて連絡するので、受講者は、kibacoを適宜チェックしてください。
実習室復旧工事の影響により、開催場所・実習内容および実施形態を変更することがある。その場合は
kibacoを通じて周知する。
━
自分の手と頭を使う時間が中心となるので、授業外学習としてプログラミングの予習・復習をすること。
━
【参考URL】http://takenaka-akio.org/doc/r_auto/index.html
【参考書】舟尾暢男（2009）TheRTips－データ解析環境Ｒの基本技・グラフィックス活用集．オー
ム社.
━
授業態度（50％）とレポート（50％）により、括弧内の割合で評価する。
━
授業時間外の質問は、適宜メール（fukasawa＠nies.go.jp）で受け付ける。

━
機材の準備の都合上、履修は生命科学専攻の学生に限ります。
順を追って解説し、実習を進めるので、４日間通じて出席することを強く推奨する。
生命科学特別演習Ⅰ（コンピュータ活用 基礎編）で扱う内容を修得していることを前提とする。特に
ファイルのコピー・移動・名前の変更、データファイルとプログラムファイルの違いの理解、テキスト
ファイルの編集と表計算ソフトとのデータのやりとりなど。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 細胞情報特別講義 R0385 ― ―
後前期 火 1 1

博士後期課程 細胞情報特別講義 R0386 細胞情報特別講義 R386

担当教員 備 考

坂井 貴臣、A.Weitemier
新任教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

様々な細胞の情報伝達経路に関して、最新の知識を身につける。Acquireup-to-dateknowledgeonvarious
cellcommunicationpathways.
━
神経細胞および様々な細胞の情報交換の仕組みの最先端研究を理解し、その発見や研究方法について議論を行
う。神経科学の基礎的事項を理解している事を前提とする。
Understandthediscoveriesandmethodsofcutting-edgeresearchonthemechanismsofinformation
exchangeinneuronsandvariouscells.A basicunderstandingofneuroscienceisassumed.
━
オムニバス方式（全８回）
（●Adam Weitemier/４回）DeliveredinEnglish
神経研究の論文を読み、英語で発表する力を養う。Cellularcommunication in neurophysiological
systems.
（●坂井 貴臣/４回）
動物の学習・記憶の分子機構を理解する。
Moleculargeneticsinlearning& memory
━
授業の予習・復習をすること。
━
適宜プリント等を配布する。
━
講義中の質問等やレポートにより成績を評価する。
━
質問は電子メール などで随時受け付ける。

━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生体分子特別講義 R0383 ― ―
前後期 金 2 1

博士後期課程 生体分子特別講義 R0384 生体分子特別講義 R384

担当教員 備 考

岡本 龍史、川原 裕之

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

【タンパク質の代謝と生殖のメカニズム】
━
前半では、細胞内タンパク質代謝の中核をなすユビキチン系に焦点を当て、その歴史的発見から生物機能まで
を俯瞰する。（川原）。後半では、生物の有性生殖機構について、配布するテキストを基にして、履修者各自が
興味ある生殖現象について調べ発表を行う。（岡本）。
━
第１回から第４回（担当 川原）
ユビキチン系の歴史的発見から生物機能まで

第５回から第８回（担当 岡本）
生物の有性生殖機構について
━
授業外学習として、各回講義、演習内容を講義後に復習し、疑問点を次回講義時に質問することを推奨する。
━
適宜プリント等を配布する。
━
授業参加とレポート、または発表内容で評価する。
━
質問については、メールでスケジュールを調整した上で随時対応する。
8-320室,okamoto-takashi＠tmu.ac.jp（岡本）、9-481b室,hkawa＠tmu.ac.jp（川原）
━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 発生再生特別講義 R0399 ― ―
前前期 金 1 1

博士後期課程 発生再生特別講義 R0400 発生再生特別講義 R400

担当教員 備 考

福田 公子、高鳥 直士

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

【現代発生生物学研究】
現代の発生生物学の基礎的知識の習得、論文を批判的に読む習慣、的確に発表できる力をつけることを
目標にする。
CurrentResearchinDevelopmentalBiology
Thegoalofthiscourseistoacquirebasicknowledgeofdevelopmentalbiology,todevelopthe
habitofreadingpaperscritically,andtodeveloptheabilitytopresentpapersaccurately.
━
論文を批判的に読み、的確に発表し、質問できる力。
Developtheabilitytoreadpaperscritically,presentthem accurately,andaskquestions

━
発生生物学に関する優れた論文をとりあげ、それを読んだ後、その論文について発表を行い、質疑応答
を行う。受講生数にもよるが、各自数回の発表が要求されるはずである。また発表時には参加者全員に
発言が求められる。
第１回 発生生物学とは何か
第２回 発生生物学で重要なコンセプト
第３回 発生生物学の論文を理解するための統計学
第４回 発生生物学の論文の選び方
第５回 発生生物学の論文の論理構造を理解する
第６回 発生生物学の論文をどの様に発表するか
第７回 論文を批判的に読むには
第８回 振り返り
Studentswillreadexcellentpapersondevelopmentalbiology,giveapresentationonthepaper,
anddiscuss.Allparticipantswillbeaskedtospeakduringthepresentation.
━
論文を読む、まとめるなどを授業外に行う。
Readandsummarizepapersoutsideofclass.
━
テキストはとくになし。文献を適宜紹介する。
Nospecifictextbook.Paperswillbeintroducedasappropriate.
━
授業への積極的参加・取組・態度を中心に評価する。
Evaluationwillfocusonactiveparticipation,efforts,andattitudeinclass.
━
高鳥への質問については、メールでスケジュールを調整した上で、８号館336号室までお願いします。
Pleasescheduleappointmentpriortovisitingthelab.
takatori-naohito1[at]tmu.ac.jp
━
履修者と相談の上、英語で授業を行う場合がある。
この授業はCOVID-19への対応としてオンラインで提供される可能性があります。
TheclassmaybeofferedinEnglishinconsultationwiththestudent.
ThisclassmaybeofferedonlineinresponsetoCOVID-19．
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 細胞科学特別講義 R0389 ― ―
後後期 金 2 1

博士後期課程 細胞科学特別講義 R0390 細胞科学特別講義 R390

担当教員 備 考

加藤 潤一、春田 伸、得平 茂樹

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

細菌の細胞増殖機構と代謝制御機構、多様性に関する古典的研究、最新の研究を紹介する。
━
（加藤）細菌のゲノムの複製機構、細胞防御機構、合成生物学的研究などについて理解する。
（春田）細菌、アーキアの環境応答機構、種間相互作用を理解する。
（得平）細菌の遺伝子発現制御、代謝制御等に関する研究について理解する。
━
第１回から第３回（加藤）
現在多くの生物のゲノムの解析が進められているが、微生物については最小ゲノムの問題なども含め
て、基本的な細胞増殖機構とその全体像についての理解が進み、またゲノムの合成、改変なども行わ
れるようになってきた。本講義では細菌のゲノムの複製機構、細胞防御機構、合成生物学的研究など
について講義する。

第４回から第６回（春田）
細菌、アーキアの環境応答機構、種間相互作用による共代謝、遺伝子交換に関する最新の研究を紹介
し、未解明の微生物機能に対する研究戦略を議論する。

第７回から第８回（得平）
細菌は環境の変化に対して、遺伝子発現や代謝を調節することで適応する。環境適応の分子機構に関
する最新の研究について講義する。
━
次回の授業範囲を予習し、専門用語の意味等を理解しておくこと。
また授業後は復習をすること。
━
適宜プリントを配布する。
━
授業参加および授業時間中のレポートにより評価する。（加藤）
授業への積極的な参加およびレポートにより評価する。（春田）
授業への積極的な参加および課題により評価する。（得平）
━
オフィスアワーは特に設定しませんが、直接質問したい場合は随時受付しますので、事前にメールでア
ポイントメントをとってください。
━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学特別講義 R0401 ― ―
前期集中 ― ― 1

博士後期課程 生命科学特別講義 R0402 生命科学特別講義 R402

担当教員 備 考

各教員 高等学校教員など、高校教育に関心のある受講生を主な対象とした授業

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

【現代生物学リカレント教育】
生物科学の急速な進展と社会における重要性の増大に伴い、高等学校の生物の授業においても生徒に新
しい知識を正しく解説する必要性が高まっている。一方、高校教員が新しい知識を正確に理解し適切に
授業に活用していくことは、自己研修や研修機関での研修だけでは難しい面がある。本講座で、高校で
の授業に生かすために、生物学の様々な分野の研究の進展を示す。
━
高校教員を目指す大学院生、現職の高校教員、および高校教育に関心のある受講生を対象に、現代生物
学の進歩を能率良く整理して修得することを目指す。

━
高校生物で扱われている内容に密接に関係する最近の生物科学の進展を６名の教員が特に重要な点に絞っ
て解説し、受講者の質問に答える。テーマは、できるだけ広範に生物学の各分野をカバーするように選
定する。質疑応答の時間を、十分に確保する予定である。
具体的な内容は６月頃に決定し、履修登録者に連絡する。
受講内容について十分な復習を行い、それと各自の経験を総合して、最終レポートを作成することが必
要です。
授業例
第１回 動物の精子の多様性１
第２回 小笠原，南硫黄島調査報告１
第３回 小笠原，南硫黄島調査報告２
第４回 小笠原，南硫黄島調査報告３
第５回 神経支配の多様性
第６回 ショウジョウバエの発生～発生学におけるショウジョウバエの価値は？～１
第７回 ショウジョウバエの発生～発生学におけるショウジョウバエの価値は？～２
第８回 ショウジョウバエの発生～発生学におけるショウジョウバエの価値は？～３
━
レポートを書く
━
必要に応じて配布する。
━
授業内容を高校教育にどう活かすかなどの課題のレポートで評価する。
━
調整担当教員（福田）kokko＠tmu.ac.jpに連絡すること

━
教員経験のない大学院生が履修する場合は、調整担当教員（福田）kokko＠tmu.ac.jpにあらかじめ相
談すること。その他の質問等も、受け付けます。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 細胞情報特別講義 R0375 ― ―
後期集中 ― ― 1

博士後期課程 細胞情報特別講義 R0376 細胞情報特別講義 R376

担当教員 備 考

照沼 美穂＊

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

DATE:tobeannounced
INSTRUCTOR:MihoTerunuma
COURSEDESCRIPTION
This module covers a number ofclearly identified disease processes from the clinical
presentation ofthediseasetoourunderstanding oftheunderlying anatomy,physiology,
pathology,andtherapiesusedinhuman.Youwillbeintroducedtothecurrentthinking
regardingtheunderlyingcauseofthediseasesandhow wecanusescientifictoolsfrom
genetics,molecularbiology,and pharmacology to develop noveltreatments.You willbe
requiredtothinkacrossdisciplinesintheirquesttounderstandthemechanismsofthedisease.
━
COURSEOBJECTIVES:
Attheendofthecourse,studentsshouldhavebasictheoreticalknowledgeofthetopics
coveredinthiscourse.
━
TENTATIVECOURSESCHEDULE:
１．Lecture1：Diabetes1
２．Lecture2：Diabetes2
３．Lecture3：Microbiomeinhealthanddiseases
４．Groupdiscussion1
５．Groupdiscussion2
６．PreparationofNewsandViews
７．Preparationofthepresentation
８．Presentation
FORMAT:
Selectedscientificresearchpaperwillbeprovidedbeforethecourse,thenlecturesonselected
topicswillbegiventothestudents.Afterlecture,studentswillform smallgroupstodiscuss
aboutthetopicsprovidedbythelecturer.Eachstudentwillprepareanapproximately1000
wordsNewsandViewsstylearticlefrom thescientificpaper.Finally,eachstudentwillgive
a10minutesplatform presentationthatoutlinestheirNewsandViewsarticlewithasmall
numberofaccompanyingslidesinthelastdayofthecourse.
FormatofNewsandViews:
Thegoaloftheessayshouldbeto（1）Brieflycoverthesignificantissuesraiseandsettledby
thepaper;（2）Howthisfitintothepreviouslyexistingframeworkofthatfield;and（3）How
thismightinform thenextgenerationofstudiesinthisarea.
━
OUTOFCLASSACTIVITY REQUIREMENT:
Eachstudentshouldreadtheresearchpaperprovidedbythelecturerbeforehand.
━
MATERIALS:
Handoutsmaybegivenatthelectures.
━
EVALUATION:
Classparticipation（50％）
Oralpresentation（25％）
Shortessay（25％）
━
HOW TOREACH OUTTOTHEINSTRUCTOR:
Pleaseemailtomterunuma＠dent.niigata-u.ac.jp
━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生態科学特別講義 R0701 ― ―
前期集中 ― ― 1

博士後期課程 生態科学特別講義 R0702 生態科学特別講義 R702

担当教員 備 考

吉村 仁＊

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

「進化生物学のフロンティア」
生物の進化における最適性を「ネズミ算」と数理最適化の基本に基づき１から再構築する。特に、生物
学の常識「平均適応度」を再考する。
“FrontierinEvolutionaryBiology”
Toreconstructtheevolutionaryoptimalitybasedonthebasicprincipleofcaliculus（multiplication）
and mathematicaloptimization.Especially,reconsider the mean fitness（biologicalcommon
knowledge）.
━
生物は、どのような個体が生き残り、絶滅を避けて子孫を繁栄するか算数のネズミ算を基本にして構築
する。教科書の常識である平均適応度（算術平均）の問題点を明らかにする。
Inorganisms,whatkindofindividualsdosurviveandleaveoffspringinfuture,avoiding
extinction?Wefollow thesimplecalculus（multiplication）andshow whatisthebestoptimal
strategy.Thisrevealsthattheapplicabilityofthetraditionallywidelyacceptedconcept“mean
fitness”islimitedtoverynarrow conditions,notapplicabletothecommonobservationsof
evolutionaryphenomena.
━
１）Whosurvivesovertime:calculusofmultiplication
２）Geometricmeanfitnessvsarithmeticmeanfitness
３）Limitedapplicabilityofmeanfitnessandpopulationgenetics
４）Seriousflawsintextbookofscienceandcommonsense:fewexamples
５）Exampleofevolutionaryhistory:periodicalcicadas
６）Evolutionoflifeandnumerousrepetitionsofgeologicalextinction:buildinganewhypothesis
７）Epigenetics,newdiscoveryagainsttheevolutionarysynthesis
８）Dynamicoptimization:applicationtohuman（animal）behavior
１）誰が時間を超えて生き残るか？：ネズミ算の原理
２）幾何平均と算術平均
３）平均適応度と集団遺伝学の適用限界
４）科学教科書と常識の重大な欠陥：幾つかの例
５）進化史の例：素数ゼミ
６）生命の進化と無数の地史的絶滅：新仮説の構築
７）エピジェネティクス：進化の総合学説を否定する新発見
８）動的最適化（ネズミ算原理）：人間（動物）行動への応用
━
自身の研究において、この講義の指摘を再考してください。授業後にレポートを課します。
Youshouldreconcileaboutthesuggestionsinthelecturesinyourownresearchprojects.A
reportwillbeassignedafterclass.
━
参考書（日本語）：吉村仁著「強い者は生き残れない」新潮選書。
参考書（日本語）：吉村仁著「素数ゼミの謎」文藝春秋。
参考書（日本語）：吉村仁著「なぜ男は女より多く産まれるのか－絶滅回避の進化論」ちくまプリマー
新書。
━
授業への取組み（参加）とレポートにより評価する。
Gradeisevaluatedbasedonpositiveresponsesinlecturesandafinalreport.
━
講師への質問等がある場合には、連絡教員であるAdam Cronin（adam.cronin＠tmu.ac.jp）に連絡す
ること。
━
授業の開催日程はkibacoやメールで確認すること。
CheckKIBACOoremailforclassdates.
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生態科学特別講義 R0703 ― ―
前期集中 ― ― 1

博士後期課程 生態科学特別講義 R0704 生態科学特別講義 R704

担当教員 備 考

宮川 一志＊

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

【テーマ】「生物の環境応答の分子機構」
【講 師】宮川一志（宇都宮大学）
私たち人間の活動の影響も含めた様々な環境刺激が生物の発生や行動、生活史に与える影響について概説する。
８月25日、26日 ２限～５限に開講予定
━
目に見えている生物の表現型が、その生物の持つゲノム情報と周囲の環境からどのようにして決まっているの
かについて、その発生制御の分子機構も含めて学ぶ。

━
授業計画・内容・授業方法：
自然界における生物の振る舞いは、私たち人間の活動の影響も含む様々な環境刺激との相互作用によって決ま
る。本講義ではこのように環境によって生物の発生や行動・生活史が変化する際に働く分子機構について、最
新の解析技術とともに紹介する。
第１回 環境と生物の相互作用
第２回 環境刺激の受容機構
第３回 環境に応じた体内生理環境制御の分子機構
第４回 生物の環境応答の研究事例
第５回 人間の生活が生物に与える影響（内分泌撹乱物質とは？）
第６回 内分泌撹乱物質の作用メカニズム
第７回 内分泌撹乱作用の解析技術
第８回 内分泌撹乱作用の研究事例
━
講義後に各自で復習を行う
━
使用しない。必要に応じて関連資料を配布する。
━
講義中の小テストおよび講義に関するレポート課題により評価する
━
h-miya＠cc.utsunomiya-u.ac.jp宛てにメールにて質問すること。
授業期間前の履修に関する問い合わせは、岡田（yasu_okada＠tmu.ac.jp）までメールして下さい。
━
開講日の変更があり得るので、kibacoやメールで確認すること
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15

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 発生再生特別講義 R0759 ― ―
前期集中 ― ― 1

博士後期課程 発生再生特別講義 R0760 発生再生特別講義 R760

担当教員 備 考

熊野 岳＊

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

「心臓の発生と再生」
心臓の形態形成と再生の機構を概説し、またその生物種間差に関して考察することで、生物多様性について考える
８月４日、５日 ２限～５限に開講予定
━
心臓の発生と形態形成に関する基礎的な知識を得るとともに、心臓再生に関する研究の歴史と最新の研究成果
を学ぶ。

━
心臓を構成する各種細胞の分化、機能的な心臓の構築、そして再生の各過程に関して講義する。その際、複数の
生物種について紹介し、心臓発生および再生能の相違として現れる生存戦略の多様性について考察する。また発
生過程に関する知見を踏まえた心臓再生研究のアプローチについて、歴史的経緯から最新の研究まで紹介する。
１）心臓を構成する各種細胞の分化
２）機能的な心臓の構築
３）再生の各過程
４）様々な生物種における心臓発生
５）様々な生物種における心臓再生
６）心臓発生および再生能の相違として現れる生存戦略の多様性
７）心臓再生研究のアプローチ１
８）心臓再生研究のアプローチ２
━
講義の後で復習が必要である。
━
使用しない。必要に応じて関連資料を配布する。
━
授業への取組みとレポートにより評価する。
━
講師への質問等がある場合には、連絡教員である福田（kokko＠tmu.ac.jp）に連絡すること。

━
開講日の変更があり得るので、kibacoやメールで確認すること
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 系統進化特別講義 R0395 ― ―
後期集中 ― ― 1

博士後期課程 系統進化特別講義 R0396 系統進化特別講義 R396

担当教員 備 考

砂村 栄力＊

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

経済のグローバル化に伴い外来生物の侵入に関連する問題が増え続けている。本講義ではこれら外来生
物問題およびその解決のための防除法を解説する。特に、近年日本国内で人間生活に深刻な被害をもた
らしている外来アリ類とカミキリムシ類を具体例として、防除の最新技術を紹介する一方、実際問題と
して現場での防除を困難にする障壁についても解説する。これらの情報をもとに外来生物対策の進め方
についてディスカッションを行う。
━
本講義ではまず、外来生物は生態系や経済に多面的な害をもたらし、SDGs達成の大きな障壁となり得
ることを学ぶ。また、有害生物防除のセオリーを体系的に学び、その中でも外来種特有の問題を具体例
も交えて解説し理解を深めていく。以上により外来生物の引き起こす問題および防除法について基礎的
な知識を体系的に習得することを目的とする。さらに、外来生物問題は私たちの身近な環境で起こり得
ることから、外来生物侵入による身近な生物相の異変を感じ取り適切な行動をとれるよう意識を高める
ことを目標とする。
━
第１回 近年の外来生物の動向
第２回 外来生物の防除法概説
第３回 外来アリ類の被害と生態
第４回 外来アリ類の防除法
第５回 外来カミキリムシ類の被害と生態
第６回 外来カミキリムシ類の防除法
第７回 外来種対策のパネルディスカッション
第８回 振り返り
━
授業で扱った範囲の復習を行うこと。
━
特定のテキストは用いない。適宜、参考文献や論文等を紹介する。
━
授業への参加状況と課題レポートの内容等によって成績評価を行う。
━
外部講師（砂村栄力：森林総合研究所）による集中講義のため、講義時間外の質問については、メール
で回答する。質問のメールは、江口克之（antist[at]tmu.ac.jp）に送ること。
━
実際の開催日程については、kibacoや生命科学専攻情報フォーラムの大学院授業案内等で確認すること。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学特別講義 R0413 ― ―
前期集中 ― ― 1

博士後期課程 生命科学特別講義 R0414 生命科学特別講義 R414

担当教員 備 考

伊藤 嘉浩＊、石神 昭人＊、原 孝彦＊

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

生命科学、基礎医学の最新研究１
石神昭人『老化機構の解明と老化制御・アンチエイジング研究』
伊藤嘉浩『ケミカル・バイオテクノロジー』
原孝彦『がん免疫療法の基礎』
━
生命科学専攻の連携大学院教員である東京都医学総合研究所 原孝彦先生、理化学研究所 伊藤嘉浩先生、
東京都健康長寿医療センター研究所 石神昭人先生によるオムニバス講義を通じて、生命科学、基礎医
学の最新研究を理解する。
━
第１回から３回
【石神】「老化」と「加齢」の意味の違いが分かりますか？では、「アンチエイジング」の言葉の意味
は？本授業では、誰もが知っているようで、実は知らない老化の根本的な概念から解説する。また、
たんぱく質の分解速度が老化の進行とどのような関わり合いにあるのか？老化を遅らせることは可能
か？ビタミンＣと老化の関係を科学的に明らかにする。など、老化の基本的な概念や実験手法、最新
の研究成果について紹介する。
第４回から６回
【伊藤】バイオテクノロジーは遺伝子組み換え技術から始まり、現在ではゲノム編集技術まで発展して
きた。これら技術の発達によって様々な新しいバイオ医薬や医療器材が生まれてきている。また、化
学技術との融合で新しい「バイオ医用高分子」が研究されるようになってきており、これらはケミカ
ル・バイオテクノロジーとして発展している。本講義では、これら最新技術とその応用に向けた最新
動向を解説する。
第７回から９回
【原】免疫チェックポイント阻害薬オプジーボやCAR-Ｔ製剤キムリアの登場によって、悪性黒色腫、
肺癌、急性Ｂリンパ腫の患者を治せる時代になった。抗がん剤の概念を変えたがん免疫療法開発の背
景には、免疫調節機構に関する膨大な基礎研究の積み重ねがある。この講義では、我々の体を病原体
やがんから守る免疫学の基礎をわかりやすく解説する。その上で、現在のがん免疫療法が抱える課題
とそれを克服するための戦略について考えてみたい。

━
授業外学習として、それぞれの授業終了後。レポートを課す。
━
【石神】ビタミンＣの事典 東京堂出版（2011），佐藤佐多良：健康に老いる 老化とアンチエイジング
の科学 東京堂出版（2012）
【伊藤】使用しない。プリントを配布する。参考書：バイオ医用高分子、伊藤嘉浩、共立出版、2022予定
【原】補助プリントを配布する。参考書：好きになる免疫学第２版．萩原清文．講談社サイエンティフィ
ク（2019）；基礎免疫学第５版．アバス/リックスマン/ピレ．エルゼビアジャパン（2016）
━
出席とレポートで評価する（レポート提出は必須）。
━
質問があれば大学院教務委員に連絡すること。

━
開催日程は掲示板やメールを確認すること。日時を変更する場合があるので、必ず事前にkibacoを確認
すること。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学特別講義 R0415 ― ―
前期集中 ― ― 1

博士後期課程 生命科学特別講義 R0416 生命科学特別講義 R416

担当教員 備 考

三浦 ゆり＊、井上 梓＊、上野 耕平＊、野中 隆＊

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

生命科学、基礎医学の最新研究２
井上 梓『哺乳類受精卵のエピジェネティクス研究と遺伝子編集ベビー』
上野 耕平『行動の基盤となる記憶の形成と保持の神経生物学』
野中 隆『認知症の細胞生物学：発症メカニズムと治療法の最前線』
三浦 ゆり『プロテオーム解析の老化研究への応用』
━
生命科学専攻の連携大学院教員である東京都医学総合研究所 上野 耕平先生、野中 隆先生、理化学研
究所 井上 梓先生、東京都健康長寿医療センター研究所 三浦 ゆり先生によるオムニバス講義を通じて、
生命科学、基礎医学の最新研究を理解する。
━
第１回から第２回
【井上】DNAやヒストンタンパク質の化学修飾を介した遺伝子発現制御機構をエピジェネティクスと
いう。本講義では、エピジェネティクス分野の基本的な考え方から、哺乳類の配偶子や初期胚におけ
るエピジェネティクス研究の最先端科学を学ぶ。また、2018年に受精卵で遺伝子操作された双子の赤
ちゃんが中国で誕生したが、この事件の背景にある生殖工学技術とその問題点を解説する。
第３回から第４回
【上野】主体的に運動する動物の行動基盤には記憶があり、それは主に脳で形成・保持・読み出しされ
る。従って動物の本質を理解するためには、脳における記憶機構の理解が欠かせない。本講義では脳
神経を構成する細胞の基本的な知見の概説より始まり、学習記憶過程がどのような神経・分子回路に
よって制御されているのかを、近年の神経生理学的な知見から理解することを目指す。さらに近年記
憶障害などの認知機能疾患において注目されているモノアミンシグナルに関する最新のトピックスを
紹介する。
第５回から第６回
【野中】アルツハイマー病に代表される認知症や神経変性疾患は、脳の神経細胞が徐々に死滅していく
病気である。病理学的な特徴として、それぞれの疾患に特徴的な異常タンパク質の固まり（凝集体）
が神経細胞やグリア細胞内に出現することが知られている。近年、これらの凝集体が細胞死を誘導し、
さらに細胞から細胞へと伝播する可能性が注目されている。本講義では、アルツハイマー病、パーキ
ンソン病、筋萎縮性側索硬化症やプリオン病などについて、それらの原因遺伝子、患者脳に出現する
異常タンパク質凝集体の解析、凝集体が出現する細胞・動物モデルなどを概説し、認知症の発症メカ
ニズムや治療法などについて議論する
第７回から第８回
【三浦】タンパク質は生命活動における実働分子であり、臓器・組織の疾患や障害だけでなく、様々な
機能変化に応答して変化することが知られている。このため、疾患や老化などにより変化するタンパ
ク質を調べることによって、病態のメカニズムの解明やバイオマーカーの発見につながる可能性があ
る。本講義では、タンパク質の網羅的解析法であるプロテオーム解析について概説し、健康長寿と老
化、老化関連疾患に対するプロテオーム解析を用いたアプローチについて紹介する。
━
授業外学習として、それぞれの授業後にレポートを課す。
━
【井上】プリントを配布する。
【上野】実験医学増刊号vol24,No.15脳機能研究の新展開（2006）pp137-144「ショウジョウバエによ
る記憶学習の分子遺伝学的研究」
【野中】使用しない。必要に応じてプリントを配布する。
【三浦】使用しない。必要に応じてプリントを配布する。
━
授業参加態度とレポートで評価する。
━
質問があれば大学院教務委員に連絡すること。

━
開催日程は掲示板やメールを確認すること。日時を変更する場合があるので、必ず事前にkibacoを確認
すること。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学特別講義 R0417 ― ―
前期集中 ― ― 1

博士後期課程 生命科学特別講義 R0418 生命科学特別講義 R418

担当教員 備 考

宮戸 健二＊、丸山 千秋＊、吉種 光＊、飯野 隆夫＊

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

生命科学、基礎医学の最新研究３
丸山千秋『大脳の発生と進化のメカニズム』
吉種光『体内時計の分子メカニズム』
宮戸健二『生殖生物学：基本原理から臨床とのかかわり』
飯野 隆夫『未知なる微生物の分離・培養に迫る』
━
生命科学専攻の連携大学院教員である東京都医学総合研究所 丸山千秋先生、吉種光先生、国立成育医
療研究センター 宮戸健二先生、理化学研究所 飯野隆夫先生によるオムニバス講義を通じて、生命科学、
基礎医学の最新研究を理解する。
━
第１回から２回
【丸山】中枢神経系としての脳を持つ脊椎動物の中でも、哺乳類は大脳新皮質という独自の構造を持つ。
胎生期という限られた時間内に膨大数のニューロンを６層構造内に精緻に配置する大脳新皮質を作り
上げるために、哺乳類はどのような発生戦略を手に入れてきたのか？さらに霊長類、ヒトへの進化の
過程では大脳発生にどのような革命が起こったのか？最新の研究動向も交えて解説する。
第３回から４回
【吉種】地球環境には様々な周期で変動するサイクルがあり、その適応のために生物は様々な周期をカ
ウントする仕組みを獲得した。例えば、昼と夜とでダイナミック変化する日内サイクルに適応するた
め、生物は約24時間周期で自律的に振動する概日時計と呼ばれる仕組みを獲得し、遺伝子発現や生理
機能に時刻依存性が観察される。我々研究者が概日時計が24時間をカウントする仕組みを理解しよう
とする最新の知見を紹介する。さらに、老化や寿命といったもっと長い時間軸で起こる変化がどのよ
うにカウントされているのかについても議論したい。
第５回から６回
【宮戸】ヒトを含めた哺乳類の生殖のメカニズムについて、器官、組織、細胞レベルから、タンパク質
や脂質の働きについて理解する。さらに、受精・着床から共生細菌による母体環境の維持、細胞外微
粒子による細胞融合の促進、膜修復やウイルス感染制御との関連についても解説する。講義を通して、
精子や卵子の成り立ちから振る舞い、さらに胎児の発育から出産、不妊症の発症について理解するこ
とをめざす。
第７回から８回
【飯野】人類は古来より発酵技術など微生物を巧みに利用し、文明・生活を繁栄させてきた。我々人類
は現在までに10,000種もの原核生物を培養可能にしたが、それらは全原核生物のわずか１％程度であ
り、残る99％は未だ未知の微生物資源として地球上に眠っている。そのような眠れる微生物資源をい
かに培養可能とし、利用に寄与するため整備することが大きな課題である。分離・培養が困難とされ
る未知微生物種をどのように取得してきたか、実験技術の発展・最新の研究動向も交えて解説する。

━
授業外学習として、それぞれの授業終了後。レポートを課す。
━
【丸山】使用しない。必要に応じてプリントを配布する。
【吉種】使用しない。必要に応じてプリントを配布する。
【宮戸】使用しない。必要に応じてプリントを配布する
【飯野】使用しない。必要に応じてプリントを配布する。
━
授業参加態度とレポートで評価する。
━
質問があれば大学院教務委員に連絡すること。

━
開催日程は掲示板やメールを確認すること。日時を変更する場合があるので、必ず事前にkibacoを確認
すること。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
生命科学特別演習Ⅱ

�生物学英語�
R0421 ― ―

前期集中 ― ― 2

博士後期課程
生命科学特別演習Ⅱ

�生物学英語�
R0422

生命科学特別演習Ⅱ

�生物学英語�
R422

担当教員 備 考

飯島 優雅＊

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

【科学英語：聞く・話す】Speaking/Listening
━
Thiscoursewillbealistening/speakingcourseinEnglishforsciencestudents.Studentswill
practisesituationsinwhichtheymayneedtospeakEnglishinthefuture,suchaswhengiving
oralpresentationsatconferences,discussingtheirresearchwithotherscientists,attending
lectures,orwhenvisitingorworkinginlaboratoriesoverseas.Studentswillbeshownhow
theycanbecomemoreindependentandautonomouslearnersofEnglish.
━
BasicscientifictermsandexpressionsnotusuallycoveredingeneralEnglishclasseswillbe
studiedandpractised.TheclasswillbeconductedinEnglishusinganinteractiveworkshop
styleforactivelisteningandspeakingpractice.
１．IntroductiontoEnglishforSpecificPurposes
２．Professionalself-introduction
３．Numbers,Mathematicalexpressions
４．Laboratoryequipment,Tablesandgraphs
５．Dictation
６．Listeningandsummarizingsciencenewspodcast
７．Listeningandspeakingpractice:Prosody
８．Recitationandself-analysis
９．Genreanalysis:Sciencenews
10．Yoursciencenewspodcast
11．Presentationskillsandpronunciation
12．UsefulexpressionsforpresentationsandQ&A sessions
13．Howtochairanacademicsession
14．Slidesandscriptwriting
15．Oralpresentations
━
Thehomeworkwillincludepreparingslidesfororalpresentationsandpreparingtranscriptsof
spokentexts.
━
Referencebooks:
理系英語のライティング（野口ジュディー、アルク）
Judy先生の成功する理系英語プレゼンテーション（野口ジュディー・照井雅子・藤田清士著，講談社）
━
Discussion:25％
Listeningdictation:20％
Presentations:35％
Portfolio:20％
━
Viae-mail.

━
ThelecturerofthiscourseisYukaIijima.
Studentsarerequiredtobringnotebookcomputers（whichcanaccesstheInternetviaWiFi）
andearphonestoclass.StudentsshouldalsohaveaGmailaccount.

114
―128―



21

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
生命科学特別演習Ⅱ

�生物学英語�
R0423 ― ―

後期集中 ― ― 2

博士後期課程
生命科学特別演習Ⅱ

�生物学英語�
R0424

生命科学特別演習Ⅱ

�生物学英語�
R424

担当教員 備 考

中村 麗奈＊

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

【英語論文の書き方】AcademicWriting
━
Thegoalofthiscourseistoacquirethebasicknowledgeandskillsthatstudentsneedtowrite
empiricalscientificRAsandabstractsinEnglish.Thecourseisforstudentswhoarecurrently
writingorarepreparingtowriteempiricalscientificresearcharticles（RAs）foracademic
journals,abstractsforinternationalconferences,theses,and/ordissertations.
━
StudentswilllearnimportantaspectsofempiricalscientificRAsthatconsistofIntroduction,
Methods,Results,andDiscussion（IMRaD）.TheywillalsoanalyzeempiricalscientificRAs
from theirfieldsofstudyforthestructureandlanguagefeaturesofRAsinordertoprepare
them towriteRAsand/orabstractseffectivelyforpublication.Attheendofthecourse,
studentswillbewritingontheirownresearch.TheclasswillbeconductedmainlyinEnglish.
Note:FortheRA analysis,studentswillcollectandsubmitelectroniccopiesoffiveRAsthat
meetalltherequirementsbelow:
a.OriginalRAs＊＊Reviewsarenotacceptable.
b.Full-lengthRAs＊＊NOTlettersorshortcommunications
c.RAsonorrelatedtothestudents’ownresearch
d.RAspublishedinwell-respectedjournals
e.RAsthatconsistofthefollowing sections:Introduction,Methodology,Results,and
Discussion.（SincethesearetypicalnamesofsectionsthatappearinempiricalscientificRAs,
thenamesofthesectionsinyourRAsdonothavetoexactlymatchthosesectionnames.For
example,theMethodologysectionmaybelabeledas‘Methods’or‘Procedure’insomeRAs.）
Lesson1：CourseOrientation
Lesson2：BasicsofAcademicWriting,Paragraphs（1）
Lesson3：Paragraphs（2）
Lesson4：EnglishforSpecificPurposes/OCHA /PAIL
Lesson5：StructureofaResearchArticle（RA）,Introduction（1）
Lesson6：Introduction（2）
Lesson7：Methodology（1）
Lesson8：Methodology（2）
Lesson9：Corpus/Concordance
Lesson10：Results& Discussion（1）
Lesson11：Results& Discussion（2）
Lesson12：Results& Discussion（3）
Lesson13：Title/Abstract（1）
Lesson14：Abstract（2）
Lesson15：OtherTopicsinRA Writing/Review
━
Studentsareexpectedtoprepareforandrevieweachclassandworkonassignmentsaccording
totheinstructor’sdirections.
━
理系英語のライティングVer.２野口ジュディー、深山晶子、村尾純子、浅野元子 著（発行：株式会社
アルク）
━
Classwork/activeclassparticipation:30％
Shortwritingandotherassignments:40％
Finalwritingassignment:30％
━
Bye-mail.

━
ThelecturerforthiscourseisReinaNakamura.
StudentsareexpectedtohavetheirownGmailaccountsforfilesharingpurposes.
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
生命科学特別演習Ⅱ

�生物学英語コミュニケーション�
R0425 ― ―

前期 月 4 2

博士後期課程
生命科学特別演習Ⅱ

�生物学英語コミュニケーション�
R0426

生命科学特別演習Ⅱ

�生物学英語コミュニケーション�
R426

担当教員 備 考

エリザベス ジエリンスカ＊

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

【NatureTalkⅠ】
━
Outline:
Thisclassaimstofocusontopicsselectedbythestudentsandrelevanttotheirresearch
programs.Thefacilitatorwillencourageparticipantstoreflect,restate,rephrase,summarize,
question,interpret,emphasizeandconfrontthetopicsandissues.Shewillalsoexplainthe
relevantgrammaticalissues.
━
Thefocusoftheweek,anarticlefrom ascientificjournal,willbeselectedbyavolunteer
studentanddeliveredtotheparticipants（e-mail,Kibaco,printout）.Thefinalwritten（open
book）exam willconcludetheclassesattheendofthesemester.Thetestmightbeconducted
online.
１．Introduction;selectionofarticlesdealingwith:
２．Biologyoflivingorganisms-theirstructure,activities,distribution,space,andtime.
３．Biochemistry-theapplicationofchemistrytostudybiologicalprocessesatthecellularand
molecularlevels.
４．Biodiversity-talkingaboutdifferentkindsoflifefoundinonearea,e.g.,animals,plants,
fungi,andmicroorganisms.
５．CellBiology-thestudyofcellstructureandfunction.
６．DevelopmentalBiology-anexplorationoftheprocessbywhichanimalsandplantsgrow
anddevelop.
７．Ecology-wewilltrytounderstandthevitalconnectionsbetweenplants,animals,andthe
worldaroundthem.
８．EvolutionaryBiology-analysisoftheevolutionaryprocessesandpatterns,especially
concerningthediversityoforganismsandhowtheychangeovertime.
９．Genetics-wewillseektounderstandthepatternsofinheritanceofspecifictraitsrelating
togenesandgeneticinformation.
10．GeneScience-researchdealingwithunderstandingfundamentalunitsofheredity.
11．GenomeScience-looking intothescienceofan organism’scompletesetofgenetic
information.
12．MolecularBiology-thestudyofthemolecularbasisofbiologicalactivity.
13．Neuroscience-focusingonthebrainanditsimpactonbehaviorandcognitivefunctions.
14．Taxonomy-how canwename,describeandclassifyorganismsthatincludealltheworl
d’splants,animals,andmicroorganisms?
15．Q& A,asummaryofthecourse.
━
Articlereading（s）is（are）scheduledashomeworkeveryweekoftheclass.
━
Printswillbegivenifneeded.
━
Assessment:
Minitestsandclasscontribution（10％）,endsemesterexam（90％）.
━
ThelecturerofthiscourseisMs.ElizabethZielinska（elietutmu＠tmu.ac.jp）.Youcancontact
thelecturerbye-mail.
━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
生命科学特別演習Ⅱ

�生物学英語コミュニケーション�
R0427 ― ―

後期 月 3 2

博士後期課程
生命科学特別演習Ⅱ

�生物学英語コミュニケーション�
R0428

生命科学特別演習Ⅱ

�生物学英語コミュニケーション�
R428

担当教員 備 考

エリザベス ジエリンスカ＊

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

【HowtocreateaPersuasivePresentation】
━
Outline:
FearofPublicSpeakinginEnglishcansometimesbequiteoverpowering.Thisclassaimsto
helpyoucommunicatebetterwithfellowresearchersandstudentsbyreducingnervousnessso
thatotherEnglishspeakerscanbetterperceiveandunderstandyou.Atthesametime,wewill
workonpronunciation-tosmooththedeliveryprocessandcontent-tomakethepresentation
meaningfulandpersuasive.Finally,theparticipantswillcreateanddeliverfinaldynamic
presentations.
Asafacilitator,Ihopeyouwillenjoythecontent,havefun,andlearnalot.Ilookforward
toyourattendance.Incaseofanemergency,classeswillbeconductedonlineusingZoom.
━
Content:
１．Howtostartyourpresentation?
２．Body,posture,andpersonalspace.Tellingstories（homework）.
３．EffectivePresentations-requiredelements.
４．Languageusedinpresentations/vowelsandintonation.Astorywithatwist（homework）.
５．Dealingwithquestions-emphases,rhythm,andstressinspeaking.
６．Bodylanguage“Fakeittillyoumakeit.”Introducingthetopicofyourresearch（homework）.
７．Sixprinciplesofagoodpresentation.
８．Onlinepresentations-whatto do and whatnotto do.Presenting an experiment
（homework/online）.
９．Dressforpresentations.
10．PechaKucha（20X20）and 3MT -how totimeyourdelivery.Why isyourresearch
important?（homework）.

11．PosterpresentationsatTMU andelsewhere.Theory.
12．Posterpresentations-practice.
13．Preparingaconcisepresentationonthetopicofyourresearch20min.delivery.（homework）
14．Repeating,recapping,rephrasing,andactivelistening.Beingpersuasive.
15．Summaryandconclusions.
━
Somehomework/short,3to5-slidepresentations（seeabove）willberequired.
━
HandoutswillbeuploadedtoKibaco,ifnecessary.
━
Assessment:
Weeklypresentations（50％）,finalpresentation（50％）.
━
ThelecturerofthiscourseisMs.ElizabethZielinska（elietutmu＠tmu.ac.jp）.Youcancontact
thelecturerbye-mail.
━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
生命科学特別演習Ⅱ

�生物学英語コミュニケーション�
R0429 ― ―

後期 月 4 2

博士後期課程
生命科学特別演習Ⅱ

�生物学英語コミュニケーション�
R0430

生命科学特別演習Ⅱ

�生物学英語コミュニケーション�
R430

担当教員 備 考

エリザベス ジエリンスカ＊

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

【NatureTalkⅡ】
━
Outline:
Thisclassaimstofocusontopicsselectedbythestudentsandrelevanttotheirresearch
programs.Thefacilitatorwillencourageparticipantstoreflect,restate,rephrase,summarize,
question,interpret,emphasizeandconfrontthetopicsandissues.Shewillalsoexplainthe
relevantgrammaticalissues.
━
Thefocusoftheweek,anarticlefrom ascientificjournal,willbeselectedbyavolunteer
studentanddeliveredtotheparticipants（e-mail,Kibaco,printout）.Thefinalwritten（open
book）exam willconcludetheclassesattheendofthesemester.Thetestmightbeconducted
online.
１．Introduction;selectionofarticlesdealingwith:
２．Biologyoflivingorganisms-theirstructure,activities,distribution,space,andtime.
３．Biochemistry-theapplicationofchemistrytostudybiologicalprocessesatthecellularand
molecularlevels.
４．Biodiversity-talkingaboutdifferentkindsoflifefoundinonearea,e.g.,animals,plants,
fungi,andmicroorganisms.
５．CellBiology-thestudyofcellstructureandfunction.
６．DevelopmentalBiology-anexplorationoftheprocessbywhichanimalsandplantsgrow
anddevelop.
７．Ecology-wewilltrytounderstandthevitalconnectionsbetweenplants,animals,andthe
worldaroundthem.
８．EvolutionaryBiology-analysisoftheevolutionaryprocessesandpatterns,especially
concerningthediversityoforganismsandhowtheychangeovertime.
９．Genetics-wewillseektounderstandthepatternsofinheritanceofspecifictraitsrelating
togenesandgeneticinformation.
10．GeneScience-researchdealingwithunderstandingfundamentalunitsofheredity.
11．GenomeScience-looking intothescienceofan organism’scompletesetofgenetic
information.
12．MolecularBiology-thestudyofthemolecularbasisofbiologicalactivity.
13．Neuroscience-focusingonthebrainanditsimpactonbehaviorandcognitivefunctions.
14．Taxonomy-how canwename,describeandclassifyorganismsthatincludealltheworld’s
plants,animals,andmicroorganisms?

15．Q& A,asummaryofthecourse.
━
Articlereading（s）is（are）scheduledashomeworkeveryweekoftheclass.
━
Printswillbegivenifneeded.
━
Assessment:
Minitestsandclasscontribution（10％）,endsemesterexam（90％）.
━
ThelecturerofthiscourseisMs.ElizabethZielinska（elietutmu＠tmu.ac.jp）.Youcancontact
thelecturerbye-mail.
━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
生命科学特別演習Ⅰ

�研究発表�
R0433 ― ―

後前期 金 2 1

博士後期課程
生命科学特別演習Ⅰ

�研究発表�
R0434

生命科学特別演習Ⅰ

�研究発表�
R434

担当教員 備 考

安藤 香奈絵、A.Cronin、
A.Weitemier

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

CourseTitle:‘SpecialcourseinBiologyⅠ（Researchpresentation）’
Duringgraduatetraining,itisanticipatedthatstudentswillmakenew researchdiscoveries.
Theabilitytoeffectivelycommunicateresearchfindingstoabroadaudiencecanenhancethe
placementofstudentstoward productivepositionswithin theirresearch community.The
purposeofthiscourseistotrainandsupportTMUgraduatestudentsinthepreparationand
deliveryoforalpresentations.
━
Coursegoal:
Attheendofthecourse,studentswillbeabletoeffectivelysharetheirresearchthrough
conference-stylepresentations（15mintalk）andwithina3-minute‘elevatorpitch’.Students
willalsoshareandpeer-reviewtheirpresentationswithstudentsatpartneruniversitiesabroad
viaCollaborativeOnlineInternationalLearning（COIL）.
━
Format:Didacticlecture& studentpresentation
Tentativeschedule:
Ⅰ．Conferencestyle
１．Introductiontopresentation
２．Lecture（presentationslides）
３．Lecture（presentationdelivery）
４．Preparepresentation& rehearsal
５．Conference-stylepresentation（studentsplayrolesofspeakers,chairs,referees）
Ⅱ．3-mintalk
６．Lecture（3-mintalk）
７．ExchangetalksviaCOIL
８．ExchangetalksviaCOIL
━
[Outofclassactivityrequirement]Studentswillhavetoworkontheirpresentationsand
commentonothers.
━
TextbookandRequiredSupplies:
ScienceResearchWriting:ForNativeAndNon-nativeSpeakersOfEnglish（secondEdition）
ISBN:978-1786347848
Handoutwillbedistributedintheclass.
━
Assessment:Classparticipation& presentation100％.
━
EmailtoKanaeAndo（k_ando＠tmu.ac.jp）,Adam Cronin（adam-l＠tmu.ac.jp）and Adam
Weitemier（aweitem＠tmu.ac.jp）.
━
ThiscourseincludesCOIL（collaborativeonlineinternationallearning）with classesfrom
partneruniversities.
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
生命科学特別演習Ⅰ

�コンピュータ活用 基礎編�
R0439 ― ―

前期集中 ― ― 1

博士後期課程
生命科学特別演習Ⅰ

�コンピュータ活用 基礎編�
R0440

生命科学特別演習Ⅰ

�コンピュータ活用 基礎編�
R440

担当教員 備 考

田村 浩一郎、野澤 昌文 １日目については、新入生は履修申請の有無にかかわらず参加を奨励します。

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

生命科学専攻において研究を行う上で必要となるネットワークや情報システムを紹介する。また、近年
急速に発展しつつある大規模シーケンシングのデータ解析の基礎を学ぶ。この演習は２日間の集中講義
形式で行う。
第１回：４月12日（水）２－５限（４回分）８号館287室
第２回：４月19日（水）２－５限（４回分）８号館287室
※火災からの復旧状況によっては別の教室で行う可能性もあるので注意すること
・初回（第１日目）は、生命科学専攻フォーラム、TMUNER、図書情報システムなど、本学の情報処
理システムの使い方を実習するので、新入生は履修申請者以外の参加も奨励する。
・授業開始日までに、本学の情報処理システム（TMUNER）を利用するためのユーザーIDとパスワー
ドを確認しておくこと。
━
・道具としてのコンピュータ活用法
・コンピュータを利用する上でのインターネットリソース、ソフトウェアやセキュリテイーに関する基
礎知識
・バイオインフォマティクスとそのためのコンピュータ活用の基礎的情報
━
本演習では、初心者を対象に、バイオインフォマティクスとそのためのコンピュータ活用の初歩を紹介
し、実際に演習を行う。８回（８コマ）で予定している内容は以下のとおりである。
・生命科学専攻内におけるコンピュータとネットワーク（BioForum）の活用
・学内ネットワーク（TMUNER、CAMPUSSQUARE）と図書情報センターの活用
・次世代シーケンスデータ解析の基礎
※災害等により本演習を予定通りに実施できない場合には、開催の日時・場所・演習内容を変更するこ
とがある。その場合は「生命科学専攻情報フォーラム」（https://forum.biol.se.tmu.ac.jp/）または
E-mailにより通知する。生命科学専攻情報フォーラムや本学のE-mailの使い方が分からない受講生
は田村（ktamura＠tmu.ac.jp）までメールで問い合わせること。

━
・あらかじめTMUNERへログオンし、ユーザーIDとパスワードを確認しておく。
・演習内容の復習と課題への取り組みを行う。
━
【参考URL】
東京都立大学 情報処理システム（TMUNER）
http://www.comp.tmu.ac.jp/tmuner/
生命科学専攻情報フォーラム（BioForum）
https://forum.biol.se.tmu.ac.jp/
東京都立大学図書館
http://www.lib.tmu.ac.jp/
━
授業態度（50％）とレポート（50％）により評価する。
━
質問がある場合は随時受け付けるので、E-mailで田村（ktamura[at]tmu.ac.jp）
または野澤（manozawa[at]tmu.ac.jp）まで問い合わせること。
━
【関連科目】
生命科学特別演習Ⅰ（コンピュータ活用 応用編）、生態学特論（生物系のためのＲプログラミング入門）、
生命科学特論（生物系のためのＲを用いた基礎統計解析）
StudentscantakethiscourseinEnglish.ThosewhowishtotakethecourseinEnglishshould
contactthelecturersinadvance.

120
―134―



27

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程
生命科学特別演習Ⅰ

�コンピュータ活用 応用編�
R0441 ― ―

前後期 金 1 1

博士後期課程
生命科学特別演習Ⅰ

�コンピュータ活用 応用編�
R0442

生命科学特別演習Ⅰ

�コンピュータ活用 応用編�
R442

担当教員 備 考

福田 公子、淺田 明子、高鳥 直士

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

【コンピュータ活用 応用編】
・この授業は前期後半に開講する。前期前半に開講される「コンピュータ活用 基礎編」を履修済みで
あることを受講の前提とする。
・受講者は、パソコンの基本的な操作法やワープロやエクセルなど汎用ソフトの操作法に習熟しており、
また学部レベルの基礎的な統計学の知識を有していることが望ましい。
━
・生物学や生命科学の研究現場におけるコンピュータ活用法
・プログラミングの基礎と実例の習得
・画像データの基本構造の理解とその解析・表現法の習得
・バイオインフォマティクスの有用性・必要性の理解
━
コンピューターの処理速度向上に伴い、研究の現場で求められるデータ解析のレベルも変化しており、
以前は許容されていた手法が受理されないことも多くなっている。本演習では、生物学や生命科学の研
究によく使われるソフトウェアを紹介し、Excelでは対応できない高度なデータ解析と統計処理を実際
に演習する。予定している内容は以下のとおりである。
第１回から第３回（高鳥） ImageJを使った画像解析：顕微鏡編
第４回から第５回（浅田） ImageJを使った画像解析：電気泳動ゲル編
第６回から第８回（福田） PowerPointを使った研究発表の実践技術
━
授業外学習：
ImageJを使った画像解析については、前回の授業範囲を復習し、専門用語の意味等を理解すること。
PowerPointを使った研究発表の実践技術については、自分の研究紹介のパワーポイントを作成、提出
する。
━
適宜、資料等を配布する。
━
授業参加（50％）とレポート等の提出物（50％）により評価する。
━
オフィスアワーは特に設定しないが、教員へのメールtakatori-naohito1＠tmu.ac.jp（高鳥），
a7203ki＠tmu.ac.jp（浅田），kokko＠tmu.ac.jp（福田）で個別に時間、場所を設定する。
━
【関連科目】生態学特論（生物系のためのＲプログラミング入門）
この授業はCOVID-19への対応としてオンラインで提供される可能性があります。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学特別演習Ⅰ R0431 ― ―
前期集中 ― ― 1

博士後期課程 生命科学特別演習Ⅰ R0432 生命科学特別演習Ⅰ R432

担当教員 備 考

加藤 潤一 高等学校教員など、高校教育に関心のある受講生を主な対象とした授業

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

大腸菌を用いた分子生物学の基礎的な実験法を習得する。
開講日：８月２日、３日 教室：８号館287室
━
大腸菌の高温感受性変異株を用いた実験により、分子生物学の基本的な研究方法、研究技術を理解、習得する。

━
・大腸菌の生育の解析
・大腸菌高温感受性変異株の生育と表現型の解析
・プラスミドDNAの制限酵素解析
・大腸菌へのプラスミドDNAの導入
・大腸菌高温感受性変異株へのプラスミドDNAの導入と表現型
・サンガー法による塩基配列解析
・塩基配列解析による変異の同定
・実験結果のまとめと検討
━
実習後の復習と必要である。
━
適宜プリントを配布する。
━
出欠およびレポートにより評価する。
━
オフィスアワーは特に設定しないが、質問は随時受付けるので、メールでアポイントメントをとること。

━
高等学校生物教員再教育を主な目的とした講座であるが、教員を目指す大学院生も受講できる。その際には調
整担当教員（福田）kokko＠tmu.ac.jpにあらかじめ相談すること。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学特別演習Ⅰ R0361 ― ―
前期集中 ― ― 1

博士後期課程 生命科学特別演習Ⅰ R0362 生命科学特別演習Ⅰ R362

担当教員 備 考

安藤 香奈絵、斎藤 太郎 高等学校教員など、高校教育に関心のある受講生を主な対象とした授業

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

タンパク質は生命現象を担う生体分子である。タンパク質の生化学的な解析は、生命現象を理解する上で欠か
せない技術である。タンパク質は細胞内で化学的に修飾されて、その機能が調節されている。リン酸化は最も
よく知られたタンパク質の化学修飾である。アルツハイマー病の脳神経細胞では、タウタンパク質が異常リン
酸化されて蓄積している。本実習では、マウス脳から調製した培養神経細胞を用いて、人為的にタウタンパク
質の異常リン酸化を誘導し、そのリン酸化の変化を免疫化学的方法によって解析する。
開講日：８月15日、16日 教室：８号館287室
━
細胞内タンパク質の生化学的な解析方法について基本的な知識および技術を習得する。具体的には、培養細胞
の基本的扱い方、細胞からのタンパク質抽出方法、ウェスタンブロッティングによるタンパク質と、そのリン
酸化の検出、蛍光イメージング装置による解析を行う。
━
少人数のグループに分かれ、以下の内容を１日目・２日目を通して協働して取り組む。また、本実習に関連す
る技術や神経変性疾患およびその解明を目的とした研究に関する講義も適宜提供する。
・培養細胞の薬剤処理、細胞からのタンパク質の抽出（３時限分）
・SDSポリアクリルアミド電気泳動によるタンパク質の分離と、合成樹脂膜上への転写・固定化（２時限分）
・特異的抗体を用いたタンパク質とそのリン酸化の免疫化学的検出、蛍光イメージング装置による解析（３時
限分）
━
レポートの作成・提出
━
実習テキストを配布する。
━
授業参加度（40％）とレポート（60％）により評価する。レポート提出は必須。
━
オフィスアワーは特に設定しないが、質問があれば、メールで連絡すること。
斎藤（tasaito＠tmu.ac.jp）
━
高等学校生物教員再教育を主な目的とした講座であるが、教員を目指す大学院生も受講できる。その際には調
整担当教員（福田）kokko＠tmu.ac.jpにあらかじめ相談すること。
実習室復旧工事の影響により、開催日時・場所・実習内容を変更することがある。その場合は生命科学科連絡
掲示板及びkibacoを通じて周知する。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 企画経営演習１ R0443 ― ―
前期 火 2 1

博士後期課程 企画経営演習１ R0444 企画経営演習１ R444

担当教員 備 考

春田 伸、各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

（Coursedescription）
【企画経営演習】PlanningandManagementPracticum
学生の自発的な活動を援助し、それらの活動の中で研究や仕事をする上での基礎的な力の自主的育成を
めざす。
Thiscoursewillsupportthevoluntaryandspontaneousactivitiesbystudents.
Throughtheactivitiesrelatedtobiologicalsciences,thecoursewillenhancethedevelopmentof
basicskillsin research and business.（Examples:outreach activity,planning ofresearch
meetings）
━
（Courseobjectives）
大学院生が「企画力」「実行力」「評価力」を身につけて、創造的な研究力を強化し、研究者・開発企画
者・教育者・経営管理者として社会の様々な分野で活躍できるようにすることを将来的な目的とした演
習である。
Thiscourseaimstohelpstudentsacquire‘theabilitytoplan,implement,andevaluate’necessary
toconductresearchcreatively.Thecoursealsoaimstoenablestudentstobeactivelyinvolvedin
variousfieldsasprofessionalresearchers,developmentplanners,educators,andmanagers,andso
oninthefuture.
━
以下のような諸企画を受講学生が企画し、学生相互で助言・評価を行った上で実施する。実施結果につ
いて自己評価・相互評価を行い、次の新たな企画の改善に繋げる。
・アウトリーチ活動 出張講義・実験等
・アウトリーチ活動 Webコンテンツ・パンフレット制作等
・大学生・大学院生向け研究紹介
・大学生・大学院生向け学習指導・相談
・研究集会の企画・実施
・研究セミナーの企画・実施
・その他、研究・実験に関するイベントの企画・実施
・その他、生命科学に関係し、自己の研究力強化につながる企画
グループでの企画・評価活動を、演習の一環として行う。必要に応じて、教員が支援する。
企画の実施に必要な費用についても、援助する場合がある。
Studentstaketheinitiativein planning and implementing thefollowing projectswhile
mutuallyevaluatingeachother’swork.Theresultsoftheprojectwillbeself-andmutually
assessedforthenextnewproject.
・Outreachactivities,includingvisitinglectures/experimentsandproductionofwebcontent/
brochures.
・Research introduction and study guidance/consultation forundergraduateand graduate
students

・Organizingresearchmeetings
・Otherprojectstoenhancelifescienceresearch
Studentsareexpected towork in groups,with assistancefrom thelecturersasneeded.
Financialsupportforprojectimplementationmaybeavailable.
━
企画書の作成および報告書のとりまとめへ向けて、十分な授業外学習が必要である。
Out-of-classlearningisnecessaryforpreparingproposals/reports.
━
（Reference）
過去の学生の報告書を http://www.biol.se.tmu.ac.jp/impgrad/outreach.htmlやその周辺ページで読
むことができる。
Pastreportscanbeavailableathttps://www.biol.se.tmu.ac.jp/impgrad/outreach.html.
━
企画書の内容および報告書の内容を中心に評価する。状況に応じて、担当教員が企画の実施を視察し、
評価項目に加える。
Evaluationwillbebasedontheproposalandreport.Theprogressoftheprojectmayalsobe
subjecttoevaluation.
━
質問・相談は、電子メール・面談とも随時受け付ける。
Questionsandconsultationswillbeacceptedatanytime,bothbye-mailandinperson.
Contact:ShinHaruta（sharuta＠tmu.ac.jp）Bldg.8,Room 434
━
生命科学専攻のすべての大学院生の参加を期待する。
AllgraduatestudentsintheDepartmentofBiologicalSciencesareexpectedtoparticipate.
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 企画経営演習２ R0445 ― ―
後期 火 2 1

博士後期課程 企画経営演習２ R0446 企画経営演習２ R446

担当教員 備 考

春田 伸、各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

（Coursedescription）
【企画経営演習】PlanningandManagementPracticum
学生の自発的な活動を援助し、それらの活動の中で研究や仕事をする上での基礎的な力の自主的育成を
めざす。
Thiscoursewillsupportthevoluntaryandspontaneousactivitiesbystudents.
Throughtheactivitiesrelatedtobiologicalsciences,thecoursewillenhancethedevelopmentof
basicskillsin research and business.（Examples:outreach activity,planning ofresearch
meetings）
━
（Courseobjectives）
大学院生が「企画力」「実行力」「評価力」を身につけて、創造的な研究力を強化し、研究者・開発企画
者・教育者・経営管理者として社会の様々な分野で活躍できるようにすることを将来的な目的とした演
習である。
Thiscourseaimstohelpstudentsacquire‘theabilitytoplan,implement,andevaluate’necessary
toconductresearchcreatively.Thecoursealsoaimstoenablestudentstobeactivelyinvolvedin
variousfieldsasprofessionalresearchers,developmentplanners,educators,andmanagers,andso
oninthefuture.
━
以下のような諸企画を受講学生が企画し、学生相互で助言・評価を行った上で実施する。実施結果につ
いて自己評価・相互評価を行い、次の新たな企画の改善に繋げる。
・アウトリーチ活動 出張講義・実験等
・アウトリーチ活動 Webコンテンツ・パンフレット制作等
・大学生・大学院生向け研究紹介
・大学生・大学院生向け学習指導・相談
・研究集会の企画・実施
・研究セミナーの企画・実施
・その他、研究・実験に関するイベントの企画・実施
・その他、生命科学に関係し、自己の研究力強化につながる企画
グループでの企画・評価活動を、演習の一環として行う。必要に応じて、教員が支援する。
企画の実施に必要な費用についても、援助する場合がある。
Studentstaketheinitiativein planning and implementing thefollowing projectswhile
mutuallyevaluatingeachother’swork.Theresultsoftheprojectwillbeself-andmutually
assessedforthenextnewproject.
・Outreachactivities,includingvisitinglectures/experimentsandproductionofwebcontent/
brochures.
・Research introduction and study guidance/consultation forundergraduateand graduate
students

・Organizingresearchmeetings
・Otherprojectstoenhancelifescienceresearch
Studentsareexpected towork in groups,with assistancefrom thelecturersasneeded.
Financialsupportforprojectimplementationmaybeavailable.
━
企画書の作成および報告書のとりまとめへ向けて、十分な授業外学習が必要である。
Out-of-classlearningisnecessaryforpreparingproposals/reports.
━
（Reference）
過去の学生の報告書を http://www.biol.se.tmu.ac.jp/impgrad/outreach.htmlやその周辺ページで読
むことができる。
Pastreportscanbeavailableathttps://www.biol.se.tmu.ac.jp/impgrad/outreach.html.
━
企画書の内容および報告書の内容を中心に評価する。状況に応じて、担当教員が企画の実施を視察し、
評価項目に加える。
Evaluationwillbebasedontheproposalandreport.Theprogressoftheprojectmayalsobe
subjecttoevaluation.
━
質問・相談は、電子メール・面談とも随時受け付ける。
Questionsandconsultationswillbeacceptedatanytime,bothbye-mailandinperson.
Contact:ShinHaruta（sharuta＠tmu.ac.jp）Bldg.8,Room 434
━
生命科学専攻のすべての大学院生の参加を期待する。
AllgraduatestudentsintheDepartmentofBiologicalSciencesareexpectedtoparticipate.
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32

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 国際実践演習１ R0447 ― ―
前期 火 3 1

博士後期課程 国際実践演習１ R0448 国際実践演習１ R448

担当教員 備 考

福田 公子、高橋 文、各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

国際的指導力をつける演習
exerciseforinternationalleadership
━
生物学の研究に関する討論ができる英語力、国際的な生物学研究の指導力を身につける
To acquireEnglish ability to discussbiologicalresearch and leadership in international
biologicalresearch
━
国際指導力をつけるために、自主的に弱点を克服し、力を伸ばすようなコースを自分で作り、それを受
講する。海外のラボへの長期訪問や、海外若手研究者の招聘、国際シンポジウムの開催などを含む。
授業時間にとらわれず、統合的に30時間以上の学習となる。
Studentsplaneventsandlecturesbythemselvesinordertoacquireinternationalleadership,
andtakethem.Itincludeslongterm visitstooverseaslaboratories,invitationofoverseas
youngresearchers,andholdingofinternationalsymposiums.
Theintegratedstudyperiodisover30hoursregardlessofclasshours.
海外への渡航や在外研究者の招聘がが困難な状況の場合には、インターネットを使ったイベントの提案
を受け付ける。
Inthecasethatitisdifficulttogoabroadandtoinviteoverseasresearchers,theproposalof
theeventusingtheInternetisaccepted.
授業例
第１～２回 ソウル市立大学との交流事業の立案
第３～７回 ソウル市立大学との交流事業
第８回 ソウル市立大学との交流事業のまとめ
━
多くの活動は授業時間外に行う。
Manyactivitiesareconductedoutsideclasshours.
━
常用のテキストは存在しないが、必要に応じて紹介する。
Therearenoregulartexts,buttheyareprovidedonrequest.
━
活動報告書で評価する
Evaluateintheactivityreport.
━
オフィスアワーは特別に設定しないが、kokko＠tmu.ac.jpへのメールで個別に対応、時間設定を行う。
Studentcancontactthelecturerbye-mail（kokko＠tmu.ac.jp）.
━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 国際実践演習２ R0449 ― ―
後期 火 3 1

博士後期課程 国際実践演習２ R0450 国際実践演習２ R450

担当教員 備 考

福田 公子、高橋 文、各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

国際的指導力をつける演習
exerciseforinternationalleadership
━
生物学の研究に関する討論ができる英語力、国際的な生物学研究の指導力を身につける
To acquireEnglish ability to discussbiologicalresearch and leadership in international
biologicalresearch
━
国際指導力をつけるために、自主的に弱点を克服し、力を伸ばすようなコースを自分で作り、それを受
講する。海外のラボへの長期訪問や、海外若手研究者の招聘、国際シンポジウムの開催などを含む。
授業時間にとらわれず、統合的に30時間以上の学習となる。
Studentsplaneventsandlecturesbythemselvesinordertoacquireinternationalleadership,
andtakethem.Itincludeslongterm visitstooverseaslaboratories,invitationofoverseas
youngresearchers,andholdingofinternationalsymposiums.
Theintegratedstudyperiodisover30hoursregardlessofclasshours.
海外への渡航や在外研究者の招聘がが困難な状況の場合には、インターネットを使ったイベントの提案
を受け付ける。
Inthecasethatitisdifficulttogoabroadandtoinviteoverseasresearchers,theproposalof
theeventusingtheInternetisaccepted.
授業例
第１～２回 ソウル市立大学との交流事業の立案
第３～７回 ソウル市立大学との交流事業
第８回 ソウル市立大学との交流事業のまとめ
━
多くの活動は授業時間外に行う。
Manyactivitiesareconductedoutsideclasshours.
━
常用のテキストは存在しないが、必要に応じて紹介する。
Therearenoregulartexts,buttheyareprovidedonrequest.
━
活動報告書で評価する
Evaluateintheactivityreport.
━
オフィスアワーは特別に設定しないが、kokko＠tmu.ac.jpへのメールで個別に対応、時間設定を行う。
Studentcancontactthelecturerbye-mail（kokko＠tmu.ac.jp）.
━
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 研究評価演習１ R0451 ― ―
前期 水 1 1

博士後期課程 研究評価演習１ R0452 研究評価演習１ R452

担当教員 備 考

鈴木 準一郎、各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

【研究評価演習１～研究の計画書・申請書の評価】
他人の書いた複数の申請書、報告書を批判的に読むことを通じて、より良い研究計画の立案や申請書の
作成の方法を学ぶ。また、論理的に批判する技術やそれを伝える技術を演習から学ぶ。
━
この演習を通じて、自発的学習能力、論理的思考力、コミュニケーション能力を涵養する。

━
研究計画報告書、研究報告書あるいは日本学術振興会特別研究員の申請用紙など用いて、今後の在学期
間の研究計画を作成し、その内容を発表し、相互に批判する。その後、申請を改訂し、相互にレフェリー
となり、自分以外の申請書を評価する。さらに申請者に対し、その評価結果を理由とともに説明する。
相互評価の結果を集計し、評価者間で議論をし、申請書の順位を付ける。やむを得ない事情で欠席する
場合は、必ず事前に鈴木（準）まで連絡すること。
covid-19流行の状況によっては、演習の形態が変更される可能性がある。さらに、学会開催がオンライ
ン化された場合には、旅費の交付は行わない。
本演習で扱う内容は
１ 研究における評価とは
２ 情報伝達の原理と演習
３ 情報伝達の基本と演習
４ アカデミックライティング
５ 文章表現の注意点
６ 評価における注目点
７ 相互評価の実施
８ 相互評価に基づく改訂の意義
の８項目である。
━
研究計画報告書、研究報告書あるいは日本学術振興会特別研究員の申請書の作成と改訂を授業外学習と
して行う。そのため、少なくとも1.5時間程度の予習（作成）と復習（改訂）が必要である。
━
『理科系の作文技術』木下是雄（1981）中央公論新社（中公新書（624））を事前に一読することを強く
勧める。
━
ミニレポートと受講者間で相互評価した申請書の評価を参考に発言などの貢献度を加味して評価する。
━
質問があれば、鈴木にメール（jsuzuki＠tmu.ac.jp）してください。

━
作成する報告書や申請書は、１）学術振興会特別研究員申請書、２）研究報告書、３）研究計画報告書、
４）民間の研究助成申請書、の種類とする。様式の入手方法などについてはkibacoで連絡する。なお、
１と４の様式では、一定の基準に達したと評価された申請には、教員による検討・審査をへて研究発表
旅費を交付する可能性がある。研究旅費の交付を希望する場合は、演習への参加と特別研究員あるいは
民間研究助成への申請が条件となる。
StudentscantakethiscourseinEnglish.ThosewhowishtotakethecourseinEnglishshould
contacttheclasslecturers.
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 研究評価演習２ R0453 ― ―
後期 水 1 1

博士後期課程 研究評価演習２ R0454 研究評価演習２ R454

担当教員 備 考

鈴木 準一郎、各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

【研究評価演習２～研究発表の評価】
他人の研究発表の評価を通じて、より分かりやすい発表とは何かを理解し、自らの発表能力を向上させ
る。
━
この演習を通じて、自発的学習能力、論理的思考力、コミュニケーション能力を涵養する。

━
学会あるいは研究発表会等に聴衆として参加し、複数の発表を聞き、その内容を評価する。その結果を
評価の根拠とともにレポートとしてまとめる。なお、評価のポイントとして本演習では、以下の８項目
を取り扱う。
１ タイトルについて タイトルは最も短い要旨
２ 序論について－1研究の目的とゴール
３ 序論について－2研究の位置づけ
４ 材料と方法について 実施した実験・調査・データ解析の説明
５ 結果について－1実験・調査から得られた結果の記載
６ 結果について－2得られた結果の図表表現と言語化
７ 議論について－1目的と関連づけた結果の評価
８ 議論について－2先行研究と比較した結果の評価
━
ガイダンスは、kibacoで実施しする。学位論文発表会などに参加し、授業外に評価レポートを作成し提
出する。
━
授業で必要な資料はkibacoを通じて配付する。
参考書；『理科系の作文技術』木下是雄（1981）中央公論新社（中公新書624）
━
提出された学会・発表会の評価レポートにより、成績評価する。
━
質問があれば、メール（jsuzuki＠tmu.ac.jp）で連絡してください。

━
実施時期については、メールやkibacoで連絡する。
StudentscantakethiscourseinEnglish.ThosewhowishtotakethecourseinEnglishshould
contacttheclasslecturers.
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学放射線実習 R0455 ― ―
前期集中 ― ― 1

博士後期課程 生命科学放射線実習 R0456 生命科学放射線実習 R456

担当教員 備 考

斎藤 太郎、岡本 龍史、朝野 維起

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

非密封の放射性同位元素を新たに研究に利用しようとする大学院生を対象に、生物学の実験において放射性標
識化合物を安全に取り扱うための基礎的技術を習得させる。放射線業務従事者としての認定を受けた者のみを
対象とするので、留意のこと。
━
生物学の実験において放射性標識化合物（非密封の放射性同位元素）を安全に取り扱うための基礎的技術を習
得する。

━
５月下旬または６月初旬に３日間（２限から４限まで）集中方式で、以下の実習項目を実施する予定である。
１．非密封放射性同位元素の安全取扱いの基礎技術
２．放射性標識化合物によるトレーサー実験の基本
３．35Ｓを用いた、タンパク質生合成の解析（イメージングアナライザーによる解析を含む）
４．32Ｐを用いた、タンパク質リン酸化反応の解析（シンチレーションカウンターによる測定を含む）
災害等により本実習を予定通りに実施できない場合には、開催の日時・場所・実習内容（実習に用いる材料や
設備など）を変更することがある。その場合は生命科学科のホームページもしくはe-mailにより周知する。
━
毎回の講義・実験手法等に対して、復習が必要である。
━
テキスト・資料を配付する。
━
授業参加、実験態度、レポートなどにより評価する。
━
メールにて随時受け付ける。
tasaito＠tmu.ac.jp
asano-tsunaki＠tmu.ac.jp
okamoto-takashi＠tmu.ac.jp
━
放射線業務従事者としての認定を受けた者のみを対象とする。安全性を確保するため履修人数を制限する場合
があるが、その際は放射性同位元素の使用計画が明らかな初心者を優先する。掲示に従ってあらかじめ履修希
望を申し出ること。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学学外体験実習１、２ ― ― ―
随時 ― ―

1又
は2博士後期課程 生命科学学外体験実習１、２ ― 生命科学学外体験実習１、２ ―

担当教員 備 考

各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

大学外での体験学習
━
企業、官庁、各種団体等など学外での自主的な就業体験、活動体験、実習体験を奨励し、一定の要件を満たせ
ば単位を認定するものである。受け入れ先は、学生が自分で見つける。生物学に関連する実習体験で、おおむ
ね30時間以上の実施があり、受け入れ先の承諾が得られる必要がある。その他、許可の要件がいくつかあるの
で、履修希望者は、教務委員に相談すること。
━
学生の申し出により新規開講科目として開講するので、学期当初の履修申請はできない。実施開始日より６週
間以上前に、教務委員に申し出て予備申請をすること。予備申請が認められた後の履修申請は、新規開講科目
として行う。
履修学年に関する制限はない。また、内容が異なれば重複履修が可能である。

授業例
第１回 イントロダクション
第２～７回 様々な活動
第８回 報告（面接）
━
行うことがある
━
必要であればプリント等が配られる。
━
担当教員へ提出する実習日誌と実習レポートおよび、口頭での試問と確認に基づき評価する。
━
質問があれば大学院教務委員に連絡すること。

━
履修上の注意：履修希望者は、シラバスをよく読み、できるだけ早めに教務委員に相談すること。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学特別セミナー１ R0457 ― ―
前期 金 5 1

博士後期課程 生命科学特別セミナー１ R0458 生命科学特別セミナー１ R458

担当教員 備 考

各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

【生命科学の最新の話題】
生物学教室セミナーとして、研究者による最新の生命科学分野における研究紹介を行う。担当者がゲス
ト研究者を招待し、研究紹介する場合もある。
LatestTopicsinBiologicalSciences
AsaseminarintheDepartmentofBiologicalSciences,facultymemberandguestresearchers
willintroducetheirresearch.
━
大学院の学修では、多くの先端的な研究例から、研究がどのような考えで遂行されたのかを知る必要が
ある。さらに、多様な分野の生命科学研究に含まれている、教科書では得ることができない最先端の知
識、方法、技術、将来に渡って生命科学分野で解くべき疑問なども学ぶ必要がある。生命科学の専門性
を極めるために、多くの研究に直接触れ、質問することを通じて様々な分野の最先端を学ぶことを目標
とする。
（2）Knowledge/skillstobeacquiredandlearningobjectives/coursegoals大学院の学修では、
多くの先端的な研究例から、研究がどのような考えで遂行されたのかを知る必要がある。さらに、多様
な分野の生命科学研究に含まれている、教科書では得ることができない最先端の知識、方法、技術、将
来に渡って生命科学分野で解くべき疑問なども学ぶ必要がある。生命科学の専門性を極めるために、多
くの研究に直接触れ、質問することを通じて様々な分野の最先端を学ぶことを目標とする。
Ingraduatestudies,itisnecessarytolearnfrom manyexamplesofcutting-edgeresearchhow
theresearchwascarriedout.Inaddition,theyneedtolearnaboutthecutting-edgeknowledge,
methods,andtechniquescontainedinlifescienceresearchinavarietyoffieldsthatcannotbe
obtainedfrom textbooks,aswellasthequestionsthatneedtobeansweredinthelifesciences
inthefuture.Thegoalistolearnthestate-of-the-artinvariousfieldsthroughdirectcontact
withandquestioningofalargenumberofstudiesinordertomastertheexpertiseofthelife
sciences.
━
第１回：代謝生物学の最新研究（坂井貴臣、武尾里美，朝野維起）
第２回：微生物の遺伝の最新研究（加藤潤一，得平茂樹、春田伸）
第３回：細胞生物学の最新研究（川原裕之，横田直人，田村浩一郎，高橋文，野澤昌文）
第４回：植物生態学の最新研究（鈴木準一郎，林文男，岡田泰和，立木佑弥、吉田貴大）
第５回：植物の環境応答の最新研究（鐘ヶ江健，成川 礼）
第６回：植物の発生の最新研究（岡本龍史，古川聡子，木下温子，福田公子，高鳥直士）
第７回：植物系統学の最新研究（村上哲明，角川洋子，加藤英寿，江口克之，Adam LincCronin）
第８回：分子神経生物学の最新研究（安藤香奈絵，淺田明子，斎藤太郎，Adam Weitemier）
Omnibusformatwillbeusedtoteachthelatestresearchinmetabolicbiology,microbiology,
cellbiology,plantecology,plantenvironmentalresponse,plantembryology,plantphylogenetics,
andmolecularneurobiology.
━
あらかじめ研究紹介のアブストラクトを読んでくる。
Readtheabstractoftheresearchintroductioninadvance.
━
テキストは定めない。毎回の授業で必要な資料が配られる。
Notextbookwillbeprovided.Necessarymaterialswillbehandedoutineachclass.
━
授業参加度および質問で評価する。
Evaluationwillbebasedonclassparticipationandquestions.
━
講師への質問等がある場合には、生命科学専攻教室セミナー委員に連絡すること。
Ifyouhaveanyquestionsforthelecturer,pleasecontactamemberofSeminarCommitteein
theDepartmentofBiologicalSciences.
━
前期開講修士、博士両課程の院生が毎年履修することが期待されている。
ThiscourseisofferedinJapanese.
Coursesareofferedinthefirstsemester.
Itisexpectedthatgraduatestudentsinboththemaster’sanddoctoralprogramswilltakethis
courseeachyear.
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学特別セミナー２ R0459 ― ―
後期 金 5 1

博士後期課程 生命科学特別セミナー２ R0460 生命科学特別セミナー２ R460

担当教員 備 考

各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

【生命科学の最新の話題】
生物学教室セミナーとして、研究者による最新の生命科学分野における研究紹介を行う。担当者がゲス
ト研究者を招待し、研究紹介する場合もある
LatestTopicsinBiologicalSciences
AsaseminarintheDepartmentofBiologicalSciences,facultymemberandguestresearchers
willintroducetheirresearch.
━
大学院の学修では、多くの先端的な研究例から、研究がどのような考えで遂行されたのかを知る必要が
ある。さらに、多様な分野の生命科学研究に含まれている、教科書では得ることができない最先端の知
識、方法、技術、将来に渡って生命科学分野で解くべき疑問なども学ぶ必要がある。生命科学の専門性
を極めるために、多くの研究に直接触れ、質問することを通じて様々な分野の最先端を学ぶことを目標
とする。
Ingraduatestudies,itisnecessarytolearnfrom manyexamplesofcutting-edgeresearchhow
theresearchwascarriedout.Inaddition,theyneedtolearnaboutthecutting-edgeknowledge,
methods,andtechniquescontainedinlifescienceresearchinavarietyoffieldsthatcannotbe
obtainedfrom textbooks,aswellasthequestionsthatneedtobeansweredinthelifesciences
inthefuture.Thegoalistolearnthestate-of-the-artinvariousfieldsthroughdirectcontact
withandquestioningofalargenumberofstudiesinordertomastertheexpertiseofthelife
sciences.
━
授業計画
第１回：行動神経学の最新研究（坂井貴臣、武尾里美，朝野維起）
第２回：微生物生態学の最新研究（加藤潤一，得平茂樹、春田伸）
第３回：集団遺伝学の最新研究（川原裕之，横田直人，田村浩一郎，高橋文，野澤昌文）
第４回：動物生態学の最新研究（鈴木準一郎，岡田泰和，立木佑弥，吉田貴大）
第５回：微生物の環境応答の最新研究（鐘ヶ江健，成川礼）
第６回：動物の発生の最新研究（岡本龍史，古川聡子，木下温子，福田公子，高鳥直士）
第７回：動物系統学の最新研究（村上哲明，角川洋子，加藤英寿，江口克之，Adam LincCronin）
第８回：神経生理学の最新研究（安藤香奈絵，淺田明子，斎藤太郎，Adam Weitemier）
Omnibusformatwillbeusedtoteachcurrentresearchinbehavioralneurology,microbial
ecology,population genetics,animalecology,environmentalresponse ofmicroorganisms,
developmentalbiology,animalphylogenetics,andneurophysiology.
━
あらかじめ研究紹介のアブストラクトを読んでくる。
Readtheabstractoftheresearchintroductioninadvance.
━
テキストは定めない。毎回の授業で必要な資料が配られる。
Notextbookwillbeprovided.Necessarymaterialswillbehandedoutineachclass.
━
授業参加度および質問で評価する。
Evaluationwillbebasedonclassparticipationandquestions.
━
講師への質問等がある場合には、生命科学専攻教室セミナー委員に連絡すること。
Ifyouhaveanyquestionsforthelecturer,pleasecontactamemberofSeminarCommitteein
theDepartmentofBiologicalSciences.
━
修士、博士両課程の院生が毎年履修することが期待されている。
ThiscourseisofferedinJapanese.
Coursesareofferedinthesecondsemester.
Itisexpectedthatgraduatestudentsinboththemaster’sanddoctoralprogramswilltakethis
courseeachyear.
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学特別講義 R0715 ― ―
後前期 月 2 1

博士後期課程 生命科学特別講義 R0716 生命科学特別講義 R716

担当教員 備 考

A.Cronin 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

Manyorganismslivetogetheringroups,andgroup-livingconveysawiderangeofbenefits.
Coordinationofactionsingroup-livingorganismsrepresentsacomplexchallenge,yetgroup-
living speciesmanageto achieveremarkabletasks,such asbuilding complex structures,
coordinatedmovementsoverlongdistances,andadvanceddecisionmaking.Explaininghow
thisisachievedisthefocusofcomplexsystemsbiology.
━
Inthiscoursewewillexplorehow individualsingroupscancoordinateactivitiestoproduce
outcomesfarexceedingthatwhichanyindividualcoulddoalone.Inmanycasesthesetasks
areachievedwithnodistinctleadershiportop-downcontrol,butviainteractionsatthelocal
level,which produceemergentphenomenaatthelevelofthegroup.Studiesofcollective
behaviourareimportantforunderstandingdiversephenomenasuchasmovementsofhuman
crowds,telecommunicationnetworks,andthedevelopmentofartificialswarm intelligence.
━
１．Groupliving
２．Groupformation
３．Information
４．Feedback
５．Organisation
６．Decisionmaking
７．Composition
８．Presentations/discussion
━
Studentswillbegivenoccasionaltaskstoperform outsideofclassduringthesemesterandare
expectedtodoresearchrelatedtotheirselectedprojectthemethroughoutthecourse.
━
CollectiveAnimalBehaviour（2010）byDavidJ.T.Sumpter（ISBN:9780691148434）.Other
relevantliteraturewillbepresentedanddiscussedinclass.
━
Assessmentwillbebasedonawrittenassignmentbasedononeormorecomponentsofthe
courseandin-classpresentations.PresentationswillemployTMU’sCOIL（CollaborativeOnline
InternationalLearning）platform wherepossible.
━
Therearenotsetofficehours:pleasevisitmyofficeifyouhaveanyquestionsorsendqueries
byemail.
━
ThiscoursewillbeconductedinEnglish.StudentsshouldprepareallmaterialsinEnglishand
willhavetheopportunitytodiscussamongthemselvesandwiththegeneralclassinEnglish.
Thisclassisforgraduatesofotheruniversities.Thepermissionofcurriculum coordinatoris
requiredfortheregistration.Discusswithyoursupervisorandclassteachersinadvance.
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学特別講義 R0709 ― ―
後前期 火 1 1

博士後期課程 生命科学特別講義 R0710 生命科学特別講義 R710

担当教員 備 考

高鳥 直士、福田 公子 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

Coursedescription:Wewilldiscusscellularmechanismsofgerm layerfateseparationduring
earlyembryogenesis.Recentdiscoveriesrelatedtoasymmetriccelldivisionandcellpolarization
willbediscussed.2022年度は原則日本語で提供されます。
━
Courseobjectives:
Studentswilllearnhow toread,understandandinterpretresentresearchresultsrelatedto
embryogenesis.Studentswillalsolearnhowtoformulateresearchideasandcrystalizeoriginal
questionsthroughdialecticalmethods（Generalabilityofproblem thinking,Activelearning
attitude）.Studentswillbeencouragedtologicallydiscussthosequestionsinclass（Logical
thinkingability）.Bytheendofthecourse,studentswillalsoacquirebasicknowledgeongerm
layerfateseparation,asymmetriccelldivisionandpolarizationofcells.
━
１．A briefhistoryofDevelopmentalBiologyanditsessentialgoals
２．Fatespecificationduringembryonicdevelopment
３．Celldifferentiationandasymmetriccelldivision
４．Celldifferentiationandgeneexpression
５．Microscopyindevelopmentalbiology
６．Cellpolarizationinembryogenesis
７．Celldeformationandfateseparation
８．Summaryandfinalreview
━
Readingmaterialswillbeassignedeveryweek.
━
Text:Willbeprovidedbytheinstructor.
━
Assessment:Studentswillbeassessedbytheircontributiontodiscussionsduringclassand
finaltest.
━
QuestionscanbepostedviaKIBACO.Officehours;byappointmentthroughe-mail

━
本授業は他大学卒業者向けの授業である。
履修申請には大学院教務の許可がいる。
指導教官および担当教員にあらかじめ相談すること。
A basicunderstandingofcellbiologyisrequired.Studentswillberequiredtoparticipatein
discussionsduringclass.StudentswhodonotyetpossesssufficientcommandoftheEnglish
languagemayneedtoimprovetheirEnglishlanguageskills.Forquestionsregardingclassand
Englishproficiency,contacttheinstructorbeforeregistration.
ThiscoursemaybedeliveredonlineduetoCOVID-19．
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学特別講義 R0707 ― ―
後前期 火 2 1

博士後期課程 生命科学特別講義 R0708 生命科学特別講義 R708

担当教員 備 考

安藤 香奈絵 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

COURSETITLE:Age-relatedneurodegenerativediseases
COURSEDESCRIPTION:
Oursocietyisaging,andthenumberofpatientswithage-associateddiseasesisgrowing.
Recentstudiesrevealedthataccumulationofmisfoldedproteinsmayunderliethepathogenesis
ofmanyage-relatedneurologicaldiseasessuchasAlzheimer’sdisease.Wewilldiscusscurrent
understandingofmolecularmechanismsunderlyingthesediseasesandtherapeuticstrategies.
COURSEDESCRIPTION
This module covers a number ofclearly identified disease processes from the clinical
presentation ofthediseasetoourunderstanding oftheunderlying anatomy,physiology,
pathology,andtherapiesusedinhuman.Youwillbeintroducedtothecurrentthinking
regardingtheunderlyingcauseofthediseasesandhow wecanusescientifictoolsfrom
genetics,molecularbiology,and pharmacology to develop noveltreatments.You willbe
requiredtothinkacrossdisciplinesintheirquesttounderstandthemechanismsofthedisease.
━
COURSEOBJECTIVES:
Thiscourseaimstointroducecurrentknowledgeunderlyingthepathogenesisofage-related
neurodegenerativediseases.Theformatofthiscourseisacombinationofdidacticlecturesand
studentpresentation.Lectureswillintroduceconcepts,andstudentpresentationfollowedby
discussionwillpromoteanunderstandingofanalyticalapproachestoquestionsinneuroscience
aswellascriticalscientificthinking.
━
TENTATIVECOURSESCHEDULE:
Speciallectureinbiology:Age-relatedneurodegenerativediseases
１．Introduction
２．Alzheimer’sdisease（lecture）
３．Alzheimer’sdisease（studentpresentation）
４．Parkinson’sdisease（lecture）
５．Parkinson’sdisease（studentpresentation）
６．Amyotrophiclateralsclerosis（lecture）
７．Amyotrophiclateralsclerosis（studentpresentation）
８．Review& discussion
━
OUTOFCLASSACTIVITY REQUIREMENT:
Studentswillbeasked to read recentarticlesfrom scientificjournalsand preparefor
presentation.
━
TEXTBOOKS:Readingmaterialsincludingprimaryliteraturewillbedistributedintheclass.
Intermsoflearningthefactsabouteachspecifictopic,thetextbook,
‘Bear,MarkF.,BarryW.Connors,andMichaelA.Paradiso.Neuroscience:Exploringthe
Brain,3rded.LippincottWilliams&Wilkins,2006．ISBN:9780781760034’shouldbeyourbasic
studyguide.
━
EVALUATION:
Classparticipation30％,Presentation30％,Finalreport40％
━
HOW TOREACH OUTTOTHEINSTRUCTOR:
Pleaseemailtok_ando＠tmu.ac.jp
━
本授業は他大学を卒業した英語話者向けの授業である。
指導教員との話し合いの後、履修希望者は履修申請書を大学院教務に提出し、許可を得ること。
NOTE:Thiscourseisopentothestudentswhocompletedanundergraduateprogram inthe
universitiesotherthanTMU andarenotfluentinJapanese.
Talktoyoursupervisorsifthiscourseisappropriateforyou.
Toregister,submitacourseregistrationrequestform totheprogram organizer.
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学特別講義 R0721 ― ―
後前期 水 1 1

博士後期課程 生命科学特別講義 R0722 生命科学特別講義 R722

担当教員 備 考

安藤 香奈絵 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

THEME:Braindevelopmentandneurodevelopmentaldisorders
INSTRUCTOR:KanaeAndo
COURSEDESCRIPTION:
Thehumanbrainismadeofthebillionsofcellsandtrillionsofconnectionsandsaidtobethe
mostcomplexobjectinourknownuniverse.Thiscourseaimstointroducemolecularand
cellularmechanismsunderlyingthedevelopmentofthenervoussystem andneurodevelopmental
disorders.
━
COURSEOBJECTIVES:
Thiscourseaimstoencouragestudentstodistillandsynthesizetheinformationyoulearnin
cellbiology,molecularbiology andneuroscience,through discussion ofcurrentknowledge
underlyingthedevelopmentofthebrainandneurodevelopmentaldisorderssuchasspectrum
disorder.Theformatofthiscourseisa combination ofdidacticlecturesand student
presentation.Lectureswillintroduceconcepts,andstudentpresentationfollowedbydiscussion
willpromoteanunderstandingofanalyticalapproachestoquestionsinneuroscienceaswellas
criticalscientificthinking.
━
TENTATIVECOURSEOUTLINE:
DevelopmentofNervousSystem andRelatedDisorders
１．Introduction:Thegenesisofneuronsandconnection
２．Polarityandsegmentation（lecture）
３．Polarityandsegmentation（studentpresentation）
４．Genesisandmigration（lecture）
５．Genesisandmigration（studentpresentation）
６．Determinationanddifferentiation
７．Determinationanddifferentiation（studentpresentation）
８．Reviewanddiscussion
━
OUTOFCLASSACTIVITY REQUIREMENT:
Studentswillbeaskedtoreadjournalarticlesandprepareforpresentation.
━
TEXTBOOKS:
Readingmaterialsincludingprimaryliteraturewillbedistributedintheclass.
Intermsoflearningthefactsabouteachspecifictopic,thetextbook,
‘Bear,MarkF.,BarryW.Connors,andMichaelA.Paradiso.Neuroscience:Exploringthe
Brain,
3rded.LippincottWilliams&Wilkins,2006．ISBN:9780781760034’shouldbeyourbasicstudy
guide.
━
EVALUATION:
Classparticipation30％,Presentation30％,Finalexam 40％
━
[HOW TOREACH OUTTOTHEINSTRUCTOR]
Officehour:Wednesdayafternoon,1-2:30pm.Or,e-mailtok_ando＠tmu.ac.jpforanappointment.
━
NOTE:Thiscourseisopentothestudentswhocompletedanundergraduateprogram inthe
universitiesotherthanTMU andarenotfluentinJapanese.
Talktoyoursupervisorsifthiscourseisappropriateforyou.
Toregister,submitacourseregistrationrequestform totheprogram organizer.
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学特別講義 R0717 ― ―
後前期 水 2 1

博士後期課程 生命科学特別講義 R0718 生命科学特別講義 R718

担当教員 備 考

野澤 昌文、村上 哲明 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

Varioustopicsonevolutionarybiology（speciesdiversification,evolutionofsex,etc.）
━
Firsthalf（MasafumiNozawa）：Mutationisanultimatesourceoforganismalevolution.
Therefore,understandingofmolecularandgeneticbasesofevolutioniscrucial.Inthislecture,
thetopicsonevolutionofsexandsexchromosomeswillbeextensivelyintroduced.Students
areexpectedtounderstandhowevolutionhasoccurredatthemolecularlevelinthelongrun
andtofeelenthusiasm how researchershavesetquestionstobesolvedandhow theyhave
overcomethedifficultiesduringtheirresearches.
Secondhalf（NoriakiMurakami）：Speciationaretheprocessesofspeciesdiversification.Based
on therecentstudies,thevariousprocessesofspeciesdiversification and themodelsof
speciationareexplained.Studentsareexpectedtoexplaintheirinterestingview pointsof
speciesandspeciationinsomespecifictaxonomicgroups.
━
Firsthalf:MasafumiNozawa
１．DegenerationofY chromosomeanddosagecompensation
２．HistonemodificationsonsexchromosomesandlossofY chromosome
３．ToxicityofY chromosomeandBchromosome
４．Sex-chromosometurnoverandsex-ratiodistortion
Secondhalf:NoriakiMurakami
５．Speciesandspeciation
６．Reproductiveisolationandspeciation
７．Ecologicalspeciation
８．Reticulatespeciation
━
Homeworkassignmentswillbegivenseveraltimes.
━
Handoutswillbedistributed.
━
Firsthalf:Responsetoquestionsanddiscussions20％,Reportquality30％
Secondhalf:Responsetoquestionsanddiscussions10％,Reportquality40％
━
Thereisnoparticularofficehour.Ifyouhaveanyquestions,sendanemailtoMasafumi
Nozawa（manozawa[at]tmu.ac.jp）orNoriakiMurakami（nmurak[at]tmu.ac.jp）.
━
[Noteforgraduatestudents]Thiscourseisforthegraduatestudentswhograduatedfrom
otheruniversities.Permissionfrom thecommitteeongeneralaffairsisrequiredforcourse
registration.Consultwithyoursupervisorandthelecturersofthiscourse（Prof.Nozawaor
Prof.Murakami）inadvancae.
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学特別講義 R0711 ― ―
後前期 木 1 1

博士後期課程 生命科学特別講義 R0712 生命科学特別講義 R712

担当教員 備 考

岡田 泰和、鈴木 準一郎 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

Title
SpeciallectureinEcology
CourseDescription
Thiscourseisanadvancedandspecificintroductiontoecology.Studentswillbeintroducedto
theconceptsandtheoriesthatleadgoodresearchquestions,andthemethodsthatareusedto
answer ecological questions. This course explores topics such as population ecology,
evolutionaryecology,experimentalecology,behaviourecologyandreproductiveecology.Both
animalandplantsystemswillbeconsidered.
Instructor; Dr. Yasukazu Okada（yasu_okada＠tmu.ac.jp） and Dr. Jun-Ichirou Suzuki
（jsuzuki＠tmu.ac.jp）
━
Objectives
Studentscompletingthiscoursewillbeableto;
approachnaturalphenomenawithecologicalmethods,and
askeffectivequestionsonecologicalaspects.
━
CourseSchedule
１．Evolutionanddiversityoflifehistory（YO）
２．Sexualselectionandsexualdimorphism（YO）
３．Behavior:innateorlearnedbehavior?（YO）
４．Intra-andinter-specificinteractions（YO）
５．physiologicalintegrationinclonalplants（byJS）
６．self-thinninginclonalplants（byJS）
７．performanceofclonalplantsunderheterogeneousenvironments（byJS）
８．sexualreproductionandgeneticstructureinpopulationsofclonalplants（byJS）
９．exam
━
Out-of-classactivities
Studentswillbegivenhomework（ca.A４,１page）aftereachclassbyJS.
━
Textbookandrequiredsupplies
supplies;handoutswillbeprovidedthroughkibaco.（forthecoursebyJS）
Referencedtextbooks（YO）：AnIntroductiontoBehaviouralEcology,（DaviesNB,KrebsJR
& WestSA,Wiley）［日本語版：デイビス・クレブス・ウェスト行動生態学 原著第４版（共立出版）］,
EcologicalDevelopmentalBiology（GilbertS& EpelS,OxfordUniversityPress）［日本語版：
生態進化発生学（東海大学出版会）］，シリーズ 現代の生態学（日本生態学会編，共立出版）第５巻
「行動生態学」，第７巻「エコゲノミクス」
━
Assessment
StudentswillbeassessedbasedontheaveragescoreofthefirsthalfbyYOandthesecond
halfbyJS.
ThecoursebyYO willbeassessedbyactivityandparticipationinlectures（40％）,exams
（30％）,andreports（30％）.
ThecoursebyJSwillbeassessedbasedonin-classcontributions（25％）,homework（25％）and
anexam oressay（50％）.
━
Howtoreachouttotheinstructors;
Studentscanmakeanappointmentbyemail（jsuzuki＠tmu.ac.jp）.
YoucancontactYOanytimebyemail（yasu_okada＠tmu.ac.jp）
━
Notesandprerequisites
Studentsattendingthiscoursemusthavesomeknowledgeinverybasicmath,basicecology,
basicgeneticsand/orevolutionarybiology.
TheprerequisiteforthecourseisGeneralBiologyⅠB,GeneralBiologyⅡB,GeneralEcology
andEcologyatTMU.Ifyouareanexchangestudentstayingforthissemester,contactthe
instructorinadvance.
本授業は他大学を卒業した英語話者向けの授業である。
指導教員との話し合いの後、履修希望者は履修申請書を大学院教務に提出し、許可を得ること。
Thiscourseisopentothestudentswhocompletedanundergraduate
program intheuniversitiesotherthanTMU andarenotfluentinJapanese.
Talktoyoursupervisorsifthiscourseisappropriateforyou.
Toregister,submitacourseregistrationrequestform totheprogram
organizer.
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学特別講義 R0733 ― ―
後前期 金 1 1

博士後期課程 生命科学特別講義 R0734 生命科学特別講義 R734

担当教員 備 考

A.Weitemier 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

SpeciallectureinNeurobiology
Category:SpecializedSubjectsCredit:1
Instructor:Adam Weitemier
Subtitle:Neurobiologyofthelocuscoeruleusnorepinephrinesystem
[CourseDescription]
Thelocuscoeruleus（the“bluespot”）isasmallnucleusoneithersideofthevertebrate
hindbrain.Itsprimaryneurotransmitterisnorepinephrine（NE）.Throughextensiveneuronal
projections,NE outputfrom thelocuscoeruleusinfluencesfundamentalbodily functions,
emotionalresponses,andcognition.AlthoughthelocuscoeruleusNEsystem isthelongestand
mostwell-studiedneuronalsystem,currentresearchcontinuestomakenew discoveriesabout
itsroleinbrainfunctionandbehavior.
Thiscoursewilltakeastudent-interactiveapproach toexplorefundamentaland current
knowledgeaboutthelocuscoeruleusNEsystem.Wewillconsidercurrenttopicsandfuture
questionsthrough thelensofrecentstudiesthatareconductedfrom differentbiological
perspectives.
━
[Objectives]
Studentstakingthiscoursewillgainanunderstandingandperspectiveontheimportanceof
NE（andrelatedsystems）inphysiologyandbehavior.Theywillbeabletousetheknowledge
thattheygaininthiscoursetoguidefuturelearningaboutthediversityofbrainfunction.
━
[TentativeCourseSchedule]
１．Introduction-Neuroanatomybasics
２．NESystem PhysiologyandMeasurement
３．Pharmacology-In-classActivity;ReadingHomework
４．BehavioralModulation
５．NEinMemoryandCognition;quiz
６．Humanapplications;TheoriesonNEFunction
７．StudentPresentationpreparation
８．StudentPresentation
━
[outofclassactivityrequirement]
Studentswillbeaskedtoreadorsearchforarticlesfrom scientificjournalsandpreparefor
presentations.
━
[Textbooks/Materials]
Researcharticlesandsupplementaryreadingswillbedistributedthroughoutthecourse.
Generalbackgroundonthesetopicsmaybefoundinthetextbook
‘Bear,MarkF.,BarryW.Connors,andMichaelA.Paradiso.Neuroscience:Exploringthe
Brain,3rded.LippincottWilliams&Wilkins,2006．ISBN:9780781760034’-Thisbookmaybe
checkedoutfrom theEnglishMiniLibrary,room 8-246.
━
Assessment]
Classparticipation50％,AssignedWork20％,Presentation30％
━
[Contact]
Availableforquestions/commentsviaKIBACOonlinesystem
E-mailtoaweitem＠tmu.ac.jpforquestionsoranappointment.
━
[Otherinformation]
ThisclassisforgraduatesofuniversitiesotherthanTMU.Thepermissionofcurriculum
coordinatorisrequiredfortheregistration.Discusswithyoursupervisorandclassteachersin
advance.
Previousknowledgeinbasicneuroscienceorphysiologywillbehelpful.
Thiscourseinvitesparticipationfrom allstudentsandhonorsstudentdiversityanddifferent
pointsofview.Activeparticipationintheclassisessential.ThiscourseisofferedinEnglish.

140
―152―



47

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学特別講義 R0713 ― ―
後前期 金 2 1

博士後期課程 生命科学特別講義 R0714 生命科学特別講義 R714

担当教員 備 考

坂井 貴臣、岡本 龍史 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

細胞生物学の分野でブレークスルーをもたらした研究成果について、発表と議論を通して学ぶ。
特にショウジョウバエを利用した最新の研究を通して生命現象のメカニズム解明への理解を深める。
━
主にショウジョウバエの記憶研究の歴史と最先端の研究を紹介することにより、記憶の分子機構の理解
を深める。
受講生は議論に積極的に参加することが必要であり、それによって、自発的学習能力、論理的思考力、
および総合的問題思考力を養成する。
━
第１回、ガイダンス、モデル動物と記憶
第２回、ショウジョウバエの匂い学習
第３回、ショウジョウバエの求愛学習
第４回、記憶の分子機構１
第５回、記憶の分子機構２
第６回、記憶の分子機構３
第７回、記憶の分子機構４
第８回、記憶の分子機構５
━
前回内容の復習をしておくこと。
━
kibacoを利用して資料を配布する。
━
成績評価は、授業への積極的取り組み、試験等を考慮し、総合的に評価する。
━
オフィスアワーは特に設定しないが、直接質問したい場合は随時受付けるので、事前にメールでアポイ
ントメントを取ること（坂井：sakai-takaomi＠tmu.ac.jp）。
━
第１回授業で次週からの授業についてのガイダンスを実施する。受講希望者は予め担当教員へ連絡する
ことを推奨する。
オンラインにより講義を行う場合は、kibacoの「お知らせ」により周知する。
本授業は他大学卒業者向けの授業である。履修申請には大学院教務の許可がいる。
指導教員および担当教員にあらかじめ相談すること。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学特別講義 R0725 ― ―
前期集中 ― ― 1

博士後期課程 生命科学特別講義 R0726 生命科学特別講義 R726

担当教員 備 考

FlorianReyda＊ 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

Coursetitle:Parasitology
Lecturer:FlorianReyda
ClassLocation:TBA
Aug14,15,17，& 18（14&15：R0725/R0726,17&18：R0727/Ｒ0728．Pleaseregisterboth.）
Times:8:50-10:20;10:30-noon;13:00-14:30;14:40-16:10,F-M-T-W
[Coursedescription]
Thiscoursewillfocusonthebiology,lifecycles,andidentificationofprotozoanandanimalparasites
ofhumansandotheranimals.Emphasiswillbeplacedongroupsofparticularmedicaland/or
economicimportanceand/or localsignificance.Thiscoursewillconsistboth oflecturesand
laboratoryexercisesinvolvingexaminationofparasitespecimensusingcompoundlightmicroscopy.
━
[Objectives]
Theoverallgoalofthiscourseisforstudentstogainanintroductoryknowledgeofparasitology:
Uponcompletionofthiscoursestudentsshouldbeableto:
１．Todiscussthebiologyofparasiticanimals,withemphasisonthemajorprotozoanandmetazoan
parasitegroups.

２．Toarticulateseveralproblemsandaspectsoftheparasiticrelationship.
３．Todescribethediversityandubiquitousdistributionofanimalparasites.
４．Todescribetheimpactofparasitism onhumanwelfare.
５．Toemployobservationalskillsinthelaboratory,inparticularwiththemicroscope.
６．Tobeabletoobtainparasitesbyperformingdissectionsonfishhosts.
━
TentativescheduleR0725/R0726
MondayAug14,2023
08:50-10:20（Lecture）Introductionofprofessorandstudents,Lecture1Aonterminology,significance
ofparasitism,amoebas,Giardia
10:30-12:00（Lab）Lab1A onamoebasandGiardia
13:00-14:30（Lecture）Lecture1ontrypanosomes（Trypanosoma）,andLeishmania
14:40-16:10（Lab）Lab1BTrypanosomesandkins
TuesdayAug15,2023
08:50-10:20（Lecture）Quizcoveringday1contents;Lecture2A onMalaria（Plasmodium）,
Cryptosporidium andToxoplasma
10:30-12:00（Lab）Lab2A ApicomplexansincludingPlasmodium andmalaria
13:00-14:30（Lecture）Lecture2BonPlatyhelminthes,liver,lungandbloodflukes
14:40-16:10（Lab）Lab2BexerciseonPlatyhelminthes,liver,lungandbloodflukes
Discussiononresearchpaper:2SessionsandRuth1990frogdeformities
Timetobedetermined
━
[outofclassactivityrequirement]
Studentsshouldstudycontentattheendofeachdayinordertobereadyfortheexam that
thatwilltakeplacethefollowingmorning.
━
[Textbooks/Materials]
Thereisnorequiredtextbookbuteachofthelabscontainsreferenceinformationandreference
images.Iwillalsoprovideoutsidereadingmaterials.Studentsshouldbringblanksheetsofpaper
andapencilforlaboratoryexercises.
━
[Assessment]
Studentswillbegraded on attendance,daily exams,completion oflaboratory exercises（both
questionsanddrawings），1-paragraphsummariesofresearcharticles,andparticipationinin-class
discussions.
━
[Officehour]
Iwillbeavailableinpersonduringeachofthecoursemeetings,andalwaysresponsivetoe-mail
queries.
Formoreinformation,pleasecontactDr.KanaeAndo（k_ando＠tmu.ac.jp）.
━
PleasenotethatthiscourseMUSTbetakeninconjunctionwithR0727/Ｒ0728．R0725/R0726isthe
firsthalf（day1and２）andR0727/R0728isthesecondhalf（day3and４）.
Thiscourseisopentothestudentswhocompletedanundergraduateprogram intheuniversities
otherthanTMU andarenotfluentinJapanese.
Talktoyoursupervisorsifthiscourseisappropriateforyou.
Toregister,submitacourseregistrationrequestform totheprogram organizer.
ThiscourseisgiveninEnglish.
Forquestions,pleaseemailtoDr.KanaeAndo（k_ando＠tmu.ac.jp）.
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学特別講義 R0727 ― ―
前期集中 ― ― 1

博士後期課程 生命科学特別講義 R0728 生命科学特別講義 R728

担当教員 備 考

FlorianReyda＊ 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

Coursetitle:Parasitology
Lecturer:FlorianReyda
ClassLocation:TBA
Aug14,15,17，& 18（14&15：R0725/R0726,17&18：R0727/Ｒ0728．Pleaseregisterboth.）
Times:8:50-10:20;10:30-noon;13:00-14:30;14:40-16:10,F-M-T-W
[Coursedescription]
Thiscoursewillfocusonthebiology,lifecycles,andidentificationofprotozoanandanimalparasitesof
humansandotheranimals.Emphasiswillbeplacedongroupsofparticularmedicaland/oreconomic
importanceand/orlocalsignificance.Thiscoursewillconsistbothoflecturesandlaboratoryexercises
involvingexaminationofparasitespecimensusingcompoundlightmicroscopy.
━
[Objectives]
Theoverallgoalofthiscourseisforstudentstogainanintroductoryknowledgeofparasitology:
Uponcompletionofthiscoursestudentsshouldbeableto:
１．Todiscussthebiologyofparasiticanimals,withemphasisonthemajorprotozoanandmetazoan
parasitegroups.

２．Toarticulateseveralproblemsandaspectsoftheparasiticrelationship.
３．Todescribethediversityandubiquitousdistributionofanimalparasites.
４．Todescribetheimpactofparasitism onhumanwelfare.
５．Toemployobservationalskillsinthelaboratory,inparticularwiththemicroscope.
６．Tobeabletoobtainparasitesbyperformingdissectionsonfishhosts.
━
TentativescheduleR0727/R0728
ThursdayAug17,2023
08:50-10:20（Lecture）Quizcoveringday2contents,Lecture3A onPlatyhelminthes,monogeneansand
tapeworms
10:30-12:00（Lab）Lab3A exerciseonPlatyhelminthes,monogeneansandtapeworms
13:00-14:30（Lecture）Lecture3A onnematodes:ascaridsandpinworms
14:40-16:10（Lab）Lab3Bexerciseonfishdissections
Discussiononresearchpaper:3BargerandNickol1998EggFilaments& HabitatPartitioningTimeto
bedetermined
FridayAug18,2023
08:50-10:20（Lecture）Quizcoveringday3contents,Lecture4A onnematodes:hookworms,whipworms
andTrichinella;
10:30-12:00（Lab）Lab4A exerciseonnematodes:hookworms,whipwormsandTrichinella
13:00-14:30（Lecture）Lecture4Bonparasiticantholopods:copepods,fleas,lice,mites,ticks,miscellaneous
parasiticphylla
14:40-16:10（Lab）Lab4Bexerciseonparasiticantholopods:copepods,fleas,lice,mites,ticks,miscellaneous
parasiticphylla
Thespecificwritingassignmentmustbesubmittedtome,viaemail,nolaterthan9pm（21:00）,August
25thJapantime.
━
[outofclassactivityrequirement]
Studentsshouldstudycontentattheendofeachdayinordertobereadyfortheexam that
thatwilltakeplacethefollowingmorning.
━
[Textbooks/Materials]
Thereisnorequiredtextbookbuteachofthelabscontainsreferenceinformationandreferenceimages.
Iwillalsoprovideoutsidereadingmaterials.Studentsshouldbringblanksheetsofpaperandapencil
forlaboratoryexercises.
━
[Assessment]
Studentswillbegradedonattendance,dailyexams,completionoflaboratoryexercises（bothquestions
anddrawings），1-paragraphsummariesofresearcharticles,andparticipationinin-classdiscussions.
━
[Officehour]
Iwillbeavailableinpersonduringeachofthecoursemeetings,andalwaysresponsivetoe-mailqueries.
Formoreinformation,pleasecontactDr.KanaeAndo（k_ando＠tmu.ac.jp）.
━
PleasenotethatthiscourseMUSTbetakeninconjunctionwithR0727/Ｒ0728．R0725/R0726isthefirst
half（day1and２）andR0727/R0728isthesecondhalf（day3and４）.
Thiscourseisopentothestudentswhocompletedanundergraduateprogram intheuniversitiesother
thanTMUandarenotfluentinJapanese.Talktoyoursupervisorsifthiscourseisappropriateforyou.
Toregister,submitacourseregistrationrequestform totheprogram organizer.
ThiscourseisgiveninEnglish.
Forquestions,pleaseemailtoDr.KanaeAndo（k_ando＠tmu.ac.jp）.
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学特別講義 R0719 ― ―
前期集中 ― ― 1

博士後期課程 生命科学特別講義 R0720 生命科学特別講義 R720

担当教員 備 考

DiegoTavaresVasques＊ 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

CourseTitle:IntroductiontoPlantsSystematicsandTaxonomy
Instructor:DiegoTavaresVasques
Dates:TBA
CourseObjectives/Overview
Evolutionisanintriguingphenomenonthatrulesallbiologicalevents.Themechanismscontrollingevolution
aremanyinnatureandcanbestudiedunderdifferentlevelsofcomplexity.Inthiscourse,theoriesof
evolutionarygenetics（suchasnaturalselection,adaptation,speciation,andothers）willbeexploredinthe
contextoftheevolutionaryhistoryofplants.Together,wewillexplorehow changesinthelifecyclehave
influencedtheselectivepressureplantshavebeenexposedto,howadaptationsonnutritionandbodystructure
haveemergedthroughtimeandhowthereproductionoftheseeukaryoticorganismshashadadeepinfluence
onpopulationgenetics.
━
Bytakingthiscourse,youwillnotonlylearnbasickey-conceptsofevolutionandplantsdiversity（important
tounderstandingmanyothersubfieldsinBiology）butalsostep-upyourbaggageknowledge,connectingitto
practiceexperiencesinthisfield.
Keywords
Plantdiversity,evolution,systematics,Planttaxonomy
植物多様性、進化論、系統分類学、植物分類学
━
Day1
Unity1：Introductoryclass,TheDNA moleculeanditsimportanceforevolution
１．ConceptofevolutioninBiology
２．Introductiontoplants’diversity
３．EvidencesofEvolution
４．HistoryanddefinitionofTaxonomyandSystematics
Practice1：InternationalBiodiversityDatabasesandmorphometrics
Groupsdivisionandprojectsdecision/planning
Day2
ExtraPractice:VisittotheMakinoHerbarium
（thispracticemaynotbedone,dependingontheavailabilityoftheherbarium attheday）
Unity2：PlantsTaxonomyandSystematics
５．PlantsLifeHistory-Alternategenerations
６．Mossesanditsallies’diversity
７．Fernsanditsallies’diversity
８．GymnospermsandAngiospermsdiversity
Practice2：ReadingandDrawingPhylogenies
Groupspresentation
━
Studentsareaskedtoprovideindividualreportsonthisclassafterthecourseisfinished.
━
RequiredTextbook
None-requiredreadingwillbeprovidedbytheprofessor.
Computerrequirements
Studentsareaskedtodownloadandinstallthefollowingapplicationsbeforethefirstclass:
・ImageJ-https://imagej.nih.gov/ij/
・RStudio-https://rstudio.com/
・GoogleChrome
Furtherinstructionswillbeuploadedtohttps://dtvasques.wordpress.com/
ReferenceBooks
Dawkins,R.，& Wong,Y.（2010）.Theancestor’stale:A pilgrimagetothedawnoflife.HachetteUK.
Judd,W.S.,Campbell,C.S.,Kellog,E.A.,Stevens,P.F.，& Donoghue,M.J.（2015）.PlantSystematics:A
PhylogeneticApproach.Sinauer,1sted.
Ridley,M.（2004）.Evolution.OxfordUniversitypress.
Simpson,M.G.（2010）.Plantsystematics.Academicpress.
━
MethodofEvaluation
Classattendance/participation-30％
Finalproject（finalpresentationandreport）-70％
━
Dr.DiegoTavaresVasques
TheUniversityofTokyo-CenterforGlobalCommunicationStrategies（CGCS）
dtvasques＠g.ecc.u-tokyo.ac.jp
Dr.KanaeAndo
k_ando＠tmu.ac.jp
━
ThiscourseisgiveninEnglish.Thisisanintensivesummerlecture.
Thiscourseisopentothestudentswhocompletedanundergraduateprogram intheuniversitiesotherthan
TMU andarenotfluentinJapanese.
Talktoyoursupervisorsifthiscourseisappropriateforyou.
Toregister,submitacourseregistrationrequestform totheprogram organizer.
Forquestions,pleaseemailtoDr.KanaeAndo（k_ando＠tmu.ac.jp）.
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学特別講義 R0729 ― ―
前期集中 ― ― 1

博士後期課程 生命科学特別講義 R0730 生命科学特別講義 R730

担当教員 備 考

BenWarren＊ 学部との共通講義

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

CourseTitle-Hearing
Instructor:Dr.BenWarren
UniversityofLeicester,Leicestershire,UK
Date:TBA
[CourseDescription]
Ourabilitytoenjoymusic,conversewithfriendsandinteractwithourenvironmentdependonthefunctionondelicate
structureswithinourears.Theearsofhumansandwidermammalsis,however,basedonasingularly-evolvedeardesign-
thecochlea.Insectsprovideawealthofstarklydifferenteardesigns,whichhaveevolvedonmanydifferentbodyparts.This
intensivetwo-daycoursewillunderstandauditorytransductionbyusingawidevarietyofeartypes,acrossanimalphyla.
Thiscomparativeapproachtounderstandhearingisparticularlyinsightfulandfascinatingandbringsabroadbutdeep
appreciationofhowanimalshear.
Youwilllearnhowearsoperatefrom themechanicalelementsthatcapturesoundenergytothemicroscopiccellsresponsible
toconvertingvibrationsintoelectricalsignalsthatweeventuallyinterpretassound.OnDay1wewillrevisephysical
propertiesofsoundbeforelearningthebasicoperationofearsbothinmammalsandinsects.OnDay2wedelveintothe
propertiesarisingfrom sensitiveearssuchas:phantom oscillationsandechoes（so-calledotoacousticemissions）,negative
stiffnessandthecochlearamplifier.Wefinishbyreviewingthearmsracebetweeninsectsandbatsandthenhowhearingloss
effectsallbiologicalears-especiallyourown.
Thisintensivecoursewilluseacombinationoflivelectures,guidedjournalclubsandguidedindependentresearch.Inaddition
tolearninghowauditorytransductionoperatesyouwillbetrainedinothertransferableskillssuchas:howtomakeengaging
presentations,experimentaldesign（poweranalysis）andhowtocriticallyinterpretscientificpresentations.
━
CourseObjectives
Uponcompletionofthecourse,studentsareexpectedto:
a.Understandbasicbiophysicalprinciplesofsoundwavesandtheirreceptioninearsandhowsoundwavesareconvertedinto
movementsofsoundreceiversandthentransducedintoelectricalsignals.

b.Tounderstandthebiomechanicalstrategiesthatearsemploytoincreasetheirsensitivitytoquietsound,tunetheirearsto
frequenciesofinterestanddetecttheamplitudeofsound.

c.Understandthe‘armsrace’betweeninsectsandbatsandthedifferentstrategiesemployedbetweenthem.
d.Understandthemaintypesandcausesofhearinglossandstate-of-the-artresearchinhearingloss.
e.Understandthescientificprocessofdiscoveryandtocriticallyinterpretscientificfindings.
f.Presentationskillsandpoweranalysis.
━
CourseTopics
１．Physicalprinciplesofsoundwaves
２．VertebrateHearing
３．InsectHearing
４．AuditoryReceptorsinVertebrates
５．AuditoryReceptorsinInsects
６．ActiveHearing
７．HuntfortheMechanotransducerchannel
８．Batvsinsectsacousticdetection
９．Hearingloss（Part1）
10．Hearingloss（Part2）
11．Spotthemistakes-Presentationskills
12．Experimentaldesign-Poweranalysis
13．SummaryofLectures
MethodsofInstruction:
Thiscoursewillconsistof10lecturesand2guidedjournalclubs.Thiscombinationoflearningapproacheswillallowstudents
totestandrefinetheirknowledge.
Thereispurposelyplentyofactiveengagementwithlivelectures,guidedjournalclubsandinteractivepresentations.Thistype
ofactivelearning,usingarangeofdifferenttechniquesandresources,willresultinadeepandenjoyablelearningexperience
andwillallowthestudentstotesttheirunderstandingasthecourseprogresses.
MethodsofInstruction:
Thiscoursewillconsistof10lectures,3guidedjournalclubs,2interactivesessionsonpresentationskillsandexperimental
design.Thiscombinationoflearningapproacheswillallowstudentstotestandrefinetheirknowledge.
━
[BasicRequirementoftheCourse]
Readingofthetextbookisabsolutelyrequiredtofamiliarizethestudentswiththeconceptsandideas.Readingofthejournal
articlesisalsorequired,althoughthisisbestnearerthestartofthecourse.AlthoughIam notexpectingthestudentsto
understandallpreliminaryreadingitwillmakeabsorbingandunderstandingthematerialinthecourseeasierandwill
maximizethebenefitstudentswillgetfrom thecourse.
━
TextbookandRequiredSupplies:
Requiredtextbook:
１．Textbook:Anintroductiontothephysiologyofhearing:Forthedition,JamesO.Pickles
ISBN:9004243771．Essentialreading,chapters:１,２,３ and5
２．Journals（essentialreadingbeforethestartofthecourse,orbeforeeachday）:
Day1Anauditoryfeaturedetectioncircuitforsoundpatternrecognition,
https://www.science.org/doi/10．1126/sciadv.1500325
Day2Physiologicalchangesthroughouttheearduetoageandnoise-alongitudinalstudy,
Blockleyetal.，2021,JournalofNeuroscience
https://www.biorxiv.org/content/10．1101/2021.11.25.470017v1
━
[Assessment]
１．Classdiscussions/presentationandgroupactivities:20％
２．Finalmultiplechoiceexam 80％
━
[Officehour]
Tobeannounced.Forquestions,emailKanaeAndo（k_ando＠tmu.ac.jp）.

━
Forquestions,pleaseemailtoDr.KanaeAndo（k_ando＠tmu.ac.jp）.
IfyoutookthesummercoursetaughtbyDr.Warrenin2022,pleasedonotregisterforthiscourse.Thecontentsaresimilar.
Datestobeannounced.
Thiscourseisopentothestudentswhocompletedanundergraduateprogram intheuniversitiesotherthanTMUandarenot
fluentinJapanese.
Talktoyoursupervisorsifthiscourseisappropriateforyou.
Toregister,submitacourseregistrationrequestform totheprogram organizer.
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学セミナー１
研究室毎
に指定

― ―

前期 ― ― 2

博士後期課程 生命科学セミナー１
研究室毎
に指定

生命科学セミナー１
研究室毎
に指定

担当教員 備 考

各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

生命科学分野の英語科学論文の読み方を学ぶ。英語科学論文はどのような構成をしており、どのような論文が
良い論文なのかを習得する。次に実際に論文をよみ、理解した後、論文紹介プレゼンをし、論文に対する質問、
批判をおこなう。論文には、最新の結果、技術が含まれているので、この過程を繰り返すことで、生命科学分
野の最新知識を身につける。研究分野ごとに適した論文を選ぶ
Learnhow toreadscientificpapersinthebiologyandlifesciencesfield.Studentswilllearnhow
scientificpapersareorganizedanddeterminewhatpapersareworthreading.Inaddition,students
presentthepapertheyread,andaskquestionsandcriticizethepaper.Sincethelatestresultsand
technologyareincludedinthepaper,therequiredknowledgeinthelifesciencefieldisacquiredby
repeatingthisprocess.Chooseapapersuitableforeachareaofstudy.
━
大学院レベルになると、教科書の記述は最新のものではないため、多くの知識を論文から得ることになる。い
つでも良質で最先端の知識を得るためには、良い英語論文を選び、読みこなす技術が必要となる。また、論文
の記載はいつでも正しいわけではないため、それを自分で判断する必要がある。そこで、論文を批判的に読み、
論理的に発表する訓練を積む。また、他の人の発表に対して質問ができるようになることも、非常に大事な力
である。生涯にわたって自分の専門性を高めるのに必須な最新生命科学の知識を得るための授業である。また
論文を読む力は、研究を進める上でも重要である。
Ingraduateschool,thelatestknowledgeisobtainedfrom scientificpapers.Toobtainnoveland
advancedknowledge,itisnecessarytoselectqualitypapers.Itisessentialtojudgeitsincethe
description ofthepaperisnotalwayscorrect.Therefore,thetraining which readsthepaper
criticallyandpresentslogicallyisaccumulated.Itisalsoimperativetoaskquestionsaboutother
students’presentations.Theabilitytoreadthepaperisalsocrucialforadvancingtheresearch.
━
第１回から10回は重要論文を読みながら、以下のような項目について学ぶ
第１回：生命科学の論文の読み方（1）英語の文章の構成
第２回：生命科学の論文の読み方（2）科学英語単語の紹介
第３回：生命科学の論文の読み方（3）科学英語の言い回し
第４回：生命科学の論文の読み方（4）科学論文の構成
第５回：生命科学の論文の読み方（5）良い論文とはどういう論文か
第６回：生命科学の論文の議論のしかた（1）批判的に読むとは
第７回：生命科学の論文の議論のしかた（2）質問のしかた
第８回：生命科学の論文の議論のしかた（3）良い質問、良くない質問
第９回：生命科学の論文の議論のしかた（4）論文の穴を見つける
第10回：生命科学の論文の議論のしかた（5）建設的に批判するには
第11回以降は実際に複数の論文を互いに紹介し、最新生命科学の知識を得る。
第11回：生命科学論文の紹介と議論 どのような先端的な疑問を解決したかを議論
第12回：生命科学論文の紹介と議論 どのような先端技術の使い方をしているかを議論
第13回：生命科学論文の紹介と議論 古典的な技術の位置づけを議論
第14回：生命科学論文の紹介と議論 研究結果が生命科学にどのような影響を与えるか議論
第15回：生命科学論文の紹介と議論 生命科学の将来の疑問を議論
Readscientificpapers,learnscientificEnglishwords,thestructureofscientificpapers,andwhat
kindofpaperstoread
Learnhowtoaskquestionsandcriticizescientificpapers.
Obtainnecessaryknowledgefrom thelatestarticles.
━
論文を読む，発表をまとめるなどを授業外で行う。
Readingpapers,summarizingpresentations,etc.,arecarriedoutoutsidetheclasshours.
━
テキストは定めない。各自が選んだ英語科学論文を使う。
Thereisnotextbook.Usethesciencepaperofstudents’choice.
━
論文紹介の出来、および積極的に質問、批判したかで評価する。
Itisevaluatedbytheresultofthepaperpresentationandwhetheritispositivelyaskedand
criticized.
━
質問がある場合には、各研究室に連絡を取ること
Contacteachlaboratoryifstudentshaveanyquestions.
━
各研究室に分かれて行われる。
すべての院生が当該研究室のセミナーを履修することが期待されている。
同一研究室で各期に複数のセミナーが開講されている場合や、関連する研究室のセミナーの履修を希望する場
合は、指導教員の履修指導を受けること。
前期開講。
Itisconductedineachlaboratory.
Allgraduatestudentsareexpectedtotakethiscourse.
Ifmorethanoneseminarisheldinthesamelaboratoryineachperiod,orifstudentswishtotake
acourseinarelatedlaboratory,theyshouldreceiveguidancefrom theirsupervisor.
Thiscoursestartsinthefirstsemester.
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学セミナー２
研究室毎
に指定

― ―

後期 ― ― 2

博士後期課程 生命科学セミナー２
研究室毎
に指定

生命科学セミナー２
研究室毎
に指定

担当教員 備 考

各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

研究データの発表の意義や倫理的な注意点を学ぶ。その後、発表のまとめかたを習うとともに実際に自分の研
究データをまとめて発表する。他の人の発表に対して質問し、より良い研究になるようなサジェスチョンを考
える。自分で研究発表を行うこと、および人の研究に適切な示唆を与えられるようになることを通じて、自分
の研究及び自分の研究に最も近い研究分野の最新情報を得るとともに、生命科学の専門家としての自分自身の
専門性を高める。
Learnthesignificanceandethicalconsiderationsofpublishingresearchdata.Also,studentslearnhow
topresentresearchdata.Askquestionsaboutotherpeople’spresentationsandmakesuggestionsfor
betterresearch.Enhanceprofessionalexpertisein lifesciencesby presenting theirresearch and
makingappropriatesuggestionsforotherpeople’sresearch.
━
大学院で各人が行っている研究は生命科学の最先端知識の探求である。それを完全に理解し、生命科学分野の
専門性を高めるには、ただ実験を実施するだけでなく、他の人から多くの専門的な助言を得ることが大事であ
る。そのためには、他の人にわかりやすく自分の研究内容を発表できなければならない。さらに他の人の研究
発表に対して、自らも専門的な助言や建設的な批判ができるようになることも重要である。自分の研究を題材
に、より高度な生命科学分野を理解、習得するのに必要な講座である。
Theresearchingraduateschoolexplorescutting-edgeknowledgeinthelifesciences.Tofurther
developtheresearch,itisvitaltocarryoutexperimentsandobtainvaluableadvicefrom otherpeople.
Inordertodothat,itisnecessarytopresentresearchinawaythatotherscanunderstandeasily.
Inaddition,itisalsoessentialtobeabletogiveprofessionaladviceandconstructivecriticism forthe
researchpresentationofotherpeople.Itisacoursenecessaryforunderstandingandmasteringthe
moreadvancedlifesciencefieldonthesubjectofownresearch.
━
第１回から第９回までは自分の研究を発表するために必要な技術を研究発表を通して学ぶ。
第１回：なぜ研究データを発表するか
第２回：研究倫理と発表の注意点
第３回：研究データを発表用にまとめる：研究目的を考える
第４回：研究データを発表用にまとめる：研究の背景を調べる
第５回：研究データを発表用にまとめる：研究データの数値化。まとめに何が必要か
第６回：研究データを発表用にまとめる：研究のイメージデータを加工する
第７回：研究データを発表用にまとめる：自分のデータから何が言えるか考える
第８回：研究データを発表用にまとめる：パワーポイントにまとめる技術
第９回：研究データを発表用にまとめる：他の研究との関連を考える
第10回からは、実際の研究発表から、さまざまなポイントに注目し専門性を高める
第10回：研究データの発表および議論１：どのように発表すると、他人にわかってもらえるか議論する。
第11回：研究発表および議論２：専門的な質問にどのように答え、どう考えるか議論する
第12回：研究発表および議論３：他の人の発表を批判的に聴き、エッセンスを理解する
第13回：研究発表および議論４：他の人の発表に建設的な批評、専門的な示唆をする
第14回：研究発表および議論５：他の人の発表から学んだことをまとめる
第15回：研究発表および議論６：生物学全体の流れから自分の研究を評価する
Learntheskillstopresentresearch.
Learnwhatresearchpresentationsareeasyforotherstounderstand
━
論文を読む，発表をまとめるなどを授業外で行う。
Readingpapers,summarizingpresentations,etc.,arecarriedoutoutsidetheclasshours.
━
テキストは定めない。発表のプレゼン資料が配られる。
Thereisnotextbook.Usethesciencepaperofstudents’choice.
━
論文紹介の出来、および積極的に質問、批判したかで評価する。
Itisevaluatedbytheresultofthepaperpresentationandwhetheritispositivelyaskedandcriticized.
━
質問がある場合には、各研究室に連絡を取ること
Contacteachlaboratoryifstudentshaveanyquestions.
━
各研究室に分かれて行われる。
すべての院生が当該研究室のセミナーを履修することが期待されている。
同一研究室で各期に複数のセミナーが開講されている場合や、関連する研究室のセミナーの履修を希望する場
合は、指導教員の履修指導を受けること。
後期開講。
Itisconductedineachlaboratory.
Allgraduatestudentsareexpectedtotakethiscourse.
Ifmorethanoneseminarisheldinthesamelaboratoryineachperiod,orifstudentswishtotake
acourseinarelatedlaboratory,theyshouldreceiveguidancefrom theirsupervisor.
Thiscoursestartsinthesecondsemester.
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学特別実験
研究室毎
に指定

― ―

随時 ― ― 1

博士後期課程 生命科学特別実験
研究室毎
に指定

生命科学特別実験
研究室毎
に指定

担当教員 備 考

各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

【分野別基礎実験法】
━
生命科学分野における基礎的実験法を習得する。主に他専攻学生などを対象した科目。

━
基礎実験法１：生態学分野，微生物学分野
基礎実験法２：生化学分野，細胞生物学分野
基礎実験法３：神経生物学分野
基礎実験法４：発生学，再生学分野
基礎実験法５：遺伝学分野
基礎実験法６：系統分類学分野

授業例
第１回から第２回 どのような実験を行うかの議論
第３回から第14回 計画に従って、様々な実験を行う
第15回 実験のまとめと発表
━
適宜おこなう。
━
適宜プリント等が配られる
━
個別で判断する
━
質問があれば大学院教務委員に連絡すること。

━
受講希望者は、指導教員および生命科学専攻教務委員会に、事前の申し出を行うこと。
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学特別実習Ⅱ
研究室毎
に指定

― ―

随時 ― ― 2

博士後期課程 生命科学特別実習Ⅱ
研究室毎
に指定

生命科学特別実習Ⅱ
研究室毎
に指定

担当教員 備 考

各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

【分野別研究法】
researchmethod
━
生命科学分野における各種実験法、研究実践法を学ぶ。特別な事情で受講する必要がある学生のための
生命科学の実習で、個々人に応じた内容で行われる。
Studentslearnvariousexperimentalandresearchpracticesinthebiologicalsciencefield.
Itisapracticalcourseforstudentswhoneedtotakeitforspecialreasons,anditistailored
toeachstudent.
━
研究法１：生態学分野，微生物学分野
研究法２：生化学分野，細胞生物学分野
研究法３：神経生物学分野
研究法４：発生学，再生学分野
研究法５：遺伝学分野
研究法６：系統分類学分野
Method1：EcologyandMicrobiology
Method2：BiochemistryandCellBiology
Method3：Neurobiology
Method4：DevelopmentalBiology
Method5：Genetics
Method6：Taxonomy

授業例
第１回から第２回 どのような実験、研究を行うかの議論
第３回から第14回 計画に従って、様々な実験、研究を行う
第15回 実験、研究のまとめと発表
━
適宜行う
━
必要なプリントなどが配られることがある。
Printswillbegivenifneeded.
━
個別に判断するが、レポート等が課されることがある。
Reportsmayberequired.
━
質問があれば大学院教務委員に連絡すること。
Ifyou haveany questions,pleasecontacta memberoftheGraduateAcademicAffairs
Committee.
━
受講には、指導教員および教務委員会の許可が必要である。
Studentsmustobtainpermissionfrom theiracademicadvisorsandtheEducationalAffairs
Committee.
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課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学実験１
研究室毎
に指定

― ―

前期 木 6・7 2

博士後期課程 生命科学実験１
研究室毎
に指定

生命科学実験１
研究室毎
に指定

担当教員 備 考

各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

大学院では、研究を通して様々な力を身につける。研究を遂行するためには、研究指導を受けて実験を
重ねるだけでなく、深い専門知識、幅広い興味、最新の実験技術やその原理、研究倫理や守るべき様々
な法令を身につける必要がある。本授業では、それぞれの研究に合わせた、上記の様々な重要知識、必
須先端技術を学ぶ。本授業は自分の研究をより良質にするだけでなく、生命科学の専門性を高めるため
に必須である。
Ingraduateschool,variousabilitiesareacquiredthroughresearch.Tocarryouttheresearch,
itisnecessarynotonlytorepeatexperimentsbyreceivingguidancefrom supervisorsbutalso
toacquiredeepexpertise,wideinterest,latestexperimentaltechnology andtheprinciple,
research ethicsand variouslawstobeobserved.In thiscourse,studentslearn essential
knowledge and advanced technology in accordance with each research.This class is
indispensabletoraisingthespecialtyinthelifesciencefield.
━
各個人の研究に関連する過去に得られた知識の習得指導、最新実験技術、調査技術、データの処理など
に関する実技指導、さらなる研究の発展のためにも必要な専門的な知識の獲得指導を受ける。各個人の
研究分野や、研究の進展に応じて適宜変更しながら行われる。
Studentsreceivepracticalinstructionontheknowledgegainedinthepastrelatedtoeach
research,thelatestexperimentaltechniques,dataprocessing,etc.,andguidanceonacquiring
thespecializedknowledgenecessaryforfurtherresearchdevelopment.Theguidanceiscarried
outaccordingtoeachresearchfieldandtheprogressoftheresearch.
━
授業計画
第１回：研究するとはどういうことか
第２回：研究する上で守るべき倫理
第３回：研究上で避けるべき危険
第４回：研究のテクニック１ 個体群，個体，組織の観察，測定
第５回：研究のテクニック２ 細胞，細胞内小器官の観察，測定
第６回：研究のテクニック３ 物質の測定とは
第７回：研究のテクニック４ 物質の抽出
第８回：研究のテクニック５ イオンや低分子物質の測定
第９回：研究のテクニック６ 核酸，タンパク質の測定
第10回：研究のテクニック７ その他の生体高分子の測定
第11回：研究のテクニック８ 遺伝子，タンパク質の発現解析
第12回：研究のテクニック９ 数値データの取り方
第13回：研究のテクニック10数値データの処理
第14回：研究のテクニック11統計学の基礎（誤差）
第15回：研究のテクニック12統計学の基礎（数値の比較）
Learnwhatitmeanstostudy,theethicstostudy,thedangerstoavoidinresearch,the
techniquestostudy.
━
多くの活動が授業外になる。
Manyactivitiesareoutofclass.
━
テキストは各クラスで定める。資料は適宜配布される。
Textisdefinedbyeachclass.Materialswillbedistributedasappropriate.
━
研究への取組姿勢および研究の遂行で評価する。
Evaluateinapproachtoresearchandconductofresearch.
━
質問等は各研究室に連絡を取ること。
Contacteachlaboratoryforquestions.
━
前期開講．
実施は、かならずしも時間割どおりでないので、各自の指導教員に問い合わせること。
実験・調査に関する技術的な指導を受けている間は、所属研究室での開講がある限り当該研究室の開講
科目を履修することが期待されている。ただし、研究指導を受ける部分は単位外であるため、実験や調
査に関する技術的な指導を受ける段階をほぼ終了している者は履修する必要はない。
Thiscoursestartsinthefirstsemester.
Theimplementationisnotalwaysfollowingthetimetables,sopleasecontactyoursupervisor.
Itisexpectedthatstudentswilltakethecoursesofferedbytheirownlaboratories.
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57

課 程
理学研究科 理工学研究科

時期 曜日 時限 単位数
科目名 授業番号 科目名 授業番号

博士前期課程 生命科学実験２
研究室毎
に指定

― ―

後期 木 6・7 2

博士後期課程 生命科学実験２
研究室毎
に指定

生命科学実験２
研究室毎
に指定

担当教員 備 考

各教員

①授業方針･テーマ

②習得できる知識･
能力や授業の目的･
到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト･参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項

大学院では、研究を通して様々な力を身につける。研究を遂行するためには、研究指導を受けて実験を
重ねるだけでなく、深い専門知識、幅広い興味、最新の実験技術やその原理、研究倫理や守るべき様々
な法令を身につける必要がある。本授業では、それぞれの研究に合わせた、上記の様々な重要知識、必
須先端技術を学ぶ。本授業は自分の研究をより良質にするだけでなく、生命科学の専門性を高めるため
に必須である
Ingraduateschool,variousabilitiesareacquiredthroughresearch.Tocarryouttheresearch,
itisnecessarynotonlytorepeatexperimentsbyreceivingguidancefrom supervisorsbutalso
toacquiredeepexpertise,wideinterest,latestexperimentaltechnology andtheprinciple,
research ethicsand variouslawstobeobserved.In thiscourse,studentslearn essential
knowledge and advanced technology in accordance with each research.This class is
indispensabletoraisingthespecialtyinthelifesciencefield.
━
各個人の研究に関連する過去に得られた知識の習得指導、最新実験技術、調査技術、データの処理など
に関する実技指導、さらなる研究の発展のためにも必要な専門的な知識の獲得指導を受ける。各個人の
研究分野や、研究の進展に応じて適宜変更しながら行われる
Studentsreceivepracticalinstructionontheknowledgegainedinthepastrelatedtoeach
research,thelatestexperimentaltechniques,dataprocessing,etc.,andguidanceonacquiring
thespecializedknowledgenecessaryforfurtherresearchdevelopment.Theguidanceiscarried
outaccordingtoeachresearchfieldandtheprogressoftheresearch.
━
第１回：研究をより発展させるのに必要な知識
第２回：研究関連論文の探し方
第３回：研究のテクニック13個体群，個体の培養
第４回：研究のテクニック14組織，細胞の培養
第５回：研究のテクニック15正常な状態を撹乱すること
第６回：研究のテクニック16DNAシークエンスとそのデータの扱い
第７回：研究のテクニック17コンピューターを使った研究のやりかた
第８回：研究のテクニック18イメージデータの取り方
第９回：研究のテクニック19イメージデータの処理
第10回：研究のテクニック20応用的な統計学
第11回：研究のまとめ方１ 自分の研究結果を批判的に見る
第12回：研究のまとめ方２ 研究する背景の理解
第13回：研究のまとめ方３ 学会発表の要旨の書き方
第14回：研究のまとめ方４ 学会での口頭発表のやり方
第15回：研究のまとめ方５ 学会でのポスター発表のやり方
Studentslearntheknowledgeneededtofurthertheirresearch,presentatconferences,and
writeresearchpapers.
━
多くの活動が授業外になる。
Manyactivitiesareoutofclass.
━
テキストは各クラスで定める。資料は適宜配布される。
Textisdefinedbyeachclass.Materialswillbedistributedasappropriate.
━
研究への取組姿勢および研究の遂行で評価する。
Evaluateinapproachtoresearchandconductofresearch.
━
質問等は各研究室に連絡を取ること。
Contacteachlaboratoryforquestions.
━
後期開講
実施は、かならずしも時間割どおりでないので、各自の指導教員に問い合わせること。実験・調査に関
する技術的な指導を受けている間は、所属研究室での開講がある限り当該研究室の開講科目を履修する
ことが期待されている。ただし、研究指導を受ける部分は単位外であるため、実験や調査に関する技術
的な指導を受ける段階をほぼ終了している者は履修する必要はない。
Thiscoursestartsinthesecondsemester.
Theimplementationisnotalwaysfollowingthetimetables,sopleasecontactyoursupervisor.
Itisexpectedthatstudentswilltakethecoursesofferedbytheirownlaboratories.
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機械工学専攻

（理工学研究科）

履修上の注意

（博士後期課程）

１）機械専攻は必修科目を設けていないので、選択科目の中から20単位以上履修すること。

２）履修科目の選択については指導教授の指導を受けること。

３）１年次に特別実験と特別セミナーのⅠＡ,ⅠＢを、２年次に特別実験と特別セミナーのⅡＡ,

ⅡＢを、３年次に特別実験と特別セミナーのⅢＡ,ⅢＢを履修すること。

博士後期課程 授業科目および単位
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授業科目の名称
配 当
年 次

単位数

必修 選択 自由

材料物理学特別実験ⅠA
材料物理学特別実験ⅠB
材料物理学特別実験ⅡA
材料物理学特別実験ⅡB
材料物理学特別実験ⅢA
材料物理学特別実験ⅢB
材料物理学特別セミナーⅠA
材料物理学特別セミナーⅠB
材料物理学特別セミナーⅡA
材料物理学特別セミナーⅡB
材料物理学特別セミナーⅢA
材料物理学特別セミナーⅢB
エネルギー工学特別実験ⅠA
エネルギー工学特別実験ⅠB
エネルギー工学特別実験ⅡA
エネルギー工学特別実験ⅡB
エネルギー工学特別実験ⅢA
エネルギー工学特別実験ⅢB
エネルギー工学特別セミナーⅠA
エネルギー工学特別セミナーⅠB
エネルギー工学特別セミナーⅡA
エネルギー工学特別セミナーⅡB
エネルギー工学特別セミナーⅢA
エネルギー工学特別セミナーⅢB
機械システム工学特別実験ⅠA
機械システム工学特別実験ⅠB
機械システム工学特別実験ⅡA
機械システム工学特別実験ⅡB
機械システム工学特別実験ⅢA
機械システム工学特別実験ⅢB
機械システム工学特別セミナーⅠA
機械システム工学特別セミナーⅠB
機械システム工学特別セミナーⅡA
機械システム工学特別セミナーⅡB
機械システム工学特別セミナーⅢA
機械システム工学特別セミナーⅢB
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ

1
1
2
2
3
3
1
1
2
2
3
3
1
1
2
2
3
3
1
1
2
2
3
3
1
1
2
2
3
3
1
1
2
2
3
3
1,2,3
1,2,3

4
4
4
4
4
4
1
1
1
1
1
1
4
4
4
4
4
4
1
1
1
1
1
1
4
4
4
4
4
4
1
1
1
1
1
1
1
2

注意）インターンシップⅠ、インターンシップⅡについては、内容が異なる場合は重複して
履修することができる。
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大学院全学共通科目
（博士前期課程・博士後期課程）

〈大学院キャリア科目〉

本学大学院では全研究科共通の科目として、キャリア開発のための授業科目を2019年度から順

次開講している。課程修了後、民間企業や大学・研究所等に就職する場合、博士後期課程へ進学

する場合、どちらにおいても、それまでの研究活動で培われた知識や能力が次のステップにおい

ても有意義に活かせるよう、研究目的と将来のキャリアを関連付けて考えておくことは非常に重

要となる。このため、本学においては大学院生向けのキャリア科目を開設し、各科目を通じてキャ

リア形成に必要な意識・能力を育成する。

〈注意点〉

（1）博士前期課程、博士後期課程の大学院生いずれも受講することができる。

（2）授業科目として単位が付与されるが、博士前期課程、博士後期課程の修了単位には含まれ

ない。

（3）本学で開講するキャリア科目以外の科目では、本学と東京工業大学との単位互換協定によ

り、東京工業大学大学院のキャリア科目も受講することが可能である。受講を希望する場合

には開講科目等を毎学期当初に大学Webサイトへ掲載するので確認すること。

（参照：本学Webサイト＞教育 学部・大学院＞履修・授業・資格課程等＞他大学等の授業科目の履修者募集

https://www.tmu.ac.jp/academics/programs/other_univ.html）
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科目名 科目種別
授業番号

時期 曜日 時限 単位数 教室
博士前期 博士後期

理工系博士人材のキャリア形成
大学院

全学共通科目
W0500 W0600 後期Ⅰ 月曜 ５限 1

南大沢
11-109

担 当 教 員 備 考

林 祐司（大学教育センター） ・履修登録は教務課にて行うので履修登録希望者は初回授業に必ず出席すること。

①授業方針・テーマ

②習得できる知識・
能力や授業の
目的・到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト・
参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項（他の授業
科目との関連性）

アカデミアへの進路については指導教員等から話を聞く機会が多々あると思いますので、この授業で
は、本学で理工系の博士号を取得し、民間企業等に就職した先輩たちに自分のキャリアについて話し
てもらいます。
世間では、理工系といえども博士号取得者の民間企業就職は極めて困難であると言われますが、そう
した指摘はかならずしも当たらず、博士号取得者は民間企業でも活躍していると学生の皆さんに知っ
て貰うのが目標です。

本学で理工系博士の学位を取得した先輩たちが、博士後期課程で培った力をもとに数々の民間企業に
おいてどのように活躍しているかを知ることにより、自分自身の将来について過度に悲観することも
楽観することもなく、博士課程修了後の進路や博士課程への進学について現実的な期待を持って検討
できるようになること。

【授業計画・内容】
１．オリエンテーション：
博士後期課程の就職活動や学位取得後の賃金水準に関するデータがあるのでそれらを中心に担当教
員が若干の講義をします
２－５．講演（４名を予定）：
民間企業で活躍する修了後５年以内程度の本学博士課程修了者による講演を聞き、気になることが
あればその場で質問して解決してください
６－７．グループワーク：
過年度の講演を文字起こしした記録をもとに皆で議論します
８．授業のまとめ：
レポートに書いたことを口頭報告の上、その場で提出してもらいます

第２回から第７回は順不同です。講演者の都合により入れ替えます。
講演の柱は次の通り講演者にお願いしております。
１．在学時の研究活動と現在の仕事
２．博士後期課程への進学を決めたときや、民間企業に進路を決めたときに考えていたこと
３．初職での就職活動、もしあれば転職時の就職活動
４．理工系博士人材である自分がどのように評価されているか
５．在学時に獲得した知識、スキル、能力ほかを活用しているか
６．入職後の予想と実際の違い
７．その他、後輩に伝えたいこと

【授業方法】
第１回、第８回は教員による講義を行います。第２回から第５回は修了生による講演を行います。第
６回と第７回は、過年度の講演の文字起こしを読んできて履修者で議論します。また、講演者の方が
お越しになるのが難しい場合はZoomで行う場合があります。

過年度の講演の文字起こしをもとに皆で議論する際は、事前に文字起こしを履修者に配りますので、
授業時間前に読んできて、気になるところや重要と思えるところを整理してきてください。

とくになし。

授業への参加とレポートで評価します。
レポートには、授業を受けてキャリアに関する考えに変化したことがあればそのことを書き、従来の
考えについて改めて確認できたことがあればそのことを書いてください。

講演はインタラクティブにやりとりできるようにお願いしております。講演者への質問は講演の時間
内に十分にできるようになっています。担当教員への質問は授業後にして下さい。

・自分の所属を修了した方の講演だけを履修登録せず聴講するといったことは可能ですし、歓迎しま
す。後期になる頃に学内に看板を出しますので詳細はそちらをご覧ください。ただ、授業計画に記
した７つの柱のうち、どれを重点的に話してくださるかは講演者の方により異なります。よって４
人の方の話を通して聞くと、一通り勉強になるのではないかと思います。

・過去の講演録は、講演者の個人的なことが書かれてありますので履修登録者限りの配布としていま
す。
・初回授業のスライドはキバコに置いています。自己登録によりどなたでもご覧になれます。
【他の授業科目との関連性】
とくにありません。皆さん、自分の研究を頑張り、よい論文をたくさん出しましょう。



科目名 科目種別
授業番号

時期 曜日 時限 単位数 教室
博士前期 博士後期

企業における知的財産マネジメント
大学院

全学共通科目
W0515 W0615 後期Ⅱ 木曜 ５限 1

南大沢
11-109

担 当 教 員 備 考

吉川 万美＊（大学教育センター）
・履修登録は教務課にて行うので履修登録希望者は初回授業に必ず出席すること。
・本科目の履修により修得した単位は、原則として課程修了に必要な単位に含
めることはできない。

①授業方針・テーマ

②習得できる知識・
能力や授業の
目的・到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト・
参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項（他の授業
科目との関連性）

現代は、工業社会から情報・知識社会へとパラダイムシフトが進行し、企業活動も有形資産（土地、

建物、設備等）を重視した経営から、無形資産（技術、ノウハウ、アイデア等）を重視する方向へ移

行しつつある。企業の研究開発・技術開発の場においても、優れた技術に特許などの知的財産権を組

み合わせることにより、企業競争力の強化や製品やサービスの高付加価値化を図っている。本科目で

は、研究開発・技術開発における知的財産の役割と企業活動への貢献という視点から、企業戦略にとっ

て重要な観点の一つである、知的財産マネジメントの基礎について解説する。

・研究開発職、技術職として最低限理解しておくべき特許権、意匠権、商標権等の知的財産権の基本

的内容を習得すること。

・企業における価値創出活動である研究開発・技術開発において、知的財産権の果たす役割と戦略的

意義を理解すること。

・実際のビジネスモデルから、優れた技術を活用し、自社の顧客を拡大しながら、他社の参入障壁を

どのように構築するか、マネジメントの視点から考える。

【授業計画】

１ 特許権、意匠権、商標権、著作権等の概要、各権利保護の仕組み、レポートの説明

２ 企業の事業戦略における知的財産の意義、経済社会的背景、特許調査

３ 競争力を高める技術力と知的財産（1）（機能性材料）例：発光ダイオード、光触媒技術

４ 競争力を高める技術力と知的財産（2）（食品分野）例：アスパルテーム（味の素）

５ 競争力を高める技術力と知的財産（3）（ＩＴ分野）例：ＱＲコード、ワンクリック（Amazon）

６ ブランドの知的財産マネジメント（商標・意匠・知財ミックス）例：ヤクルト容器、新幹線車両

７ オープン/クローズ戦略 例：CPU（Intel）、半導体（クアルコム）、ノウハウ秘匿（不正競争防

止法、著作権

８ レポート発表、振り返り（ディスカッション）

【授業方法】

異なる専攻分野の学生と知的財産に関するテーマについてディスカッションも行う。

レポートに関して、パテントコンテストをテーマにした発明提出書作成及び特許調査を体験する。

・「産業財産権標準テキスト 総合編」発明推進協会 定価￥900＋税

・プリントを配布する。

授業における参加と授業終了後のレポートで評価する。

・要件を明記のうえ、メールでアポイントメントをとること。

・メールアドレスは初回授業でお知らせする。

・特に予備知識は必要ではない。学生の専攻分野は問わない。

・授業で取り上げる事例は、当該事例に関連する専攻分野以外を専攻する学生にも理解できるよう解

説する。
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科目名 科目種別
授業番号

時期 曜日 時限 単位数
博士前期 博士後期

博士人材の研究インターンシップ
大学院

全学共通科目
W0510
W0511

W0610
W0611

集中
（随時）

― ―
2
1

担 当 教 員 備 考

池内 昌彦＊（大学教育センター） 単位数は、実際のインターンシップの期間により１単位とすることがある。

①授業方針・テーマ

②習得できる知識・
能力や授業の
目的・到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト・
参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項（他の授業
科目との関連性）

博士後期課程在学中もしくは博士後期課程への進学を検討している大学院生を主な対象とした、民間

企業における中長期のインターンシップである。企業における実践的な研究開発の現場において、こ

れまで培った研究能力やスキルを実践・応用するとともに、マネジメント力やコミュニケーション力

など、多様な場で活躍するための汎用力を高めることを目的とする。これにより今後の研究活動の幅

を広げるとともに、キャリアパスの一つとして、民間の研究開発職について現実感を持って考える契

機とする。なお、本科目は就職を主目的としたインターンシップではない。

・企業における研究開発の手法、価値観、行動様式等、大学での研究との違いを理解する。

・自己の研究における新たな発想・視点・探求を促すとともに、研究と社会との関わりや研究の意味

について広い視野から考える。

・研究者に必要とされるコミュニケーション力、計画管理力、積極性、異分野協働の姿勢等を身に付

ける。

本学が加盟している①一般社団法人 産学協働イノベーション人材育成協議会（C-ENGINE）、②ジョ

ブ型研究インターシップ推進協議会（ジョブ型研究インターンシップ）に参加する企業のうち、希望

学生との間でジョブディスクリプションや研究条件等のマッチングが成立した企業において実施する。

インターンシップの期間は原則として中長期（２か月程度）である。専攻分野は問わない。自己の研

究テーマと完全に合致する研究内容でなくても可能であり、インターンシップの内容や期間等は本学

マッチングコーディネーターのフォローのもと学生が希望する企業と主体的に調整することとなる

（諸条件の調整には柔軟に対応する企業が多い）。また、本科目の履修登録は教務課（１号館１階）に

おいて行う。

C-ENGINE、ジョブ型研究インターンシップの参加企業については、以下のウエブサイトで確認する

こと。

https://www.c-engine.org/about/member/

https://coopj-intern.com/membership

【参画企業（一部）】2022年度10月時点

キャノン株式会社、京セラ株式会社、コニカミノルタ株式会社、株式会社島津製作所、株式会社ダイ

セル、東レ株式会社、パナソニック株式会社、株式会社日立製作所、三菱電機株式会社、株式会社サ

イバーエージェント、等

・インターンシップ先企業の事業概要を事前に把握しておくこと。また、研究に必要となる専門理論

や専門スキルを事前に学修していることが求められる。

・インターンシップにあたっては、社会人としての基本的なマナーを守ること。必要な場合には学生

サポートセンターキャリア支援課へ相談すること。

特になし。

・インターンシップの計画書、成果報告書及び企業からの評価報告書等により総合的に評価する。

・評価は評点ではなく、合格/不合格により判定する。

インターンシップの申込みはキャリア支援課で行い、履修登録は教務課で行う。企業のジョブディス

クリプションは①、②それぞれのマッチングシステムに掲載されているため、興味がある者はアカウ

ント申請を行い、閲覧することができる（申請方法はキャリア支援課ホームページ「博士後期課程専

用キャリア支援情報」のサイトで確認すること。）。ジョブディスクリプションは調整できる場合が多

いので、インターンシップ先として希望する企業があれば、速やかに（インターンシップ開始予定の

概ね２カ月前までを目途に）、コーディネーター教員（本科目担当教員 池内）へ連絡すること（相談・

質問のみも可）。連絡を受けた後、企業との調整を行う。コーディネーターへの連絡、その他質問に

ついてはコーディネーター、キャリア支援課、教務課（いずれも南大沢Ｃ）の共通アドレス

（c-engine＠tmu.ac.jp）にて受け付ける。

（1）インターンシップの実施に当たっては事前に指導教員の承諾を得ること。

（2）定期健康診断を必ず受診しておくこと。

（3）学生教育研究災害傷害保険（学研災）などの傷害保険及び賠償責任保険に必ず加入すること。

（4）事前のインターンシップ計画書、事後の成果報告書等を提出すること。

（5）インターンシップ終了後、成果報告会等が開催される場合には報告を行うこと。

（6）本科目により修得した単位は、課程修了単位に含めることはできない。

（7）ジョブ型研究インターンシップは、博士後期課程のみ対象とする。
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科目名 科目種別
授業番号

時期 曜日 時限 単位数
博士前期 博士後期

博士人材のアカデミック･コミュニケーション
大学院

全学共通科目
W0520 W0620

集中
Ⅲ期

― ― 1

担 当 教 員 備 考

伏木田 稚子、
各教員（大学教育センター）

本科目により修得した単位は、課程修了単位に含めることはできない。

①授業方針・テーマ

②習得できる知識・
能力や授業の
目的・到達目標

③授業計画・内容
授業方法

④授業外学習

⑤テキスト・
参考書等

⑥成績評価方法

⑦質問受付方法
（オフィスアワー等）

⑧特記事項（他の授業
科目との関連性）

大学院生にとって、自身の研究プロセスや成果を発表し、他者からのフィードバックにより内容をより充実
させていくことは、実りある研究生活に必要不可欠です。
また、在学中だけでなく就職後は特に、専門分野や年代の異なる人たちとアイディアを共有し、相互理解を
深めながら協働する姿勢が求められます。
そこで本授業では、各自が日頃取り組んでいる研究を題材に、プレゼンテーションの実践と研究計画書案の
作成に取り組みます。それらの活動を通して、アカデミック・コミュニケーションに関する知識とスキル
（日英両語での論理的でわかりやすい発表、他分野研究を含めた相互理解、社会との接続を意識した学際的な
視点）の習得を目指します。
（博士後期課程への進学に関心がある、前期課程の学生の参加も広く歓迎します。）

・自身の研究の専門性について、日本語と英語で論理的に説明する力を身につける
・自身の研究の応用可能性を熟考し、わかりやすく表現する力を身につける
・他者との議論を通して、他分野研究への理解を深めると共に、自身の研究を分野横断的な視点から捉え直
すことができる
・プレゼンテーションの実践と研究計画書案の作成を通じて、自身の研究と社会とのつながりを学際的に考
えることができる

【日本語プレゼンテーション】
第１回 ４/27（木）４限

プレゼンテーションの構成、PowerPointを活用したスライドの作成［個人ワーク］
第２回 ５/25（木）４限

グループ内での発表、ルーブリックによるピアレビュー［グループワーク］
第３回 ６/15（木）４限

全体での発表、ふり返り［全体ワーク］
第４回 ７/13（木）４限

英語プレゼンテーションに向けた準備［個人ワーク］

【英語プレゼンテーション】
第５回 ７/27（木）４限・５限

全体での発表、教員（英語のネイティブスピーカー）からのフィードバック（前半）［全体ワーク］
第６回 ８/03（木）４限・５限

全体での発表、教員（英語のネイティブスピーカー）からのフィードバック（後半）［全体ワーク］

【研究計画書案の作成】（11月～２月）
※日本学術振興会特別研究員の申請書を教材として活用する。
※開講日程は別途案内する。
第７回 特別研究員（DC・PD）の制度概要・目的、申請書作成のポイント［講義］
第８回 申請書案の作成、ピアレビュー［グループワーク］
第９回 添削・講評［全体ワーク］

・プレゼンテーションの準備、研究計画書案の作成等については、授業時間外に各自で取り組むことを前提
とする。
・企業等に対してプレゼンテーションを行う場合は、当該企業の事業概要を事前に把握しておくこと。また、
社会人としての基本的なルールおよびマナーを守ること。

■参考書
・宮野公樹（2009）学生・研究者のための使える！PowerPointスライドデザイン－伝わるプレゼン１つの原
理と３つの技術．化学同人，京都
・中澤明子，市川紘子（編）蒋研，木下慎，中原淳（著）（2017）ストーリーで学ぶアカデミック英会話

ENGLISH ACADEMIA.朝日出版社，東京

プレゼンテーション、研究計画書案、受講生間での議論などにより、総合的に評価する。

問合せ内容に応じて以下のメールアドレスへ連絡し、必要に応じて対面相談を行う。
・伏木田 稚子（プレゼンテーション関係）fushikida-wakako＠tmu.ac.jp
・総合研究推進機構担当URA（特別研究員申請書関係）soutsui_spring＠jmj.tmu.ac.jp
・教務課教務企画係（履修手続関係）kyomu-kikaku＠jmj.tmu.ac.jp

・本授業でのプレゼンテーションの成果を活かすため、自身の研究内容を紹介する機会が設けられている次
のような企画に、授業外で参加することを推奨する。
例：・研究の見える化セミナー（仮称）（主催：本学総合研究推進機構 時期未定）

・理系大学院生海外研修プログラム（主催：本学理系４研究科 ７～11月頃）
・博士人材と企業との交流会（主催：お茶の水女子大 ９月頃）
・キャリアパスフォーラム（主催：横浜国立大学 10月頃）
・高大連携企画での研究紹介（主催：本学高大連携室）等

・各種研究プレゼンテーション企画の情報については、キャリア支援課の博士後期課程向けキャリア支援情
報のホームページ（https://career.tmu.ac.jp/for_doctoral/）や学内掲示等を参照すること。

・各企画への参加については、希望するものに各自で応募すること。参加資格が博士後期課程の学生に限ら
れるものもあるため、各企画の応募資格に注意すること。
・発表や演習を行う授業形態のため、履修希望者多数の場合には人数を制限する場合がある。
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〔数理科学専攻〕

担当者名 研究室 内線

赤 穂 まなぶ 8-629 3136

石 谷 謙 介 8-669 3167

上 原 北 斗 8-623 3128

内 田 幸 寛 8-667 3165

内 山 成 憲 8-668 3166

倉 田 和 浩 8-632 3141

黒 田 茂 8-672 3172

小 林 正 典 8-670 3134

酒 井 高 司 8-631 3138

下 條 昌 彦 8-622 3135

鈴 木 登志雄 8-675 3175

関 行 宏 8-671 3171

高 津 飛 鳥 8-628 3127

津 村 博 文 8-674 3174

徳 永 浩 雄 8-673 3173

久 本 智 之 8-666 3164

深 谷 友 宏 8-630 3137

村 上 弘 8-522 3096

横 田 佳 之 8-626 3133

横 山 俊 一 8-665 3168

吉 冨 和 志 8-624 3131

川 崎 健 8-662 3158

平 田 雅 樹 8-662 3158

〔物理学専攻〕

担当者名 研究室 内線

青 木 勇 二 8-531 3362

荒 畑 恵美子 8-580 3368

石 崎 欣 尚 8-227 3244

江 副 祐一郎 8-229 3246

角 野 秀 一 8-532 3363

栗 田 玲 8-496 3333

首 藤 啓 8-518 3351

セルゲイ ケトフ 8-581 3371

田 沼 肇 8-526 3355

服 部 一 匡 8-519 3352

兵 藤 哲 雄 8-583 3373

藤 田 裕 8-517 3348

堀 田 貴 嗣 8-578 3366

松 田 達 磨 8-226 3243

水 口 佳 一 8-579 3367

宮 田 耕 充 8-528 3357

森 弘 之 8-577 3365

安 田 修 8-584 3374

柳 和 宏 8-290 3253

飯 田 進 平 8-292 3255

石 川 久 美 8-296 3257

大 塚 博 巳 8-594 3383

北 澤 敬 章 8-588 3375

汲 田 哲 郎 8-488 3326

佐々木 伸 8-515 3346

田 中 篤 司 8-510 3341

谷 茉 莉 8-483 3325

中 西 勇 介 8-481 3324

東 中 隆 二 8-122 3221

蓬 田 陽 平 8-289a 3258

山 下 愛 智 8-125 3222
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〔化学専攻〕

担当者名 研究室 内線

池 谷 鉄 兵 8-451 3525

石 田 真 敏 8-566 3565

伊 藤 隆 8-469 3538

大 浦 泰 嗣 8-567 3576

岡 大 地 8-373 3452

歸 家 令 果 8-367 3447

久冨木 志 郎 RI-201 3922

清 水 敏 夫 8-574 3585

杉 浦 健 一 8-565 3574

田 岡 万 悟 8-467 3536

竹 川 暢 之 8-366 3446

中 谷 直 輝 8-572 3543

野 村 琴 広 8-473 3542

廣 瀬 靖 8-372 3453

廣 田 耕 志 8-466 3535
モハメッドメハーウェド

8-472 3541アブデルラティフ ソリーマン
山 添 誠 司 8-568 3577

秋 山 和 彦 8-576 3587

阿 部 拓 也 8-466 3535

奥 村 拓 馬 8-368 3448

吉 川 聡 一 8-546 3561

芝 本 幸 平 8-365 3445

下 山 大 輔 8-374 3455

平 林 一 徳 8-563 3573

松 本 淳 8-369 3451

三 澤 健太郎 8-365 3445

〔生命科学専攻〕

担当者名 研究室 内線

アダム リンク クローニン 牧野-204 2751

アダム ワイテマイヤー 8-424 3732

安 藤 香奈絵 9-478 4443

江 口 克 之 牧野-214 2754

得 平 茂 樹 8-334 3672

岡 田 泰 和 8-438 3743

岡 本 龍 史 8-320 3661

角 川 洋 子 牧野-107 2723

加 藤 潤 一 8-329 3668

鐘ヶ江 健 8-312 3653

川 原 裕 之 9-492 4367

坂 井 貴 臣 8-413 3724

鈴 木 準一郎 8-540 3764

髙 鳥 直 士 8-336 3673

髙 橋 文 8-425 3733

田 村 浩一郎 8-415 3725

成 川 礼 8-324 3663

野 澤 昌 文 8-417 3726

春 田 伸 8-434 3741

福 田 公 子 8-339 3675

村 上 哲 明 牧野-117 2727

淺 田 明 子 9-493 4372

朝 野 維 起 8-422 3731

加 藤 英 寿 牧野-116 2726

木 下 温 子 8-318 3657

斎 藤 太 郎 9-493 4371

武 尾 里 美 8-441 3745

立 木 佑 弥 8-338 3674

古 川 聡 子 8-322 3662

横 田 直 人 9-481b 4370

吉 田 貴 大 牧野-215 2755
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〔機械工学専攻〕

担当者名 研究室 内線

小 方 聡 9-463 4143

小 口 俊 樹 9-464 4277

小 原 弘 道 9-457 4136

角 田 直 人 9-458 4137

筧 幸 次 9-454 4145

小 林 訓 史 9-465 4133

髙 橋 智 9-461 4254

玉 置 元 10-227 4188

長 谷 和 徳 9-459 4135

本 田 智 9-460 4141

村 上 和 彦 9-354 4164

吉 田 真 9-459 4135

吉 村 卓 也 9-453 4131

若 山 修 一 9-467 4147
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東京都立大学学位規則（抜粋）

平成17年度法人規則54号

制定 平成17年４月１日

（目的）

第１条 この規則は、学位規則（昭和28年文部省令第９号）第13条第１項の規定に基づき、東

京都立大学（以下「本学」という。）の学位に関する事項を定めることを目的とする。

（学位の種類）

第２条 授与する学位は、次のとおりとする。

（1）学士

（2）修士

（3）博士

（4）法務博士（専門職）

２ 学士、修士及び博士の学位を授与するに当たっては、別表第１に定めるところにより、専

攻分野の名称を付記するものとする。

（修士の学位授与要件）

第４条 東京都立大学大学院学則（平成17年度法人規則第49号。以下「大学院学則」という。）

第35条第１項の規定により、博士前期課程を修了した者に対し、修士の学位を授与する。

（博士の学位授与要件）

第５条 大学院学則第35条第１項の規定により、博士後期課程を修了した者に対し、博士の学

位を授与する。

２ 大学院学則第35条第２項の規定により学位論文の審査及び試験に合格し、前項の博士後期課

程を修了した者と同等以上の学力を試問によって確認された者に対し博士の学位を授与する。

（学位申請の方法、時期等）

第７条 学位申請の方法及び時期は、別表第２のとおりとする。

（修士の学位申請資格）

第８条 第４条の規定により修士の学位を得るため学位論文（特定の課題の研究成果を含む。

以下同じ。）の審査を申請し得る者は、博士前期課程に在学し、既に所定の単位を修得した者

又は学位論文審査終了までに所定の単位を修得し得ると認められた者に限る。

（博士の学位申請資格）

第９条 第５条第１項の規定により博士の学位を得るため学位論文審査を申請し得る者は、博

士後期課程に在学し、既に所定の単位を修得した者又は学位論文審査終了までに所定の単位

を修得し得ると認められた者に限る。ただし、第５条第２項の規定により学位の申請をする

場合は、この限りでない。

（論文博士の申請等）

第10条 第５条第２項の規定により博士の学位を得るための申請をする者は、第７条で定める

申請書類及び関連書類に学位論文審査手数料を添えて、第２条第２項に規定する専攻分野を

指定し、当該研究科を経て、学長に申請する。
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２ 学位論文審査手数料の額、免除その他の事項は、別に定めるところによる。

（学位申請の受理）

第11条 第４条の規定により修士の学位を得るための申請及び第５条第１項の規定により博士

の学位を得るための申請の受理は、関連研究科において行う。

２ 第５条第２項の規定により博士の学位を得るための申請の受理は、研究科の教授会（以下

「研究科教授会」という。）において審査可能な論文であるか否かを審査の上、受理又は不受

理を決定する。

３ 前項の規定により、受理を決定したときは、申請受理証を交付する。

４ 学長は、前２項の規定により学位申請の受理を決定したときは、その学位の専攻分野に応

じて当該研究科教授会に審査させる。

（学位論文）

第12条 学位論文は、主論文１編とする。ただし、参考論文を添付することができる。

２ 論文の用語は、研究科教授会において定める。

３ 一旦受理した学位論文は、いかなる事由があっても返付しない。

（審査会）

第13条 学位論文の審査は、研究科教授会に審査会を設置し、その審査報告に基づいて決定する。

２ 前項に定める学位論文の審査会は次のとおりに構成する。

（1）第８条及び第９条による学位論文については、指導教員をもって主査とし、当該研究科

教授会を構成する教員の中から研究科教授会の推薦により学長の指名する２名以上の教員

を加えたものとする。

（2）第10条の規定による学位論文については、当該研究科教授会を構成する教員の中から主

査１名及び委員２名以上により構成するものとし、研究科教授会の推薦により学長が指名

する。

３ 研究科教授会は必要と認めたときは、前項の規定にかかわらず他の研究科の教員又は他の

大学院若しくは研究所等の教員等を審査委員に推薦することができる。

（審査期間）

第14条 第８条及び第９条による学位論文については在学中に提出させ審査を終了するものと

する。

２ 第10条の規定による学位論文の審査は、学位の授与の申請を受理した後１年以内に終了し

なければならない。

３ 特別の理由があるときは、前２項の規定にかかわらず、研究科教授会の議を経てその期間

を延長することができる。

（試験）

第15条 審査会は、学位論文審査と同時に学位論文を中心として、その関連科目について最終

試験又は試験を行う。

２ 前項の最終試験又は試験は、口頭又は筆答により行うものとする。

（試問）

第16条 第５条第２項の規定による試問は、口頭及び筆答により行うものとする。
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２ 本学博士後期課程に１年以上在学し、所定の単位を修得した者が、退学後第５条第２項の

規定により博士の学位を得るための申請をする場合は、当該各研究科であらかじめ定めると

ころにより、前項の試問を免除することができる。

（公聴会）

第17条 研究科教授会は、あらかじめ定めるところにより、最終試験又は試験の一部として、

公開の発表会（以下「公聴会」という。）を開催し、学位論文提出者に公聴会での発表等を課

すことができる。公聴会の実施に関する事項は、審査会で定める。

（研究科教授会への報告）

第18条 審査会は、審査終了後直ちにその結果を研究科教授会に報告しなければならない。

２ 研究科教授会は、学位論文審査に必要なときは学位論文の副本、邦訳、模型又は標本等を

提出させ、場合によっては、学位論文提出者に対し、当該学位論文について説明を求めるこ

とができる。

（合否の決定）

第19条 研究科教授会は、審査会の報告に基づいて無記名投票により学位論文及び最終試験等

の合否を決定する。

２ 前項の研究科教授会を開くためには、当該研究科教授会の３分の２以上の出席を要し、合

格の決定をするには、出席者の３分の２以上の賛成を要する。ただし、公務のための欠席者

は、前記の定数に算入しない。

第20条 前条の研究科教授会において合格と決定したときは、研究科長は学位論文に関する審

査の要旨及び最終試験又は試験の成績を添えて学長に報告する。

２ 第５条第２項の規定により学位の申請をする者については、試問の成績も添えなければな

らない。

３ 不合格と決定したときも、また前項に準ずる。ただし、審査要旨の添付を要しない。

（学位の授与）

第21条 学部又は研究科の教授会の報告を受けて、学長が卒業又は課程の修了等を認定し、別

記様式により、学位を授与するものとする。

２ 学士の学位授与の時期は、３月とする。ただし、本学に４年以上在学し、教授会が特に必

要と認めた者については、学位授与の時期を９月とすることができる。

３ 修士の学位授与の時期は、３月及び９月の年２回とする。

４ 第５条第１項に定める博士の学位授与の時期は、３月及び９月の年２回とする。また、第

５条第２項に定める博士の学位授与の時期は、その都度定める。

（共同研究指導プログラムの修了者）

第21条の２ 学長は、修士又は博士の学位を授与する者のうち、東京都立大学大学院学則（平

成17年度法人規則第49号）第29条の２に規定する共同研究指導プログラムによる学位論文審

査に合格したと認められる者については、学位記に共同研究指導プログラムを受けた旨の注

記を付すものとする。

（学位論文要旨の公表）

第22条 本学は、博士の学位を授与したときは、当該博士の学位を授与した日から３月以内に、
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その学位論文の内容の要旨及び学位論文審査の結果の要旨をインターネットの利用により公

表するものとし、その方法については、別に定める。

（学位論文の公表）

第23条 博士の学位を授与された者は、授与された日から１年以内に、その学位論文の全文を

公表しなければならない。ただし、学位を授与される前に既に公表したときは、この限りで

ない。

２ 前項の規定にかかわらず、博士の学位を授与された者は、やむを得ない事由がある場合に

は、当該研究科教授会の承認を得て、当該学位論文の全文に代えてその内容を要約したもの

を公表することができる。この場合において、当該研究科は、当該学位論文の全文を求めに

応じて閲覧に供するものとする。

３ 博士の学位を授与された者が行う前２項の規定による公表は、本学の協力を得て、インター

ネットの利用により行うものとし、その方法については、別に定める。

４ 前３項の規定により学位授与以降に学位論文を公表する場合は、その学位論文に「東京都

立大学審査学位論文（博士）」と明記しなければならない。

（学位の名称）

第24条 この規則の定めるところにより学位を授与された者が学位の名称を用いるときは、「東

京都立大学」の名称を付記するものとする。

（学位の取消し）

第25条 不正の方法により学位の授与を受けた事実が判明したときは、学長は当該研究科教授

会の議に基づいて学位を取り消すことができる。

２ 研究科教授会が前項の議決を行う場合は、出席者の４分の３以上の賛成を得なければなら

ない。出席者数その他に関する事項は、第19条の規定を準用する。

附 則

１ この規則は、平成17年４月１日から施行する。

２ 平成23年４月１日に東京都立大学、東京都立科学技術大学及び東京都立保健科学大学（以

下「転学前の大学」という。）から本学に転学した者に対する専攻分野の名称の適用について

は、第２条第２項の規定にかかわらず、平成23年３月31日に適用されていた転学前の大学の

学位規則の例によるものとする。
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別表第１（第２条関係）

附 則（平成30年２月22日29法人規則第40号）における従前の例は以下のとおり。
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研 究 科 専 攻（学域） 専攻分野の名称

理学研究科

数理科学専攻 理学

物理学専攻 理学

化学専攻 理学

生命科学専攻 理学

研 究 科 専 攻（学域） 専攻分野の名称

理学研究科

数理科学専攻 理学

物理学専攻 理学

化学専攻 理学

生命科学専攻 理学

研 究 科 専 攻（学域） 専攻分野の名称

理工学研究科

数理情報科学専攻 理学

物理学専攻 理学

分子物質化学専攻 理学

生命科学専攻 理学

電気電子工学専攻 工学

機械工学専攻 工学

研 究 科 専 攻（学域） 専攻分野の名称

理工学研究科

数理情報科学専攻 理学

物理学専攻 理学

分子物質化学専攻 理学

生命科学専攻 理学

電気電子工学専攻 工学

機械工学専攻 工学

三 博士

二 修士

三 博士

二 修士



別表第２（第７条関係）

※「東京都立大学大学院学則及び同学位規則に関する理学研究科細則」第２条により、修士の

学位の申請時期は、１月10日まで又は７月10日まで、課程博士の学位の申請時期は、12月10

日まで又は６月10日までとする。
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区 分 申請時期 申請書類 部数 備 考

第４条の規定に

よる学位

原則として、１月10

日又は７月31日（各

研究科教授会におい

て別に定めることが

できる。）

一 学位申請書

二 学位論文

三 学位論文要旨

四 単位修得証明書

1

1

学位論文及び学位論

文要旨の提出部数は、

各研究科が定める。

第５条第１項の

規定による学位

原則として、４月10

日又は10月31日（各

研究科教授会におい

て別に定めることが

できる。）

一 学位申請書

二 学位論文

三 学位論文要旨

四 単位修得証明書

五 研究業績一覧

六 履歴書

1

1

2

2

学位論文及び学位論

文要旨の提出部数は、

各研究科が定める。

第５条第２項の

規定による学位

特に定めない。 一 学位申請書

二 学位論文

三 学位論文要旨

四 学位論文目録

五 研究業績一覧

六 履歴書

七 住民票記載事項証明書

1

1

2

2

1

別表第一に定める専

攻分野の名称を明記

（第10条）

学位論文及び学位論

文要旨の提出部数は、

各研究科が定める。
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東京都立大学大学院学則（抜粋）

平成17年度法人規則第49号

制定 平成17年４月１日

第１章 総則

（目的）

第１条 東京都立大学大学院（以下「大学院」という。）は、広い視野に立って、専門分野に関

する専門的な学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥を究め、又は高度の専門性が求め

られる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い、都民の生活と文化の向上及び発

展に寄与することを目的とする。

第２章 研究科の組織構成

（課程）

第３条 大学院に博士課程及び専門職学位課程（専門職大学院設置基準（平成15年文部科学省

令第16号）第２条第１項の課程をいう。以下同じ。）を置く。

２ 博士課程は、これを前期２年の課程（以下「博士前期課程」という。）及び後期３年の課程

（以下「博士後期課程」という。）に区分し、博士前期課程は、修士課程として取り扱うもの

とする。

３ 博士前期課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又は高

度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力を養うことを目的とする。

４ 博士後期課程は、専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他

の高度に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を

養うことを目的とする。

（研究科及び専攻）

第４条 大学院の研究科及び専攻は、別表第１のとおりとする。

（学生定員）

第６条 学生の定員は、別表第２のとおりとする。

（事務組織）

第７条 大学院に関する事務の執行は、関連する事務組織がこれにあたる。

第２章の２ 各研究科の教育研究上の目的

（理学研究科の教育研究上の目的）

第７条の５ 理学研究科博士前期課程は、自然科学の広範な知識、考え方及び方法を教授研究

し、研究能力と柔軟な問題解決能力や説明能力を培い、国際的視野を有し、創造力と応用力

を備えた研究者、教育者及び技術者等を養成することを目的とする。

２ 理学研究科博士後期課程は、自然科学の先端的な知識、考え方及び方法を教授研究し、自立

して研究活動を行う研究能力と中長期的な課題の探索発見力を培い、国際的な牽引力を有し、

卓越した創造力と応用力を備えた研究者、教育者及び技術者等を養成することを目的とする。
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（各専攻の教育研究上の目的）

第７条の９ 各専攻の人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は、別に定める。

第３章 教員組織

（教授会）

第８条 研究科に教授会を置く。

２ 教授会は、当該研究科の教授をもって構成する。

３ 教授会に准教授その他の職員を加えることができる。

４ 研究科長は、教授会を招集し、その議長となる。

５ 教授会は、教育研究審議会の議を経て定められる基本方針に基づき、次に掲げる事項を審

議する。

（1）学生の入学、課程の修了その他学生の在籍に関すること及び学位の授与に関する事項

（2）教育課程の編成に関する事項

（3）教育及び研究の状況について自ら行う点検及び評価に関する事項のうち、当該研究科に

係る事項

（4）授業及び研究指導の内容及び方法の改善を図るために当該研究科において実施する組織

的な研修及び研究に関する事項

（5）その他教育研究に関する重要な事項

６ 前各項に定めるもののほか、教授会に関する必要な事項は、別に定める。

（授業担当教授）

第９条 大学院における授業及び指導は、本学の教授又はこれに準ずる者（以下「授業担当教

授」という。）が担当する。

２ 前項の授業担当教授は、当該研究科の教授会の議に基づき、その者の所属する教授会の承

認を得て、学長が命ずる。

（代議員会）

第10条 研究科の教授会に代議員会を置くことができる。

２ 第８条第５項各号のうち、教授会が定める事項については、代議員会の議決をもって教授

会の議決とすることができる。

３ 研究科長は、代議員会を招集し、その議長となる。

４ 代議員会の構成等必要な事項は、別に定める。

第４章 学年、学期、修業年限等

（学年等）

第11条 学年は、前期に入学するものにあっては４月１日から翌年３月31日までとし、後期に

入学するものにあっては10月１日から翌年９月30日までとする。

２ 学期及び休業日については、大学学則の定めるところによる。ただし、法科大学院の学期

及び休業日については、東京都立大学法科大学院規則（平成19年度法人規則第77号。以下

「法科大学院規則」という。）に定めるところによる。

―183―

基
本
規
則

研
究

科
共
通
科
目

数
理
科
学
・

数
理
情
報
科
学

物
理

学
化

学
・

分
子
物
質
化
学

生
命
科
学

機
械
工
学

大
学

院
共
通
科
目

授
業
担
当
者

名
簿

学
位
規
則

大
学
院
学
則



（修業年限）

第12条 博士前期課程の標準修業年限は２年とし、博士後期課程の標準修業年限は３年とする。

（在学年限）

第14条 博士前期課程の在学期間は４年を、博士後期課程の在学期間は６年を超えることがで

きない。

３ 前２項の規定にかかわらず、特別の事情により、所属研究科の教授会で特に認められた場

合は、前２項に定める在学年限を超えて在学することができる。

（長期にわたる教育課程の履修）

第15条 研究科は、学生が職業を有している等の事情により第12条第１項に規定する標準修業

年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し、課程を修了することを希望す

る旨を申し出たときは、別に定めるところにより、その計画的な履修を認めることができる。

第５章 入学等

（入学等）

第17条 入学、退学、除籍、転学、留学及び休学等の学生の身分に関する事項に関しては、大

学院学則に定める場合を除き、大学学則に定めるところによる。

２ 学長は、次の各号の一に該当する者については、教授会の議を経て、退学を命ずる。

（1）第14条に定める在学年限を超えた者

（2）第19条に定める休学期間を超えてなお復学できない者

（休学）

第19条 休学期間は、課程ごとに通算して３年を超えることができない。

３ 前２項の規定にかかわらず、特別の事情により、教授会で特に認められた場合は、前２項

に定める休学期間を超えて休学することができる。

４ 第14条第１項における博士前期課程又は博士後期課程の在学期間には、休学期間を算入し

ない。

６ 前各項に定めるもののほか、休学については、大学学則の規定を準用する。

（留学）

第20条 学長は、学生が外国の大学の大学院又は研究所等に留学し、当該大学院等の研究指導

を受けることが教育上有益と認めるときは、当該大学院等との協定又は協議に基づき、留学

を許可することができる。

２ 前項の許可は、学生からの留学の申請に基づき、当該学生が所属する研究科の教授会の議

を経て行う。

３ 留学の期間は、在学期間に算入することができる。

第６章 教育課程及び履修方法

（指導教授の指定）

第21条 学生は入学当初に指導を受けようとする教授（以下「指導教授」という。）の指定（法

科大学院を除く。）を受ける。
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（指導教授の指導）

第22条 学生は、毎年度当初に、その学年に履修しようとする授業科目につき、あらかじめ指

定された方式に従い受講を申請し、その承認を得なければならない。

２ 学生は、科目の選択、論文の作成及び研究一般について指導教授の指導を受ける。

３ 指導教授が必要と認めるときは、その指定する授業科目を学生に履修させることができる。

（単位）

第23条 研究科の授業の単位の基準は、学部の授業の単位の基準による。

（履修方法等）

第24条 前条の授業科目の履修方法は、次のとおりとし、これに関する細則は、別に定める。

（1）博士前期課程の学生は、在学中に30単位以上取得しなければならない。

（2）博士後期課程の学生は、在学中に20単位以上取得しなければならない。ただし、博士後

期課程人間健康科学研究科人間健康科学専攻においては、在学中に14単位以上取得しなけ

ればならない。

（教育課程の編成方針）

第24条の２ 研究科は、その教育上の目的を達成するために必要な授業科目を開設するととも

に学位論文の作成等に対する指導（以下「研究指導」という。）の計画を策定し、体系的に教

育課程を編成するものとする。

２ 教育課程の編成に当たっては、研究科は、専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力を

修得させるとともに、当該専攻分野に関連する分野の基礎的素養を涵（かん）養するよう適

切に配慮するものとする。

（大学院分野横断プログラム）

第24条の３ 前条に定める教育課程のほか、研究科及び専攻を超えた幅広い知識、俯瞰力及び

応用力を身につけ、分野横断的な研究力を高めることを目的とし、東京都立大学大学院分野

横断プログラム（以下「分野横断プログラム」という。）を開設し、必要な事項を東京都立大

学大学院分野横断プログラム規則（平成29年度法人規則第48号。以下「分野横断プログラム

規則」という。）に定める。

（大学院全学共通科目）

第24条の４ 前２条による授業科目のほか、大学院に複数の研究科の学生を対象とした共通の

授業科目（以下「大学院全学共通科目」という。）を開設することができる。

２ 研究科において教育上適当と認めるときは、大学院全学共通科目により修得した単位を第30

条、第31条及び第34条に定める課程修了に必要な単位に含めることができる。ただし、当該

科目は、第30条第２項の規定に定める科目としては取り扱わないものとする。

（教育内容等の改善のための組織的な研修等）

第24条の５ 研究科は、授業及び研究指導の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及

び研究を実施するものとする。

（平18規則65・追加、平29規則28・旧第24条の３繰下、平30規則17・旧第24条の４繰下）

（授業科目及び配当単位）

第25条 研究科の専攻別授業科目及び配当単位数は、別表第３のとおりとする。
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２ 分野横断プログラムの授業科目及び配当単位数は、分野横断プログラム規則に定める。

３ 大学院全学共通科目の授業科目及び配当単位数は、別表第３の２のとおりとする。

４ 前３項に定めるもののほか、教授会の議を経て、授業科目を開設することができる。

（単位の認定）

第26条 履修授業科目の単位の認定は、筆記試験若しくは口頭試験又は研究報告によるものと

し、毎学期又は毎学年末に行うものとする。

（学修の評価）

第27条 学修の評価は、大学学則第40条の規定を準用する。

（成績評価基準等の明示等）

第27条の２ 研究科は、学生に対して、授業及び研究指導の方法及び内容並びに１年間の授業

及び研究指導の計画をあらかじめ明示するものとする。

２ 研究科は、学修の成果及び学位論文に係る評価並びに修了の認定に当たっては、客観性及

び厳格性を確保するため、学生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに、当該基準

に従って適切に行うものとする。

（他の大学院における授業科目の履修等）

第28条 他の大学院における授業科目の履修及び入学前の既修得単位の認定については、大学

学則第43条第１項（同条２項において準用する場合を含む。）並びに第45条第１項及び第３項

の規定を準用する。この場合において、大学学則第43条第１項中「60単位」とあるのは、「10

単位」と、第45条第３項中「前２項」とあるのは「第１項」と、「60単位」とあるのは「10単

位」と読み替えるものとする。

（他の大学院、研究所等における研究指導）

第29条 学長は、学生が他の大学院又は研究所等において研究指導を受けることが教育上有益

であると認めるときは、当該学生が所属する研究科の教授会の議を経て、当該大学院等との

協定又は協議に基づき、これを許可することができる。

（共同研究指導プログラム）

第29条の２ 学長は、外国の大学の大学院との協定又は協議に基づき、学生が本学大学院の学

生としての身分を有したまま当該大学院に入学し、本学大学院と当該大学院との共同により

研究指導及び学位論文審査を行うプログラム（以下「共同研究指導プログラム」という。）を

受けることが教育上有益と認めるときは、当該学生が所属する研究科の教授会の議を経て、

これを許可することができる。

２ 外国の大学の大学院の学生で、本学大学院の研究科において当該大学院と本学大学院との

共同研究指導プログラムを受けようとする者があるときは、当該大学院との協定又は協議に

基づき、東京都立大学学則第67条の２に規定する交換留学生として入学を許可することがで

きる。

３ 学長は、前項の規定に基づき受け入れた交換留学生が、本学大学院との共同研究指導プロ

グラムによる学位論文審査に合格したと認められる場合は、当該交換留学生を受け入れた研

究科の教授会の議を経て、共同研究指導プログラムを修了したことを示す証明書を授与する

ことができる。
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第７章 修了要件

（博士前期課程の修了要件）

第30条 博士前期課程の学生は、２年の在学期間を満たし、正規の授業を受け、博士前期課程

専攻所定の授業科目について30単位以上を修得し、更に学位論文を提出し、かつ、最終試験

を受けなければならない。

２ 前項の場合において、指導教授が教育上有益と認めるときは、30単位のうち10単位以内に

限り、各研究科の定めるところにより、当該研究科の他の専攻の授業科目若しくは他の研究

科の専攻の授業科目又は学部の授業科目を履修し、これを充当することができる。

３ 第１項に定める修了要件のうち、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げたと認めた

者については、博士前期課程に１年以上在学すれば足りるものとする。この場合において、

当該博士前期課程の目的に応じ適当と認められるときは、特定の課題についての研究の成果

の審査をもって学位論文の審査に代えることができる。

（博士後期課程の修了要件）

第31条 博士後期課程の学生は、３年の在学期間を満たし、正規の授業を受け、博士後期課程

専攻所定の授業科目について20単位以上を修得し、更に学位論文を提出し、かつ、最終試験

を受けなければならない。ただし、在学期間に関しては、次項に該当する者を除き、特に優

れた研究業績を上げたと認めた者については、博士後期課程に１年以上在学すれば足りるも

のとする。

２ 前条第３項の規定に基づき、１年の在学期間をもって博士前期課程を修了した者の博士後

期課程の修了にあっては、在学期間に関しては、当該研究科の教授会において優れた研究業

績を上げたと認めた場合には、博士後期課程に２年以上在学すれば足りるものとする。

（最終試験）

第32条 学位論文の審査及び最終試験は、その指導教授をもって主査とし、研究科の教授会の

推薦により学長の指名する２名以上の関連科目の授業を担当する第９条に定める大学院授業

担当教授又はこれに準じる者を加えて行う。

２ 最終試験は、所定の単位を修得し、かつ、学位論文を提出した者について行うものとする。

３ 前項の最終試験は、学位論文を中心とし、これに関連のある授業科目について筆記又は口

頭により行う。

（学位論文及び最終試験の合否）

第33条 学位論文及び最終試験の合否については、教授会が審査会を組織し、その審査報告に

基づいて決定する。

（課程修了の認定及び学位の授与）

第35条 博士前期課程においては第30条、博士後期課程においては第31条の規定により所定の

単位を修得し、かつ、学位論文の審査及び最終試験に合格した者に対しては、学長が当該課

程の修了を認定し、学位を授与する。

２ 論文を提出して博士の学位を請求した者については、その論文が第31条第１項の規定によ

り提出されるものと同等以上の内容のものであり、かつ、試験により専攻学術に関し、同様

に広い学識と研究を指導する能力を有するものと確認されたときは、学長がその旨を認定し、
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学位を授与する。

４ 本条の規定により授与する学位については、別に定める。

（教育職員免許状の資格の取得）

第36条 教育職員の免許状の取得資格を取得しようとする者は、教育職員免許法（昭和24法律

第147号）及び教育職員免許法施行規則（昭和29年文部省令第26号）に基づき所定の単位を修

得しなければならない。

２ 大学院において取得できる教育職員免許状取得資格の種類及び教科は、別表第４のとおり

とする。

第８章 賞罰

（賞罰）

第37条 賞罰については、大学学則に定めるところによる。

第９章 授業料その他の費用

（授業料等）

第38条 授業料、入学料、入学考査料、証明書発行手数料及び学位論文審査手数料等について

は、別に定める。

２ 入学料の減免並びに授業料の納入方法、分納、減額及び免除等については、大学学則第３

章の規定を準用する。

第10章 科目等履修生

（科目等履修生等）

第39条 科目等履修生及び外国人学生については、別に定める。

附 則（平成30年２月22日29法人規則第28号）

１ この規則は、平成30年４月１日から施行する。

２ 平成30年３月31日現在において社会科学研究科、理工学研究科、都市環境科学研究科都市

環境科学専攻地理環境科学域、同研究科同専攻分子応用化学域、同研究科同専攻都市システ

ム科学域、システムデザイン研究科システムデザイン専攻知能機械システム学域、同研究科

同専攻情報通信システム学域、同研究科同専攻経営システムデザイン学域に在学し、同年４

月１日以降引き続き在学する者に係る研究科、専攻及び学域の名称、修了要件等については、

なお従前の例による。

６ 平成30年３月31日現在において在学し、同年４月１日以降引き続き当該研究科等に在学す

る者に係る教育職員免許状取得資格の種類及び教科については、改正後の別表第４の規定に

かかわらず、なお従前の例による。

―188―



別表第１（第４条関係）

別表第２（第６条関係）

別表第４（第36条関係）
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博 士 前 期 課 程 博 士 後 期 課 程

研 究 科 専 攻 研 究 科 専 攻

理学研究科

数理科学専攻

理学研究科

数理科学専攻

物理学専攻 物理学専攻

化学専攻 化学専攻

生命科学専攻 生命科学専攻

博士前期課程 博士後期課程

研究科 専 攻
入学
定員

収容
定員

研究科 専 攻
入学
定員

収容
定員

理学研究科

数理科学専攻 25 50

理学研究科

数理科学専攻 8 24

物理学専攻 35 70 物理学専攻 10 30

化学専攻 35 70 化学専攻 9 27

生命科学専攻 40 80 生命科学専攻 16 48

研究科博士

前期課程
専 攻

免許状取得資格の種類及び教科

中学校教諭専修免許状 高等学校教諭専修免許状

理学研究科

数理科学専攻 数 学 数 学

物理学専攻

理 科 理 科化学専攻

生命科学専攻

基
本
規
則

研
究

科
共
通
科
目

数
理
科
学
・

数
理
情
報
科
学

物
理

学
化

学
・

分
子
物
質
化
学

生
命
科
学

機
械
工
学

大
学

院
共
通
科
目

授
業
担
当
者

名
簿

学
位
規
則

大
学
院
学
則

一 博士課程

一 博士課程



附 則 （平成30年２月22日29法人規則第28号）における別表第１、別表第２、別表第４の従前

の例は以下のとおり。

別表第１（第４条関係）

一 博士課程

別表第２（第６条関係）

一 博士課程

別表第４（第36条関係）
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博 士 前 期 課 程 博 士 後 期 課 程

研 究 科 専 攻 研 究 科 専 攻

理工学研究科

数理情報科学専攻

理工学研究科

数理情報科学専攻

物理学専攻 物理学専攻

分子物質化学専攻 分子物質化学専攻

生命科学専攻 生命科学専攻

電気電子工学専攻 電気電子工学専攻

機械工学専攻 機械工学専攻

博士前期課程 博士後期課程

研究科 専 攻
入学
定員

収容
定員

研究科 専 攻
入学
定員

収容
定員

理工学研究科

数理情報科学専攻 25 50

理工学研究科

数理情報科学専攻 8 24

物理学専攻 33 66 物理学専攻 9 27

分子物質化学専攻 33 66 分子物質化学専攻 9 27

生命科学専攻 40 80 生命科学専攻 16 48

電気電子工学専攻 32 64 電気電子工学専攻 6 18

機械工学専攻 32 64 機械工学専攻 6 18

研究科博士

前期課程
専 攻

免許状取得資格の種類及び教科

中学校教諭専修免許状 高等学校教諭専修免許状

理工学研究科

数理情報科学専攻 数 学 数 学

物理学専攻

理 科 理 科分子物質化学専攻

生命科学専攻

電気電子工学専攻
工 業

機械工学専攻
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